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Ⅰ 法人の特徴 
１．沿革と構成 

本学は，平成15年10月に旧

佐賀大学と旧佐賀医科大学が

統合して新たに佐賀大学とし

て発足し，平成16年４月，国

立大学法人佐賀大学として再

出発した。 

 前身である旧佐賀大学は，昭

和 24 年佐賀高等学校，佐賀師

範学校及び佐賀青年師範学校を

母体に，文理学部と教育学部か

らなる新制佐賀大学として設置

された。その後，昭和 30 年に

は農学部が，昭和 41 年には理

工学部が，昭和 51 年に経済学

部がそれぞれ設置され，統合前

には，文化教育学部（平成８年

に教育学部を改組），経済学

部，理工学部及び農学部の４学

部・４研究科で構成されてい

た。 

 一方，旧佐賀医科大学は，政

府の医師不足解消及び無医大県

解消政策の一環として昭和 51

年に医学科のみの単科大学とし

て発足したが，平成５年には看

護学科が設置され，１学部・１

研究科の構成になっていた。 

 現在の佐賀大学は，右のよう

に５学部・５研究科を備えた総

合大学の構成で，佐賀市内のＪ

Ｒ佐賀駅を挟んだ南北に約７Km

離れた位置に，旧佐賀大学を継

承した本庄キャンパスと医学

部・医学部附属病院が所在する鍋島キャンパスの２キャンパスからなり，学部学生

約 6,400 人，大学院生約 1,000 人が勉学に励んでいる。また，佐賀市内に文化教育

学部附属の４学校園があり，合計約 1,300 人の児童・生徒が学んでいる。大学の運

営・教育研究を支える役員・教職員数は約 1,700 名である。 

２．理念 

本学は，佐賀県内で唯一の国立大学として，国立大学法人法第1条に示す国立大学の

設置目的「大学の教育研究に対する国民の要請にこたえるとともに，我が国の高等教育

及び学術研究の水準の向上と均衡ある発展を図る」の使命を果たすため，本学の基本理

念として，次のように佐賀大学憲章を宣言している。 

 

 

国立大学法人 佐賀大学 の構成 

  
大学の構成   

・学部 
文化教育学部，経済学部，医学部， 
理工学部，農学部 

・研究科 
教育学研究科（修士課程） 
経済学研究科（修士課程） 
医学系研究科（修士課程・博士課程） 
工 学 系 研 究 科 （ 博 士 前 期 課 程 ・ 博 士 後 期 課
程） 

農 学 研 究 科 （ 修 士 課 程 ・ 博 士 課 程 連 合 大 学
院） 

・附属教育研究施設 
附属病院 
附属中学校，小学校，特別支援学校，幼稚園 
海洋エネルギー研究センター 
シンクロトロン光応用研究センター 
低平地研究センター 
海浜台地生物環境研究センター 
地域学歴史文化研究センター 
総合分析実験センター 
高等教育開発センター等 
 

学生数及び教職員数(H20.5.1 現在) 
・学部学生 ６,４２５人 
・研究科学生 

修士課程・博士前期課程 ７０９人 
博士課程・博士後期課程 ２５５人 

（計 ７,３８９人） 
・教員(教諭を含む) ７７５人 
・その他の職員 ９５６人 

・学長・理事・監事 ９人 

（計 １,７４０人） 
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３．特徴 

１）佐賀の地域において高等教育を担う総合大学 

本学は，先に述べた５学部・５研究科を備えた総合大学として，佐賀県内はもとより，

隣接する福岡，長崎県など九州各地からの入学生が大半（91.5％）を占め，地域の学生

に対して幅広い高等教育を提供している。特に，佐賀県内の５大学及び放送大学佐賀学

習センターとともに「大学コンソーシアム佐賀」を設立（平成 19 年 12 月）し，県内の高

等教育の普及を図っている。 

 

２）研究教育拠点を広く地域に展開 

佐賀県の各地に研究教育拠点；全国共同利用施設として海洋温度差発電など海洋エネ

ルギーの活用を研究する海洋エネルギー研究センター（伊万里市），玄海灘海浜台地と

浅海域の生物環境を調査研究する海浜台地生物環境研究センター（唐津市），有明海な

どの湾海の周辺低平地環境を総合的に研究する低平地研究センター（本庄キャンパ

ス)，「佐賀の大学」を象徴する地域学歴史文化研究センター（本庄キャンパス），地

域医療の教育研究拠点として国立大学で初めての地域医療科学教育研究センター（鍋島

キャンパス）を持ち，地域に密着した研究教育を進めている。また，シンクロトロン光

応用研究センターが，鳥栖市に設置されている佐賀県立九州放射光施設を中心に，九州

地区の大学など諸機関と連携して研究教育を進めている。 

３）地域社会との連携 

有田焼で有名な有田町と包括的協定を締結し，窯業の技術と経営の両面から教育研究

に取り組むほか，小城市，鹿島市，唐津市，佐賀市とも包括的協定を結び，本学と各地

方自治体等との連携を深めている。また，平成 18 年８月に設置した佐賀大学産学官連

携推進機構を通して，本学の創出した知的財産の社会への還元を推進している。 

附属病院では，教育実習ならびに卒後臨床研修センターとしての機能に加えて，１日

平均約 1500 人の入院・外来の診療，ハートセンターによる 24 時間ホットライン，救命

救急センターの小児救急電話相談，地域に密着した感染症の医療機関間情報ネットワー

ク，佐賀在宅・緩和医療ネットワーク，がん診療連携拠点病院としての肝がん検診シス

テムなどを行い，佐賀県の中核病院としての役割を果している。 

また，附属学校園では，佐賀県教育委員会と連携して教育開発や教員研修など，県内

の初等・中等教育の向上に取り組んでいる。 

４）アジアの知的拠点 

本学には全学生の 4.4％に相当する 323 人(平成 20 年５月１日現在)の留学生が在学

佐賀大学憲章 
佐賀大学は，これまでに培った文，教，経，理，医，工，農等の諸分野にわたる教育

研究を礎にし，豊かな自然溢れる風土や諸国との交流を通して育んできた独自の文化や
伝統を背景に，地域と共に未来に向けて発展し続ける大学を目指し，ここに佐賀大学憲
章を宣言します。 

 
魅力ある大学 

目的をもって活き活きと学び行動する学生中心の大学づくりを進める 
創造と継承 

自然と共生するための人類の「知」の創造と継承に努める 
教育先導大学 

高等教育の未来を展望し，社会の発展に尽くす 
研究の推進 

学術研究の水準を向上させ，佐賀地域独自の研究を世界に発信する 
社会貢献 

教育と研究の両面から，地域や社会の諸問題の解決に取り組む 
国際貢献 

アジアの知的拠点を目指し，国際社会に貢献する 
検証と改善 

不断の検証と改善に努め，佐賀の大学としての責務を果たす 
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し，また本学はアジアを中心として 60 大学，67 学部・専攻と学術交流協定を締結して

いる。歴史的・地理的特性を活かし，アジアの知的拠点として，日本・アジアの視点か

ら国際社会への貢献を目指している。 

 
 

 

【参考】 中期目標･計画 前文 

統合前の佐賀大学及び佐賀医科大学が取り組んできた教育，研究，地域・社会貢

献，国際貢献の諸活動（4 つの使命）を継承するとともに，統合によって生まれる新

たな「知の創造」を追究する。（継承と発展） 

１）文化教育，経済，医，理工，農の５学部を備えた総合大学としての機能を発揮

する高等教育のあり方を追究し，教育改革を推進する。（教育先導大学） 

２）高度専門職業人の育成並びに国際レベルの総合大学としての研究基盤を整える

とともに，独創的研究や地域の要望に応える研究に対して重点的研究体制を構築

する。（研究の高度化） 

３）地域に点在する教育・研究施設等との連携により，高等教育機能や知的財産活

用機能等を高め，地域・社会に開かれた大学の体制を整備拡大する。（地域貢

献） 

４）世界各地とりわけアジア地域の大学及び研究機関との交流を深め，教育研究と

文化交流の国際化を推進する。（国際貢献） 
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Ⅱ 中期目標ごとの自己評価 
 

１ 教育に関する目標（大項目） 
 

（１）中項目１「教育の成果に関する目標」の達成状況分析 

 

①小項目の分析 
 
○小項目 1-（1）-１ウエイト「高等教育の内容，方法及び成果を不断に見直し，教 

育の質の向上を図る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画１-１「001 高等教育開発センターの３部門（教養教育部門，企画開発部門，教

育支援・教育評価部門）を充実し，これらを中核として教育改革を推進する」に

係る状況 

平成 16 年４月から，センター長１名，副センター長１名，各部門の専任教員２

名，事務職員２名の 10 名体制で活動を開始した。その後，３部門の充実を図り，

「修学支援」，「教育支援」，「企画評価」，「教育開発」の４部門に再編し，

併任教員（３名）を加えるとともに，各部門長が大学教育委員会及び関連の専門

委員会に参加する体制を整えた。その結果として，本学の教育改革を推進する中

核として機能を発揮し，下記資料に示すように優れた成果が上がっている（【小

項目 1-(1)-４】計画４-１，【小項目 1-(1)-10】計画 10-２，【小項目 1-(3)-6】

計画６-３，【小項目 1-(3)-7】計画７-１，【小項目 1-(3)-8】計画８-２参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号１-１-①：高等教育開発センターの充実と教育改革を推進した主

な活動と成果 

部 門 活動と成果 

修学支援 

①GPA 導入に向けた調査及び検討 

②学生対象アンケート報告書，共通アンケート調査報告書の発行 

③FD ハンドブック「持ってきんしゃい授業改善案」の発行 

教育支援 

④佐賀大学 FD・SD フォーラムの開催 

⑤冊子「授業改善のアイデア」の発行 

⑥教員インタビューの実施及びホームページによる周知 

企画評価 

⑦授業改善学生会議等の企画 

⑧教育活動等調査報告書の編集 

教育開発 

⑨現代 GP「ネット授業の展開」の推進  

⑩社 会 人 の学 び直 し GP「佐 賀 大 学 デジタルコンテンツ・クリエーター育 成 プログラム」の

推 進  

出典）①は高等教育開発センターNews Letter No.7（2,3 頁），④は高等教育開発セ

ンター『大学教育年報』創刊号～第 4 号の「活動記録」，⑥は高等教育開発セン

タ ー 「 リ レ ー ・ イ ン タ ビ ュ ー 」 （ http://www.crdhe.saga-

u.ac.jp/interview.html），⑦は FD ハンドブック「持ってきんしゃい授業改善

案」，地域創成型学生参画教育モデル開発事業報告書（平成 17 年度）319-362

頁，平成 20 年度第 1 回大学教育委員会附議事項の資料 4-1，⑨は佐賀大学『現代

的教育ニーズ取組支援プログラム「ネット授業の展開」（報告書）』（平成 17,18

年度），⑩は『平成 19 年度 e ラーニングスタジオ実施報告書』を参照 
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b）「小項目 1-（1）-１」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が非常に優れている 

（判断理由） 

計画１の取組みが順調に進み，目的とする機能を十分に発揮するとともに，それが

多くの教育の質の向上に結び付いており，優れた達成状況といえる。なお，この項目

は本学の教育に関する基本的目標「教育改革を推進する」の根幹をなすものであり，

ウエイトとした。 

 

○小項目 1-(1)-2「【教養教育】教養教育のカリキュラム及び授業内容の質的改善を

図る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画２-１「002大学入門科目，共通基礎教育科目，主題科目で構成する教養教育科

目の教育体制を不断に見直し，改善・強化する。この目的を達成するため，教養

教育科目は，全学登録方式により，全学部の教員が担当する」に係る状況 

平成16年度に，全学部の教員が教養教育を担う全学登録方式と，それを運営す

る「教養教育運営機構」による教養教育体制の位置づけを明確にし，教養教育カ

リキュラムの実施体制を改善・強化した。その成果を示すものとして，①共通主

題科目分野「地域と文明」の創設と地域創成型学生参画教育モデル開発事業との

連携による主題科目分野の充実（【小項目1-(1)-４】計画４-１及び計画４-２，

【小項目1-(1)-５】計画５-１参照），②他学部の専門科目を教養教育の主題科目

として履修できる学内開放科目制度の導入，③全学部の学生を対象とするネイテ

ィブ英語教員による英語教育の実施（【小項目1-(1)-６】計画６-１参照），リメ

ディアル（補習）教育を含めた初年次教育の実施（【小項目1-(1)-７】計画７-１

参照），「キャリアデザイン（自分発見講座）」等の新規開講（【小項目1-(1)-

３】計画３-２参照）などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号１-１-②：教育の質の向上例 

・83 頁，【小項目 1-(3)-8】計画８-２の資料・データ番号８-２：「FD 活動に基づ

く授業の改善例（平成 19 年度）」 

・140，頁【小項目 1-(3)-7】計画７-１の資料・データ番号７-１-②：「『GP シー

ズ』の選考資料」（別添資料） 

 

資料・データ番号１-１-③：地域創成型学生参画教育モデル開発事業による向上例 

・16 頁，【小項目 1-(1)-４】計画４-１の資料・データ番号４-１：「課題探求と問

題解決力が養われていることを示すデータ」 
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資料・データ番号２-1-①：教養教育運営機構体制図 

 
出典）国立大学法人佐賀大学教養教育運営機構自己点検・評価報告書 

（平成 18 年 9 月） 
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資料・データ番号２-1-②：教養教育科目分野の目的 

分  野  目  的  

大 学 入 門 科 目  

新 入 生 に対 して少 人 数 で行 われるセミナーで，大 学 で学 ぶ学 問
の意 義 やその方 法 ，また，教 員 との人 間 的 なふれあいを通 じ，大
学 生 活 の諸 問 題 について学 ぶ。この科 目 については，学 部 ・学 科
等 毎 に授 業 が実 施 されている。 

文 化 と芸 術  
人 間 の表 現 能 力 とかかわる文 化 的 活 動 の様 々な姿 を解 明 するこ
とを目 的 とする。人 類 の文 化 的 所 産 を「語 る，書 く，作 る，演 ず
る，願 う，描 く」などの表 現 活 動 の面 からみる。 

思 想 と歴 史  
世 界 各 地 域 の思 想 と歴 史 の特 質 を知 り，これら各 地 域 の異 文 化
交 渉 の歴 史 を認 識 することを目 的 とする。過 去 の思 想 と歴 史 の
理 解 から，未 来 への展 望 を開 く。 

現 代 社 会 の構 造  
現 代 社 会 は，国 内 外 を問 わず，民 族 あるいは経 済 的 利 害 の対 立
が強 まり，混 迷 を増 すばかりである。これらの原 因 を政 治 ・経 済 の
側 面 から考 察 していく。 

人 間 環 境 と健 康  

ここでは，対 象 を人 そのものに置 く。身 体 や心 が変 化 する過 程 ，
教 育 の過 程 ，これらの過 程 に及 ぼす環 境 の役 割 などを論 ずる。
自 己 の生 活 ，他 人 の生 活 と人 格 の尊 重 など，生 きていく上 で身 に
つけねばならないものを論 ずる。 

数 理 と自 然  

我 々を取 り巻 く自 然 の中 に生 起 する様 々な現 象 の背 後 にある法
則 性 と数 理 を解 明 する。自 然 の変 化 と歴 史 ，複 雑 な現 象 の中 に
ある原 因 と結 果 ，その数 理 的 構 造 などがどの様 に認 識 されてきた
のかを論 ずる。 

主 題 科 目  

科 学 技 術 と生 産  
現 代 のハイテク技 術 やバイオテクノロジーの発 展 ，科 学 と技 術 の
関 係 や発 展 の歴 史 ，農 業 生 産 と環 境 問 題 等 ，これから社 会 に巣
立 つ学 生 にとって重 要 な情 報 を講 義 する。 

共 通 主 題 科 目  地 域 と文 明  
佐 賀 の歴 史 ，文 化 ，教 育 ，地 理 ，自 然 ，科 学 ，産 業 など地 域 に
関 る身 近 な諸 課 題 について，具 体 的 に学 び経 験 することを通 し
て，問 題 発 見 力 と問 題 解 決 力 を養 う。 

外 国 語 科 目  

外 国 語 として英 語 ，ドイツ語 ，フランス語 ，中 国 語 ，朝 鮮 語 及 び日
本 語 （留 学 生 向 け）が開 講 されている。読 む，書 く，聞 く，話 すの 4
技 能 の向 上 を図 りながら，国 際 社 会 で生 きていく上 で，異 文 化 と
出 会 い，異 文 化 に対 する偏 見 のない態 度 と世 界 に対 する広 く複
眼 的 な視 野 を身 につけることを目 的 としている。 

健 康 ・スポーツ科 目  
身 体 運 動 を通 しての教 育 という独 自 的 な立 場 から，理 論 と実 践
の総 合 的 な学 習 を通 して，身 体 運 動 による健 康 への応 用 と生 涯
スポーツへの志 向 を目 指 している。 

共 通 基 礎 科 目  

情 報 処 理 科 目  
情 報 化 社 会 に対 応 できる能 力 や各 種 情 報 機 器 を使 うための能
力 を養 う科 目 である。情 報 に関 する概 念 を学 び，情 報 システムに
慣 れることを目 的 としている。 

出典）佐賀大学教養教育運営機構自己点検・評価報告書（平成 19 年 9 月）5-7 頁 

 

資料・データ番号２-1-③：教養教育運営機構の分野別登録教員数 

登録部会  

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

正会員 30 23 47 121 80 94 16 34 28 46

準会員 12 2 1 2 3 1 10 1 1 12

計 42 25 48 123 83 95 26 35 29 58

出典）教養教育運営機構「各部会所属人数について」（平成 20 年 1 月 1 日現在） 
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資料・データ番号２-１-④：学内開放科目開設要項 

（平成 17 年 4 月 1 日大学教育委員会）

 

学内開放科目開設要項 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，学部の枠を超えた横断的教育を実施し，学生の履修機会の拡大を図

るために，学部の専門教育科目を他学部の専門教育科目又は他学部の教養教育科目とし

て開放する授業科目（以下「学内開放科目」という。）の開設に関し必要な事項を定め

るものとする。 

（学内開放科目の認定及び指定） 

第２条 学部は，当該学部で開講する専門教育科目の中から学内開放科目を指定すること

ができるものとする。この場合において，当該学部は，指定した学内開放科目の履修者

等を必要に応じて制限することができるものとする。 

２ 学部は，他学部が指定した学内開放科目を当該学部が開講する専門教育科目として認

定することができるものとする。 

３ 教養教育運営機構（以下「機構」という。）は，前項の規定により学部が認定した学

内開放科目を除き，学部が指定した学内開放科目を機構が開講する教養教育科目として

認定することができるものとする。 

（学内開放科目の開設校時） 

第３条 学内開放科目については，教養教育運営機構主題科目開設要項に定める開設校時

に関する制限を適用しないものとする。 

（履修制限） 

第４条 学内開放科目を指定した学部の学生は，指定された当該科目を学内開放科目とし

て履修することができないものとする。 

（連絡調整） 

第５条 大学教育委員会は，学内開放科目に関する学部間（機構を含む。）の連絡調整を

行うものとする。 

（学内開放科目の届出） 

第６条 学部又は機構の長は，学内開放科目を開設する場合，別紙様式により大学教育委

員会に届け出るものとする。 

（雑則） 

第７条 この要項に定めるもののほか，学内開放科目の実施に関し必要な事項は，大学教

育委員会委員長が定める。 

   附 則 

１ この要項は，平成１７年４月１日から施行する。 

２  第２条第３項の規定に基づき機構が認定することができる学内開放科目は，当分の

間，主題科目に限るものとし，その科目数は，教養教育運営機構主題科目開設要項に定

める各部会が開設すべき科目数に算入しないものとする。 

３ 学内共同教育研究施設が開講する科目についても，この要項を準用する。 
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資料・データ番号２-１-⑤：学内開放科目の開設状況 

 

開 放 学 部  認 定 区 分 等  

開 始 年 度  学
部  

学 科 ・課 程  授 業 科 目  
教 養 教 育 科 目
（主 題 科 目 ） 17 18 19 

人 数  
制 限  

学 校 教 育 課 程  音 楽 史 Ⅰ 第 １分 野  ○ ○ ○ 全 体 で 40 

学 校 教 育 課 程  音 楽 史 Ⅱ 第 １分 野  ○ ○ ○ 全 体 で 40 

学 校 教 育 課 程  障 害 児 病 理 学  第 ４分 野   ○ ○ 10 

学 校 教 育 課 程  障 害 児 保 健 学  第 ４分 野   ○ ○ 10 

学 校 教 育 課 程  大 脳 生 理 学  第 ４分 野   ○ ○ 10 

学 校 教 育 課 程  心 身 医 学  第 ４分 野   ○ ○ 10 

学 校 教 育 課 程  小 児 医 学  第 ４分 野   ○ ○ 10 

人 間 環 境 課 程  環 境 システム制 御  第 ６分 野  ○ ○ ○ 全 体 で 20 

国 際 文 化 課 程  朝 鮮 の社 会 と文 化  第 ２分 野  ○ ○ ○ 5～10 

国 際 文 化 課 程  朝 鮮 政 治 文 化 論  第 ２分 野  ○ ○ ○ 5～10 

国 際 文 化 課 程  朝 鮮 現 代 政 治 史  第 ２分 野  ○ ○ ○ 5～10 

国 際 文 化 課 程  ジェンダー学  第 １分 野  ○ ○ ○  ～40 

文
化
教
育 

国 際 文 化 課 程  法 学 要 論  第 ３分 野   ○ ○ 10 

医 学 科  医 療 人 間 学 （倫 理 ） 第 ４分 野  ○ ○ ○ 10 

医 学 科  生 活 医 療 福 祉 学  第 ４分 野   ○ ○ 5 

医 学 科  生 活 と支 援 技 術  第 ４分 野   ○ ○ 5 

看 護 学 科  医 療 における倫 理  第 ４分 野  ○ ○ ○ 10 

看 護 学 科  看 護 統 計 学  第 ４分 野  ○ ○ ○ 10 

看 護 学 科  ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ概 論  第 ４分 野   ○ ○ 20 

看 護 学 科  保 健 学  第 ４分 野  ○ ○ ○ 特 になし 

看 護 学 科  保 健 医 療 福 祉 行 政 論  第 ４分 野  ○ ○ ○ 特 になし 

看 護 学 科  女 性 の健 康 学  第 ４分 野  ○ ○ ○ 10 

看 護 学 科  地 域 保 健 と疫 学  第 ４分 野  ○ ○ ○ 10 

医 
看 護 学 科  臨 床 心 理 学  第 ４分 野  ○ ○ ○ 10 

物 理 科 学 科  量 子 力 学 A 第 ５分 野  ○ ○ ○ 5 

物 理 科 学 科  量 子 力 学 B 第 ５分 野  ○ ○ ○ 5 

物 理 科 学 科  物 理 数 学 Ｃ 第 ５分 野  ○ ○ ○ 5 

物 理 科 学 科  物 理 学 通 論 B 第 ５分 野  ○ ○ ○ 20 

物 理 科 学 科  物 性 物 理 学  第 ５分 野  ○ ○ ○ 5 

物 理 科 学 科  放 射 線 物 理 学  第 ５分 野  ○ ○ ○ 20 

物 理 科 学 科  原 子 炉 の物 理 と核 問 題  第 ５分 野  ○ ○ ○ 20 

物 理 科 学 科  電 磁 気 学 I 第 ５分 野  ○ ○ ○ 5 

物 理 科 学 科  電 磁 気 学 II 第 ５分 野  ○ ○ ○ 5 

物 理 科 学 科  熱 力 学  第 ５分 野  ○ ○ ○ 5 

物 理 科 学 科  統 計 力 学 A 第 ５分 野  ○ ○ ○ 5 
知 能 情 報 シ ス テ ム
学 科  グラフと組 合 せ 第 ５分 野  ○ ○ ○ 10 
知 能 情 報 シ ス テ ム
学 科  情 報 代 数 と符 号 理 論  第 ５分 野  ○ ○ ○ 10 

理
工 

知 能 情 報 シ ス テ ム
学 科  デジタル通 信 技 術  第 ６分 野  ○ ○ ○ 10 
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計画２-２「003統合のメリットを生かして，豊かな教養を養う主題科目の量的・質

的改善を進める」に係る状況 

（旧）佐賀大学と佐賀医科大学の統合により，平成 16 年度に医学部教員が担当

する健康，人間，生命科学分野の 15 科目の主題科目授業を新規に開講し，その後，

医文理融合型授業科目「社会生活行動支援概論」など 14 科目を増設した。それら

の授業科目に対し，学生から平均 3.76（5 件法）の概ね良好な評価を得ている。 

開 放 学 部  認 定 区 分 等  

開 始 年 度  学
部  

学 科 ・課 程  授 業 科 目  
教 養 教 育 科 目
（主 題 科 目 ） 17 18 19 

人 数  
制 限  

知 能 情 報 システム学 科  数 値 解 析  第 ５分 野  ○ ○ ○ 10 

機 能 物 質 化 学 科  基 礎 化 学 Ⅰ 第 ５分 野   ○ ○  

機 能 物 質 化 学 科  基 礎 化 学 Ⅱ 第 ５分 野   ○ ○  

機 能 物 質 化 学 科  基 礎 化 学 Ⅲ 第 ５分 野   ○ ○  

機 能 物 質 化 学 科  基 礎 化 学 Ⅳ 第 ５分 野  ○ ○ ○ 10 

機 能 物 質 化 学 科  環 境 化 学  第 ６分 野   ○ ○  

機 能 物 質 化 学 科  地 球 環 境 化 学  第 ６分 野   ○ ○  

機 能 物 質 化 学 科  物 質 循 環 化 学  第 ６分 野   ○ ○  

理
工 

機 能 物 質 化 学 科  有 機 化 学  第 ５分 野  ○ ○ ○ 10 

生 物 生 産 学 科  生 態 人 類 学  第 ６分 野  ○ ○ ○ 全 体 で 25

応 用 生 物 科 学 科  土 壌 学  第 ６分 野  ○ ○ ○ 
全 体 で

150 

 熱 帯 農 学 概 論  第 ６分 野   ○ ○ 10 

 熱 帯 有 用 植 物 学  第 ６分 野   ○ ○ 10 

農 

 動 物 遺 伝 育 種 学  第 ６分 野   ○ ○ 10 

経
済  

       

   

開 放 学 部  認 定 区 分 等  

開 始 年 度  

学
部  

学 科 ・課 程  授 業 科 目  専 門 教 育 科 目
17 17 17 

人 数  
制 限  

文
化
教
育  

人 間 環 境 課 程  回 路 理 論  
理 工 ・物 理 科 学
科  

 ○ ○ 20 

 アカデミック・ライティング I 経 済 学 部    ○  

 アカデミック・ライティング II 経 済 学 部    ○  

 アカデミック・スピーキング A 経 済 学 部    ○  

 アカデミック・スピーキング B 経 済 学 部    ○  

 TOEFL ストラテジー 経 済 学 部    ○  

 TOEIC スコア・アップ 経 済 学 部    ○  

留
学
生
セ
ン
タ
｜ 

 
Development Economics （ 開
発 経 済 学 ） 経 済 学 部    ○ 50 

出典）2006,3,22 大学教育委員会 

 

・19 頁，【小項目 1-(1)-６】計画６-１,資料・データ番号６-１-①：「ネイティブイ

ンストラクターによる授業科目の実施状況」 

・23 頁，【小項目 1-(1)-７】計画７-１,資料・データ番号７-１-③：「リメディアル

物理教育の実施状況」 

・15 頁，【小項目 1-(1)-３】計画３-２,資料・データ番号３-２-②：「問題発見・解

決型授業，学生参加型授業，総合型授業等の開設状況」 
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資料・データ番号２-２-①：統合後に開設した医学部教員が担当する主題科目 

 担当教員名 授業科目名 開始年度 

1 針貝 邦生 人間学Ⅰ（哲学） 16 

2 針貝 邦生 人間学Ⅲ（宗教学） 16 

3 杉原 甫 肥満と脂質代謝 16 

4 佐藤 和子 ライフスタイルと健康 16 

5 村久保 雅孝 基礎心理学 16 

6 増子 貞彦 脳と心 16 

7 村久保 雅孝 医療心理学－カウンセリング－ 16 

8 齋藤 ひさ子 性差の科学 16 

9 植原 恒彦 人類学 16 

10 高崎 洋三・安藤 祥司 生態分子科学 16 

11 吉田 裕樹 分子生物学 16 

12 末崎 幸生 生物物理学 16 

13 森本 正敏 実験動物学 16 

14 瀧 健治・酒見 隆信 佐賀の医療 16 

15 齋藤ひさ子・三根哲子 次郎物語に見る佐賀の生活と家族 16 

16 井上 範江 健康とケア 17 

17 友国 勝磨 環境と健康 17 

18 堀川 悦夫 心理学の基礎 17 

19 穎口 嗣尚 血の巡り 17 

20 木本 雅夫 生態侵入者と防御 17 

21 竹生 政資 データ解析入門 17 

22 鄭 文玉 分子生物学 17 

23 富永 広貴 ライフサイエンスの物理学 17 

24 池田 豊子 文学作品に表現された生老病死 18 

25 藤戸 博 薬の話 18 

26 堀川 悦夫 社会生活行動支援概論 18 

27 池田 豊子 近代日本文学に表現された生老病死 19 

28 熊本 栄一 痛みの科学 19 

29 田中 恵太郎 環境と健康 19 

30 村久保 雅孝 心理学トピックス 19 

出典）教養教育運営機構教務関係資料集より作成 
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b）「小項目１-（1）-２」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画２-１及び２-２の状況が示すように，ネイティブインストラクターによる英語

教育，統合のメリットを生かした医文理融合型の授業科目など，カリキュラムの多様

化と授業科目の増設が達成され，教養教育の量的・質的改善がなされている。 

 

○小項目 1-（1）-３「【教養教育】幅広い教養と総合的な判断力を養う」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画３-１「003 統合のメリットを生かして，豊かな教養を養う主題科目の量的・質

的改善を進める」に係る状況 

（旧）佐賀大学と佐賀医科大学の統合により，平成 16 年度に医学部教員が担

当する健康，人間，生命科学分野の 15 科目の主題科目授業を新規に開講し，その

後，医文理融合型授業科目「社会生活行動支援概論」など 14 科目を増設し，幅広

い教養を養うための授業科目の分野を広げた（【小項目 1-（1）-２-１】計画２-

２）。 

資料・データ番号２-２-②：医文理融合型「社会生活行動支援概論」のオンラインシ

ラバス 

 

出典）教務システム Live Campus のオンラインシラバス 

 

資料・データ番号２-２-③：平成 19 年度開講科目の授業評価結果（別添資料：１頁） 
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計画３-２「004 問題発見・解決型授業，学生参加型授業，総合型授業の開講数を増

やす」に係る状況 

少人数クラスによる問題発見・解決型授業，体験実習やキャリア教育講座を組

み込んだ，総合的な判断力を養うための学生参加型及び総合型授業として，「地

域と文明」共通主題科目，地域創成型学生参画教育モデル開発事業との連携授業

科目，大学入門科目や「キャリアデザイン（自分発見講座）」等のキャリア教育

関連科目，情報基礎概論における「情報と知的財産」などを，平成 16 年度以降，

29 科目増設した（【小項目 1-(1)-2】計画２-２参照）。 

 

 

・11 頁【小項目 1-（1）-２】計画２-２,資料・データ番号２-２-①：「統合後に開設

した医学部教員が担当する主題科目」 

・12 頁【小項目 1-（1）-２】計画２-２,資料・データ番号２-２-②：「医文理融合型

「社会生活行動支援概論」のオンラインシラバス」 

・12 頁【小項目 1-（1）-２】計画２-２,資料・データ番号２-２-③：「医文理融合型

授業科目の授業評価結果」 

 

資料・データ番号３-１：大学教育を通して習得した知識・技能等「一般教養」（5 件

法） 

3.43
3.5

2.5

2.75

3

3.25

3.5

3.75

平成18年度 平成19年度
 

出典）佐賀大学共通アンケート調査（卒業・修了予定者対象）報告書     

（平成 18,19 年度）より作成 
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資料・データ番号３-２-①：共通主題科目「地域と文明」の概要 

共通主題分野（第 1 分野） 

「地域と文明」の概要 

共通主題分野「地位と文明」の目的は、佐

賀の歴史、文化、教育、地理、自然、科学、

産業など地域に関る身近な諸課題について具

体的に学び経験することを通して、問題発見

力と問題解決力を養うことである。また、佐

賀で学ぶメリットを生かして知的関心を高

め、本学で学ぶ意義（アイデンティティー）

を実感することも「地域と文明」の目的であ

る。 

 この目的を達成するには、担当教員と受講

学生の間のコミュニケーションが不可欠であ

る。そのため、「地域と文明」の授業は、少

人数のクラス（20 人程度）で実施される注

1）。受講学生には、受身ではなく、積極的

な参加が求められる。主体的に学ぶことを通

して、問題を発見し、解決し、発表すること

の喜びと充実感を得て欲しい。 

 注 1）クラス人数の詳細については、各授

業のシラバスを参照のこと。 

 

 「地域と文明」は、2 つの副主題で構成さ

れる。 

◎ 副主題「地域とくらし」では、九州北部

に位置する佐賀の自然的・社会的環境の

中で営まれる人々の「くらし」について

考察する。 

 

◎ 副主題「佐賀の文化」では、佐賀の風土

が育んできた文化・芸術・教育・科学・

産業等の多様性とその意義について考察

する。 

 問題発見・問題解決の方法は、学習対象に

よって大きく異なる。そのため、授業方法は

授業科目によって異なるが、基本的には、次

のように実施される。 

 １ 担当教員ならびに地域で活躍している

人による講義・解説があり、それを通

して、考えるための基礎知識を学び取

る。 

２ 学習対象を具体的に把握して理解する

ため、講義のない平日の時間帯や土

曜・日曜を利用して、見学・調査・討

論等が行われる。 

 ３ 担当教員の指導を得ながら、与えられ

て課題に関する文献等を調べ、学習す

る。学習は、課題や必要性に応じて、

グループに分かれて行う。 

４ 学習結果をレポートにまとめ、プレゼ

ンテーションを行う。 

 

出典）佐賀大学教養教育運営機構『平成 20 年度教養教育科目の授業概要』201 頁 
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b）「小項目 1-（1）-３」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画３-１及び３-２の状況が示すように，問題発見・解決型授業，学生参画型授業，

それらを組合せた総合型授業など，授業科目の増設と授業内容の多様化が図られてお

り，幅広い教養と総合的な判断力を養うためのカリキュラムの整備が進んでいる。 

 

 

 

資料・データ番号３-２-②：問題発見・解決型授業，学生参加型授業，総合型授業等

の開設状況 

 担当教員名 授業科目名 
開始
年度 

岩尾 雄四郎 有明人の知恵と生活 16 

辻 一成 佐賀の農業を考える 16 

日野 剛徳 有明海湾岸低平地における諸問題 16 

瀧・酒見 佐賀の医療 16 

齋藤・三根 次郎物語に見る佐賀の生活と家族 16 

井上 敏幸 佐賀藩主たちの学芸 16 

信太 克規 佐賀の偉人「志田林三郎」 16 

吉野 英弘 佐賀の匠 16 

近藤 栄造 佐賀の小動物を探る 16 

五十嵐 勉 地域と風土－地域アイデンティティー学入門 17 

谷本 靜史 生き物から有明海を探る 17 

宮島 徹 身近な環境－知ろう・見よう・考えよう－* 17 

宮島 徹 身近な環境－調べよう・深めよう・伝えよう－* 17 

村山 詩帆 進学・就職の地域間移動に見る佐賀 17 

飯塚 一幸 佐賀の七賢人を調べる 17 

小川 博司 ハイテクにっぽんの源流～幕末佐賀の科学技術 17 

宮島 徹 佐賀環境フォーラム* 18 

澤島 智明 気候風土と住居・建築・生活 19 

田端 正明 佐賀の干潟 19 

伊藤 昭弘 日本近世の地域社会 19 

地域と文明 

青木 歳幸 地域の蘭学 19 

早瀬 博範 人間社会とコミュニケーション 15 以前

池上 康之 21 世紀のエネルギーと環境問題 15 以前

宮島 徹 身近な環境―知ろう・見よう・考えよう― 17 

宮島 徹 身近な環境―調べよう・深めよう・伝えよう― 17 

宮島 徹 佐賀環境フォーラム 18 

山崎 功 境界を生きる文化 17 

生馬 寛信 チャレンジ佐賀学 17 

濱内 繁義 キャリアデザイン（自分発見講座） 17 

佐藤 三郎 チャレンジベンチャービジネスⅠ～Ⅲ 17 

総合型授業 

佐藤 三郎 インキュベート研究 19 

新井 康平 情報基礎概論（「知的財産概論」の回など） 15 以前
その他 

各学部又は学科 大学入門科目（全 15 回中 2 回分はキャリア教育） 16 

出典）教養教育運営機構教務関係資料集より作成 

注１）地域と文明の＊は総合型授業としても開講 
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○小項目 1-（1）-４「【教養教育】課題探求力と問題解決力を養う」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画４-１「004 問題発見・解決型授業，学生参加型授業，総合型授業の開講数を増

やす」に係る状況 

      少人数クラスによる問題発見・解決型授業，体験実習やキャリア教育講座を組

み込んだ学生参加型及び総合型授業として，「地域と文明」共通主題科目，地域

創成型学生参画教育モデル開発事業との連携授業科目，大学入門科目，「キャリ

アデザイン（自分発見講座）」等の新規開講，情報基礎概論における「知的財産

概論」などを逐次的に開講し，平成 16 年度から平成 19 年度にかけて，26 科目増

加した（【小項目 1-(1)-３】計画３-２参照）。 

  
 

計画４-２「005 地域との関係を重視した共通主題科目「地域と文明」を立ち上げ，

人や自然との関係を理解し，佐賀で学ぶ学生のアイデンティティーを高める」に

係る状況 

平成 16 年度に共通主題科目分野「地域と文明」を創設し，副主題「地域とく

らし」並びに「佐賀の文化」の下に９科目を開講した。以降，地域創成型学生参

画教育モデル開発事業や，後に新設した地域学歴史文化研究センターと連携する

ことにより，佐賀をフィールドとした新規科目を延べ 21 科目開講し，個別あるい

はグループ学習による課題探求・問題解決型授業を行い，以下のような成果が上

がっている（計画４-１，【小項目 1-(1)-３】計画３-２参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・14 頁【小項目 1-(1)-３】計画３-２，資料・データ番号３-２-①：「共通主題科

目『地域と文明』の概要」 

・15 頁【小項目 1-(1)-３】計画３-２，資料・データ番号３-２-②：「問題発見・

解決型授業，学生参加型授業，総合型授業等の開設状況」 

 

資料・データ番号４-１：課題探求と問題解決力が養われていることを示すデータ 

     

44.4

28.5

27

25 2

20

13

35 9

31.9

23.2

15

10.7

8 3

0 10 20 30 40 50

授業科目に参加（履修）する価値

講義形式以上の学習意欲の高揚

他の関連科目に対する受講希望

地域社会の課題に対する理解度

問題解決の知識・技法の習得度

シラバスの記載（成果）の達成度

(%)

平成18年度 平成17年度

        
出典）佐賀大学地域創成型学生参画教育プログラム推進委員会編 2008,『大学教

育と地域創成―佐賀大学の教育実践―』 昭和堂, 18 頁 
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ｂ）「小項目 1-（1）-４」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画４-１及び４-２の状況が示すように，問題発見・解決型授業，学生参加型授業，

総合型授業など，課題探求力と問題解決力を養うための講義形式に拠らない授業科目，

佐賀の自然や社会と自己との関係を学ぶ「地域と文明」など，教養教育カリキュラム

の整備・拡充がなされ，成果があがっている。 

 

○小項目 1-（1）-５「【教養教育】地域社会や国際社会における多様な価値観を理

解し，人や自然との共生に思いを馳せる豊かな感性を養う」の分析 

ａ）関連する中期計画の分析 

計画５-１「005 地域との関係を重視した共通主題科目「地域と文明」を立ち上げ，

人や自然との関係を理解し，佐賀で学ぶ学生のアイデンティティーを高める」に

係る状況 

平成 16 年度に共通主題分野「地域と文明」（副主題「地域とくらし」並びに

「佐賀の文化」）を創設し，平成 15 年度の特色ある大学教育支援プログラム（特

色 GP）に採択された「佐賀環境フォーラム」に関連のある授業科目をはじめ，延

べ 21 科目を開講した。また，共通主題分野「歴史と異文化理解」から延べ 27 科

目を開講し，自己と地域社会，国際社会との関係を理解する授業を行った（計画

４-２,【小項目 1-(1)-３】計画３-２参照）。 

 
 

 

・14 頁，【小項目 1-(1)-３】計画３-２，資料・データ番号３-２-①：「共通主題科

目『地域と文明』の概要」 

・15 頁，【小項目 1-(1)-３】計画３-２，資料・データ番号３-２-②：「問題発見・

解決型授業，学生参加型授業，総合型授業等の開設状況」 

・17 頁，計画４-２，資料・データ番号４-２-②：「『地域と文明』の授業科目に対す

る満足感」 

・【小項目 1-(1)-３】計画３-２,資料・データ番号３-２-①：「共通主題科目『地域

と文明』の概要」 

・【小項目 1-(1)-３】計画３-２,資料・データ番号３-２-②：「問題発見・解決型授

業，学生参加型授業，総合型授業等の開設状況」 

 

資料・データ番号４-２：「地域と文明」の授業科目に対する満足感（5 件法） 

3.19

3.56

2.5

2.75

3

3.25

3.5

3.75

平成18年度 平成19年度
 

出典）佐賀大学共通アンケート調査（卒業・修了予定者対象）報告書（平成 18,19

年度）より作成 
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b）「小項目 1-（1）-５」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が非常に優れている 

（判断理由） 

計画５－１の状況が示すように，佐賀で学ぶ学生のアイデンティティーを高め，地

域社会を理解し，豊かな感性を養うためのカリキュラムの整備がなされ，成果があが

っている。 

 

○小項目 1-（1）-６「【教養教育】異文化との交流に必要な国際的コミュニケーシ

ョン能力を強化する」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画６-１「006実用的な英語運用能力を全学的に高めるため，英語担当教員を軸と

して，語学教育協力体制を確立する。TOEIC・TOEFL等の外部資格試験等を利用し

てその到達度を確かめ，社会的に通用する水準まで高める。アジア諸国との国際

交流を重視する本学の方針と学生の履修希望の拡大に応えるため，アジア系言語

の履修機会を拡大する」に係る状況 

ネイティブ英語教員の採用と増員を図り，平成 19 年度は計 5 人のインストラク

ターによる実践的英語教育（66 クラス），TOEFL，TOEIC 受験のためのスキルアッ

資料・データ番号４-２-①：主題分野「思想と歴史」の副主題「歴史と異文化理解」

の授業科目の開設状況 

 担当教員名 授業科目名 開始年度

１ 西 健一郎 日本考古学Ⅰ 15 以前 

２ 西 健一郎 日本考古学Ⅱ 15 以前 

３ 田村 榮子 ヨーロッパ現代史 15 以前 

４ 川本 芳昭 古代東アジアと日本の成立Ⅰ 15 以前 

５ （未定） 古代東アジアと日本の成立Ⅱ 15 以前 

６ 川本 芳昭 アジアの理解をめぐってⅠ 15 以前 

７ （未定） アジアの理解をめぐってⅡ 15 以前 

８ 臼杵 陽 中東の歴史と社会 15 以前 

９ 都築 彰 ヨーロッパ中世史 15 以前 

10 宮島 敦子 日本社会と女性の地位 15 以前 

11 白石 正明 柳田国男を読む 15 以前 

12 塚本 明廣 エジプトの象形文字を読む 15 以前 

13 田中 嘉生 日本工芸史 15 以前 

14 丹羽 和彦 住まいを考える 15 以前 

15 永島 広紀 近代朝鮮半島と九州 15 以前 

16 山崎 功 東南アジアの歴史と社会 15 以前 

17 佐田 茂 日本考古学Ⅲ 16 

18 宮島 敬一 古文書の語る日本史 16 

19 佐々木 揚 東アジアの歴史と社会 16 

20 三島 信雄 都市デザイン史 16 

21 五十嵐 勉 風土と歴史環境の地理 17 

22 梶間 みどり 学校の歴史 17 

23 篠原 駿一郎 西洋近代倫理思想 18 

24 飯塚 一幸 日本の近代史論 18 

25 藤永 豪 地図の世界－地図を見る，知る，読む－ 19 

26 伊藤 昭弘 日本近世の社会と経済 19 

27 青木 歳幸 江戸時代の医学と医療 19 

出典）教養教育運営機構教務関係資料集より作成
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プ講座（20 クラス），上級英会話クラス（8 クラス）を編成した。TOEFL－ibt

（ウェブによる公式テスト）や授業初日と最終日に実施する Pre-test と Post-

test の結果により,英語運用能力の到達度を確かめた。また，アジア系言語の授

業については，平成 17 年度の非常勤講師の削減により一時減少したものの，平成

19 年度には 67 クラスまで回復し，平成 16 年度の水準をやや上回った。 

 

資料・データ番号６-１-①：ネイティブインストラクターによる授業科目の実施状況

（平成 19 年度） 

（前学期） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 
 

8:40      10:10 10:20     11:50 12:50     14:20 14:30     16:00 16:10     17:40

Mon 

   TOEFL Strategy 
 
Academic 
Speaking A 

Study Abroad: 
Living Skills 

Tue 

 Academic 
Speaking A 
 
Academic 
Speaking B 

TOEFL Strategy 
 
TOEIC Score Up 

  

Wed 

Academic Writing 
Ⅰ  

TOEIC Score Up 
 
Academic 
Speaking B 
 
TOEFL Strategy 
 
TOEIC Score Up 

 英 語 N（経 済 ）  
Active English Ⅰ  
Active English 
Ⅱ  
Active English 
Ⅱ  
Active English 
Ⅲ  
Active English 
Ⅲ  

英 語 N（理 工 ）A 
Active English Ⅰ
Active English 
Ⅱ  
Active English 
Ⅱ  
Active English 
Ⅲ  

Thu 

 Academic 
Speaking A 
 
Academic 
Speaking B 

TOEFL Strategy 
 
Academic Writing 
Ⅱ  

TOEIC Score Up 
 
TOEFL Strategy 

英 語 N（農 ）  
Active English Ⅰ
Active English Ⅰ
Active English 
Ⅱ  
Active English 
Ⅱ  
Active English 
Ⅲ  

Fri 

 TOEFL Strategy  英 語 N（文 教 ）  
Active English Ⅰ  
Active English 
Ⅱ  
Active English 
Ⅱ  
Active English 
Ⅲ  
Active English 
Ⅲ  

英 語 N（理 工 ）B 
Active English Ⅰ
Active English Ⅰ
Active English 
Ⅱ  
Active English 
Ⅱ  
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（後学期） 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 
 

8:40     10:10 10:20    11:50 12:50    14:20 14:30     16:00 16:10    17:40

Mon 
  TOEFL Strategy 英 語 B（医 ）  

Active English Ⅲ  
Active English Ⅲ 

英 語 B（医 ）  
Active English Ⅲ
Active English Ⅲ

Tue 

Academic 
Writing Ⅱ  

Academic 
Speaking A 
 
Academic 
Speaking B 

TOEFL Strategy 
 
Academic 
Writing Ⅱ  

 TOEIC Score Up 

Wed 

 Academic 
Speaking A 
 
Academic 
Speaking B 

 英 語 N（経 済 ）  
Active English Ⅰ  
Active English Ⅱ  
Active English Ⅱ  
Active English Ⅲ  
Active English Ⅲ  

英 語 N（理 工 ）A 
Active English Ⅰ
Active English Ⅱ
Active English Ⅱ
Active English Ⅲ

Thu 

Academic 
Writing Ⅱ  

Academic 
Speaking A 
 
Academic 
Speaking B 
 
Study Abroad: 
Living Skills 

TOEIC Score Up 
 
TOEFL Strategy 
 
Academic 
Writing Ⅰ  

TOEIC Score Up 英 語 N（農 ）  
Active English Ⅰ
Active English Ⅰ
Active English Ⅱ
Active English Ⅱ
Active English Ⅲ

Fri 

 TOEFL Strategy  英 語 N（文 教 ）  
Active English Ⅰ  
Active English Ⅱ  
Active English Ⅱ  
Active English Ⅲ  
Active English Ⅲ  

英 語 N（理 工 ）B 
Active English Ⅰ
Active English Ⅰ
Active English Ⅱ
Active English Ⅱ

（夏季集中・冬期集中） 

class 夏季集中 冬期集中 

TOEFL Strategy 
7/31 Tue, 8/1 Wed,8/2 Thu, 

8/3 Fri 

2/12 Tue, 2/13 Wed,2/14 

Thu, 2/15 Fri 

TOEIC Score Up 
8/1 Tue, 8/2 Thu, 8/3 Fri, 

8/6 Mon 

2/12 Tue, 2/13 Wed,2/14 

Thu, 2/15 Fri 

TOEIC Score Up 
8/7 The, 8/8 Wed, 8/9 Thu, 

8/10 Fri 
― 

Academic Speaking B 
8/7 The, 8/8 Wed, 8/9 Thu, 

8/10 Fri 

2/27 Wed, 2/28 Thu, 2/29 

Fri, 3/3 Mon 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号６-１-①-１ 
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資料・データ番号６-１-③：授業初日及び最終日に実施する Pre-test と Post-test の

の得点率（％） 

（for Reading） 

82
58

7692
67

82

0

20

40

60

80

100

Fall 2006 Spring 2007 Fall 2007

Average Pre-Test Score Average Post-Test Score
 

（for Listening） 

84

56 64
90

72 80

0

20

40

60

80

100

Fall 2006 Spring 2007 Fall 2007

Average Pre-Test Score Average Post-Test Score
 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号６-１-①-２ 

 

資料・データ番号６-１-④：アジア系言語のクラス数の推移 

アジア語学（中国語・朝鮮語）

66 6764
70

0

10

20

30

40

50

60

70

80

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度
 

出典）教養教育運営機構教務関係資料集（平成 16～19 年） 

 

b）「小項目 1-（1）-６」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画６-１の状況が示すように，ネイティブ英語教員による実践的英語教育，アジ

ア系言語のクラス数の確保など，国際的コミュニケーション能力を強化するための取

組みがなされ，相応の成果があがっている。 
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○小項目 1-（1）-７「【教養教育】高校教育及び専門教育と教養教育との接続を図

る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

   計画７-１「007 高校の授業内容及び入試科目の変化に対応して，学生の履修歴を考

慮した新しいニーズに応える教養教育を行う。学部における専門教育の特性を考

慮しながら，教養教育との連携を円滑化させる」に係る状況 

本学入学者に対するアンケートを実施して，大学教育に対する入学者のニーズ

や高校での履修状況を調査し，教養教育・専門教育との連携について検討した。

その結果に基づき，①リメディアル教育（物理）の実施や②リメディアル e ラー

ニングコンテンツを作成した。また，農学部では，高校での履修歴の調査結果か

ら，「物理学」や「生物学」などの習熟度に応じた専門基礎科目及び農学基礎科

目の履修方法を定めた。 

 
 

 

 

 

 

 

資料・データ番号７-１-①：高校 3 年次に履修しなかった科目（％） 

    

0

20

40

60

80

100
国語

地歴

公民

数学

物理

化学

生物

地学

理科

外国語

全体

文化教育学部

経済学部

医学部

理工学部

農学部

 

 

出典）佐賀大学学生支援室編『平成 19 年度佐賀大学入学者の進路選択に関するアンケ

ート報告書』 7 頁 
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資料・データ番号７-１-②：リメディアル物理教育実施要項 

 

 

資料・データ番号７-１-③：リメディアル物理教育の実施状況 

年 度 実施期間 受講者数

平成 18 年度 平成 18 年 4 月 1 日 3～5 校時，平成 18 年 4 月 3 日 3～4 校時 約 100

平成 19 年度 平成 19 年 4 月 2 日 3～5 校時，平成 19 年 4 月 3 日 3～4 校時 59

出典）教育活動等調査報告書の資料番号５-２-③-１ 
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資料・データ番号７-１-④：リメディアル e-ラーニングのコンテンツ 

 

出 典 ） 佐 賀 大 学 e ラ ー ニ ン グ 自 学 自 習 サ イ ト （ http://remsv01.pd.saga-

u.ac.jp/remedial2/） 
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b）「小項目 1-（1）-7」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画７-１の状況が示すように，リメディアル教育，e ラーニングによる自学自習

システムの導入など，高校教育及び専門教育と教養教育との接続を図るための取組み

がなされ，相応の成果があがっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号７-１-⑤：専門基礎科目と農学基礎科目の履修方法 

 
２ 専門教育科目の区分 

農学部で開講される専門教育科目は，『専門基礎科目』，『農学基礎科目』及び

『専門科目』に区分される。それぞれの授業の性格と開講年次・学期は以下のとおり

である。 

専門基礎科目 

 専門基礎科目は，農学部における専門教育を受けるのに必要な自然科学全般にわた

る基礎的な科目で，「数学」「物理学」，「化学」及び「生物学」をいう。応用生物

化学科の学生は必ず「科学」と「生物学」を履修しなければならない。生物環境科学

科の学生は上記の４科目の 

中から２科目を必ず履修しなければならない。生命機能科学科の学生は上記４科目す

べてを履修しなければならない。なお，応用生物学科及び生物環境科学科の学生が３

科目以上を履修した場合，３科目目からの単位は専門科目（選択科目）に算入され

る。履修年次は１年次前学期である。１年次に単位を修得できなかった場合は２年次

以降で再履修することになるが、他の専門科目などと重なり履修しにくくなる場合も

あるので，できるだけ１年次で修得すること。 

 

農学基礎科目 

 農学基礎科目は「作物生産学」，「動物資源開発学」，「土壌学」，「生物化学」

及び「食料流通経済学」の５科目であり，農学全体の基礎となる科目である。３学科

の学生ともに，これら５科目から３科目を必ず履修なければならない。４科目以上を

履修した場合，４科目目からの科目の単位は専門科目（選択科目）に算入される。各

科目の配当年次は以下のとおりである。農学基礎科目についても、できるだけ配当年

次で履修すること。 

 

１年後期 「生物生産学」，「動物資源開発学」，「生物化学」 

２年前期 「土壌学」 

２年後期 「食料流通経済学」 

 

専門科目 

専門科目は農学部における専門教育の中核をなす科目であり，講義の他に，実験，

実習，演習，卒業研究などが含まれる。これらの科目は同一科目でも，学科によって

必修・選択必修・選択の別が異なる場合があるので，履修の手引きなどを熟読して，

間違いのないようにしなければならない。専門科目は１年次後学期より，順次開講さ

れる。配当年次以降での履修も可能であるが，必修・選択必修・選択の別にかかわら

ず，できるだけ配当年次で履修することが望ましい。 

出典）佐賀大学農学部『履修の手引き』（平成 20 年度）21 頁 
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○小項目１-(1)-８「【専門教育】専門職業人に必要な学識，総合的判断力，創造力

を涵養する」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画８-１「008 専門教育の質的保証を図るために，学科・課程・専攻は，教育目的，

教育カリキュラム並びに到達目標を公表し，厳格な成績評価を行う」に係る状況 

各部局の履修案内に教育目標，開講科目の設置趣旨及び履修モデルを掲載する

とともに，「成績評価基準等の周知に関する要項」，「シラバス作成に関する要

項」により，成績評価基準をシラバスに明示した。また，成績評価を厳格化する

ための措置として，GPA による成績評価，成績評価の異議申立て制度を導入し，

学生への周知を図った結果，履修放棄を減少させた。 

 

資料・データ番号８-１-①：教育目的，目標等を記載した箇所を示すデータ 

部局 教育目標 

文化教育学部 

目的 

 学校教育課程、国際文化課程、人間環境課程及び美術･工芸課程により

構成し、各々の課程の持つ特質を融合させたカリキュラムを整え特定の専

門知識に偏らない「総合知」を有する人材を有することを目的とする。 

目標 

 広い視野と豊かな情操を持ち、学校現場や社会の諸場面における様々な

問題に的確に対応できるような質の高い教師、国際社会で活躍できる人

材、地域社会の中核として活躍できる人材、あるいは芸術の担い手となる

人材の育成を目指している。 

（学校教育課程） 

①  カウンセリング･マインドを持った教員を養成する科目を設置し、い

じめや不登校、暴力など、学校で起こる教育上の問題を敏感に把握

し、対応できる教員を養成する。 

②  授業実践能力を持った教員を養成するための授業科目を設定し、様々

な原因による学業困難児に対しても対応できるような授業実践能力を

持った教員を養成する。 

③  理数離れを防ぐため理数教育能力を持った教員を養成するための科目

を設定し、理数に対する深い知識を有し、自然科学への興味と正しい

理解の仕方を子供へ教育できる教員を養成する。 

④  音楽を通じで、しなやかな感性を育成し、向上心につながる謙虚な学

習態度をもつ子供に育つよう教育できる教員を養成する。 

（国際文化課程） 

①  国際社会の理解能力を養成するための科目を設定し、国際人としての

資質を形成する。 

②  英語だけでなく、ドイツ語・フランス語･中国語･朝鮮語を選択履修さ

せ、外国語運用能力を高める。 

③  様々な場におけるコミュニケーション的指導能力、深い洞察と分析に

基づいた企画力･実践力を養成する。 

（人間環境課程） 

①  人間生活の質的向上に資する企画立案能力や情報処理能力の強化を図

る。 

②  環境の自然科学的基礎だけでなく、環境と行政や法律との関わりを学

ばせ、幅広い観点から環境問題を理解させる。 

③  教員及び地域における指導者としてスポーツ・身体運動に関する専門

的な知識と実践能力の獲得を図り、スポーツ指導者として専門家を育

成する。ボランティア活動、福祉関係科目の充実を図り、社会福祉の

専門識者を養成する。 

④  生活問題の解決を具体的に援助できる能力を持った人材を育成する。 

（美術･工芸課程） 

①  美術工芸の伝統的技法と創造的技法の保存と伝達の能力を養う。 

②  環境を美的にデザインできる能力を育てる。 

美術工芸を世界的な視点と地域店視点から教育し、地域や関連産業で活躍

できる人材を育成する。 
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資料・データ番号８-１-①：教育目的，目標等を記載した箇所を示すデータ 

部局 教育目標 

経済学部 

目的 

① 学部内部に経済学･経営学・経済法学の 3 分野の教員を擁する学部の

特徴を生かす教育システムを構築する。 

②  学生に他分野の知識を習得させ、多角的に問題を把握する能力を身に

つけさせる。 

③  幅広い知識と専門知識に裏打ちされた問題解決能力に富む職業人を育

成する。 

④  それらの能力の基礎となる読む力･話す力･聞く力、計算する力を高め

させる。 

目標 

①  経済学･経営学・経済法学を総合的に学ぶことのできる教育編成を行

う。 

②  1 年次から 4 年次まで自然科学･人文科学･芸術等の教養科目を幅広く

学ばせる。 

③  初年次から少人数のゼミナール形式の授業を実施し、教員が各学生の

到達度を見ながら専門的認識を付与する。加えて、実地型授業を充実

させる。 

④  読解力から会話力までを磨くための多様な英語カリキュラムを実現す

る。また、海外研修授業を進める。 

医学部 

医学科 

目的 

 医の実践において、強い生命倫理観に基づくとともに広い社会的視野の

下に包括的に問題をとらえ、その解決を科学的･創造的に行うような医師

を育成する。 

目標 

①  高い倫理観と豊かな人間性を育み、他者と共感してよい人間関係を作

ることができる。 

②  医学の知識 ･技術を習得するとともに、自己学習の習慣を身につけ

る。  

③  つねに科学的倫理的に思考し、問題の本質に迫った解決に努める。 

④  国内外に対し幅広い視野を持ち、地域社会における医療の意義を理解

し、かつ実践する。 

看護学科 

目的 

 高い倫理観に基づき健康についての問題を包括的にとらえ、柔軟に解決

する実践能力を持った看護職者を育成する。 

目標 

①  看護職者にふさわしい豊かな感性を備え、人を尊重する態度を身につ

ける。 

②  的確な看護実践ができるよう看護の知識と技術を習得する。 

③  看護の多様な問題に対処できるように、自ら考え解決する習慣を身に

つける。 

④  社会に対する幅広い視野を持ち、地域における保健医療福祉の活動に

貢献できる基本能力を養う。 
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部局 教育目標 

理工学部 

目的 

佐賀大学理工学部規則第 1 条の２「本学部は、幅広い教養と科学･技術

の専門的な素養を持ち、社会の広い分野で活躍できる人材を育成すること

を目的とする。」 

理学と工学の学問体系を基盤として、各専門分野にわたる広い知識を習

得させ、かつ個々人の得意分野の能力向上をはかり、日本語や外国語に関

するコミュニケーション能力を身につけさせる。 

目標 

（数理科学科）数学及び数理化学の領域において、広く社会で活躍できる

高度な専門知識・能力を持つ教育者、技術者、研究者となる人材を育成す

ること。 

（物理科学科）広範な自然現象を理解する試みを通して、現代の科学技術

を支える学力と、柔軟性に富んだ豊かな発想力を培い、広い分野で活躍で

きる人材を育成すること。 

（知能情報システム学科）情報科学及び情報工学の学問領域における専門

知識･能力及び広い視野を持ち、知識基盤社会を担う人材を育成するこ

と。 

（機能物質科学科）科学を通して継続的に社会に貢献することのできる人

材を育成すること。 

（機械システム工学科）機械工学及びその関連の領域において、専門的知

識及びその応用力並びにものづくりの素養を身につけた技術者となる人材

を育成すること。 

（電気電子工学科）電気工学及び電子工学の領域における専門的知識・能

力を持ち、社会で活躍できる人材を育成すること。 

（都市工学科）都市工学の領域において、専門的知識・能力を持つ職業人

となる人材を育成すること。 

農学部 

目的 

日本有数の食糧生産基地である佐賀平野に立地する佐賀大学農学部の目的

は、「食糧」、「生命」、「環境」、「情報」、「エネルギー」、「地域

社会」という重要な課題を解決するための総合学科である農学を発展さ

せ、社会に貢献することである。この目的を達成するために必要な教育の

目標は学部設立時から現在に至るまで、我々の生活にとって有益な生物の

生産と利用に関わる農学の発展と、人類の繁栄に貢献できる豊かな教養と

深い専門知識を備えた人材の育成である。 

 農学部における学部教育の特徴は、学生と教員間のコミュニケーション

を重視しながら卒業研究の完成をゴールとする、農学教育の実践にある。

（応用生物学科） 

多様な生物の諸特性の解明･改良・活用、有用生物の生産や、生物間の相

互の関係に関わる諸問題を解決し、社会に貢献できる人材の育成である。

（生物環境科学科） 

環境保全と持続的食料生産のための技術開発及び資源循環型地域社会の構

築を担う人材の育成である。 

（生命機能化科学科） 

生命科学についての基本的な理解を深め、科学的に思考できる人材の育成

である。 

出典）各学部の現況調査表（教育） 
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資料・データ番号８-１-②：履修モデル（理工学部機能物質化学科機能材料コース） 

専門基礎科目 専門科目（必修） 専門周辺科目 教養教育科目 履修登録単位数

４年後期
卒業研究
技術英語II
知的財産権法

７単位
（卒業研究を1/2とする）

４年前期
卒業研究
技術英語I
化学技術者倫理

７単位
（卒業研究を1/2とする）

３年後期

無機材料化学
高分子化学
化学工学II
反応工学
環境化学
機能物質化学実験IV
科学英語II

専門周辺科目（科学） 主題科目（１科目） １９単位

３年前期

無機材料化学
生物化学
応用物理化学
分離工学
機能物質化学実験III
科学英語I

専門周辺科目（技術） 主題科目（２科目） １９単位

２年後期

応用無機化学
応用有機化学
物理化学II
化学工学I
機器分析化学
機能物質化学実験II

主題科目（２科目）
英語➃

１９単位

２年前期

無機化学
有機化学
物理化学II
分離分析化学
工業数学
機能物質化学実験II

主題科目（２科目）
英語➂

１７単位

１年後期
基礎物理及び演習I
基礎物理及び演習II

基礎化学III
基礎化学IV
基礎化学演習II
基礎化学実験II

主題科目（２科目）
情報基礎演習II
英語➁
スポーツ実習
健康スポーツ講義

２０単位

１年前期
基礎数学及び演習I
基礎数学及び演習II

基礎化学I
基礎化学II
基礎化学演習I
基礎化学実験I

大学入門科目
主題科目（２科目）
情報基礎演習I
英語➀
スポーツ実習

２０単位

卒業要件単位数 8 84 4 34 130

【資料8-3】機能物質化学科機能材料化学コース履修モデル（平成１７年度入学以降）

出典）「理工学部で何を学ぶか」（平成 19 年度版） 
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資料・データ番号８-１-③：教務システム Live Campus のオンラインシラバス 

開講年度   開講時期   前学期  

科目コード  

科目名  

担当教員(所属)  

単位数  

曜日・時限  

講義概要(開講意図・到
達目標等を含む)

聴講指定

履修上の注意

成績評価の方法と基準

資料名 著者名 発行所名・発行者名 ISBN・ISSN 出版年
微分積分学の基礎 改訂版 水本久夫  培風館 

資料名 著者名 発行所名・発行者名 ISBN・ISSN 出版年
適宜紹介する

オフィスアワー

2007  

52611000  

物理数学Ｂ  

河野 宏明(理工学部)  

4.0 

金４,金５  

微分積分学は、理工系の学問を学ぶにあたって基礎となる学問である。「物理数学B」では、微分積分
学の基本的な概念についての講義を行い、物理学への応用 などについて解説する。また、授業の中
に基本的な演習もとりいれながら、受講者が基本的な計算を行えるようにする事を目的とする。  

理工学部物理科学科１年生（必修、再履修可）  

出席をとる。原則として、毎回レポート問題を出します。  

授業計画 １、講義の目的。講義の目的、概要、成績評価の方法、学習の方法等についての解説をする。
（自習課題）問題１

２、極限。関数の極限について説明する。（自習課題）問題２

３、関数の連続性。関数の連続性について説明する。（自習課題）問題３

４、微分法。微分法について説明し、微分法の公式について解説する。（自習課題）問題４

５、初等関数の微分。初等関数の微分について解説する。（自習課題）問題５

６、小テスト。極限計算と微分についての小テストを行います。（自習課題）小テスト問題を解きなおす。

７、高階導関数。高階導関数（導関数をさらに微分したもの）について説明する。（自習課題）問題６

８、平均値の定理。平均値の定理とロピタルの定理について説明する。（自習課題）問題７

９、テイラーの定理。テイラーの定理について説明する。また、関数の増減について解説する。
（自習課題）問題８

１０、偏微分法。2変数関数と偏微分法について説明する。（自習課題）問題９

１１、２変数関数の合成関数の微分。２変数関数の合成関数の微分公式を解説する。（自習課題）問題１
０１２、２変数のテイラーの定理。２変数のテイラーの定理について説明する。（自習課題）問題１１

１３、不定積分。不定積分とその計算法について解説する。（自習課題）問題１２

１４、定積分。定積分とその計算法について解説する。（自習課題）問題１３

１５、定期試験。（自習課題）定期試験問題を解きなおす。  

毎週金曜２時限目  

試験で６０点以上とる事が必要である。定期試験を７割、小テストを３割の割合で合計して評価する。演
習、レポート、出席等の努力点は、再試験の受験資格を判定する際に参考にする。  

教科書

参考図書

出典）2007 年度佐賀大学 Live Campus オンラインシラバス 

 

資料・データ番号８-１-④：成績評価基準等の周知に関する要項（別添資料：１頁） 
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計画８-２「009 専門科目に関する学習目的の理解と学習意欲を高めるため，専門領

域への導入科目を充実させる」に係る状況 

大学で学ぶ学問の意義やその方法等について学ぶ「大学入門科目」を開設する

とともに，一学科では「大学入門科目Ⅱ」を増設し，専門領域への導入科目を拡

大した（【小項目 1-(1)-1】計画２-１参照）。また，専門基礎科目については，

ホームページを活用したコンテンツ提供，レポート回収，評価結果のフィードバ

ックなどの改善を行った。 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号８-１-⑤：シラバス作成に関する要項 

シラバス作成に関する要項 

 

（平成１９年３月２６日制定）

 （作成目的） 

第１条 次に掲げる目的を達成するため，佐賀大学（以下「本学」という。）の授業を担

当する教員（以下「担当教員」という。）は，シラバスを作成するものとする。 

(1) 授業の教育目的を明確にする。 

(2) 授業を体系的・計画的に展開する。 

(3) 学生に授業計画を周知し，学習計画を立てさせる。 

(4) 学生に成績評価に関する情報を周知する。 

 （記載項目） 
第２条 シラバスの記載項目は，大学教育委員会の議を経て,決定する。 

 （実施） 
第３条 シラバスは，本学で開講される全授業科目について，作成し，公開する。 
２ シラバスの記載内容は毎年度更新し，指定された期日・方法で提出又は入力する。 
３ 担当教員は，第１回目の授業において，該当科目のシラバスについて説明する。 
 （雑則） 

第４条 この要項に定めるもののほか，シラバス作成に必要な事項は，大学教育委員会に

おいて定める。 

 

 

   附 則 

この要項は，平成１９年４月１日から施行する。  

 

資料・データ番号８-１-⑥：佐賀大学における成績評定平均値に関する規程（別添資

料：２頁） 

資料・データ番号８-１-⑦：成績評価の異議申立てに関する要項（別添資料：３頁） 

資料・データ番号８-１-⑧：成績評価（GPA）の分布状況（別添資料：４頁） 

資料・データ番号８-１-⑨：履修放棄率（%）の推移（別添資料：４頁） 
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資料・データ番号８-２-①：大学入門科目及び学部専門基礎科目の開講状況 

学 部 
大学入門科目 

（開講は教養教育運営機構）
専門基礎科目 

文化教育学部 ・大学入門科目 

・現代教育論 
・教育心理学 
・国際文化論 
・生活文化論 
・実践英語 

経済学部 ・大学入門科目 

・理論経済学Ⅰ 
・経済学原論Ⅰ 
・地域と政策 
・経営学 
・契約法Ⅰ 
・会社法 

（医学科） 
・医療入門 

・医療人間学 
・医療心理学 
・医療社会法制 
・生活と支援技術 
・生活医療福祉学 
・医療入門Ⅱ 
・医療入門Ⅲ 
・医療統計学 
・基礎生命科学 

医学部 

（看護学科） 
・看護学入門 

・プレゼンテーション技法 
・人体の構造・機能Ⅰ，解剖学 
・人体の構造・機能Ⅱ，生理学 
・人体の構造･機能Ⅲ，生化学 
・微生物学 
・看護統計学 
・リハビリテーション概論 
・保健学 
・社会福祉 
・保健医療福祉行政論 
・病理学 
・女性の健康学 
・病態・疾病論Ⅰ，消化・呼吸器など 
・病態･疾病論Ⅱ，精神系，神経系など
・地域保健と疫学 
・臨床薬理学 
・医療における倫理 
・臨床心理学 
・放射線診療 
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資料・データ番号８-２-①：大学入門科目及び学部専門基礎科目の開講状況 

学 部 
大学入門科目 

（開講は教養教育運営機構） 
専門基礎科目 

理工学部 

・大学入門科目Ⅰ 

・大学入門科目Ⅱ＊ 

・微分積分学 
・線形代数学 
・微分積分学演習 
・線形代数学演習 
・微分積分学基礎Ⅰ 
・微分積分学基礎Ⅱ 
・線形代数学基礎Ⅰ 
・線形代数学基礎Ⅱ 
・微分積分学基礎演習Ⅰ 
・微分積分学基礎演習Ⅱ 
・線形代数学基礎演習Ⅰ 
・線形代数学基礎演習Ⅱ 
・物理数学 A 
・情報数理Ⅰ 
・情報数理Ⅱ 
・プログラミング概論Ⅰ 
・プログラミング概論Ⅱ 
・プログラミング演習Ⅰ 
・プログラミング演習Ⅱ 
・物理学概説 
・工業力学Ⅰ 
・工業力学Ⅱ 
・図学製図 
・実用英語基礎Ⅰ 
・実用英語基礎Ⅱ 
・電気系数学演習 
・ベクトル解析学 
・微分方程式 
・複素関数論 
・確立統計学 
・電気系基礎物理学 
・電気系化学・生物学 
・電気電子工学基礎演習 
・専門基礎数学演習Ⅰ 
・専門基礎数学演習Ⅱ 
・専門基礎数学演習Ⅲ 
・都市工学概論 
・専門基礎力学演習 
・測量学Ⅰ 
・測量学実習Ⅰ 
・構造力学基礎演習 
・都市工学基礎演習 
・基礎設計製図演習 
・コミュニケーション英語 
・技術英語 
・建設構造力学 
・システム分析 
・建設材料学 
・都市構成論 
・土質力学 
・水理学 
・環境デザイン学 
・基礎数学及び演習Ⅰ 
・基礎数学及び演習Ⅱ 
・基礎物理学及び演習Ⅰ 
・基礎物理学及び演習Ⅱ 

農学部 ・大学入門科目 

・数学 
・物理学 
・化学 
・生物学 
・生物生産学 
・動物資源開発学 
・生物化学 
・土壌学 
・食料流通経済学 

出典）各部局の履修案内，履修の手引き等より作成  
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計画８-３「016 JABEE 対象の教育分野については，そのプログラムの導入を促進す

る」に係る状況 

理工学部知能情報システム学科，機械システム工学科，機能物質化学科が

資料・データ番号８-２-②：専門基礎科目の改善状況 

学  部  改 善 例  

経 済 学 部  
①前 回 の結 果 に基 づき、具 体 例 を取 り入 れることを試 みた。また、講 義 と小 テス

トを組 み合 わせて、知 識 の定 着 を試 みた。 
①心 理 臨 床 の実 践 事 例 と自 己 理 解 及 び自 己 支 持 について取 り上 げた。 

②学 生 相 談 の最 近 の話 題 を提 供 した。また、サイコ・リトリートについて紹 介 し
た。 

③患 者 －医 師 関 係 におけるカウンセリング・マインドを取 り上 げた。 
④毎 年 度 、毎 回 講 義 の最 初 に前 回 内 容 から出 題 する小 テストを行 っているが、

授 業 評 価 のアンケートによれば、自 主 学 習 のきっかけになるなどの意 見 が多
いので継 続 している。細 胞 生 物 学 II においても同 様 の資 料 を作 成 しており、
教 科 書 だけでは難 しい広 く深 い知 識 の習 得 を促 すよう努 力 している。 

医 学 部  

⑤学 生 の理 解 をより高 めるために顕 微 鏡 写 真 や模 式 図 とリンクさせたシラバス
を作 成 ・配 布 し，講 義 に用 いた． 

①前 年 度 「授 業 の進 む速 さは適 切 だったか」の結 果 が悪 かったことから，今 年
度 はゆったりしたペースで講 義 を行 ったところ改 善 した． 

②前 回 の評 価 結 果 で復 習 の時 間 が少 なかったので、復 習 する機 会 を与 えるた
め、宿 題 を課 した。 

③定 期 試 験 の正 解 例 、採 点 基 準 、評 価 方 法 を Web で公 開 した。 
④分 りやすさを向 上 させるため、サンプﾙプログラムを充 実 した。 
⑤Moodle を用 いて講 義 HP を運 営 し，各 種 のコンテンツ提 供 ，レポートの回 収 ，

評 価 結 果 のフィードバック等 を行 った． 
⑥補 講 を定 期 的 に実 施 することで，理 解 不 足 の学 生 を合 格 圏 に引 き上 げること

ができた 

⑦分 かり易 い板 書 を心 掛 け、演 習 問 題 を行 なった。これにより平 均 点 を４点 高 く
する事 ができた。 

⑧補 講 での個 別 指 導 を充 実 させて合 格 率 をこうじょうさせることができた。 
⑨e-ラーニングを導 入 して、講 義 毎 に復 習 の演 習 課 題 を与 え、学 生 の理 解 を深

めるようにした。その結 果 合 格 率 の向 上 が得 られた。 

理 工 学 部  

⑩理 工 学 部 FD 企 画 として開 催 されて e-Learming(LMS)講 習 会 で学 んだ方 法
を活 用 し、学 生 が LMS で自 主 学 習 できるサイトを開 き、合 格 率 が向 上 した。 

①前 回 の評 価 結 果 に基 づき、宿 題 を増 やすなどして基 礎 的 な内 容 の確 認 を徹
底 した。その結 果 、満 足 度 の点 数 が向 上 した。 

②受 講 生 が多 く大 講 義 室 での授 業 であるため、パワーポイントを用 いた説 明 で
後 方 から見 えづらい場 合 があるとの事 であったので文 字 の大 きさなどを改 善
した 

農 学 部  

③知 的 関 心 を引 き出 すトピックを紹 介 し、知 的 関 心 と理 解 度 の向 上 を図 った。 

出典）平成 19 年度教員報告様式データより作成 

資料・データ番号８-２-③：「大学入門科目」，「専門基礎科目」に対する満足感 

3 29
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3.32
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2.75

3

3.25

3.5

3.75

平成18年度 平成19年度

大学入門科目 専門基礎科目
 

出典）佐賀大学学生対象アンケート報告書（平成 18,19 年度） 
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JABEE プログラムの認定を受け，知能情報システム学科については JABEE 中間審

査を受審し，合格した。 

 
 

計画８-４「017 各種資格取得を奨励し，ガイダンス等を充実・強化する」に係る状

況 

学生の取得したい資格を調査するとともに，ガイダンス，大学案内，ホームペ

ージ「就職相談室」等により，学科・課程で取得可能な資格情報を積極的に提供

した。平成 19 年度には，小・中・高等学校の教員免許を中心に，資格試験等の合

格者が延べ 376 人となった。 

 

資料・データ番号８-３：理工学部での JABEE プログラム実施状況 

知能情報システム学科 機能物質化学科 機械システム工学科 計

平成１６年度 13 70 83
平成１７年度 4 82 86
平成１８年度 19 36 90 145
平成１９年度 17 18 85 120

計 53 54 327 434

【資料９】理工学部でのJABEEプログラム修了者数

出典）理工学部の現況調査表（教育）の【資料 9】 

資料・データ番号８-４-①：佐賀大学入学者の取得したい資格・免許（％） 
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出典）学生支援室編『佐賀大学入学者の進路選択に関するアンケート報告書（平成 19

年度）』20 頁 



佐賀大学 教育 

 - - 36 - - 

 

資料・データ番号８-４-②：資格取得のためのガイダンス等の開催例（理工学部機能

物質化学科） 

取得につい資格取得について

2007年4月13日5校時目 大学入門科目

本日の内容本日の内容

１．資格取得の利点１．資格取得の利点

２ 学 きる資２．在学中に取得できる資格

３ 業 きる資３．卒業後に取得できる資格

４．教員免許状について４．教員免許状について

５ 国 等５．外国語検定等

６．その他６．その他

出典）大学入門科目（理工学部機能物質化学科）の配布資料 

 

資料・データ番号８-４-③：「大学案内」に掲載されている取得できる資格一覧 

 

出典）大学案内の取得できる資格（http://www.saga-u.ac.jp/navi/study.php） 



佐賀大学 教育 

 - - 37 - - 

 
 

計画８-５「018 インターンシップ制度を積極的に活用する」に係る状況 

①ワークショップ型，②現場体験型オーバーナイト，③実習型サマー，④官署

提案型からなる 4 種のインターンシップの導入，平成 19 年度の佐賀大学キャリア

センターの設置などにより，学生へのインターンシップの斡旋等に取組み，平成

16 年度から平成 19 年度にかけてインターンシップの実施件数を 80 件から 134 件

に拡大させた。 

 
 

計画８-６「019 卒業後の進路先の実態調査を行い，その結果を教育課程の改善にフ

ィードバックする」に係る状況 

就職先企業等に関するアンケート，佐賀県内学校対象アンケート（文化教育学

部）等を実施し，英語力，就職に結びつく技能の不足等の改善点を抽出した（計

画８-８参照）。また，留学生センターに配置したネイティブ英語教員による実践

的英語教育を行うとともに，キャリア教育を推進するため，平成 19 年度に佐賀大

学キャリアセンターを設置した（計画８-５，【小項目 1-(1)-６】計画６-１参

資料・データ番号８-５-①：佐賀大学におけるインターンシップの取組・実施状況 

実施年度  

インターシップの類型 16 17 18 19 

現場体験型インターンシップ 
（One-Day Internship） 

0 0 4 14
学内研修型インターンシップ 
（One-Day Internship） 0 39 0 36
現場体験型オーバーナイト・インターンシップ 
（Two-Day Internship） 

0 0 1 6
実習型サマー・インターンシップ 
（One-Or Two-Week Internship） 

0 0 0 20
官署提案型インターンシップ 
（佐賀職業安定所・佐賀県経営者協会等との連携） 19 0 37 28

その他（一般応募） 11 5 0 2

キャリア教育（正課教育）による実施状況 50 52 37 28

出典）『学生便覧』「3.就職 インターンシップの実施について」 

 

資料・データ番号８-５-②：国立大学法人佐賀大学キャリアセンター要項（別添資

料：５頁） 

 

資料・データ番号８-４-④：各種資格取得者数および検定合格者数（平成 19 年度） 
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出典）教育活動等調査報告書の資料番号６-１-② 
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照）。 

 
 

計画８-７「020 教育目標に応じた達成基準を設け，その達成度を検証する」に係る

状況 

全学的に教育目的及び目標を定め，それに応じた成績判定，卒業認定の基準を

設定し，ホームページ等で公表している。また，成績評定，単位取得，標準年限

内の学位取得，資格取得等の状況に基づき，教育目標の達成度を検証した（【小

項目１-(1)-８】計画８-１及び計画８-４参照）。 

資料・データ番号８-６-①：就職先企業等を対象としたアンケート結果（外国語能力

の満足感） 
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出典）理工学部就職委員会『平成 17 年度企業アンケート（理工学部）報告』4 頁 

 

資 料 ・ デ ー タ 番 号 ８ - ６ - ② ： 大 学 教 育 を 通 し て 習 得 し た 知 識 ・ 技 能 等  

（就職に結びつく技能）5 件法 

3.14 3.2

2.96

3.24

2.5

2.75

3

3.25

3.5

3.75

平成18年度 平成19年度

異文化理解 就職に結びつく能力
 

出典）共通アンケート調査（卒業・修了予定者対象）報告書（平成 18,19 年度） 

 

・19 頁，【小項目 1-（1）-６】計画６-１,資料・データ番号６-１-①：「ネイティ

ブインストラクターによる授業科目の実施状況（平成 19 年度）」 

・計画８-５,資料・データ番号８-５-②：「国立大学法人佐賀大学キャリアセンター

要項」（別添資料：５頁） 
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計画８-８「021 在校生，卒業生，就職機関などに対する多元的なアンケート調査を

行い，広い観点から教育成果を検証する」に係る状況 

在校生を対象とした Web 調査及び質問紙調査，卒業生又は卒業予定者対象の質

問紙調査，就職機関を対象とした質問紙調査等を実施した。調査の結果について

は，大学教育委員会等で報告するとともに，各部局の自己点検・評価に活用した。

専門的な知識・技能，創造性については，良好な成果があがっている。 

 

・26-28 頁，【小項目１-(1)-８】計画８-１,資料・データ番号８-１-①：「教育目

的，目標等を記載した箇所を示すデータ」 

・30 頁，【小項目１-(1)-８】計画８-１,資料・データ番号８-１-④：「成績評価基

準等の周知に関する要項」（別添資料） 

・頁，【小項目１-(1)-８】計画８-１,資料・データ番号８-１-⑥：「佐賀大学にお

ける成績評定平均値に関する規程」（別添資料，２頁） 

・頁，【小項目１-(1)-８】計画８-１，資料・データ番号８-１-⑨：「履修放棄率

（%）の推移」（別添資料，４頁） 

・37 頁，【小項目１-(1)-８】計画８-４，資料・データ番号８-４-③：「各種資格取

得者数および検定合格者数（平成 19 年度）」 

 

資料・データ番号８-７：留年の状況（大学情報データベースの資料 B1-2006 データ

分析集：No.16 進級状況） 
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資料・データ番号８-８‐①：多元的なアンケート調査の実施状況を示すデータ 

調査の名称 対 象 実施年度 

①学 生 による授 業 評 価  
各 科 目 の受 講 生  
（平 成 18 年 度 から全 授 業 科 目 ） 

平 成 12 年 度  

～現 在  

②卒 業 直 前 アンケート 医 学 部 6 年 生  
平 成 16 年 度  

～現 在  

③企 業 アンケート（全 学 ） 全 学  平 成 17 年 度  

④学 生 生 活 実 態 調 査  全 学  
平 成 17 年 度  

（4 年 毎 に実 施 ） 

⑤佐 賀 大 学 学 生 対 象 アンケート 学 部 3 年 生 （医 学 部 を除 く） 
平 成 18 年 度  

～現 在  

⑥佐 賀 大 学 教 員 対 象 アンケート 佐 賀 大 学 に所 属 する専 任 教 員  平 成 18 年 度  

⑦佐 賀 大 学 共 通 アンケート調 査  
（卒 業 ・修 了 予 定 者 対 象 ） 

卒 業 ・ 修 了 予 定 者 （ 学 部 4 年
生 ，修 士 ・博 士 課 程 2 年 生 ） 

平 成 18 年 度  

～現 在  

⑧佐 賀 大 学 入 学 者 の進 路 選 択 に関 する 
アンケート 

入 学 予 定 者 （学 部 1 年 生 ） 
平 成 18 年 度  

～現 在  

⑨佐 賀 県 小 ・中 ・高 等 学 校 対 象 アンケート 
卒 業 生 を含 む佐 賀 県 内 の現 職
教 員  

平 成 18 年 度  

～現 在  

出典）①は『「学生による授業評価」の実施に関する報告書』，②は医学部の教育委

員会，教授会資料，③は文化教育学部の企業アンケート集計結果，理工学部の

企業アンケート集計結果，就職先企業に対するアンケート調査結果（農学

部），④は『第 3 回学生生活実態調査報告書』，⑤は大学教育委員会・高等教

育開発センター『佐賀大学学生対象アンケート報告書』（平成 18,19 年度），

⑥は大学教育委員会・高等教育開発センター『佐賀大学教員対象アンケート報

告書』，⑦は大学教育委員会・高等教育開発センター『佐賀大学共通アンケー

ト調査（卒業・修了予定者対象）報告書』（平成 18,19 年度），⑧は学生支援

室高大連携推進部門『佐賀大学入学者の進路選択に関するアンケート調査報告

書』，⑨は佐賀県内学校対象アンケート報告（文化教育学部） 

 

資料・データ番号８-８‐②：多元的なアンケート調査結果の活用状況を示すデータ 

調査の名称 会議等の議事録など 

①学 生 による授 業 評 価  
平成 18 年度第 6 回大学教育委員会 FD 専門委員会

附議事項など  

②卒 業 直 前 アンケート 
平成 17 年 1 月 12 日教育委員会議事要旨（医学

部）  

③企 業 アンケート（全 学 ） 
平成 18 年度第 2 回就職委員会議の配布資料（資

料 1） 

④学 生 生 活 実 態 調 査  平成 18 年度第 8 回学生委員会議事要旨  

⑤佐 賀 大 学 学 生 対 象 アンケート 平成 19 年度第 5 回大学教育委員会附議事項など 

⑥佐 賀 大 学 教 員 対 象 アンケート 
平成 18 年度第 8 回大学教育委員会附議事項（資

料 13）など 

⑦佐 賀 大 学 共 通 アンケート調 査  
（卒 業 ・修 了 予 定 者 対 象 ） 平成 19 年度第 2 回大学教育委員会議事要旨  

⑧佐 賀 大 学 入 学 者 の進 路 選 択 に関 する 
アンケート 平成 19 年度第 1 回学生支援室連絡会議議事要旨  

⑨佐 賀 県 小 ・中 ・高 等 学 校 対 象 アンケート 
平成 19 年度第 6 回文化教育学部就職委員会報告

など
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計画８-９「023 科目ごとの到達目標と成績評価基準の見直し及びアンケート調査は，

４年目ごとに行う」に係る状況 

学生による授業評価，成績分布調査等を実施し，それらの結果に基づき，各教

員が授業改善目標を Web 上で入力して公開する体制を整えた（計画８-８参照）。

また，「シラバス作成に関する要項」を制定し，これに基づき，オンラインシラ

バスの目標及び成績評価基準等の見直しを全学的に行った（計画８-１参照）。 

資料・データ番号８-８‐③：大学教育を通して習得した知識・技能等（専門的知

識・技能，創造性）5 件法 

3.52

3.73

3.14
3.33

2.5

2.75

3

3.25

3.5

3.75

平成18年度 平成19年度

専門的な知識や技能 創造性
 

出典）共通アンケート調査（卒業・修了予定者対象）報告書（平成 18,19 年度） 

 

資料・データ番号８-８‐④：「学生による授業評価」における授業満足感（5 件法）

3.57 3.63
3.81
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3.4
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3.673.633.7 3.66
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2.75
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平成18年度後学期 平成19年度前学期 平成19年度後学期

文化教育学部 経済学部
理工学部 農学部
教養教育運営機構

 
 

4.43 4.494.49 4 614.54 4.47

3.88
3.62

3.8
4 074.184 05

3

3.5

4

4.5

5

平成18年度後学期 平成19年度前学期 平成19年度後学期

教育学研究科 経済学研究科

工学系研究科 農学研究科
 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号６-１-⑤ 
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資料・データ番号８-９-①：学生による授業評価実施要領 

佐賀大学学生による授業評価実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 授業改善を目的とする学生による授業評価（以下「授業評価」という。）の実施に関す

る事項は、この要領に定めるところによる。 

（評価の実施） 

第２条 授業を担当する教員（非常勤講師を含む。）は、授業科目毎に授業評価（以下「個別授

業評価」という。）を実施する。 

２ 学部及び学科等の教育組織（以下「教育組織」という。）は、前項の個別授業評価等を分析

し、教育組織毎に授業評価（以下「組織別授業評価」という。）を実施する。 

（評価の支援） 

第３条 大学は、授業評価の実施に必要な全学共通のアンケート用紙（以下「共通アンケート用

紙」という。）を提供し、集計を行うなどの方法により、前条の授業評価の実施を支援する。

（個別評価結果の利用） 

第４条 個別授業評価の結果は、授業担当者に提供し、授業担当者は、個別授業評価の結果を授

業の改善等に利用するものとする。 

２ 前項の規定は、各授業担当者による評価結果の公表又は提供及び組織別授業評価のための集

計を妨げるものではない。 

３ 個別授業評価の結果は、教員個人の評価には用いない。 

４ 個別授業評価の結果は、学生個人の成績評価に利用してはならない。 

（組織別評価結果の利用） 

第５条 教育改善のための調査研究を行う組織は、大学教育委員会の了承を得て、授業評価の結

果を利用することができる。 

（調査方法） 

第６条 大学教育委員会は、個別授業評価のための共通アンケート用紙の様式その他の調査方法

等について定める。 

２ 前項の規定は、教員又は教育組織が調査項目等を追加することを妨げるものではない。 

（調査対象） 

第７条 個別授業評価の対象となる授業科目は、次の各号に掲げるものとする。 

（１）学部が開設する授業科目 

（２）教養教育運営機構が開設する授業科目 

（３）研究科が開設する授業科目 

２ 授業科目を開設する学部等（教養教育運営機構及び研究科を含む。）の長が、授業科目の特

性により、共通アンケート用紙を用いて調査することが適切でないと判断した場合は、他の方

法により調査することができるものとする。 

３ 第１項の各号に列記された授業科目以外の講習会等の評価については、実施組織の判断によ

り、共通アンケート用紙を利用することができる。 

（実施方法） 

第８条 個別授業評価の実施、集計及び集計結果の公表の方法については、大学教育委員 会の

議を経て、委員長が別に定める。 

２ 前項の規定は、教員又は教育組織が、独自の調査を実施することを妨げるものではない。 

（雑則） 

第９条 この要領に定めるものの他、授業評価の実施に関して必要な事項は、大学教育委員会の

議を経て、委員長が定める。 

 

附 則 

１ この要領は、平成１８年１０月１日から実施する 

２ この要領は、当分の間、医学部・医学系研究科には適用しない。 
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b）「小項目 1-（1）-８」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

資料・データ番号８-９-②：授業評価結果を用いた授業改善実施要領（別添資料，６

頁） 

資料・データ番号８-９-③：授業点検・評価報告書  

出典）教務システム Live Campus「授業点検・評価の参照」 

（https://lc.sc.admin.saga-u.ac.jp/kyoumu/UI/html/start.htm） 

 

・計画８-１，資料・データ番号８-１-⑤：「シラバス作成に関する要項」 

 

資料・データ番号８-９-④：大学教育委員会によるオンラインシラバスの点検 

 

出典）平成 19 年度第 6 回大学教育委員会教務専門委員会付議事項（資料 7） 

 

資料・データ番号８-９-⑤：オンラインシラバスの見直し例（別添資料，７頁） 
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計画８-１～計画８-９の状況が示すように，大学から職業への移行を見据えながら，

職業生活に資する能力の伸長を促す PDCA サイクルが形成され，専門職業人に必要な

学識，総合的判断力，創造力の涵養に一定の成果をあげている。 

 

○小項目 1-（1）-９「【専門教育】国内外の専門関連情報を解読・分析し，課題を

探求する能力及び成果を発信する語学能力と国際的センスを養う」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画９-１「010 専門英語クラス等により，専門英語を学習させる」に係る状況 

学部・学科等毎に，１～４科目の専門英語科目を必修科目又は選択科目として

開講した。また，学習の成果を発信する語学能力，国際的センスを養うため，留

学生センターに採用した英語のネイティブ教員による Academic Speaking B 等の

上級英会話クラスを，平成 19 年度は 8 クラス開講した（【小項目 1-（1）-６】

計画６-１参照）。 

 
 

b）「小項目 1-（1）-９」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由）計画９-１の状況が示すように，専門的な英語読解力を養い，ネイティ

ブ教員による専門英語教育により，国際的センスの涵養に相応の成果をあげている。 

 

○小項目 1-（1）-10「【大学院教育】高度専門職業人あるいは研究者に必要な十分

な専門知識と，自立して研究を実行できる能力を養う」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画 10-１「011 修士課程では，高度専門職業人を育成するために，少人数クラス

による専門教育の充実を図る」に係る状況 

資料・データ番号９-１：専門科目における英語授業の開講状況 

学 部 授業科目等名 

文化教育学部 

実践英語 

英語 1 

英語 2 

英語 3 

英語 4 

経済学部 

外書購読 

ビジネス基礎英語 

ビジネスコミュニケーション英語 

医学部 

語学系選択科目（医療英語） 

看護英会話 

英語で読む看護 

理工学部 

数理科学英語 

科学英語Ⅰ 

科学英語Ⅱ 

技術英語Ⅰ 

技術英語Ⅱ 

実用英語基礎Ⅰ 

実用英語基礎Ⅱ 

科学技術英語 

技術英語 

農学部 
科学英語 

生物科学英語 

出典）2007 学生便覧，学習要項 

 

・19，頁【小項目 1-（1）-６】計画６-１，資料・データ番号６-１-①：ネイティブ

インストラクターによる授業科目の実施状況（平成 19 年度） 
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全研究科・専攻において育成する人材像を定めるとともに，カリキュラム，履

修モデルを新たに作成した。これと並んで，高度教員養成を目的とした大学院教

育実習の導入（教育学研究科），専門科目の一部必修化，研究科共通科目の選択

必修化（工学系研究科）など，専門知識の伝達と自立的な研究能力の涵養に取組

んだ。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号 10-１-①：教育目的，目標等を記載した箇所を示すデータ 

部局 教育目標 

教育学研究科 

目 的  

初等中等教育において指導性を発揮しうる高度の専門的学術を授け，理論

と実践の研修を通して，学校教育に関する高い実践力と研究能力を備えた

人材を養成することを目的とする。 

目 標  

強い教職志向を持って専門的な研究に意欲を持つ者のほか，明確な将来目

標と旺盛な研究意欲を有する大学卒業者，現職職員，社会人，留学生を積

極的にに受け入れ，現代社会の要請に対応できる実践的な探求能力を養

い，様々な分野において専門的な知識と創造的な課題解決能力を持って指

導的立場を担える国内外の人材を育成する。 

経済学研究科 

目 的  

経済学研究科規則第 1 条の２によれば，研究科は経済学及び経営学・法律

学の教育･研究によって幅広い視野と豊かな応用力を培い，知識基盤社会

を多様に支える高度で知的な素養ある人材，多様な学問分野を学んだ実践

的能力を備えた人材を養成することを目的とする。 

目 標  

①  従来からある経済学･経営学･法律学という学問の枠組みをこえて，経

済全般の動きを体系的･，理論的･実践的に広い範囲の分野にわたって

教育･研究できる専攻･教育研究分野の構成を整備する。教員組織は目

的にふさわしいものとし，社会における実務経験のある教員及び外国

人教員をも含むバランスのとれたものとする。 

②  高度な専門知識 ･能力を習得させるための教育カリキュラムを編成

し，専攻ごとの独自の教育目的をも実現できるものとする。また，国

際化･情報化に対応する独自の授業科目を設ける。複数指導教員制を

とることで教育･研究指導の充実を図り，社会人に対する授業時間の

弾力化，基礎的素養の涵養，英語履修コースの開設など多様な学生に

対応した教育課程の工夫を図る。博士課程に進学して高度の研究を継

続するための高度な専門知識･能力の習得も可能なものとする。 

③  授業形態の組み合わせ，研究指導についての改善をすすめ学生の主体

的学習を促す取り組みを進める。 

④  学生の円滑な学位取得，資格取得を図り，専門能力を生かせる職業へ

の就職，博士課程への進学を図る。 

⑤  経済学研究科における教育を点検し，質の向上･改善を図る。学生，

卒業生，その他の関係者からの意見をとりいれる。 
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部局 教育目標 

医学系研究科 

（医科学専攻） 

目 的  

医学部医学科外の理系･文系 4 年制大学学部出身の多様なバックグランド

を持つ学生を受け入れ，医学の基礎及びその応用法と体系的･集中的に修

得させることにより，医学，生命科学，ヒューマンケアなど包括医療の諸

分野において活躍する多様な専門家を育成する。 

目 標  

①  高い倫理観と豊かな人間性を育み，包括医療の諸分野でリーダーシッ

プを発揮できる。 

②  医学の基礎とともに志す分野の専門的知識・技術を習得し，それらを

自らが発展させていく能力を身につける。 

③  科学的・倫理的に思考し，問題解決の方法のデザインと研究を遂行す

る能力を身につける。 

④  国内外に対し幅広い視野を持ち，研究･活動等の成果を発信する能力

を身につける。 

（看護学専攻） 

目 的  

高 度 の専 門 性を有する看護識者にふさわしい広い視野に立った豊かな学識

と優れた技能を有し，国内及び国際的に看護学の教育，研究，実践の各分

野で指導的役割を果たすことができるような人材を育成する。 

目 標  

①  高い倫理観と豊かな人間性を育み看護学の分野での指導的役割を果た

す能力を身に付ける。 

②  幅広い専門的知識・技術を身に付け，看護学の分野での実践で発揮す

る。 

③  自立して研究を行うのに必要な実験デザインなどの研究手法や研究遂

行能力，或いは研究能力を備えた高度専門識者として技量を身に付け

る。 

④  幅広い視野を持ち，国内外の研究者あるいは専門職者と専門領域を通

した交流ができる。 

（博士課程） 

目 的  

医学・医療の領域において，自立して独創的研究活動を遂行するのに必要

な高度な研究能力と，その基礎となる豊かな学識と優れた技術を有し，教

育･研究･医療の各分野で指導的役割を担う人材を育成する。 

目 標  

①  高い倫理観と豊かな人間性を育み，医学･医療の諸分野での指導的役

割を果たす能力を身に付ける。 

②  幅広い専門的知識･技術を身に付け，研究及び医学･医療の諸分野での

実践で発揮する。 

③  自立して研究を行うのに必要な実験デザインなどの研究手法や研究遂

行能力，或いは研究能力を備えた高度専門職者としての技量を身に付

ける。 

幅広い視野を持ち，国内外での研究者或いは専門職者と専門領域を通した

交流ができる。 
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部局 教育目標 

工学系研究科 

目 的  

社会の持続的な発展に貢献するため真理の探求と知の創造を重視し，自然

の環境と調和した科学技術の発展を図ることを理念としている。この理念

に従って，理学及び工学の領域並びに理学及び工学の融合領域を含む関連

の学問領域において，創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者・

技術者等，高度な専門的知識･能力を持つ職業人又は知識基盤社会を支え

る深い専門的知識・能力と幅広い視野を持つ多様な人材を養成し，もって

人類の福祉，文化の進展に寄与することを教育目的とする。 

目 標  

博士前期課程においては，幅広い基礎知識と各専門領域における高度な専

門的知識を習得させ，自ら研究･開発を遂行できる能力を身に付けさせる

ことを教育目標としている。 

博士後期課程では，幅広い領域に対する学際的知識と総合的判断力，対応

能力を具えた人材の育成の要請を受けて，以下のような特徴を備えた新し

いタイプの科学技術者･研究者の養成を行う。 

①  各専門領域における高度な知識と倫理構成力。 

②  他の専門領域にも関与しうる学際的知識と総合的判断力。 

③  基礎となる理論と技術によって，未知の問題に挑戦しうる応用力。 

④  現実の技術要請にも的確に対応しうる柔軟で高度な研究能力。 

⑤  現実の課題を分析して，問題点を整理提起，更に解決してゆく問題提

起・解決能力。 

農学研究科 

目 的  

科学技術の高度化・情報化･国際化に伴う社会の要求に応えるため学部教

育の幅広い基礎学力を基盤とし，あらゆる状況変化に柔軟に対応でき，か

つ，高度な科学技術･専門知識を持った創造性豊かな人間味あふれる研究

者･専門職業人になるべき人材を養成することである。 

目 標  

（生物生産学専攻） 

①  生物資源の意義を確認し，生産性の向上と豊かな地域社会環境の整

備･保全の幅広い知識と実践力を習得し，自立した技術者としての能

力を身につけること， 

②  幅広い教養に裏打ちされた広範な視点をもつ技術者としての能力を身

につけること， 

③  技術者に必要とされる，情報収集能力，得られた結果をまとめる能

力，プレゼンテーション能力を身につけ，自ら仕事の計画を立てて実

行し，それらをまとめる能力を身につけること 

（応用生物学科） 

①  バイオサイエンス分野の幅広い知識と研究手法を総合的に学ぶことに

より，応用力の高い研究者としての基礎を身につけること 

②  バイオサイエンス分野の高度な研究経験と専門知識の習得により，学

術分野や産業分野における指導者，研究者としての素養を身につける

こと 

③  技術者に必要とされる，情報収集能力，得られた結果をまとめる能

力，プレゼンテーション能力を身につけ，自ら仕事の計画を立てて実

行し，それらをまとめる能力を身につけることである 

出典）各研究科の現況調査表（教育）の「教育目的と特徴」 
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資料・データ番号 10-１-②：大学院教育実習に関する資料 

 

 

出典）佐賀大学文化教育学部・教育学研究科『臨床教育実習マニュアル』（2007

年・2008 年版） 
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計画 10-２「012 リフレッシュ教育機能等の充実を図る」に係る状況 

現職教員の入学に関する佐賀県教育委員会との連携・協力体制を整え，専門職

大学院等教育推進プログラム「発達障害と心身症への支援に強い教員の養成―文

化教育学部・医学部附属病院連携による臨床教育実習導入とカリキュラム開発

―」により，社会人大学院生の臨床教育実習に取組んだ（【小項目 1-（1）-10】

計画 10-１参照）。 

また，授業料免除における社会人の優遇措置の整備，長期にわたる教育課程の

履修を可能とする学則の改正などを行い，e ラーニングによる生涯学習を提供す

る事業として，現代的教育ニーズ取組支援プログラム「ネット授業の展開」，地

域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プログラム「県民医療

アカデミー オブ ｅ-Japan」，社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム

資料・データ番号 10-１-③：必修化・選択必修化した専門科目の履修状況（平成 19

年度） 

科目区分 

必修科目 選択必修科目 開講学期 
単位数 

（平均） 
履修者数
（平均）

合格率 
（平均）

単位数 
（平均）

履修者数 
（平均） 

合格率 
（平均）

前学期 3.6 15.5 95.9 2.0 10.8 97.5

後学期 2.0 21.3 100.0 1.9 7.5 98.8

通 年 7.7 2.3 98.6 2.0 11.0 77.5

全 体 7.1 4.3 98.4 1.9 8.7 97.7

出典）教育活動等調査報告書の資料番号６-１-②-１ 

 

資料・データ番号 10-１-④：工学系研究科における研究科共通科目の履修状況（平

成 18 年度） 

科目名 単位数 履修者数 合格者数 合格率(%) 

シンクロトロン光応用工学特論 2 43 33 76.7

数値計算工学特論 4 20 16 80.0

科学技術と倫理 2 87 79 90.8

数理と創造 2 62 47 75.8

原子力エネルギーと安全 2 69 39 56.5

経営情報ネットワーク論 2 6 5 83.3

出典）教育活動等調査報告書の資料番号５-４-① 

 

資料・データ番号 10-１⑤：大学院教育を通して習得した知識や技能等（専門的な知

識・技能，研究能力） 

3.89 3 92
3.73

3.86

2.75

3

3.25

3.5

3.75

4

平成18年度 平成19年度

専門的な知識や技能 研究能力
 

出典）共通アンケート調査（卒業・修了予定者対象）報告書（平成 18,19 年度） 



佐賀大学 教育 

 - - 50 - - 

「佐賀大学デジタルコンテンツ・クリエーター育成プログラム」を推進した

（【小項目 1-(2)-7】計画８-３参照）。経済学研究科では，夜間開講授業を開講

した。 

 
 

資料・データ番号 10-２-①：文化教育学部と佐賀県教育委員会との連携協定書 

 
 

・48 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-１，資料・データ番号 10-１-②：「大学院教

育実習に関する資料」 
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資料・データ番号 10-２-②：授業料免除における社会人の優遇措置の例 

  

（検定料，入学料及び授業料） 

第４６条 検定料，入学料及び授業料の額は，別に定める。 

２ 第１６条の規定に基づき，当該標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教

育 課 程 を 履 修 し て 課 程 を 修 了 す る こ と を 認 め ら れ た 者 （ 以 下 「 長 期 履 修 学 生 」 と い

う。）から徴収する授業料の年額は，長期履修学生として，標準修業年限を超えて一定

の期間にわたり計画的に教育課程を履修することを認められた期間（以下「長期在学期

間」という。）に限り，前項の規定にかかわらず，同項に規定する授業料の年額に当該

標準修業年限に相当する年数を乗じて得た額を長期在学期間の年数で除した額（その額

に１０円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする。）とする。 

 

出典）佐賀大学大学院学則第 46 条 

 

資料・データ番号 10-２-③：主なリフレッシュ教育の実施状況 

事 業 部 局 概 要 

①平成 16 年度現代的教育ニーズ取組支援プ
ログラム「ネット授業の展開」 

佐賀大学 インターネットによる授
業（ネット授業），自学
自習コンテンツの開発と
市民への開放 

②平成 17 年度「県民医療アカデミーオブ 
e-JAPAN」 

医学部 地域医療ローテーション
の充実，地域医療に対応
できる e ラーニング教材
の開発による社会人学生
を含めた教育 

③平成 19 年度専門職大学院等教育推進プロ
グラム「発達障害と心身症への支援に強
い教員の養成―文化教育学部・医学部附
属病院連携による臨床教育実習導入とカ
リキュラム開発―」 

文化教育学部 
医学部附属病院 

大学院生（現職教員を含
む）への臨床教育実習を
通した発達障害や心のケ
アに関する専門的な知識
やスキルの向上 

④平成 19 年度社会人の学び直しニーズ対応
教育推進プログラム「佐賀大学デジタル
コンテンツ・クリエーター育成プログラ
ム」 

佐賀大学 デジタルコンテンツ・ク
リエーター育成による再
チャレンジ支援事業 

出典）①は『現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP）「ネット授業の展開」

報告書』（平成 16～18 年度），②は『地域医療等社会的ニーズに対応した質の

高い医療人養成推進プログラム県民医療アカデミー オブ e-JAPAN 報告書（平成

17～19 年度）』，③は『専門職大学院等教育推進プログラム発達障害と心身症

への支援に強い教員の養成―文化教育学部・医学部附属病院連携による臨床教育

実習導入とカリキュラム開発―（平成 19 年度報告書）』，④は『平成 19 年度 e

ラーニングスタジオ実施報告書』9,10 頁 
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計画 10-３「013 学習の効率化と教育成果の向上のために，学士と修士のカリキュ

ラムの連続性を検討し，実現化を図る」に係る状況 

学部学生が大学院の指定科目を履修する場合等に検定料・入学料・授業料を不

徴収とするよう科目等履修生規程を改正し，科目等履修生として学部学生が履修

できる大学院科目を増設した。また，学部から大学院への移行を円滑化するカリ

キュラムの策定（工学系研究科），専門職大学院等教育推進プログラム「発達障

害と心身症への支援に強い教員の養成―文化教育学部・医学部附属病院連携によ

る臨床教育実習導入とカリキュラム開発―」の採択（教育学研究科）により，学

士と修士間の連続性あるカリキュラムの実現化に取組んだ（計画 10-２参照）。 

資料・データ番号 10-２-④：平成 19 年度における夜間開講授業の開講状況（経済学

科研究科）  

前    期  後    期  

統 計 情 報 研 究  日 本 社 会 史 研 究  

マクロ経 済 データ分 析 研 究  経 営 史 研 究  

契 約 法 研 究  応 用 計 量 経 済 分 析 研 究  

マーケティング論 研 究  実 用 外 国 語  

経 済 地 理 学 研 究  演 習 Ⅱ 

商 業 経 済 論 研 究  政 策 評 価 研 究  

企 業 論 研 究  経 済 法 研 究 Ⅰ 

国 際 通 貨 システム研 究  経 済 動 態 分 析 研 究  

行 政 基 礎 法 研 究 Ⅰ 企 業 法 研 究  

情 報 基 礎  比 較 労 働 経 済 研 究  

  西 欧 産 業 社 会 構 造 分 析 研 究  

  管 理 会 計 論 研 究 Ⅰ 

出典）経済学研究科の授業時間割，平成 20 年度大学院学生募集要項の経済学研究科

「大学院設置基準第 14 条に定める教育方法の特例による教育の実施について」 

 

資料・データ番号 10-２-⑤：現職教員等，社会人学生の受入状況 

17.8 17.3
10.7 10

34.1

43.7

4.9 5.7
0 1.10

10

20

30

40

50

平成18年度 平成19年度

教育学研究科 経済学研究科 医学系研究科

工学系研究科 農学研究科
 

出典）大学情報データベースの基礎資料 B1 達成状況判定用データ分析集(3)学生構成

比より作成 
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資料・データ番号 10-３-①：科目等履修生規程 

 
第１１条 産業教育振興法（昭和２６年法律第２２８号）等に基づく現職教育のため任命権者の

命により派遣された教職員については，第４条，第６条及び第１０条の規定にかかわらず，検

定料，入学料及び授業料は，徴収しない。ただし，単位の認定を受ける場合は，授業料を徴収

する。 

２ 本学と高等学校，中等教育学校，専修学校，地方公共団体その他の団体との協定により入学

する者ついては，当該協定の定めるところにより，検定料，入学料及び授業料のそれぞれにつ

いて，一部又は全部を徴収しないことがある。 

３ 本学の大学院の学生が別表１に掲げる学部等の授業科目を，本学の学部の学生が別表２に掲

げる研究科の授業科目を履修し，単位の認定を受ける場合は，第４条，第６条及び第１０条の

規定にかかわらず，検定料，入学料及び授業料は，徴収しない。 

典拠）2007 学生便覧 佐賀大学科目等履修生規程 

 

資料・データ番号 10-３-②：学部学生から授業料等を徴収しない大学院授業科目（第

11 条第 3 項関係） 

学部等 授業科目 

全学部 教員の免許状取得に必要な授業科目 

教養教育運営機構 現代の法と社会（日本国憲法） 

研究科・専攻 授業科目 

工学系研究科機能物質化学専攻 
固体物理学 
無機構造化学特論 
反応有機化学特論 

工学系研究科物理科学専攻 
量子力学 
統計力学 

工学系研究科電気電子工学専攻 気体エレクトロニクス特論 

工学系研究科知能情報システム学専攻 
情報数理解析特論 
数値解析特論 

工学系研究科都市工学専攻 

構造解析プログラム論 
環境地盤工学特論 
都市構成システム論 
都市デザイン論 
数値水理学特論 

工学系研究科循環物質工学専攻 
環境溶液化学特論 
セラミックス創成工学特論 
グリーンケミストリー特論 

農学研究科応用生物科学専攻 土壌学特論 

出典）2007 年度 学生便覧 佐賀大学科目等履修生規程 

 

資料・データ番号 10-３-③：博士前期課程と学部の開講科目の対応（電気電子工学専

攻の例）別添資料：８頁  
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計画 10-４「 014 博士課程では，自立的研究能力と研究論文作成能力を養うた  

めに，個別研究指導を徹底する」に係る状況 

学生を学内外の共同研究に参画させ，博士課程学生の学会発表や学術雑誌への

投稿を奨励している。平成 19 年度には大学院生による原著論文が 212 件，一般講

演（学会発表）等が 692 件となっている。個別指導の強化を図るため，佐賀大学

大学院における研究指導計画に基づく研究指導実施要領を制定した。 

資料・データ番号 10-３-④：「臨床教育実習をコアとする学部・大学院連携カリキ

ュラム」の開発 

 

出典）平成 19 年度専門職大学院等教育推進プログラム「佐賀大学スマイルルーム」 

（http://smile.pd.saga-u.ac.jp/menu11.html） 
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計画 10-5「022 大学院教育においては，修業年限内の学位取得も客観的教育成果基

準とする」に係る状況 

大学院修了者（学位取得者）と指導教員名，学位取得に係る要項等をホームペ

ージ上の学内報等に掲載するとともに，佐賀大学大学院における研究指導計画に

基づく研究指導実施要領を制定し，修業年限内に学位取得するための指導体制を

整備している（計画 10-４参照）。平成 19 年度の修業年限内の学位取得率は

94.6％であり，良好な結果を得ている。 

 

 

 

資料・データ番号 10-４-①：佐賀大学大学院における研究指導計画に基づく研究指導

実施要領 

 

 

資料・データ番号 10-４-②：大学院生による研究活動状況（平成 19 年度） 

部局  著書  
原著 
論文  

総説  
(資料・
解説等

その他
特別 
講演  

一般 
講演  

受賞  

教育学研究科  1 0 0 1 2 0 17 2

経済学研究科  3 10 0 0 0 2 10 0

医 学 系 研 究 科
（博士前期課程）  0 0 0 1 0 0 12 0

医 学 系 研 究 科
（博士後期課程）  1 11 1 0 0 1 17 0

工 学 系 研 究 科
（博士前期課程）  0 73 1 25 3 4 435 14

工 学 系 研 究 科
（博士後期課程）  5 104 0 8 0 2 127 5

農学研究科  0 14 0 4 0 1 74 0

出典）教育活動等調査報告書の資料番号６-１-②-２ 
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計画 10-６「019 卒業後の進路先の実態調査を行い，その結果を教育課程の改善に

フィードバックする」に係る状況 

全学共通の就職先企業等に関するアンケートを実施して問題点を抽出し，実践

的な英語授業科目の充実，学部・大学院のカリキュラムを連続させる臨床教育実

習の試行等，教育課程の改善に取り組んでいる（【小項目 1-(1)-9】計画９-１，

【少項目 1-(1)-8】計画８-８，【小項目 1-（1）-10】計画 10-３参照）。 

 
 

計画 10-７「020 教育目標に応じた達成基準を設け，その達成度を検証する」に係る

状況 

全学的に教育目的及び目標を定め，それに応じた成績判定，卒業認定の基準を

設定し，ホームページ等で公表している。また，成績評定，単位取得，標準年限

内の学位取得，資格取得等の状況に基づき，教育目標の達成度を検証した（【小

項目１-(1)-８】計画８-１，【小項目 1-(1)-10】計画 10-５参照）。 

・40 頁【少項目 1-(1)-8】計画８-８，資料・データ番号８-８‐①：「多元的なアン

ケート調査の実施状況を示すデータ」 

・40 頁【少項目 1-(1)-8】計画８-８，資料・データ番号８-８‐②：「多元的なアン

ケート調査結果の活用状況を示すデータ」 

・44 頁【小項目 1-(1)-9】計画９-１，資料・データ番号９-１：「専門英語クラス等

の開講状況」 

・54 頁【小項目 1-（1）-10】計画 10-３，資料・データ番号 10-３-④：「『臨床教

育実習をコアとする学部・大学院連携カリキュラム』の開発」 

・計画 10-４，資料・データ番号 10-４-①：「佐賀大学大学院における研究指導計画

に基づく研究指導実施要領」 

 

資料・データ番号 10-５：佐賀大学学内報の大学院修了者一覧（抜粋） 

学 位 記 番 号  学 位  氏   名  論  文  題  名  授 与 年 月 日  指 導 教 員 名

教修第 413 教育学 大澤 政幸 

いのちの大切さを感じる
こ と が で き る 道 徳 教 育
―道徳の時間と総合的な
学習の時間との連携を中
心として― 

平成 17 年 3
月 24 日 

生馬 寛信

教修第 414 教育学 楊 潤萍 

「学校に基礎をおくｶﾘｷｭﾗ
ﾑ開発」（SBCD）に関する
比較教育学的研究 ―ｲｷﾞ
ﾘｽ・日本・中国における
教員の専門職能力の向上
を中心に― 

平成 17 年 3
月 24 日 

園田 貴章

教修第 415 教育学 王 慧丹 
戦 後 日 本 の 「 ゆ と り 教
育」の展開と課題 

平成 17 年 3
月 24 日 

大元 誠 

教修第 416 教育学 石丸 敏子 
小・中学校における放課
後体験が学校適応に及ぼ
す効果について 

平成 17 年 3
月 24 日 

撫尾 知信

教修第 417 教育学 江越桂一朗 
オンラインフロー体験と
対人関係との関連につい
ての心理学的研究 

平成 17 年 3
月 24 日 

中山 巌 

出典）佐賀大学学内報 2005.4 No.4 

 

資料・データ番号 10-５-②：学位取得の状況（大学情報データベースの資料 A1-2006

データ分析集：No.18.2 及び No.18.3 学位取得状況） 
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計画 10-８「021 在校生，卒業生，就職機関などに対する多元的なアンケート調査

を行い，広い観点から教育成果を検証する」に係る状況 

在校生を対象とした質問紙調査，修了予定者対象の質問紙調査，就職機関を対

象とした質問紙調査（教育学研究科）等を実施した。調査の結果については，大

学教育委員会等で報告するとともに，各部局の自己点検・評価に活用した。高度

専門職業人及び研究者としての知識・技能等についても，良好な成果があがって

いる（【小項目 1-(1)-８】計画８-６，【小項目 1-(1)-８】計画８-７，【小項目

1-(1)-８】計画８-８参照）。 

 
 

計画 10-９「023 科目ごとの到達目標と成績評価基準の見直し及びアンケート調査

は，４年目ごとに行う」に係る状況 

平成 18 年度以降，学生による授業評価実施要領に従い，毎年，授業評価を毎

学期科目ごとに行った（【小項目 1-（1）-８】計画８-９参照）。また，学士課

程と同様，成績分布調査等を実施し，それらの結果に基づき各教員が授業改善目

標を作成，公開する体制を整え，「シラバス作成に関する要項」により，オンラ

インシラバスの目標及び成績評価基準等を各研究科で見直した（【小項目 1-(1)-

８】計画８-１参照）。 

・38 頁【小項目 1-(1)-８】計画８-６，資料・データ番号８-６：「大学教育を通して

習得した知識・技能等（就職に結びつく技能）」 

・41 頁【小項目 1-(1)-８】計画８-８，資料・データ番号８-８：「大学教育を通して

習得した知識・技能等（専門的知識・技能，創造性）」 

・56 頁【小項目 1-(1)-８】計画８-７，資料・データ番号８-７：学位取得の状況（大

学情報データベースの資料 A1-2006 データ分析集：No.18.2 及び No.18.3 学位取得状

況） 

 

資料・データ番号 10-10-②：大学教育を通して習得した知識や技能等（分析し批判す

る能力，プレゼンテーション能力，資料や報告書を作成する能力）5 件法 

3.4
3.52

3.27 3.35
3.49

3.63

2.5

2.75

3

3.25

3.5

3.75

平成18年度 平成19年度

分析し批判する能力
プレゼンテーション能力

資料や報告書を作成する能力
 

出典）共通アンケート調査（卒業・修了予定者対象）報告書（平成 18,19 年度） 

・26 頁【小項目 1-(1)-10】計画 10-１，資料・データ番号 10-１-①：「教育目的，

目標等を記載した箇所を示すデータ」 

・30 頁【小項目１-(1)-８】計画８-１，資料・データ番号８-１-④：「成績評価基準

等の周知に関する要項」（別添資料） 

・30 頁【小項目１-(1)-８】計画８-１，資料・データ番号８-１-⑥：「佐賀大学にお

ける成績評定平均値に関する規程」（別添資料） 

・56 頁計画 10-５，資料・データ番号 10-５-②：「学位取得の状況（大学情報データ

ベースの資料 A1-2006 データ分析集：No.18.2 及び No.18.3 学位取得状況）」 
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b）「小項目 1-（1）-10」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画 10-１～計画 10-９の状況が示すように，卒業後の進路先調査等を踏まえ，少

人数クラスによる専門教育，社会人対象のリフレッシュ教育，学士と博士前期・修士

課程のカリキュラムにおける連続性の確保，個別研究指導体制及び評価基準の整備な

ど，相応の成果をあげている。 

 

○小項目 1-（1）-11「【大学院教育】国際的な学術及び技術交流の場で発表・討議

できる能力を養う」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画 11-１「015 海外の大学との学生交流や国際学会・研究会，学術調査等への積

極的参加及び研究成果の発表を促し，そのための支援体制を整える」に係る状況 

国際パートナーシップ・プログラムにより，大学院生の国際的な学術・技術交

流を促し, 平成 16 年度以降，大学間の学術交流協定（27 件），学部・研究科間

の学術交流協定（9 件）など，国際的な学術交流協定を新たに締結した。また，

平成 19 年度の国際学会等への参加，国際誌への論文投稿等については，延べ 38

件（工学系研究科循環物質工学専攻）となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・42 頁【小項目 1-（1）-８】計画８-９，資料・データ番号８-９-①：「学生による

授業評価実施要領」 

・42 頁【小項目 1-(1)-８】計画８-９，資料・データ番号８-９-②：「授業評価結果

を用いた授業改善実施要領」（別添資料） 

・43 頁【小項目 1-(1)-８】計画８-９，資料・データ番号８-９-③：「授業点検・評

価報告書」  

・31 頁【小項目 1-(1)-８】計画８-１，資料・データ番号８-１-⑤：「シラバス作成

に関する要項」 

資料・データ番号 11-１-①：国際的な学術・技術交流の協定 
（外国の大学等との大学間学術交流協定） 

締結先 

締結 
年度 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国 

大
韓
民
国 

タ
イ
王
国 

中
華
人
民
共
和
国 

英
国 

ス
リ
ラ
ン
カ
共
和
国 

ベ
ト
ナ
ム 

社
会
主
義
共
和
国 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国 

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ 

人
民
共
和
国 

台
湾 

ル
ー
マ
ニ
ア 

フ
ラ
ン
ス
共
和
国 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦 

カ
ナ
ダ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国 

パ
キ
ス
タ
ン
・ 

イ
ス
ラ
ム
共
和
国 

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国 

16 以前 2 8 2 7 1 1 1 4 2 1 1 1 1 0 0 0 0

16 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 0 1 0 0 0 0 0

17 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0

18 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

19 1 2 2 2 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 2 2

計 3 12 5 10 1 1 3 5 3 6 1 2 1 1 1 2 2

出 典 ） 佐 賀 大 学 国 際 貢 献 推 進 室 ホ ー ム ペ ー ジ （ http://www.irdc.saga-

u.ac.jp/ja/agree/agree3.html）より作成 
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（外国の大学等との学部・研究科間学術交流協定）
締結先  

締結 
年度 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国 

中
華
人
民
共
和
国 

英
国 

大
韓
民
国 

フ
ラ
ン
ス
共
和
国 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国 

タ
イ
王
国 

ス
リ
ラ
ン
カ
共
和
国 

チ
ェ
コ
共
和
国 

ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国 

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国 

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ 

人
民
共
和
国 

カ
ナ
ダ 

ネ
パ
ー
ル
王
国 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国 

マ
レ
ー
シ
ア 

 

16 以前 4 8 5 7 1 1 7 1 1 2 1 2 2 1 1 2

16 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

17 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 4 11 5 10 1 1 9 1 1 2 1 2 2 1 2 2

出 典 ） 佐 賀 大 学 国 際 貢 献 推 進 室 ホ ー ム ペ ー ジ （ http://www.irdc.saga-

u.ac.jp/ja/agree/agree3.html）より作成 

 
その他 （学 内 共 同 教 育 研 究 施 設 など） 

締結先  

締結 
年度 

マ
レ
ー
シ
ア 

大
韓
民
国 

中
華
人
民
共
和
国 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連

邦 台
湾 

 

16 以前 1 0 4 0 0 

16 0 1 1 1 0 

17 0 0 0 0 0 

18 0 1 1 0 0 

19 0 1 0 0 1 

計 1 3 6 1 1 

 

出 典 ） 佐 賀 大 学 国 際 貢 献 推 進 室 ホ ー ム ペ ー ジ （ http://www.irdc.saga-

u.ac.jp/ja/agree/agree3.html）より作成 
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資料・データ番号 11-１-②：国際パートナーシップ・プログラムの取組状況 

 

資料・データ番号 11-１-③：戦略的国際人材育成プログラムの要項 
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b）「小項目１-（1）-11」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画 11-１の状況が示すように，法人化以降，国際パートナーシップ・プログラム

の導入，海外の大学との学術交流協定の締結など，大学院生の国際的な学術・技術交

流を支援する体制を整え，国際的な場における発表・討議能力の涵養に一定の成果を

あげている。 

 

②中項目１「教育の成果に関する目標」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

「高等教育の内容，方法及び成果を不断に見直し，教育の質の向上を図る」，「教

養教育のカリキュラム及び授業内容の質的改善を図る」，「幅広い教養と総合的な判

断力を養う」，「課題探求力と問題解決力を養う」などの小項目の成果，並びにウェ

イト付けした計画１-１の成果を考慮し，中項目１の達成状況は「良好」であると判

断される。 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

資料・データ番号 11-１-④：戦略的国際人材育成プログラムの取組状況 

プログラム名 戦略的国際人材育成プログラム

教育課程 博士前期課程 博士後期課程 博士後期課程

研究分野

化学，機械，電気電子，都
市，生体機能システム制御
生物生産学, 応用生物科学

化学，機械，電気電子，都
市，生体機能システム制御

数学、物理、知能情報、化学、機械、電気電
子、都市、生体機能システム制御

目的

工学系と農学系の両方の知識
と思考力を持ち，帰国後，環
境について世界的な視野で総
合的に洞察できる留学生を育
成すること。

環境について世界的な視野で
総合的に洞察できる留学生を
育成すること。

アジア諸国から優秀な外国人を受け入れ、佐
賀大学とアジアの大学や研究所等と国際交流
協定にもとづいて実施されている共同研究や
共同教育を強化し、佐賀大学特有の実質的な
国際活動を発展させること。

特徴

理工学と農学の観点から地球
環
境科学を研究する機会を提供
する

理工学の観点から地球環境科
学
を研究する機会を提供する。

先端科学技術および環境に対して深い洞察力
と専門力を有する学生を育て、世界で積極的
に活躍できる創造的な学生を育てる。

【資料22】 英語で行う教育プログラムの概要

地球環境科学特別コース

出典）工学系研究科の現況調査表（教育）の【資料 22】 

 

資料・データ番号 11-１-⑤：学生による国際学会等における研究発表，国際誌等へ

の論文投稿状況（平成 19 年度）工学系研究科循環物質工学専攻の例 

7

1

30

0

6

12

18

24

30

36

原著論文 資料・解説等 一般講演
 

出典）平成 19 年度教員報告様式データより作成 
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（優れた点） 

１．高等教育開発センターの３部門を充実し，各部門の増員及び大学教育委員会な

どの教育関連委員会との連携を強化し，教育改革を推進する中核的な役割を果た

している。（計画１-１） 

２．理工学部知能情報システム学科，機械システム工学科，機能物質化学科が JABEE

プログラムの認定を受け，知能情報システム学科が JABEE 中間審査を受審，合格

するなど，JABEE プログラムの導入・実施に積極的に取組んだ。（計画８-３） 

（改善を要する点） 

１．アジア系言語授業の充実をさらに図ることが必要である。（計画６-１） 

（特色ある点） 

１．地域創成型学生参画教育モデル開発事業，教養教育運営機構「地域と文明」と

地域学歴史文化研究センターと連携した教養教育科目の開講など，佐賀のフィー

ルドとした課題探求・問題解決型授業を開講している。（計画３-２，計画４-

２） 
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（２）中項目２「教育内容等に関する目標」の達成状況分析 

 

①小項目の分析 
○小項目 1-（2）-１「【学士課程】専門職業人育成の観点から，学部・学科・課程

の教育目標についての理解と強い志望動機・学習意欲を求める」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画１-１「024 高大連携を推進し，大学の教育・研究に触れる機会や学部選択に関

する情報の提供により高校生の大学理解を図る」に係る状況 

高校生対象のオープンキャンパス，出前講義，高等学校とのジョイントセミナ

ー，大学説明会での模擬授業，高校訪問，進学説明会等を開催するとともに，携

帯サイトを開設し，平成 19 年度には高大連携を強化するため，アドミッション･

センターを設置した。また，高校生の大学説明会，ジョイントセミナーへの参加

状況は，平成 16 年度には延べ 8,946 人だったのが平成 19 年度は延べ 9,988 人に

増加し，提供した情報についても進路選択に広く活用され，学部・学科等の入学

者受入方針の理解に結びついた。  

 
 

 

 

資料・データ番号１-１-①：国立大学法人佐賀大学アドミッションセンター要項（別

添資料：９頁） 

 

資料・データ番号１-１-②：高校生の大学説明会，ジョイントセミナーへの参加状況 

2796
3539

2900 3017

6150

8436

6057
6971

0

2000

4000

6000

8000

10000

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度人

大学説明会 ジョイントセミナー
 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号４-１-①-１ 
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資料・データ番号１-１-③：佐賀大学入学案内ムービー，高校生のためのキャンパス

通信等を配信する Web ページ 

出 典 ） 佐 賀 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ 「 受 験 生 の 方 へ 」 （ http://www.saga-

u.ac.jp/navi/study.php） 

 

資料・データ番号１-１-④：アドミッションポリシーに対する入学者の理解度（5 件

法） 

75

95

102

81

99

91

119

94

97

64

53

51

66

64

64

0% 25% 50% 75% 100%

大学のアドミッション・ポリシー

学部のアドミッション・ポリシー

学科・課程のアドミッション・ポリシー

知っていた 大体知っていた 少しは知っていた

殆ど知らなかった 知らなかった
 

出典）佐賀大学学生支援室『入学者の進路選択に関するアンケート報告書』9 頁より

作成 
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計画１-２「026 専門分野に関する意欲と能力を判定するため，面接による選抜法を

改善・充実する」に係る状況 

医学教育ワークショップ「面接技法について」の開催（医学部），面接担当教

員に対するセミナー等により，面接による選抜方法の改善に取り組んだ。また，

推薦入学による選抜の面接において，学習意欲・動機を採点・評価基準とするこ

とを入学志願者に周知し，面接における留意事項に基づき，志望動機の強い入学

者を選抜した。 

 

資料・データ番号１-２-①：医学・看護学教育ワークショップ「面接技法について」 

 

第 11 回佐賀大学医学部 医学教育ワークショップ 

（平成 17 年 8 月 26 日，9:00-17:00）

テーマ；「面接技法について」 

特別講演１）「面接で何を問うのか」 

     ２）「面接の進め方について」 

     ３）「評価基準いついて」 

     ４）「評価の均一性について」   

 

出典）医学・看護学教育ワークショップ報告集（主題：「面接技法について」） 

 

資料・データ番号１-２-②：面接者セミナー（医学部）の開催状況 

 

平成 19 年 10 月 31 日（水）18:30-19:30（参加者：講師以上の教員 76 名） 

    平成 19 年度面接者セミナー：「面接者の評価の差異の分析」堀川教授，「入試面接

の基礎」村久保准教授 

 

平成 18 年 11 月 6 日（月）18:00-19:00（参加者：講師以上の教員 90 名） 

    平成 18 年度面接者セミナー：「平成 18 年度の面接試験の結果の分析」酒見教授，

「10 分の中で生かす配慮」村久保助教授 

出典）医学部の現況調査表（教育）資料 1-2-2(5)「その他：FD 講演会・講習会の実施

状況」 
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資料・データ番号１-２-③：推薦入学による選抜の採点・評価基準・推薦入学による

選抜の採点・評価基準 

学 部 ，学 科 ・課 程 ，選 修 等
な対
る象
科 と 

実 技 検 査 等  内      容  

小論文 

出 題 されたテーマについて，記 述 された内 容 を，テ
ーマの解 釈 力 ，全 体 的 構 成 力 ，論 理 的 思 考 力 ，文
章 表 現 力 ，個 性 的 な独 自 の視 点 に重 点 を置 いて
みます。 

面 接 
専 門 領 域 に 関 す る 知 識 や 理 解 ， 表 現 力 や 積 極
性 ，修 学 意 欲 等 をみます。 

実技試験 

書 写 ・書 道 では，選 択 した課 題 （半 紙 ，条 幅 ）によっ
て書 写 ・書 道 の基 礎 能 力 をみます。音 楽 では，弾 き
歌 いによって音 楽 の基 礎 能 力 を判 断 し，任 意 の楽
器 もしくは声 楽 による演 奏 によって技 術 ・音 楽 性 を
評 価 します。造 形 では，造 形 に関 する基 礎 的 な表
現 力 が身 に付 いているかをみます。体 育 では，選 択
した 4 種 目 の基 礎 運 動 能 力 検 査 結 果 をデータに
基 づき評 価 します。情 報 技 術 では，プログラミング
又 は製 作 （ものづくり）能 力 を評 価 します。 

学校教育課程 

教科教育選修 

全

科 

調 査 書 ・ 活 動
歴等報告書等

学 業 成 績 ，就 学 状 況 ，部 活 動 ，社 会 活 動 ，各 種 検
定 試 験 合 格 の有 無 等 をみます。 

小論文 
問 題 内 容 を理 解 しているか，論 理 的 な思 考 力 を身
に付 けているか，適 切 な表 現 及 び的 確 な記 述 がな
されているかをみます。 

面 接 勉 学 意 欲 ，国 際 社 会 への問 題 意 識 等 をみます。 
国際文化課程 

全

科 

調査書 学 業 成 績 等 をみます。 

小論文 
出 題 されたテーマに対 して，テーマの解 釈 ，構 成 ，
論 理 の展 開 ，視 点 の独 自 性 ，表 現 能 力 をみます。

面 接 
地 域 ・生 活 文 化 分 野 及 び環 境 ・技 術 分 野 に必 要
な知 識 ，自 己 の目 標 や意 欲 を問 います。 

全

科 

調査書 学 業 成 績 ，部 活 動 ，社 会 活 動 をみます。 

小論文 
出 題 されたテーマに対 して，テーマの解 釈 ，構 成 ，
論 理 の展 開 ，視 点 の独 自 性 ，表 現 能 力 をみます。

面 接 
志 望 分 野 に必 要 な基 礎 知 識 ，自 己 の目 標 や意 欲
を問 います。 

生 活 ・ 環
境 ・ 技 術
選修 総 

合 
学 
科 

調査書 学 業 成 績 ，部 活 動 ，社 会 活 動 をみます。 

小論文 
理 解 力 ， 論 理 的 思 考 力 ，着 想 力 ，表 現 力 をみま
す。 

面 接 
専 門 性 ，意 欲 関 心 ，判 断 力 ，理 解 力 ，態 度 ，学 習
力 をみます。 

実技検査 学 業 成 績 ，部 活 動 ，社 会 活 動 をみます。 

人 間 環 境

課程 

健 康 福
祉 ・ ス ポ
ーツ選修 

全

科 

調 査 書 ・ 活 動
歴等報告書等

理 解 力 ， 論 理 的 思 考 力 ，着 想 力 ，表 現 力 をみま
す。 

面 接 

美 術 ・工 芸 に関 する口 頭 試 問 を行 い，基 礎 的 知 識
や制 作 活 動 の経 験 の把 握 を行 うとともに，美 術 や
工 芸 に関 す る意 欲 をみま す。 学 習 の目 標 が明 確
で，それが美 術 ・工 芸 課 程 の内 容 に合 致 する者 に
高 い評 価 を与 えます。 

実技試験 各 希 望 分 野 の造 形 力 をみます。 

文 

化 

教 

育 

学 

部 

美術・工芸課程 
全

科 

調査書 

特 に美 術 ・工 芸 分 野 に優 れた実 績 を有 する者 に高
い評 価 を与 えます。なかでも，希 望 専 攻 分 野 におけ
る成 績 が特 に優 れているかをみます。また，出 席 状
況 ，クラブ活 動 ，日 常 生 活 から充 実 した高 校 生 活
を過 ごしたと認 められる者 で，かつ，美 術 ・工 芸 課
程 への入 学 希 望 理 由 が明 確 であるか等 をみます。
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学 部 ，学 科 ・課 程 ，選 修 等
対 象  

となる科  実 技 検 査 等 内      容  

小論文 
資 料 を提 示 のうえ，それについての読 解 力 ，着 眼 力 ，文
章 表 現 力 等 を基 準 として評 価 します。 

面 接 
高 校 生 活 の活 動 状 況 及 び将 来 の学 習 意 欲 等 について
口 頭 試 問 します。 

び情商 
総報業 
合系系 
学のの 
科科科 
 及・ 調査書等 学 修 状 況 ，資 格 取 得 状 況 ，クラブ活 動 等 をみます。 

小論文 
資 料 を提 示 のうえ，それについての読 解 力 ，着 眼 力 ，文
章 表 現 力 等 を基 準 として評 価 します。 

面 接 
高 校 生 活 の活 動 状 況 及 び将 来 の学 習 意 欲 等 について
口 頭 試 問 します。 

経 済 学 部  部に普 
が準通 
認ず科 
める又 
るとは 
科本こ 
 学れ 

調査書等 学 修 状 況 ，クラブ活 動 等 をみます。 

総合問題 

論 述 式 の試 験 を行 うことにより，病 める人 の身 になって医
療 を実 践 できる良 き医 療 人 となるにふさわしい人 間 性 ，
及 び種 々の問 題 を科 学 的 ・論 理 的 に思 考 し，それを解
決 しうる能 力 を評 価 することを目 的 とします。 

面 接 

医 学 部 志 望 の動 機 ，学 習 意 欲 ，積 極 性 ，生 命 や医 療
に対 する倫 理 観 ，チーム医 療 の一 員 となる上 で不 可 欠
の協 調 性 やコミュニケーション能 力 について対 話 ・口 述
を通 して評 価 し，将 来 優 れた医 師 ・看 護 職 者 になるため
に十 分 な適 性 を備 えているかどうか総 合 的 に判 断 するた
めに実 施 します。なお，総 合 判 定 の重 要 な資 料 とすると
ともに，評 価 が低 い者 は不 合 格 とすることがあります。 

医 学 部  全科 

調査書等 

単 に学 業 成 績 優 秀 というのみでなく，心 身 ともに健 全 で
規 則 的 生 活 習 慣 を保 ち，学 習 意 欲 ・積 極 性 や協 調 性
に富 んでいるかを高 等 学 校 3 年 間 の行 動 記 録 である調
査 書 及 び高 等 学 校 長 の推 薦 書 によって評 価 します。志
願 者 本 人 による自 己 推 薦 書 も同 様 に取 り扱 います。 
なお，調 査 書 等 については面 接 にあたっても参 考 にしま
す。 

小論文 
出 題 されたテーマに対 し，テーマの解 釈 ，構 成 ，論 理 の
展 開 ，視 点 の独 自 性 ，表 現 能 力 をみます。 

面 接 
志 望 学 科 に必 要 な基 礎 知 識 ，自 己 の目 標 や志 望 学 科
に対 する意 欲 を問 います。 

総情 
合報 
学系 
科・ 

調査書 
学 業 成 績 ，クラブ活 動 や，情 報 及 び理 数 関 連 の実 績 等
学 業 以 外 の活 動 が志 望 動 機 となっている場 合 も評 価 し
ます。 

小論文 
出 題 されたテーマに対 し，テーマの解 釈 ，構 成 ，論 理 の
展 開 ，視 点 の独 自 性 ，表 現 能 力 をみます。 

面 接 
志 望 学 科 に必 要 な基 礎 知 識 ，自 己 の目 標 や志 望 学 科
に対 する意 欲 を問 います。 

系情機工
の報械業
科系系系
 ・・・
 土電総
 木気合
 ・・・

調査書 
学 業 成 績 ，クラブ活 動 や，理 数 関 連 の実 績 等 学 業 以 外
の活 動 が志 望 動 機 となっている場 合 も評 価 します。 

小論文 
出 題 されたテーマに対 し，テーマの解 釈 ，構 成 ，論 理 の
展 開 ，視 点 の独 自 性 ，表 現 能 力 をみます。 

面 接 
志 望 学 科 に必 要 な基 礎 知 識 ，自 己 の目 標 や志 望 学 科
に対 する意 欲 を問 います。 

理 工 学 部  

総理普 
合数通 
学科科 
科・・ 

調査書 
学 業 成 績 ，クラブ活 動 や，理 数 関 連 の実 績 等 学 業 以 外
の活 動 が志 望 動 機 となっている場 合 も評 価 します。 

小論文 
出 題 されたテーマについて，考 察 力 ，論 理 的 思 考 力 ，
表 現 力 及 び記 述 力 をみます。 

面 接 
必 要 な基 礎 知 識 ，自 己 の目 標 や志 望 学 科 に対 する意
欲 等 について，口 頭 試 問 します。 

び専 
総門 
合系 
学の 
科科 
  及 調査書 学 業 成 績 ，就 学 状 況 ，部 活 動 及 び社 会 活 動 をみます。

小論文 
出 題 されたテーマについて，考 察 力 ，論 理 的 思 考 力 ，
表 現 力 及 び記 述 力 をみます。 

面 接 
必 要 な基 礎 知 識 ，自 己 の目 標 や志 望 学 科 に対 する意
欲 等 について，口 頭 試 問 します。 

農 学 部  除専 
く門 
全系 
科の 
  科 
  を 調査書 学 業 成 績 ，就 学 状 況 ，部 活 動 及 び社 会 活 動 をみます。

出典）平成 20 年度学生募集要項―推薦入学による選抜―17,18 頁 
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計画１-３「027 推薦入試，３年次編入試験，帰国子女選抜，外国人選抜試験等の多

様な入学者選抜を継続して実施する」に係る状況 

推薦入試，3 年次編入試験，帰国子女選抜，外国人選抜試験等を継続して実施

するとともに，医学部医学科の推薦入学募集人員に 8 名の佐賀県枠特別選抜を設

け，理工学部知能情報システム学科で推薦入学を導入した。さらに，AO 入試等の

企画・実施組織として佐賀大学アドミッションセンターを設置した（計画１-１参

照）。なお，平成 16 年度から平成 19 年度にかけ，個別学力試験に拠らない入学

者が逓増している。 

 
 

 

 

 

資料・データ番号１-３-①：入学者選抜方法別・入学者数の推移 

201 206 209 213

26 24 13 16
59 65 52 67

3 0 0 10

50

100

150

200

250

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

推薦入試 外国人留学生選抜試験

編入学試験 帰国子女特別選抜
 

出典）入学試験に関する統計 佐賀大学 （平成 16～19 年） 

 

・計画１-１，資料・データ番号１-１-①：「国立大学法人佐賀大学アドミッションセ

ンター要項」（別添資料：９頁） 

 

資料・データ番号１-２-④：面接における留意事項（別添資料：10 頁） 

 

資料・データ番号１-２-⑤：入学者予定者の佐賀大学の志望順位（平成 19 年度） 

20

64.9

15.1

95.3

4.2 0.5

56.5
35.7

7.8

0

20

40

60

80

100

120

第1位 第2位 第3位以下

本学が実施する個別学力検査（後期日程）
推薦入試
全 体

 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号４-２-①-１ 
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計画１-４「028 学部等の特性に応じて，AO 入試を検討し，順次導入を図る」に係

る状況 

入学試験委員会において AO 入試の実施について検討し，AO 入試等の企画・実

施組織として佐賀大学アドミッションセンターを設置した。また，平成 21 年度か

ら音楽及び健康・スポーツ選修で AO 入試を実施することを決定した。 

 

 

計画１-５「029 各選抜方法による入学者について追跡調査を継続し，その結果に基

づいて，受入人数・割合，試験手法等を見直し，選抜方法を改善する」に係る状

況 

多様な入学者選抜方法と入学後の成績等との関連を追跡調査するとともに，入

学者選抜方法によって入学者受け入れ方針の理解に問題が生じていないことを確

認し，推薦入学募集枠の拡大，高等学校からの推薦者数の制限等，選抜方法の改

善を行った。 

  

資料・データ番号１-４：佐賀大学文化教育学部における AO 入試の導入状況 

 

ＡＯ入試のアドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

 

佐賀大学文化教育学部のＡＯ入試では，以下のような学生を求めます。 

 

学校教育課程 音楽選修 

 

１．学校教育及び音楽教育全般に強い関心を持ち，将来その分野の指導者として働きた

いという意欲を持つ人。 

２．音楽全般にわたってバランスのとれた技能と知識を持つ人。 

３．高等学校での基礎的な学力を身につけ，とくに自らの考えを適切に表現できる文章

力のある人。 

人間環境課程 健康福祉･スポーツ選修（スポーツ分野） 

 

１．スポーツ分野に対する目的意識が明確で，強い学習意欲を持つ人。 

２．自らの専門を習得できる十分な基礎学力を有する人。 

３．自己表現能力のある人。（伝える能力） 

４．競技スポーツ，生涯スポーツ，健康づくりの分野における指導者になることを望む

人。 

出典）平成 21 年度佐賀大学学生募集要項 
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b）「小項目 1-（2）-1」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画１-１～計画１-５の状況が示すように，高大連携事業による大学の教育目標に

対する理解の促進，入学者選抜方法の点検・評価と改善など，教育目標に対する理解

と強い志望動機・学習意欲のある入学者の受入れに相応の成果をあげている。 

 

○小項目 1-（2）-2「【学士課程】幅広い教養と総合的な専門学識を涵養する観点か

ら，数学，理科，地歴，公民，国語，外国語等に関する一定の基礎学力を求め

る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画 2-１「025 基礎学力を確認するため，大学入試センター試験や個別学力試験を

入学者選抜に使う」に係る状況 

大学及び学部のアドミッションポリシー（入学者受入れ方針）を明確化すると

ともに，高校教育の内容の変化に対応した入試科目の一部変更，入学者の基礎学

力を見据えた募集人員の一部見直し等の改善に取り組み，数学，理科，地歴，公

民，国語，外国語の成績を追跡調査し，入学者の基礎学力を確認した。 

資料・データ番号１-５-①：入試選抜方法別成績追跡調査報告書（平成 19 年度）（別

添資料：11 頁） 

 

資料・データ番号１-５-②：入学者選抜方法別に見た大学教育を通して習得した知識

や技能等（5 件法） 

3.15 3.29 3.26
3.44

3.7 3.71
3.88 3.93.813.91

3.733.66 3.63
3.45 3.38 3.27

2

2.5

3

3.5

4

4.5

個別学力検査
（前期日程）

個別学力検査
（後期日程）

推薦入試 編入学

専門的な知識や技能 異文化理解

コミュニケーション能力 研究能力
 

出典）共通アンケート調査（卒業・修了予定者対象）報告書（平成 19 年度） 

 

資料・データ番号１-５-③：推薦入試の実施状況の推移 

平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 
学 部 

募集定員 志願者数 募集定員 志願者数 募集定員 志願者数 募集定員 志願者数

文化教育学部 28 141 31 112 31 125 31 126

経済学部 40 109 40 73 40 110 60 147

医学部 45 158 45 138 45 136 48 140

理工学部 35 80 37 80 37 63 37 94

農学部 30 64 30 68 30 75 30 77

出典）学生募集要項（平成 17～20 年度）より作成 



佐賀大学 教育 

 - - 71 - - 

 
 

 

 

 

 

資料・データ番号２-１-①：各学部・学科等のアドミッションポリシー（別添資料：

12 頁） 

 

資料・データ番号２-１-②：入試科目及び募集人員の推移（別添資料） 

平 成 17 年 度 平 成 18 年 度  平 成 19 年 度学  
 

部  
課 程 ・学 科 ，選 修  前 期

日 程
後 期
日 程

前 期
日 程

後 期  
日 程  

前 期
日 程

後 期
日 程

教 育 学 選 修 ・教 育 心 理 学 選 修  14 6 14 6 14 6
障 害 児 教 育 選 修  6 3 6 3 6 3
教 科 教 育 選 修  25 9 23 8 23 8
理 科 選 修  5 2 5 2 5 2
数 学 選 修  5 2 5 2 5 2

学
校
教
育
課
程  

音 楽 選 修  3 2 3 2 3 2
国 際 文 化 課 程  40 14 40 14 40 14
人 間 環 境 課 程  35 15 35 15 35 15
美 術 ・工 芸 課 程  19 7 19 7 19 7

文
化
教
育
学
部  

小     計  152 60 150 59 150 59
経 済 システム課 程  40 40 40
経 営 ・法 律 課 程  

155 40 155 40 155 40
経
済
学
部  小     計  155 80 155 80 155 80

医 学 科  50 20 50 20 50 20
看 護 学 科  30 10 32 8 32 8

医
学
部  小     計  80 30 82 28 82 28

数 理 科 学 科  24 6 24 6 24 6
物 理 科 学 科  32 8 32 8 32 8
知 能 情 報 システム学 科  48 12 48 10 48 10
機 能 物 質 化 学 科  62 16 62 16 62 16
機 能 システム工 学 科  68 17 68 17 68 17
電 気 電 子 工 学 科  69 17 69 17 69 17
都 市 工 学 科  61 15 61 15 61 15

理
工
学
部  

小     計  364 91 364 89 364 89
応 用 生 物 科 学 科  40 25 25 10 25 10
生 物 環 境 科 学 科 （H17 は生 物 生 産 学 科 ） 30 20 30 15 30 15
生 命 機 能 科 学 科  － － 30 5 30 5

農
学
部  

小     計  70 45 85 30 85 30
合     計  821 306 836 286 836 286

出典）佐賀大学学生募集要項 

 

資料・データ番号２-１-③：高校 3 年時の主要教科の成績評価の平均値（5 段階） 

学 部 国語 地歴 公民 数学 物理 化学 生物 地学 理科 外国語

文化教育学部 3.76 3.76 3.67 3.36 2.89 3.35 3.95 3.33 3.58 3.74

経済学部 4.02 3.85 3.90 3.79 3.42 3.14 3.73 3.57 3.69 4.02

医学部 4.45 4.23 4.21 4.32 4.38 4.54 4.50 4.50 4.00 4.58

理工学部 3.75 3.76 3.58 4.27 4.08 3.97 3.40 － 4.00 3.80

農学部 4.07 3.87 3.94 3.89 3.33 4.14 4.42 4.50 4.73 4.00

出典）佐賀大学入学者の進路選択に関するアンケート報告書（平成 19 年度）34-37 頁

より作成 
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計画２-２「029 各選抜方法による入学者について追跡調査を継続し，その結果に基

づいて，受入人数・割合，試験手法等を見直し，選抜方法を改善する」に係る状

況 

多様な入学者選抜方法と入学後の成績等との関連を追跡調査するとともに，入

学者選抜方法によって入学後の GPA に大きな違いがないことを確認し，推薦入学

募集枠の拡大，選抜方法の改善を行った。さらに，佐賀大学アドミッションセン

ターを設置し，専攻分野の特性に応じて AO 入試を実施することを決定した（【小

項目 1-(2)-１】計画１-４参照）。 

 
 

b）「小項目 1-（2）-2」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画２-１～計画２-４の状況が示すように，各選抜方法を実施し，追跡調査によっ

て基礎学力を確認するとともに，個別入試，推薦入試及び AO 入試等の企画・実施等

を業務としたアドミッション･センターを設置するなど，一定の基礎学力を求めるた

めの良好な成果をあげている。 

 

○小項目 1-（2）-3「【大学院課程】専門分野に関する強い学習意欲と十分な専門基

礎学力を求める」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画３-１「030 専門基礎学力，語学力，読解力を確認するために，専攻別に学力試

験を行う」に係る状況 

各専攻のアドミッションポリシーに応じて，専攻する教育研究分野に関する筆

記試験または小論文，口述試験等を実施するとともに，専攻分野の特性に応じた

学力試験の方法及び基準により入学者選抜を実施し，専門基礎学力を判定した

（【小項目 1-(2)-2】計画２-１参照）。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・68 頁【小項目 1-（2）-１】計画１-３，資料・データ番号１-３-①：「入学者選

抜方法別・入学者数の推移」 

・68 頁【小項目 1-（2）-１】計画１-１，資料・データ番号１-１-①：「国立大学

法人佐賀大学アドミッションセンター要項」（別添資料：９頁） 

・69 頁【小項目 1-(2)-１】計画１-４，資料・データ番号１-４：「佐賀大学文化教

育学部における AO 入試の導入状況」 

資料・データ番号３-１-①：各研究科のアドミッションポリシー（別添資料：13 頁） 
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資料・データ番号３-１-②：修士課程・博士前期課程における専攻別の一般選抜（外

国語科目・専門科目） 

（教育学研究科） 

筆記試験（実技を含みます。） 専
攻 

コース・ 
選修 外国語科目 専門科目 口述試験 

教育学 

教育心理学 

学
校 
教
育 障害児教育 

○英 語  
※英 和 辞 書 持 込 可  
（電 子 辞 書 を除 きます。） 

○ 3 コ ー ス 共 通 問 題 と選 択 問
題 （教 育 学 ・教 育 心 理 学 ・障 害
児 教 育 のうち 1 科 目 選 択 ） 

主 と し て 専 攻 ・ コ ー
スにかかわる分 野 に
ついて試 問 します。

国語教育 

○国 語 科 教 育  
○国 語 学  
○国 文 学  
○漢 文 学  
○書 道  
 のうち 1 科 目 選 択  

社会科教育 

○英 語  
○ドイツ語  
○フランス語  
 のうち 1 科 目 選 択  

○社 会 科 教 育  
○歴 史 学  
○地 理 学  
○法 律 学  
○政 治 学  
○経 済 学  
○社 会 学  
○哲 学 ・倫 理 学  
 のうち 1 科 目 選 択  

数学教育 

○数 学 科 教 育  
○代 数 学  
○幾 何 学  
○解 析 学  
○統 計 学  
 のうち 1 科 目 選 択  

理科教育 

○英 語  
※英 和 辞 書 持 込 み可  
（電 子 辞 書 を除 きます。） 

○理 科 教 育  
○物 理 学  
○化 学  
○生 物 学  
○地 学  
 のうち 1 科 目 選 択  

音楽教育 

○英 語  
○ドイツ語  
 のうち 1 科 目 選 択  
※ 英 和 辞 書 又 は 独 和 辞
書 持 込 み 

○音 楽 科 教 育  
○器 楽 （実 技 ） 
○声 楽 （実 技 ） 
○指 揮 （実 技 ） 
○作 曲  
○音 楽 学  

のうち 1 科 目 選 択  

美術教育 

○美 術 ・工 芸 教 育 （理 論 ） 
○絵 画 （実 技 ） 
○彫 刻 （実 技 ） 
○デザイン（実 技 ） 
○工 芸 （実 技 ） 
○美 術 理 論 ・美 術 史 （理 論 ） 
 のうち 1 科 目 選 択  

保健体育 

○保 健 体 育 科 教 育  
 （体 育 科 教 育 法 ・保 健 科 教 育
法 ） 
○体 育 学  
○運 動 学  
○健 康 運 動 実 践 学  
○運 動 生 理 学  
○健 康 教 育 学  

（学 校 保 健 を含 みます。） 
 のうち 1 科 目 選 択  

技術教育 

○技 術 ・工 業 科 教 育  
○電 気  
○機 械  
○情 報 基 礎  

のうち 1 科 目 選 択  

家政教育 

○英 語  
※英 和 辞 書 持 込 み可  
（電 子 辞 書 を除 きます。） 

○家 庭 科 教 育  
○食 物 学  
○被 服 学  
○住 居 学  
○家 族 関 係 学  

のうち 1 科 目 選 択  

教
科
教
育 

英語教育 
○英 語  
※辞 書 持 込 み不 可  

○英 語 科 教 育 学  
○英 語 学  
○英 米 文 学  

のうち 1 科 目 選 択  

主 として専 攻 ・選 修
に か か わ る 分 野 に
ついて試 問 します。
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（経済学研究科） 

   ア 専門科目 

    希望する教育研究分野の出題科目のうちから 2 科目を選択してください。 

専
攻 

教育研究分野 出題科目 

数量経済学 
経済原論Ⅰ（マルクス経済学），経済原論Ⅱ（近代経済学），統計
学，計量経済学，情報処理論，経済数学 

金融・政策分析 
経済原論Ⅰ（マルクス経済学），経済原論Ⅱ（近代経済学），金融
論（国際金融論を含みます。），財政学，証券論，経済政策 

比較経済 
経済原論Ⅰ（マルクス経済学），経済原論Ⅱ（近代経済学），日本
経済史，経済学史，国際経済論 

金
融 
・ 
経
済
政
策
専
攻 

地域・福祉政策 
財政学，社会政策，経済政策，地域経済論，社会保障法，憲法，行
政法，民法（親族法，相続法を含みます。） 

統計情報 
経済原論Ⅱ（近代経済学），統計学，情報処理論，経済数学，会計
学 

経営管理 
経営学，経営管理論，経営財務論，経営労務論，経営組織論，マー
ケティング論 

会計 会計学，管理会計，※簿記論，経営分析，経営学 

企
業
経
営
専
攻 

企業関係法 
民法（親族法，相続法を除きます。），商法（会社法を含む。），
憲法，行政法，社会保障法，経済法，環境法 

   イ 外国語科目 

    次の外国語科目のうちから 1 科目を選択してください。 

    英語，ドイツ語，フランス語 

 

（工学系研究科） 

   ア 専門科目 

専  攻 専門科目－1 専門科目－2 
専門科目

－3 

機 能 物 質 化 学 専 攻   無 機 化 学 ，有 機 化 学 ，物 理 化 学 ，分 析 化
学 ，化 学 工 学 （3 科 目 を選 択 解 答 ） 

 

物 理 科 学 専 攻  力 学 ，電 磁 気 学  量 子 力 学 ，統 計 力 学   
機 械 シ ス テ ム 工 学
専 攻  

微 分 方 程 式 ，線 形 代
数 ，確 率 ・統 計  

流 体 工 学 ， 熱 力 学 ， 機 械 力 学 ， 材 料 力
学 ，機 械 設 計 （3 科 目 を選 択 解 答 ） 

 

電 気 電 子 工 学 専 攻  微 分 方 程 式 ，初 等 関
数 論 ，線 形 代 数   

電 磁 気 学  電 気 回 路

知 能 情 報 シ ス テ ム
学 専 攻  

数 学 （ 微 分 積 分 学 ，
線 形 代 数 学 ），プログ
ラミング 

形 式 言 語 とオートマトン，記 号 論 理 学 ，情
報 理 論 ，計 算 機 アーキテクチャ 
（2 科 目 を選 択 解 答 ） 

 

数 理 科 学 専 攻  微 分 積 分 学 ，線 形 代
数 学  

筆 記 試 験 を課 さず，口 述 試 験 を課 します。  

都 市 工 学 専 攻  微 分 積 分 学 ，微 分 方
程 式 ，線 形 代 数 学  

構 造 力 学 ，水 理 学 ，地 盤 工 学 ，環 境 衛 生
工 学 ，計 画 数 学 ，都 市 デザイン，建 築 デザ
イン，都 市 システム学  
（3 科 目 を選 択 解 答 ） 

 

循 環 物 質 工 学 専 攻   無 機 化 学 ，有 機 化 学 ，物 理 化 学 ，分 析 化
学 ，化 学 工 学 （3 科 目 を選 択 解 答 ） 

 

生 体 機 能 シ ス テ ム
制 御 工 学  

電 気 電 子 または機 械
システム専 攻 と同 じ 

電 気 電 子 または機 械 システム専 攻 と同 じ  

   イ 外国語科目 

    英語 
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計画３-２「031 専門分野への適性と探究意欲を確認するために，専攻に応じて，推

薦入試を行う」に係る状況 

アドミッションポリシーに即して推薦入試を導入し，研究意欲・専門基礎学力

等を口頭試問（面接を含む）の採点・評価基準とすることを入学志願者に周知し

た（工学系研究科）。また，専門分野への研究意欲を判定するため，面接や口述

試験等に重きを置いた社会人特別選抜，現職教員等の選抜を実施した。 

 
 

資料・データ番号３-２：面接や口述試験等に重きを置いた選抜方法の実施状況 

（教育学研究科） 

口述試験 研究業績書等の審査 

主として専攻・選修・コ
ースにかかわる分野につ
いて試問します。 

審査の対象とする研究業績等（研究報告・論文・作品等）につ
いては，次のとおりとします。 

(1)著書，公開された作品等 
(2)学会誌，研究機関等の研究紀要，その他雑誌等に掲載さ

れた論文 
(3)地区研究会，県・文部科学省等の指定研究発表会，その

他教育・教科等の研究会における研究報告 
(4)その他これに準ずるもの 

（経済学研究科） 

論文審査 口頭試問 

実務経験に基づいて作成した論文によって
選抜します。 

提出論文に関する口述試験及び志願者の研
究意欲，研究能力等を判定します。 

（工学系研究科） 

推薦による選抜 入学者の選抜は，選考する専門分野の内容等について口述試験及び面
接を行い，学力，面接，成績証明書及び推薦書を総合して判定しま
す。 

社会人特別選抜 入学者の選抜は，口述試験のほか，提出された研究業績書，修学した
い研究課題・専攻する専門分野の内容等についても面接試験を行い，
学力，面接，成績証明書及び研究業績書等を総合して判定します。 

（農学研究科） 

   ア 外国語 ・・・英語 

   イ 専門科目 

専 攻 講  座 分野群 教育研究分野 

資源社会管理学 
地域資源学，環境社会学，農業経済学，海浜台地政
策学 

生産生物学 
Ａ 作 物 生 態 生 理 学 ， 熱 帯 作 物 改 良 学 ， 施 設 農 業 生 産

学，動物生産学，資源循環フィールド科学，海浜台
地生産生態学 

生産情報学 生産システム情報学，生産基盤情報工学 

生 物 
生産学
専 攻 

生産環境工学 
Ｂ 地圏環境学，浅海干潟環境学，農業生産機械学，海

浜台地生産機能学 

生物工学 
遺伝子工学，細胞工学，種苗生産学，遺伝資源学，
育種学 

生物調節学 土壌環境学，植物病制御学，植物ウイルス病制御学 

動物資源学 

Ｃ 

線虫学，害虫制御学，システム生態学，動物行動生
態学 

生物機能化学 
生化学，機能高分子化学，応用微生物学，分子細胞
生物学 

応用 

生物 

科学 

専攻 

生物資源利用化学 
Ｄ 生物資源利用学，食料化学，食料安全学，食品栄養

化学 

出典）平成 20 年度佐賀大学大学院学生募集要項の「一般選抜」の「選抜方法」から抜

粋 
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（農学研究科） 

入学者の選抜は，口述試験・面接及び提出書類を総合して判定します。 

出典）平成 20 年度佐賀大学大学院学生募集要項の工学系研究科「推薦による選抜」

及び各研究科の「社会人特別選抜」又は「現職教員等の選抜」の「選抜方法」

より抜粋 
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計画３-３「032 研究科の特性に合わせて AO 入試を検討し，順次導入を図る」に係

る状況 

AO 入試を含め，本学の入学者選抜の企画・実施に関する業務を行う部門として

アドミッションセンターを設置し，専門分野への強い学習意欲及び専門基礎学力

を検査する選抜方法として，AO 入試を導入することの適否を検討した（【小項目

1-(2)-１】計画１-３参照）。また，工学系研究科では，AO 入試の導入に向けた

具体案を策定した。 

 

 

・【小項目 1-(2)-１】計画１-３，資料・データ番号１-３-①：「国立大学法人佐賀

大学アドミッションセンター要項」 

 

資料・データ番号３-３-①：入学試験委員会における AO 入試の検討状況 

 

出典）入試の小委員会資料 

 

資料・データ番号３-３-②：工学系研究科における AO 入試の導入に向けた検討状況 

 

出典）平成 20 年度第 1 回工学系研究科委員会配布資料 
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b）「小項目 1-（2）-3」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画３-１～計画３-３の状況が示すように，研究科における AO 入試については導

入に至っていないが，調査結果を踏まえ，導入に向けた具体案の検討を進めている。

また，専攻別の学力試験，推薦入試により，専門分野への学習意欲や基礎学力を求め，

相応の成果を上げている。 

 

 

 

○小項目1-（2）-4「【大学院課程】的確な意思伝達能力（語学力）を求める」の分

析                                        

a）関連する中期計画の分析 

計画４-１「030 専門基礎学力，語学力，読解力を確認するために，専攻別に学力試

験を行う」に係る状況 

各専攻のアドミッションポリシーに応じて，教育研究に係る意志伝達能力及び

読解力を判定するため，専攻分野の知識・技能に関する筆記試験，英語等の語学

力をみる試験（留学生の場合は口述試験）を課し，入学者選抜を実施した（【小

項目 1-(2)-3】計画３-１参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

b）「小項目 1-（2）-４」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画４-１の状況が示すように，語学力の試験を専攻別に実施することにより，大

学院教育で求められる語学力を判定している。 

 

○小項目 1-（2）-5「【入学後の進路変更に関する基本方針】転学部，転学科，転課

程，学士入学など，本学入学者の進路変更希望について，原則として柔軟に対応

する」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画５-１「033 修学途中での進路変更希望を受け入れるための基準，規則等を検討

し，学部，学科の特性に合わせて，順次導入を図る」に係る状況 

転学部・転学科をより柔軟にできるよう「佐賀大学における入学後の進路変更

に関する方針」を定め，転学部・転学科の規程等を整備した。これらの方針，規

程等に基づき，転学部，転学科等の進路変更希望者を約 75％受入れた。 

・【小項目 1-(2)-3】計画３-１，資料・データ番号３-１-①：「各研究科のアドミ

ッションポリシー」（別添資料：13 頁） 

・73 頁【小項目 1-(2)-3】計画３-１，資料・データ番号３-１-②：「修士課程・

博士前期課程における専攻別の一般選抜（外国語科目・専門科目）」 
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b）「小項目 1-（2）-5」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画５-１の状況が示すように，本学入学者の進路変更希望に対し，転学部・転学

科等により柔軟に対応する体制を整え，入学者の希望に応じて進路の変更を行ってい

る。 

 

○小項目 1-（2）-6「【教育課程等に関する基本方針】教育課程を教養教育と専門教

育に区分し，両者を平行して教授する」の分析 

資料・データ番号５-１-①：佐賀大学における入学後の進路変更に関する方針（別添

資料：14 頁） 

資料・データ番号５-１-②：各学部転学等の規則等（別添資料：15 頁） 

 

資料・データ番号５-１-③：転学部，転学科の受入状況 
 
転学部     

年度 所属学部 転学部志望先 志願者数 受験者 合格者

16 
理工学部機械システム工学
科 

学校教育課程教科教育選修 1 1 1 

17 農学部生物生産学科 学校教育課程教科教育選修 1 1 1 

18 経済学部経済システム課程 学校教育課程教育心理学選修 1 辞退  

18 経済学部経済システム課程 
人間環境 課 程健康福 祉 ・スポ
ーツ選修 

1 1 1 

19 医学部看護学科 学校教育課程教育学選修 1 1 0 

19 経済学部経済システム課程 学校教育課程教科教育選修 2 1 0 

19 経済学部経営・法律課程 国際文化課程欧米文化選修 1 1 1 

20 経済学部経営・法律課程 
国際文化 課 程日本・ ア ジア文
化選修 

1 1 1 

20 医学部看護学科 国際文化課程欧米文化選修 1 1 0 

転課程     

年度 所属課程等 転課程志願先 志願者数 受験者 合格者

16 
人間環境課程生活・環境・
技術選修 

学校教育課程教育心理学選修 1 1 1 

17 
人間環境課程生活・環境・
技術選修 

学校教育課程教科教育選修 2 2 2 

18 
人間環境課程健康福祉・ス
ポーツ選修 

学校教育課程教科教育選修 2 2 2 

18 国際文化課程 美術・工芸課程 1 1 0 

19 
人間環境課程生活・環境・
技術選修 

学校教育課程教科教育選修 1 1 1 

20 学校教育課程音楽選修 国際文化課程欧米文化選修 1 1 1 

20 学校教育課程教育学選修 
人間環境 課 程生活・ 環 境・技
術選修 

1 1 1 

再入学     

年度 旧在籍学部課程等 再入学志願先 志願者数 受験者 合格者

17 
教育学部養護学校教員養成
課程 

人間環境 課 程生活・ 環 境・技
術選修 

1 1 1 

19 
教育学部小学校教員養成課
程 

学校教育課程教科教育選修 1 1 1 

出典）文化教育学部転学部・転課程志願状況 （平成 16～20 年度） 
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a）関連する中期計画の分析 

計画６-１「034 教養教育は全学年を通じて行う」に係る状況 

低学年で集中的に主題科目の単位を取得する傾向を是正し，４年間を通した主

題科目の履修を促すことを目的として，①主題科目開設要項の改正により主題科

目の特性に応じて履修学年を制限し，②高学年における主題科目の履修を促進す

るため，専門科目を教養科目として履修できる学内開放科目制度を導入した

（【小項目 1-(1)-２】計画２-１参照）。さらに，「地域創成型学生参画教育モ

デル開発事業」の教育プログラムの一部を，全学年対象の共通主題科目として開

講した。 

 
 

   計画６-２「035 専門教育は１年次から導入する」に係る状況 

教養教育と平行して，既存の１年次から開講している専門教育科目に加え，必

修の農学基礎科目等を開設し，１年次からの専門教育科目を多数開講した。さら

に，１年次生に開放可能な専門教育科目（52 科目）を教養教育運営機構の学内開

放科目に指定した（【小項目 1-(1)-２】計画２-１参照）。 

資料・データ番号６-１-①：教養教育運営機構主題科目開設要項 

（受講科目制限） 

第 ５条  授 業 担 当 者 は、その授 業 内 容 により、受 講 できる学 生 の学 部 若 しくは学 科 ・課

程又は学年を制限することができるものとする。 

２ 授 業 担 当 者 は、前 項 の制 限 を行 うときは、あらかじめ、教 養 教 育 科 目 授 業 概 要 など

に明記しておかなければならない。 

出典）教養教育運営機構主題科目開設要項より抜粋 

 

・９,10 頁【小項目 1-(1)-２】計画２-１，資料・データ番号２-１-⑤：「学内開放

科目開設要項および開設科目の状況」 

 

資料・データ番号６-１-②：地域創成型学生参画教育モデル開発事業における主題科

目一覧 

授業担当教員名 授業科目名 
単
位 

開講年度

佐藤  三郎  チャレンジ・ベンチャービジネスⅠ  2 18,19 

佐藤  三郎  チャレンジ・ベンチャービジネスⅡ  2 18,19 

佐藤  三郎  チャレンジ・ベンチャービジネスⅢ  2 18,19 

穂屋下 茂  やさしい機械製図  2 17,18,19

近藤 栄造  佐賀の小動物を探る  2 17,18,19

宮島 徹  身近な環境～知ろう・見よう・考えよう～  2 17,18,19

西村 雄一郎  映像形態論  2 17,18,19

宮島 徹  身近な環境～調べよう・深めよう・伝えよう～  2 17,18,19

西村 雄一郎  映像芸術論  2 17,18,19

五十嵐 勉  地域と風土  2 17,18,19

尾野 喜孝・上埜 喜八  自然と人間の共生  2 17,18,19

有馬 進・鄭 紹輝  栽培植物の世界  2 17,18,19

辻    一成  佐賀の農業を考える  2 18 

尾野 喜孝・上埜 喜八  農業の現場を知ろう  2 17,18,19

佐藤 孝他  大学入門科目（農学部）  2 18,19 

出典）高等教育開発センター『地域創成学生参画教育プログラム』（冊子）より作

成，教育活動等調査報告書の資料番号２-１-② 
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b）「小項目 1-（2）-6」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画６-１及び６‐２の状況が示すように，全学年を通じた教養教育の実施，1 年

次からの専門教育の実施など，教養教育と専門教育の教授を平行して行っている。 

 

 

 

資料・データ番号６-２：1 年次から開講される専門教育科目（平成 19 年度） 

開講学部 学科 科目数

学校教育課程専門教育科目（各専修共通） 23

学校教育課程専門教育科目（教育学専修） 3

学校教育課程専門教育科目（障害児教育専修） 2

学校教育課程専門教育科目（教科教育専修） 17

学校教育課程専門教育専修（数学専修） 14

学校教育課程専門教育科目（理科専修） 15

学校教育課程専門教育科目（音楽専修） 9

国際文化課程専門教育科目（日本･アジア文化専修） 35

国際文化課程専門教育科目（欧米文化専修） 50

人間環境課程専門教育（生活・環境･技術専修） 32

人間環境課程専門教育科目（健康福祉･スポーツ専修） 30

美術･工芸課程専門教育科目 22

文化教育学部 

教員免許状取得ための科目他 12

経済システム課程（国際経済社会コース） 11

経済システム課程（総合政策コース） 11

経営･法律課程（企業経営コース） 12
経済学部 

経営・法律課程（法務管理コース） 12

医学科 10
医学部 

看護学科 14

数理化学科 10

物理化学科 9

知能情報システム学科 9

機能物質化学科（物質化学コース） 12

機能物質化学科（機能材料化学コース） 12

機械システム工学科 17

電気電子工学科 9

理学部 

都市工学科 14

応用生物化学科（専門教育科目） 8

生物環境化学科（生物環境保全学コース） 8

生物環境化学科（資源循環生産学コース） 11

生物環境化学科（地域社会開発学コース） 9

農学部 

生命機能科学科（専門教育科目） 9

出典）授業時間割，授業科目一覧より作成 

 

・９,10 頁【小項目 1-(1)-２】計画２-１，資料・データ番号２-１-④：「学内開放

科目開設要項および開設科目の状況」 
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○小項目 1-（2）-7「【教育課程等に関する基本方針】時代，社会のニーズに適応し

た教育課程を編成する」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画７-１「036 統合によって拡充した領域を活かした医文理融合型の学際的教育課

程の創設を図る」に係る状況 

学際的教育課程の創設に向け，医文理融合型の「社会生活行動支援概論」を教

養教育科目として開設した（【小項目 1-(1)-2-1】計画２－２参照）。さらに，

社会のニーズに応える新しい大学院教育領域として「ヒューマンクオリティケ

ア」及び「社会協働システム」の領域を医学系研究科博士課程及び工学系研究科

博士後期課程に創設した。 

 
 

b）「小項目 1-（2）-7」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画７-１の状況が示すように，医文理融合型の学際的教育課程の構想の実現に向

けて，「社会生活行動支援概論」を開設した。また，社会のニーズに対応した研究科

教育プログラムを開設するなど，相応の成果をあげている。 

 

○小項目 1-（2）-8「【教育方法に関する基本方針】学生の目線に立った教育方法を

目指す」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画８-１「037 授業科目の開講意図（履修モデル等）と到達目標を明示し，学習目

標を明確にする」に係る状況 

「シラバス作成に関する要項」の制定等により，授業科目ごとの開講意図と到

達目標を整備し，Live Campus（教務システム）のオンラインシラバスにより，授

業計画と合わせて学生に分かりやすく周知した（【小項目 1-(1)-８】計画８-１

参照）。 

 
 

計画８-２「038 教育関連委員会と高等教育開発センターが連携して，全学的に教育

改善を推進する」に係る状況 

大学教育委員会と高等教育開発センターの共催により，授業改善学生会議等の

全学的な FD・SD フォーラム（計 12 回）を実施するとともに，学生から公募した

意見を冊子「授業改善学生会議報告書」，「授業改善のアイデア」にまとめ，全

教員に配布した（【小項目 1-(1)-１】計画１-１参照）。また，大学教育委員会

と高等教育開発センターが連携して，「授業評価結果を用いた授業改善実施要

領」を制定し，学部・学科等の教育組織による授業点検・評価を通して改善計画

を立案する PDCA サイクルを立ち上げた（【小項目 1-(1)-８】計画８-９参照）。 

・12 頁，【小項目１-(1)-２】計画２-２，資料・データ番号２-２-②：「医文理融合

型『社会生活行動支援概論』のオンラインシラバス」 

・180 頁，研究に関する目標の【小項目 2-(1)-1】計画 2-(1)-1-2，資料 2-(1)-1-

2[1]：「工学系研究科博士後期課程及び医学系研究科博士課程に参画した文系教員

一覧（平成 19 年度 5 月 1 日現在）」 

・180 頁，研究に関する目標の【小項目 2-(1)-1】計画 2-(1)-1-2，資料 2-(1)-1-

2[3]：「医学系研究科学博士課程 履修コース」 

・31 頁，【小項目 1-(1)-８】計画８-１，資料・データ番号８-１-⑤：「シラバス作

成に関する要項」 

・30 頁，【小項目 1-(1)-８】計画８-１，資料・データ番号８-１-③：「教務システ

ム Live Campus のオンラインシラバス」 



佐賀大学 教育 

 - - 83 - - 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号８-２-①：各学部等における FD 活動の実施状況（平成 16～19 年

度） 

開催部局 
開催 
回数 講演会等の主なテーマ 

高等教育開発センター 
（大学教育委員会との共催）

12 回 

・入 学 前 教 育 ，初 年 度 教 育 におけるリメディアル教 材 の利 用  
・大 学 連 携 e ティーチングシステム TIES 
・学 生 による授 業 評 価 アンケートを利 用 した授 業 改 善  
・教 育 の原 理 と問 題 解 決 型 学 習  
・GPA 導 入 のメリット・デメリット 

教養教育運営機構 4 回 
・プレースメントテストからみた大 学 生 の基 礎 学 力 の現 状 と経 年 変 化
・長 崎 大 学 のカリキュラム改 革  
・初 年 次 教 育 のあり方 について 

文化教育学部 7 回 
・実 習 ，そして就 職 初 期 に役 立 つ講 義 とは？ 
・e-learning の紹 介 と PowerPoint の活 用 方 法  
・学 生 の立 場 から考 える―経 験 的 大 学 教 育 論 ― 

経済学部 4 回 
・社 会 人 院 生 の指 導 法 について 
・学 力 について，大 学 入 門 科 目 について考 える 
・授 業 評 価 ―活 用 策 と改 善 策 ― 

医学部 16 回 
・面 接 セミナー 
・新 ＰＢＬカリキュラムの構 築 に向 けて 
・上 手 なプレゼンテーションの仕 方  

理工学部 7 回 
・理 工 学 部 ・工 学 系 研 究 科 ＦＤ企 画  
・ＬＭＳ（e-learning)デモに基 づく講 習 会  
・e-Learning を用いた学生の自習補助システムの構築 

農学部 5 回 
・学 生 による授 業 評 価 アンケートの実 施 と結 果 について 
・学 生 と教 員 の人 間 関 係  
・授 業 実 践 例 と大 学 入 門 科 目 ―問 題 発 見 ･解 決 型 を目 指 して― 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号９-２-②-１ 

 

・【小項目 1-(1)-８】計画８-９，資料・データ番号８-９-②：「授業評価結果を用

いた授業改善実施要領（別添資料：６頁）」 

・43 頁，【小項目 1-(1)-８】計画８-９，資料・データ番号８-９-③：「授業点検・

評価報告書」  

・４頁，【小項目 1-(1)-１】計画１-１，資料・データ番号１-１-①：「高等教育開

発センターの充実と教育改革を推進した活動と成果」 

・143 頁，【小項目 1-(1)-１】計画１-１，資料・データ番号１-１-②：「教育の質

の向上例」 

・15 頁，【小項目 1-(1)-１】計画１-１，資料・データ番号１-１-③：「地域創成型

学生参画教育モデル開発事業による向上例」 
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計画８-３「039ＰＢＬ（問題立脚型）学習システム，インターネットを利用した 

教育法等の導入により，授業内容に応じた教育方法を推進する」に係る状況 

医学部（医学科）では，PBL を 3 年次後期から 4 年次にかけて導入し，設定し

たシナリオからの問題点の抽出と自己学習，情報・資料の収集，学習成果の発表

を通して，優れた教育の成果を上げた。また，現代 GP「ネット授業の展開」によ

り，ICT を利用したネット授業などの授業科目（延べ 55 クラス）を開講した。そ

の内，授業内容に応じて，ブレンディッド型（対面授業＋ネット授業）を 3 クラ

スに導入するとともに，学生とのコミュニケーションや自学自習を促すことを目

的として，学習管理システム（LMS）を計 32 クラスに導入するなど，学生の目線

にたった教育方法の実施に取組んだ。 

 
 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号８-３-①：医学部医学科の教育プログラムにおける臓器・系統別

PBL 

 適格審査，共用試験 
Student Doctor (S.D.) 

医学科 

Phase V 

Phase II 
基礎医学科目 

Phase III 
臓器・系統別 PBL 

Phase IV 
臨床実習 

Phase I 
教養教育科目， 総合人間学科目 

基礎系・臨床系選択コース 

専門基礎
科目 

出典）新入生オリエンテーション資料（医学部）より転記 

 

資料・データ番号８-３-②：医学部医学科における臓器・系統別 PBL の授業科目 

 
出典）学修要項（医学部）より転記 
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資料・データ番号８-３-③：臓器・系統別 PBL の授業日程表例 

 

出典）平成19年度学習要項（医学部）より抜粋 

 

資料・データ番号８-３-④：PBL 授業科目に対する学生の評価 

 データ 2：PBL 授業科目における授業評価結果（5 段階）結果【授業

評価集計データより作成】 

 
 

出典）授業評価集計データ（医学部）より作成 
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資料・データ番号８-３-⑤：e ラーニング利用授業科目一覧（平成 19 年度現在） 

 
 

出典）平成 19 年度 e ラーニングスタジオ実施報告書 3 頁 
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資料・データ番号８-３-⑤：e ラーニング利用授業科目一覧（平成 19 年度現在） 

 

 

 

出典）平成 19 年度 e ラーニングスタジオ実施報告書 4 頁 
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計画８-４「040 チューター制を拡充し，学習相談が受けられる体制を作る」に係    

る状況 

医学部のみ導入していたチューター制度を全学的に拡大実施し，平成 19 年度

からは「チューター（担任）制度に関する実施要項」，「チューター（担任）制

度ガイドブック」に基づき学習指導の体制を整え，教員一人当たり平均１人～19

人程度の学生のチューターとなって学習相談に応じた。 

 

資料・データ番号８-４-①：チューター（担任）制度に関する実施要項 

 

佐賀大学チューター（担任）制度に関する実施要項 

平成 19 年 2 月 23 日 

学生委員会制度 

(趣旨) 

第 1 条 この要項は、入学後の学部学生(以下「学生」という。)及び教員並びに学生同士

の意思疎通を円滑にし、学生の修学、進路選択、心身の健康などの問題の解決を図り、

もって当該学生の充実した学生生活を支援することを目的とする佐賀大学チューター

（担任）（以下「チューター」という。）について、必要な事項を定めるものとする。 

（選出） 

第２条 チューターとなる教員の選出及び担当する学生の割り当ては、各学部において学

科長又は課程代表及び学科又は課程の学部学生委員との協議により行い、入学時までに

学部長が決定するものとする。 

（役割） 

第３条 チューターは原則として前学期始め及び各学期末にそれぞれ 1 回、担当する学生

と面談し、個々の学生について、授業科目の履修状況、生活状況等を把握し、適宜指導･

助言等を行うものとする。この場合において、当該学生の所属する学科又は課程の教務

関係委員及び学生関係委員並びにその他関係部署と連携を図るものとする。 

２ チューターは担当学生に関する指導状況等を学生修学状況報告書として作成し、学年

末に学部長へ提出するものとする。 

(担当学生数) 

第４条 チューター1 人が担当する学生数は、原則として 10 人以内とする。 

（担当期間） 

第５条 チューターの担当期間は、学生の入学時から 1 年間とする。ただし、学部または

学科若しくは課程の事情により,これを超えることができるものとする。 

 （学生修学状況報告書の保管及び閲覧） 

第６条 学生修学状況報告書は、学務部学生生活課において当該学生が在籍する間保管す

るものとする。 

２ チューターを担当した教員は、チューターの担当期間終了後、学生指導に利用する場

合に限り、該当する学部長の許可を得て、学生修学状況報告書を閲覧することができる

ものとする。 

（その他） 

第７条 この要項に定めるもののほか、チューター制度に関し、必要な事項は、学生委員

会の議を経て、学生委員会委員長が別に定める。 

２ この要項及び前項に基づき、学部又は学科若しくは課程において、チューター制度に

ついて必要な事項を定めることができるものとする。 

 

附 則 

１ この要項は、平成 19 年 4 月 1 日から実施する 

２ この要項は、当分の間、医学部には適用しない。 
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資料・データ番号８-４-②：佐賀大学医学部チューター制度に関する申合せ 
 

佐賀大学医学部チューター制度に関する申合せ 

 
平成 16 年 4 月 15 日

教育委員会決定
 
 （趣旨） 
第１条 佐賀大学医学部チューター制度は，学生と教員及び学生同士の意思疎通を円滑に

し，学習への取組や卒業後の進路などの学生生活を送る中での全般的な諸問題の解決を
図り，学生が充実した学生生活を送ることを目的とする。 
（チューターの選出及び交替） 

第２条 チューターとなる教員の選出と担当学生グループの割当ては，各学科及び学年の
特質などに配慮して，総務学事課と教育委員会委員長が協議して行う。 

２ チューターが任期途中で辞職及び休職等をする場合は，当該チューターが後任を選定
する。 

 （チューターと学生の組合せ） 
第３条 チューター１人に対して，数名ないし１０数名の学生を１グループとして割当て

る。 
２ 学生のグループ分けは入学時に行い，医学科の学生は３年次及び５年次の進級時に，

看護学科の学生は進級時にグループ分けの変更を行う。 
３ チューターは，同じ学生グループを２年間続けて担当する。 
４ グループ分けは，総務学事課と教育委員会委員長が協議して行う。 
 （チューターの役割） 
第４条 チューターは，原則として月に１回担当の学生と面談（チュートリアル）し，

個々の学生について，授業科目の履修状況，生活状況及び健康問題等を話し合い，学生
に助言，指導等を行う。 

２ チューターは，医学科においては各学年毎に，看護学科においては学年全体で開催さ
れるチューター会議に出席し，担当学生の履修状況，修学態度及びその他学生に対する
指導，健康管理等について協議する。 

３ チューターは，担当学生に関して１年間指導した感想，指導方法，指導結果及び健康
状態を学生指導経過報告書として作成し，年度末に総務学事課へ提出する。 

４ チューターは，学生が再試験受験願，休学願などに記名，押印を求める場合は，適切
な指導，助言を行う。 

５ チューターは，入学直後の新入生合同研修に参加し，新入生が大学生活に早期に適応
できるようにチュートリアルを実施し，教員と学生及び学生相互の親睦を深めるように
する。 

６ チューターは，その他必要に応じて研修に参加するものとする。 
（チューター主任の選出と役割） 

第５条 各学年毎に，当該学年を担当するチューターの中から，チューター主任を選出す
る。 

２ 前項に定めるチューター主任の選出は，前任のチューター主任が後任のチューター主
任候補者を推薦し，教育委員会で決定する。 

３ 医学科のチューター主任は，チューター会議の司会進行を務め，チューター会議の協
議結果を医学科長に報告する。  

 （特別チューター） 
第６条 特に指導を必要とする学生には，教育委員会が個別に特別チューターを選定し，

当該学生の指導等にあたる。 
２ 当該学生が所属する学科の学科長は，必要に応じ特別チューター会議を開催し，学生

の指導状況等の確認及び指導方針等の検討を行う。 
（チュートリアルリーダー） 

第７条 １年次のチュートリアルグループには，チューターから推薦された２年次の学生
をチュートリアルリーダーとして各グループに割振る。 

２ チュートリアルリーダーは，先輩としての立場から１年次学生が大学生活に早期に適
応するための相談相手となる。 

 （学生指導経過報告書の閲覧等） 
第８条 学生指導経過報告書は総務学事課で保管し，教育委員会委員長の許可を得て閲覧

することができる。ただし，学生指導に利用する場合に限り閲覧できるものとする。 
２ 学生指導経過報告書は，当該学生が卒業した時点で廃棄処分する。 

（その他） 
第９条 その他チューター制度に関して疑義が生じた場合は，教育委員会が決定する。 
 
 
    附 則 
  この申合せは，平成16年4月15日から実施する。 
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資料・データ番号８-４-③：チューター（担任）の役割 

 

出典）チューター（担任）制度ガイドブック 2 頁より抜粋 
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資料・データ番号８-４-④：チューター（担任）1 人当たりの担当学生の平均（人） 

8 6

19.1
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文化教育
学部

経済学部 医学部 理工学部 農学部

 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号７-１-② 
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計画８-５「041 外国人留学生をティーチングアシスタントとして採用し，少人数グ

ループ・チュートリアル形式の外国語学習時間を設ける」に係る状況 

少人数グループ・チュートリアル形式による外国語学習の機会を確保するため，

中国語講座（延べ 50 回），韓国語講座（延べ 17 回），英語講座（延べ 20 回）を

開催した。また,平成 20 年度から中国語の授業に中国人留学生をティーチングア

シスタントとして採用し，チュートルアルを実施することを決めた。 

 
 

 

 

 

 

資料・データ番号８-５-①：留学生を講師とした語学講座等の開催及び受講状況（延

べ数） 

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度  

開催回数受講者数開催回数受講者数開催回数受講者数開催回数受講者数

中国語 10 8 10 11 10 19 20 37

韓国語 － － － － － － 17 30

英 語 － － － － － － 20 14

出典）教育活動等調査報告書の資料番号５-１-③ 

 

資料・データ番号８-５-②：チュートリアル形式による中国語のオンラインシラバス 

出典）2008 年度版佐賀大学オンラインシラバス 
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b）「小項目 1-（2）-8」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画８-１～計画８-５の状況が示すように，学生の目線に立ち，シラバスの改善に

よる学習目標の周知，学生の意見を活用した教育改善 PDCA サイクル，インターネッ

トを利用した学習システム，チューター制度の全学的な導入など，良好な成果をあげ

ている。 
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○小項目 1-（2）-9「【成績評価に関する基本方針】学生に分かり易い，公平かつ厳

格な成績評価を行う」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画９-１「042 厳格な成績評価のために，全学共通の指針（ガイドライン）を設定

する」に係る状況 

厳格な成績評価のための全学共通の指針として，「成績評価基準等の周知に関

する要項」，「佐賀大学における成績評価平均値に関する規程」を制定し，GPA

制度を導入するとともに，公平な成績評価を学生に保障する措置として，「成績

評価の異議申立てに関する要項」を制定し，成績評価の説明文と合わせて学生に

周知した（【小項目 1-(1)-8】計画８-１参照）。 

 

・【小項目 1-（1）-8】計画８-１，資料・データ番号８-１-④：「成績評価基準等の
周知に関する要項（別添資料：１頁）」 

・【小項目 1-（1）-8】計画８-１，資料・データ番号８-１-⑥：「佐賀大学における
成績評定平均値に関する規程（別添資料：２頁）」 

・【小項目 1-（1）-8】計画８-１，資料・データ番号８-１-⑦：「成績評価の異議申
立てに関する要項（別添資料：３頁）」 

 
資料・データ番号９-１-①：GPA 制度に関する学生用説明資料 

 
出典）GPA 制度について（学生用説明文）の抜粋 
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計画９-２「043 試験問題と模範解答（解答例），解説，配点等の公開を全学的に進

める」に係る状況 

「成績評価基準等の周知に関する要項」を制定し，試験問題と模範解答（解答

例），解説，配点等の情報を学生の求めに応じて提供することを定め，平成 19 年

度には計 112 科目について,Web 等で解答例などの情報を提供した（【小項目 1-

（1）-8】計画８-１参照）。 

 

・頁，【小項目 1-（2）-9】計画８-１，資料・データ番号８-１-④：「成績評価基準

等の周知に関する要項（別添資料：１頁）」 

 

資料・データ番号９-２-①：模範解答（解答例）の開示状況 
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出典）平成 19 年度教員報告様式データより作成 
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資料・データ番号９-２-②：試験問題・模範解答（解答例）の Web 上での公開例 

出 典 ） 佐 賀 大 学 理 工 学 部 機 能 物 質 化 学 科 ホ ー ム ペ ー ジ （ http://www.chem.saga-

u.ac.jp/index.html） 
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計画９-３「044 学修成績を数値で示す GPA（Grade Point Average 公平評価基準）

方式の導入を検討する」に係る状況 

佐賀大学における成績評定平均値に関する規程を制定し，GPA 算出のため成績

評価 4 段階を 5 段階とすることを決め，GPA 制度を全学的に導入した。また，GPA

制度を学生に分かり易く説明するための「GPA 制度について（学生用説明文）」

等により，学生に周知した（【小項目 1-（1）-8】計画８-１，計画９-１参照）。 

 
 

b）「小項目 1-（2）-9」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画９-１～９-３の状況が示すように，全学共通の成績評価の指針を定め，GPA 制

度，成績評価の異議申立て制度など，学生にとっての分かり易さに配慮した成績評価

に取組んでいる。 

 

②中項目２「教育内容等に関する目標」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

「幅広い教養と総合的な専門学識を涵養する観点から，数学，理科，地歴，公民，

国語，外国語等に関する一定の基礎学力を求める」，「教育課程を教養教育と専門教

育に区分し，両者を平行して教授する」，「学生の目線に立った教育方法を目指す」

などの小項目において，優れた成果が上がっている。このことから，中項目２の達成

状況は，「おおむね良好」であると判断される。 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

（優れた点） 

１．全学年を通じた教養教育，1 年次からの専門教育の科目を開講するとともに，学

内開放科目制度などの工夫により，教養教育と専門教育を平行して教授している。

（計画６-１，計画６‐２） 

２．大学教育委員会などの教育関連委員会と高等教育開発センターが連携し，全学的

な授業改善の企画及び実施に取組み，優れた成果が上がっている。（計画８-２） 

（改善を要する点） 

１．外国人留学生をティーチングアシスタントとして活用した少人数グループ・チ

ュートリアル形式の外国語学習の効果的な方法をさらに追求する。（計画８-

５） 

（特色ある点） 

１．医学部の PBL（問題立脚型）学習システムの改善を重ね，学生から高い評価を

得るなど，特色ある優れた成果を上げている。（計画８-３） 

 

 

 

 

・【小項目 1-（1）-8】計画８-１，資料・データ番号８-１-④：「成績評価基準等の

周知に関する要項（別添資料：１頁）」 

・【小項目 1-（1）-8】計画８-１，資料・データ番号８-１-⑥：「佐賀大学における

成績評定平均値に関する規程（別添資料：２頁）」 

・【小項目 1-（1）-8】計画８-１，資料・データ番号８-１-⑦：「成績評価の異議申

立てに関する要項（別添資料：３頁）」 

・94 頁，計画９-１，資料・データ番号９-１-①：「GPA 制度について（学生用説明

文）」 
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（３）中項目３「教育の実施体制等に関する目標」の達成状況分析 
 

①小項目の分析 
○小項目 1-（3）-１「【教職員の配置に関する基本方針】教育の基本目標を達成す

るために，教員，技術職員，事務職員，学外講師等の採用・配置を計画的・戦略

的に行う」の分析 
a）関連する中期計画の分析 
計画１-１「045 教員配置検討組織を，教育研究評議会及び各教授会に設置する」に

係る状況 

佐賀大学教育研究評議会規則により，教員人事に関する事項を評議会において

審議することとし，佐賀大学教員人事の方針を制定した。また，各学部において

教員選考規程を定め，人事委員会等の教員配置検討組織を設置した。 

 

資料・データ番号１-１-①：佐賀大学教育研究評議会の審議事項 

 

出典）国立大学法人佐賀大学教育研究評議会規則より抜粋 
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資料・データ番号１-１-②：佐賀大学教員人事の方針 
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資料・データ番号１-１-③：各学部に設置した教員配置検討組織 

（文化教育学部） 

出典）佐賀大学文化教育学部に置く委員会等に関する規程 

 

（経済学部） 

 

出典）佐賀大学経済学部教員選考規程より抜粋 

 

（医学部） 

 
出典）佐賀大学医学部教員選考規程より抜粋 
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計画１-２「046 教育組織の基盤となる学部，学科・課程，大学院研究科，専攻等の

教育活動状況を点検し，従来の枠にとらわれない，必要に応じて適切に人員配置

を行うルールを定める」に係る状況 

佐賀大学における職員の個人評価に関する実施基準により，学部，大学院にお

ける教育組織の教育活動状況を自己点検し，教員運用仮定定員に関する要項，高

等教育開発センター協力教員に関する内規等，柔軟に人員配置を行うルールを定

め，必要に応じて教員の配置を行った（計画１-１，【小項目 1-(3)-6】計画６-

１及び６-３参照）。 

 

（理工学部） 

 

出典）佐賀大学理工学部教員選考規程より抜粋 

 

（農学部） 

 

出典）佐賀大学農学部教員選考規程より抜粋 

 

・【小項目 1-(3)-6】計画６-３，資料・データ番号６-３-①：「国立大学法人佐賀大

学における職員の個人評価に関する実施基準（別添資料：19 頁）」 

・133 頁【小項目 1-(3)-6】計画６-１，資料・データ番号６-１-③：「部局自己点検

評価報告書のホームページ掲載」 
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資料・データ番号１-２-①：教員運用仮定定員に関する要項 

国立大学法人佐賀大学教員運用仮定定員に関する要項 
 

平成１６年４月６日

学  長   裁  定

 
第３ 次の業務に該当する場合には，全学運用仮定定員をもって必要な人員を配置する。 
 ① 全学教育に関わる業務 
 ② 全学的教育研究支援に関わる業務 
 ③ プロジェクト型の教育研究に関わる業務 
 ④ 大学院の再編に関わる業務 
 ⑤ 管理運営に関わる業務 
 ⑥ その他学長が必要と認める業務 

 

資料・データ番号１-２-②：佐賀大学高等教育開発センター協力教員に関する内規 

    

佐賀大学高等教育開発センター協力教員に関する内規 

 

（平成１８年７月２５日制定）

 （趣旨） 

第１条 この内規は，佐賀大学高等教育開発センター（以下「センター」という。）にお

ける協力教員に関し，必要な事項を定めるものとする。 

 （協力教員） 

第２条 協力教員とは，センターの業務を推進するために，佐賀大学の専任教員のうちか

ら，部門長の推薦に基づき，センター長が委嘱する教員をいう。 

（任期） 

第３条 協力教員の任期は，１年以内とし，再任を妨げない。 

 （業務の内容） 

第４条 協力教員は，推薦した部門長の属する部門の活動に参加するものとする。 

２ 協力教員は，センターの会議等に出席することができる。ただし，運営委員会につい

ては，委員以外の者の出席として意見を求められた場合を除き，出席することができな

い。 

 （雑則） 

第５条 この内規の実施に関し，必要な事項は，センター長が定める。 

 

   附 則 

 この内規は，平成１８年７月２５日から施行する。  

 

 

資料・データ番号１-２-③：高等教育開発センター協力教員の配置状況 

 教員名 所 属 任 期 

協力教員 久野 建夫 

中村 嘉宏 

船久保 公一 

文化教育学部 

文化教育学部 

理工学部 

19.5.1～20.3.31 

19.5.1～20.3.31 

19.5.1～20.3.31 

出典）高等教育開発センター教員名簿（平成 18,19 年度）より作成 
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計画１-３「047 教職員が所属する部局の枠を越えて，横断的に教育に貢献できるよ

うな措置を講じる」に係る状況 

他学部学生による学部開講科目の履修を可能にする学内開放科目制度を導入す

るとともに，学内非常勤講師に関する協力協定を定め，理工学部と農学部間で教

職科目の担当教員を相互に派遣するなど，部局横断的な教育貢献を行った（【小

項目 1-（1）-２-１】計画２-１参照）。また，学内共同教育研究施設等に所属す

る教員 28 人を，研究科の専任教員として配置した。 

 
 

 

 

 

・８頁【小項目 1-（1）-２】計画２-１，資料・データ番号２-1-⑤：「学内開放科目

の開設状況」 

 

資料・データ番号１-３-①：学内非常勤講師に関する協力協定 

 （2005/03/28 大学教育委員会）

 
学内非常勤講師に関する協力協定 

 
１．この協定は、本学の教育活動における学内非常勤講師の果たす役割の重要性に鑑み、

学内非常勤講師に関する学部等の協力体制を整備するために必要な事項を定めるもの

とする。 
２．この協定において「学内非常勤講師」とは、本学の専任の教員であって、所

属する学部等（学内共同教育研究施設を含む。以下同じ。）以外の学部の授業科目を担

当する教員をいう。 
３．学部長は、必要に応じ、他の学部等の長に対し、学内非常勤講師の推薦依頼をするこ

とができるものとする。 
４．学内非常勤講師の推薦依頼を受けた学部等の長は、次に掲げる場合を除き、適格者を

推薦するものとする。 
（１） 適格者がいないとき 
（２） その他特別の事情により推薦することが困難であるとき 

５．学内非常勤講師としての教育活動は、学部等における教育活動と等しく評価されるも

のとする。 
６． 学内非常勤講師としての教育活動に必要な施設、設備及び経費については、授業科

目を開設する学部が負担するものとする。ただし、関係学部等間で特段の定めがある場

合は、この限りでない。 
７．この協定の運用に当たって関係学部等間で合意が得られない場合は、関係学部等の長

は、大学教育委員会に調整を申し出ることができるものとする。 
８．その他、この協定を実施するために必要な事項は、大学教育委員会委員長が定めるも

のとする。 
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資料・データ番号１-３-②：協力協定に基づく学内非常勤の担当状況 

平成１８年度   

理工学部提供科目   農学部提供科目   

科目名 担当教員名   科目名 担当教員名   

物理学実験 遠藤隆   生物学 谷本静史   

化学実験 渡孝則・原田浩幸・長田聡史 生物学実験 
田代洋丞・大島一里・小林真・ 

草場基章・有馬進 

数学 石渡洋一   地学 半田駿   

数学 鯉川雅之・大渡啓介 地学実験 半田駿   

      

平成１９年度      

理工学部提供科目   農学部提供科目   

科目名 担当教員名   科目名 担当教員名   

物理学実験 遠藤隆 生物学 
近藤栄造・野間口眞太郎・   

石丸幹二・一色司郎 

化学実験 時井直・中島謙一・川喜田英孝 地学 半田駿   

数学 石渡洋一 地学実験 半田駿   

 

 

資料・データ番号１-３-②：大学院の専任になっている学内共同教育研究施設等の教

員一覧（平成 19 年度） 

専任として所属する研究科  
職 位 

教育学研究科 工学系研究科 農学研究科  

教 授 0 7 2

准教授 2 10 3

講 師 0 4 0

出典）教育活動等調査報告書の資料番号３-１-⑤ 
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計画１-４「048 技術職員を教育支援担当者と位置づけて教育組織に組み込む」に係

る状況 

技術職員組織の規程等の策定により技術職員の教育支援者として活用するとと

もに（理工学部・農学部），技術職員の個人評価の項目に教育・研究支援を設け

ることにより（総合情報基盤センター，総合分析実験センター），計 45 人の技術

職員を教育支援者として教育活動に動員した。 

 

資料・データ番号１-４-①：技術職員の教育支援者としての配置状況 

25

9

4
7

0

5

10

15

20

25

30

理工学部 農学部 総合情報
基盤センター

総合分析
実験センター

 

出典）平成 19 年度教室系技術職員配置一覧より作成 

注１）農学部には附属資源循環フィールド科学教育研究センターに配置された技術系

職員を含む 

資料・データ番号１-３-③：各学部専門教育における他学部の授業科目の単位認定 

学部・学科等 区  分 
認定 
単位 

備  考 

教 育 学 選 修  10 
教 育 心 理 学 選 修  6 
障 害 児 教 育 選 修  8 
教 科 教 育 選 修  10 
数 学 選 修  4 
理 科 選 修  2 

学 校 教 育 課 程  

音 楽 選 修  6 
日 本 ・アジア文 化 選 修  25 

国 際 文 化 課 程  
欧 米 文 化 選 修  25 
生 活 ・環 境 ・技 術 選 修  18 

人 間 環 境 課 程  
健 康 福 祉 ・スポーツ選 修 18 

文 化 教 育 学 部  

美 術 ・工 芸 課 程  

自 由 選 択 科 目  

20 

他 学 部 の 専 門 教
育 科 目 ， 免 許 状
取 得 の た め の 科
目  

国 際 経 済 社 会 コース 20 経 済 シ ス テ ム 課
程  総 合 政 策 コース 20 

企 業 経 営 コース 20 経 済 学 部  
経 営 ・法 律  
課 程  法 務 管 理 コース 

その他 の 
専 門 科 目  

20 
他 学 部 指 定 科 目  

物 理 科 学 科  選 択 科 目  4 他 学 部 で 開 講 さ
れる専 門 科 目 等  

知 能 情 報 シ ス テ
ム学 科  

知 能 情 報 シ ス テ ム 総 合
プログラム 選 択 科 目  6 教 員 免 許 状 取 得

に関 する科 目  

電 気 電 子 工 学 科  選 択 科 目  2 他 学 部 で 開 講 さ
れる専 門 科 目  

理 工 学 部  

都 市 工 学 科  選 択 科 目  10 他 学 部 で 開 講 さ れ
る専 門 教 育 科 目  

応 用 生 物 科 学 科  自 由 科 目  10 他 学 部 開 講 の専 門
教 育 科 目  

生 物 環 境 保 全 学 コース 
生 物 環 境 科 科  

資 源 循 環 生 産 学 コース 
自 由 科 目  20 他 学 部 開 講 の専 門

教 育 科 目  

生 物 環 境 科 学 科  地 域 社 会 開 発 学 コース 自 由 科 目  20 他 学 部 開 講 の専 門
教 育 科 目  

農 学 部  

生 命 機 能 科 学 科  自 由 科 目  10 他 学 部 開 講 の専 門
教 育 科 目  

出典）2007 学生便覧の各学部履修細則より作成 
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資料・データ番号１-４-②：技術職員の教育支援者としての位置付け状況 

部 局 規程，要項等の該当箇所 

理工学部 

農学部 
 

 

総合情報 
基 盤 セ ン
ター 

 

総 合 分 析
実 験 セ ン
ター 

 

出典）佐賀大学理工学部技術部組織規程，佐賀大学教室系技術職員の組織等に関する
要項，佐賀大学農学部附属資源循環フィールド科学教育研究センター規程（第 18
条 ） ， 佐 賀 大 学 農 学 部 技 術 部 組 織 規 程 （ http://www.saga-u.ac.jp/Link-
Folder/kisoku/kitei/nou/gizyutu.html），総合情報基盤センターにおける職員
の個人評価実施基準，総合分析実験センター自己点検評価報告書（平成 18 年度） 
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計画１-５「049 ティーチングアシスタントを養成し，活用する」に係る状況 

教育活動の質的向上を図る研修等の実施を定めた「佐賀大学ティーチングアシ

スタント運用要領」を制定し，事前研修及び指導内容を記載した TA 実施報告書の

提出を求め，部局の特性に応じて延べ 490 人の TA を採用・配置した。 

 
 

 

 

資料・データ番号１-５-①：佐賀大学ティーチングアシスタント運用要領 

 

佐賀大学ティーチング・アシスタント運用要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は，国立大学法人佐賀大学におけるティーチング・アシスタント制度の目的を踏ま

えたティーチング・アシスタントの円滑な運用に必要な事項を定めるものとする。 

（研修の実施） 

第２条 ティーチング・アシスタントに教育補助業務を行わせるに当たって，当該授業の担当教員（以

下「担当教員」という）は，授業の教育効果を高めるとともに，ティーチング・アシスタントに

対して教育活動の質の向上を図るための研修等を実施する。  

（実施報告書） 

第３条 担当教員は、ティーチング・アシスタントに教育補助業務を行わせた授業科目毎に，次の各

号に掲げる事項を個別実施報告書に記載し，学部及び学科等の教育組織（以下「教育組織」という。）

に提出しなければならない。 

（１）事前に行った当該業務に関する研修内容 

（２）担当教員によるティーチング・アシスタントへの指導内容 

（３）ティーチング・アシスタントから集約した活動内容 

（４）学生による授業評価等の結果から判断したティーチング・アシスタントの有効度 

２ 教育組織は担当教員から提出された実施報告書を集約し，教育組織別実施報告書を学部又は学科

等の長に提出しなければならない。 

（報告書の活用） 

第４条 学部又は学科等の長は、前項に定める教育組織別実施報告書に基づき、必要に応じて教育課

程の見直し等の具体的かつ継続的な方策を講じるものとする。 
 

附 則 

この要領は、平成１８年１２月２２日から実施する。 
 

  

資料・データ番号１-５-③：ティーチングアシスタントの採用実績 
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運営機構

 

出典）TA 実施報告書（平成 19 年度）より作成 
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b）「小項目 1-（3）-1」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画１-１～１-５の状況が示すように，高等教育開発センターへの協力教員の配置，

学内非常勤講師の活用，学内共同教育研究施設等に所属する教員の研究科への配置，

技術職員やティーチングアシスタントを教育活動に動員するなど，相応の成果をあげ

ている。 

 

○小項目 1-（3）-2「【教育環境の整備に関する基本方針】学生が快適・安全に学

習・研究活動に専念できるように，講義室，演習室，附属図書館，学術情報処理

センター等の教育関連施設，設備，教材の充実を図る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画２-１「050 講義関連施設の現況，利用状況，教育機器類の充実度に関する調査

結果に基づき，講義室，実験・実習室，演習室，体育・スポーツ施設等の改修や

教育機器類の整備計画を策定し，実現を目指す」に係る状況 

全学的な教育関連施設の利用状況，満足度を調査し，理工学部棟と農学部棟の

改修に伴う講義室，実験・実習室等（延べ 126 室），医学部会館の改修による

PBL グループ自己学習室（9 室）の増設，体育・スポーツ施設等の改修などを実施

した。その結果，教育関連施設・設備等に対する学生の満足感が上昇した。 

 

 

資料・データ番号２-１-①：教育関連施設・設備等に対する学生の満足感（4 件法） 

3.26 3.353.32 3.423.36 3.49

2.71 2.822.99 3.083.08 3.21

1

2

3

4

平成18年度 平成19年度

教養教育の施設・設備 学部教育の施設・設備

外国語教育の設備・機器 スポーツ関連の設備・機器

実験室・実験器具 演習室の施設・設備
 

出典）佐賀大学学生対象アンケート報告書（平成 19・18 年度） 
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資料・データ番号２-１-②：医学部会館の PBL 学習室（グループ自己学習室）配置図 

 
 

資料・データ番号２-１-③：理工学部の改修状況 

部屋の名称 
平成 18 年度 

（1 号館中棟）

平成 19 年度 

（1 号館南棟） 

研究室 9 20 

実験・実習室 7 24 

講義室 3 3 

演習・セミナー室 10 2 

院生室 2 － 

自習室 1 － 

リフレッシュルーム 2 5 

その他（事務室・会議室等） 19 6 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号８-１-①-１ 
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資料・データ番号２-１-④：農学部の改修状況 

１号館北棟 

（渡 り廊 下 含 む） 

１号館南棟 

（渡 り廊 下 含 む） 部屋の名称 

（18 年度改修） （17 年度改修）  

研究室  14 21 
実験・実習室  38 38 
講義室  0 6 
演習・セミナー室  0 2 
院生室  5 2 
自習室  0 0 
リフレッシュルーム  3 3 
その他（事務室・会議室等）  0 18 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号８-１-①-２ 

 

資料・データ番号２-１-⑤：体育施設の改修状況 

体育施設 改修・整備事項 実施年度 

トイレの改修  H17 

アリーナフロア等改修  H17 

バレーボール支柱改修  H17 

暗幕の交換  H17 

窓の開閉装置整備  H17 

窓への防網設置（外部から、鳥侵入防止）  H17 

器具庫の拡張整備  H17 

南北扉の補修  H19 

体育館 

時計の設置  H18 

ろ過材交換  H17 

ろ過装置補修  H11 

フェンス改修  H17 

周辺樹木の伐採 H17・19 

コースロープ交換 H11・19 

風呂場給湯器買い換え  H16 

プール 

時計の設置  H18 

更衣室の壁の改修  H18 

柔道場畳の交換  H17 

器具庫の改修  H17 
スポーツセンター 

更衣室スノコ交換  H18 

第2サークル会館 雨漏り修理  H17 

防護ネットの設置 H18（一部） 野球場 

器具庫・トイレ整備  H17 

テニスコート コートの整備 H18・19 

夜間照明の設置  H19 陸上競技場 

足洗い場改修  H18 

卓球場 プレハブの建て替え  H19 

弓道場 防矢ネット補修交換  H19 

アーチェリー場 防矢ネット補修交換  H16 

出典）平成 19 年度第 2 回体育施設企画運営専門委員会の資料 3 より作成 



佐賀大学 教育 

 - - 111 - - 

計画２-２「051 情報機器を利用できる演習室，LL 教室，PBL 学習室,ゼミ室を確

保・拡充し，学生が情報機器を利用して学習できる環境を整備する。また，CALL

システムを設置した LM（Language Multimedia Lab.）教室を増設，整備し，語学

教育を強化する」に係る状況 

医学部において，演習室，LL 教室，PBL 学習室等の年次整備計画に基づき，

PBL 学習室（グループ自己学習室）の増設及び LL 室を整備した結果，月当たりの

利用者数が 500～2000 人増加した（計画２-１参照）。また，教養教育 2 号館の

LM 教室及び LL 教室の整備計画を完了し，学生が快適・安全に学習できるよう環

境整備を進めた。 

 
 

資料・データ番号２-２-①：医学部における PBL 室，LL 室等の整備状況 

 室の数 PC 設置台数 増設状況 

PBL 学習室（グループ学習室） 16 16 平成 19 年度に 9 室を増設 

コンピューター実習室 1 110  

LL 室 1 30  

出典）国立大学法人佐賀大学医学部および大学院医学系研究科『自己点検・評価書』

（平成 16・17 年度）75 頁 

 

・109 頁，計画２-１，資料・データ番号２-１-②：医学部会館の PBL 室（グループ自

己学習室）配置図 

 

資料・データ番号２-２-②：月別グループ自己学習室利用者数 

 

出典）磁気カード入退室管理システムデータより作成（医学部） 

 

資料・データ番号２-２-③：教養教育運営機構の LM 教室及び LL 教室の整備状況 

 室の数 
収容 

可能人員 
面積 

（平方 m）
PC 

設置台数 
使用率 
(%) 

LL 教室 1 66 184 66 52

LM 教室 1 48 186 48 36

出典）国立大学法人佐賀大学教養教育運営機構『自己点検・評価報告書』（平成 19 年

9 月）36 頁 
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資料・データ番号２-２-④：各学部における情報機器を利用できる自主的学習環境の

整備状況 

（文化教育学部） 

 

出典）文化教育学部『自己点検評価報告書』（平成 18 年 11 月）78 頁 
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（経済学部） 

 

出典）佐賀大学経済学部『自己点検評価報告書』（平成 18 年度）66 頁 
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（医学部） 

 

出典）医学部及び医学系研究科『自己点検評価書』（平成 16・17 年度）50 頁 

 

（理工学部） 

 

出典）理工学部・工学系研究科『自己点検・評価報告書』（平成 18 年 9 月）27 頁 
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計画２-３「052 先進的な情報処理環境を教育・研究活動で利用できるように，情報

処理システム及びネットワークシステムの更新を行う。同時に情報機器を利用で

きる演習室及びネットワーク環境を活用できる教室・ゼミ室を整備する」に係る

状況 

教育研究用情報システム，教務情報システム，図書館業務システム，電子図書

館システム，事務情報システムを統合的に更新するとともに，情報機器を活用で

きる教室を整備した（計画２-２参照）。また，持ち込み PC をインターネットに

接続するサービスとして，新版 Opengate を全学的に運用した。 

 

資料・データ番号２-３-①：佐賀大学総合情報基盤システム構成図 

出 典 ） 佐 賀 大 学 総 合 情 報 基 盤 セ ン タ ー 「 セ ン タ ー シ ス テ ム の 紹 介 」

（http://www.cc.saga-u.ac.jp/index.j.php） 

（農学部） 

農学部においては講義室，学生控室，研究室にインターネットの有線 LAN 末端及び無線
LAN ポートを配置している．農学部学生は入学後すぐにインターネット・アドレスが与え
られ，個人，図書館，情報演習室のパソコンを用い就学に必要な情報を学内及び学外から
自由に得ることができる．特に，科目履修と学生生活に関してはそれぞれ農学部教育委員
及び農学部学生委員へ直接アクセスできるメールアドレスを設けている（資料 8-2-2-
1）．また，学生センターへはインターネットと携帯電話からアクセスできるアドレスを
設けている． 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号８-１-②（農学部） 
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資料・データ番号２-３-②：総合情報基盤センターの小演習室，中演習室，大演習

室の見取り図 

出 典 ） 佐 賀 大 学 総 合 情 報 基 盤 セ ン タ ー 「 セ ン タ ー シ ス テ ム の 紹 介 」

（http://www.cc.saga-u.ac.jp/index.j.php） 

 

資料・データ番号２-３-③：図書館における自学自習環境の整備 

 情報機器を利用できる 
自学自習スペース 

収容定員 
（席数） 

 

 

グループ学習室（3 室） 45  

マルチメディアルーム 9  

リスニングルーム 11 
本 館 

閲覧個室（4 室）※LAN ポート設置 16 

 

ビデオ・スライド室（2 室） 10 
医学分館 

LL 室 ※計画２-２参照 5 

 

出典）附属図書館『自己点検評価報告書』（平成 18 年度）24 頁 

 

・112-115 頁，計画２-２頁，資料・データ番号２-２-④：「各学部における情報機

器を利用できる自主的学習環境の整備状況」 

 

資料・データ番号２-３-④：総合情報基盤センター，図書館のパーソナルコンピュ

ーター設置台数 

部 局 
自学自習 
スペース 

PC 
設置台数

 

大演習室 110  

中演習室 55  

小演習室 40  
総合情報基盤センター 

演習室外ロビー 10  

本 館 75  
附属図書館 

医学分館 53  

出 典 ） 佐 賀 大 学 総 合 情 報 基 盤 セ ン タ ー 「 セ ン タ ー シ ス テ ム の 紹 介 」

（http://www.cc.saga-u.ac.jp/index.j.php），附属図書館『自己点検評価

報告書』（平成 18 年度）9 頁 
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資料・データ番号２-３-⑤：全学的な無線 LAN 環境と Opengate システム 

 

 
出典）佐賀大学総合情報基盤センター『自己点検評価報告書』（平成 18 年度）

36,37 頁，佐賀大学総合情報基盤センター「研究会・講習会等での Opengate 利用申

込み」（http://www.cc.saga-u.ac.jp/index.j.php）  
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計画２-４「053 総合分析実験センターを基盤として，実験機器類の整備拡充と全学

的有効利用システムの構築を図り,学生教育並びに社会的ニーズに応じた教育訓

練環境を整備する」に係る状況 

共同利用可能な機器をホームページから検索，機器の予約や各種の申請を行え

るシステムを 2 キャンパス間で統合し, 「化学系研究設備有効活用ネットワー

ク」に参画するとともに，学生の学習・研究活動に活かすための調査を行い,利用

マニュアルに基づく説明会,ガイダンス,教育訓練を実施した。 

 

資料・データ番号２-４-①：総合分析実験センターに設置された機器 

平成 16 年度 平成 19 年度 

X 線 マイクロアナライザー X 線 マイクロアナライザー 

セラミック収 縮 速 度 制 御 熱 膨 張 計  セラミック収 縮 速 度 制 御 熱 膨 張 計  

ガスクロマトグラフ質 量 分 析 計 （QMS） ガスクロマトグラフ質 量 分 析 計 （QMS） 

ガスクロマトグラフ質 量 分 析 計 （mateⅡ） ガスクロマトグラフ質 量 分 析 計 （mateⅡ） 

ガスクロマトグラフィー ガスクロマトグラフィー 

円 偏 光 二 色 性 分 散 計  円 偏 光 二 色 性 分 散 計  

顕 微 付 フーリエ変 換 赤 外 分 光 光 度 計 （FT-IR） 顕 微 付 フーリエ変 換 赤 外 分 光 光 度 計 （FT-IR） 

紫 外 可 視 近 赤 外 分 光 光 度 計  紫 外 可 視 近 赤 外 分 光 光 度 計  

DSC 熱 量 計  DSC 熱 量 計  

電 気 泳 動 光 散 乱 分 散 計  電 気 泳 動 光 散 乱 分 散 計  

密 度 計  密 度 計  

電 子 スピン共 鳴 装 置 （ESR） 電 子 スピン共 鳴 装 置 （ESR） 

超 伝 導 高 分 解 能 フーリエ変 換 核 磁 器 共 鳴 装 置
（NMR） 

超 伝 導 高 分 解 能 フ ー リ エ 変 換 核 磁 器 共 鳴 装 置
（NMR） 

粉 末 X 線 回 析 装 置  粉 末 X 線 回 析 装 置  

4 軸 型 単 結 晶 自 動 回 析 装 置  4 軸 型 単 結 晶 自 動 回 析 装 置  

蛍 光 光 度 計  蛍 光 光 度 計  

施 光 計  施 光 計  

ドライルーム エネルギー分 散 型 蛍 光 X 線 分 析 装 置  Rayny EDX

パッチクランプイオンチャンネル計  ドライルーム 

 パッチクランプイオンチャンネル計  

出典）教育活動等調査報告書の資料番号８-１-①-３ 
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資料・データ番号２-４-②：共同利用が可能な機器のホームページからの予約 

 

出 典 ） 総 合 分 析 実 験 セ ン タ ー 「 機 器 の 予 約 」 （ http://www.iac.saga-

u.ac.jp/temp/reserve/guide.htm） 

 

資料・データ番号２-４-②：教職員を対象とした共同利用可能機器類の調査 

 

出典）総合分析実験センター「共同利用可能機器類の調査」（http://www.iac.saga-

u.ac.jp/irai.html） 
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b）「小項目 1-（3）-2」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画２-１～２-５の状況が示すように，講義室，演習室等の教育関連施設・設備の

改修，情報機器を利用できる LL 教室，PBL 学習室の確保・拡充，実験機器類の整備

など，学生が快適・安全に学習・研究活動に専念できる学習環境を充実させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号２-４-③：利用マニュアル，機器操作に関する映像教材 

 

出典）NMR の操作方法説明（CD-ROM），赤外分光光度計（IR）赤外顕微鏡の取扱説明

（CD-ROM） 

 

資料・データ番号２-４-④：実験機器類の講習会，教育訓練等の実施状況及び学生の

参加状況（人） 

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度
講習会等の名称 

回数 人 回数 人 回数 人 回数 人 

佐賀大学本庄地区放射性同位
元素等取扱者安全取扱講習会 

1 53 1 54 2 41 5 59

粉 末 X 線 回 析 装 置 （ RINT-
1100）講習会 

1 1 50 1 45 1 40

単結晶 X 線回析装置講習会 1 7 1 5 1 3 1 5

蛍 光 X 線 分 析 装 置 （ EDX-
800HS）実技講習会 

－ － － － 2 20 2 6

総合分析実験センター 
ガイダンス 

－ － － － 1 110 1 100

共焦点走査型レーザー顕微鏡
の講習会 

－ － 2 3 2 4 2 9

出典）教育活動等調査報告書の資料番号８-１-③ 

 

資料・データ番号２-４-⑤：学生による機器の利用状況（利用者数） 

平成 17 年度 平成 18 年度  

実験施設等 学部 大学院 研究生 学部 大学院 研究生

鍋島地区 動物実験施設 2 2,765 1,182 6 4,213 908

本庄地区 RI 実験施設 24 26 

出典）総合分析実験センター自己点検評価報告書（平成 16・17 年度，平成 18 年度） 
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○小項目 1-（3）-3「【附属図書館の整備と活用に関する方針】附属図書館は，教養

の形成，専門の学習及び自発的な学習の拠点として，体系的かつ網羅的な蔵書構

築の推進と，情報サービスの充実を図る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画３-１「054 学生用資料，貴重資料（電子媒体資料を含む）等を計画的に収集し，

提供する」に係る状況 

附属図書館選書専門委員会を設置し，電子ジャーナルを含めた学生用図書の整

備計画予算を増額するとともに，学生用図書等の収蔵数を増やし，配架した。ま

た，地域資料コレクション，研究用コレクション 831 点を収集した。 

 
 

資料・データ番号３-１-①：佐賀大学附属図書館選書専門委員会要項 

 佐賀大学附属図書館選書専門委員会要項 

（平成１６年７月２９日制定）

（設置） 

第１条 佐賀大学附属図書館運営委員会規程（平成16 年4 月1 日制定）第7 条第２項の規定に基づき，

選書専門委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議し，その結果を運営委員会に報告する。 

（１）附属図書館の蔵書整備に関すること。 

（２）学生用図書の収集に関すること。 

（３）電子ジャーナルの導入に関すること。 

（４）その他，図書館資料の収集に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は次の各号に掲げる委員をもって構成する。 

（１）館長 

（２）各学部運営委員 ５人 

（３）教養教育運営機構長が推薦する教員 １人 

（４）情報図書館課員 ４人 

２ 前項第２号の委員の任期は，運営委員の任期中とする。 

３ 前項第３号の委員の任期は2 年とし，再任を妨げない。 

４ 委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員会） 

第４条 委員会に委員長を置き，館長をもって充てる。 

２ 委員長は委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員会は委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

４ 議事は出席者の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。 

５ 委員会が必要と認めたときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，その意見を聴く 

ことができる。 

（事務） 

第５条 委員会の事務は，情報図書館課図書情報係において処理する。 

（その他） 

第６条 この要項に定めるもののほか，委員会に関し，必要な事項は，委員会が別に定め 

る。 

附 則 

この要項は，平成１６年７月２９日から施行し，平成１６年４月１日から適用する。 

附 則 （平成１８年２月１４日改正） 
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資料・データ番号３-１-②：学生用図書等の整備計画予算の推移 

学生図書の整備計画推移

0

5000

10000

15000

20000

16年度 17年度 18年度 19年度

(

千
円

）

整備計画予算

 

出典）附属図書館の予算決算書 

 

資料・データ番号３-１-③：電子ジャーナルを含む学生用図書数 

学 生 用 図 書 数  

  平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度  
図書  2365 2270 2478 2927
雑誌  153 153 153 152
電子ジャーナル  4301 4406 4475 4475

 

資料・データ番号３-１-④：貴重書等の収蔵状況（平成 19 年度現在） 

地域資料コレクション 研究用コレクション 

小城鍋島文庫 東寺百合文書 

唐津藩庄屋文書 バイルシュタイン有機化学全書 

深江文書 国立国会図書館所蔵 明治期産業翻訳書集成 

江藤新平関係文書 1990 世界農林業センサス農業集落カード 

佐賀地方裁判所資料 和蘭字彙（13 冊） 

市場直次郎コレクション 草木花実写真図（4 冊） 

大内文庫 和蘭産物考（5 冊） 

絅堂遺稿（鍋島直彬漢詩集） 蘭学階梯（2 冊） 

 蘭学逕（1 冊） 

 和蘭薬鏡（6 冊） 

 西遊旅譚（5 冊） 

計 831 点

出典）教育活動等調査報告書の資料番号８-２-① 



佐賀大学 教育 

 - - 123 - - 

計画３-２「055 学生用図書費の経常経費化を維持し，シラバス指定図書及び学生希

望図書を購入する」に係る状況 

教員推薦図書の充実予算を確保し，オンラインシラバス等に随時追加される指

定図書を，教員からの推薦により購入した。また，学生希望図書制度について，

「図書館ポータル」等によって案内し，学生希望図書を募るとともに，購入・配

架した（計画３-１参照）。 

 
 

資料・データ番号３-２-①：教員推薦図書の予算状況 

      

教員推薦図書予算状況

0

1000

2000

3000
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7000

8000
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(

千
円

）

予算額

 

出典）附属図書館の予算決算書 

 

資料・データ番号３-２-②：「図書館ポータル」の利用案内 

出 典 ） 附 属 図 書 館 ホ ー ム ペ ー ジ 「 図 書 館 ポ ー タ ル 」 （ http://www.lib.saga-

u.ac.jp/recommend/portal.html） 
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計画３-３「056 図書館月間の企画などを通じて読書奨励，読書案内を推進する」に

係る状況 

高校生が選ぶ「大学に入ったら読みたい本」100 選，「学生にすすめる本」，

「図書館読書の会」，「Good Luck を原書で読む会」，文化講演会，公開セミナ

ー，貴重資料展示及び相良知安展，学生選書委員が書店で選書する選書ツアー等，

図書館月間の企画などを実施した。また，図書館 ML 通信により，全学生に新サー

ビスの開始案内，図書貸借等の情報を発信し，読書奨励を行った。 

 

資料・データ番号３-２-③：学生希望書の購入状況 

     

学生希望図書受入数

0
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100
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300

350

16年 17年 18年 19年

（
冊

）

学生希望図書

 
出典）附属図書館の予算決算書 
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資料・データ番号３-３-①：高校生が選ぶ「大学に入ったら読みたい本 100 選」実施

報告 

出典）佐賀大学附属図書館報「ひかり野」No.29 
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資料・データ番号３-３-②：図書館月間の開催状況（平成 16～19 年度） 

 主なテーマと開催件数 

文化講演会 

 

大学広報とメディア 
地域に生きる～支え藍の社会を目指して 
テレビの内外～佐賀放送局の取り組み～ 
ふれあいミーティング 
芭蕉山脈の九州そして佐賀 
虹ノ松原～ショウロ（松露）再び～ 
大庭雪齋について ミニ展示見学説明会 
オーケストラよもやま話 モーツアルトと彼のオーケストラ曲の魅力 
映画に見せられて～もう一度逢いたい！～ 
芭蕉の文芸－古典への回帰を願って－ 
芭蕉の内なる西行 
知遊学への誘い～私のブリコラージュの楽しみ～ 
江戸時代佐賀藩の教育－文武課業法を中心として－ 
明治初期に高度情報化社会を予見した佐賀の偉人、志田林三郎の生涯 
佐賀の人づくりと遊学 
日本初の女性化学者 黒田チカ博士 
幕末の佐賀藩の科学技術 
鉄及びマニュファクチャリングへの挑戦 
 

（延べ 18 件）

その他 佐賀の文人短冊 
人工體普録 
相良治安展 
大庭雪齋展 
元茂公・直能公の蔵書展 
小城鍋島藩と島原の乱展 
小城鍋島家の近代展 
成立期の小城藩と藩主たち 
江戸時代の教育資料－小城鍋島文庫の女子教育資料を中心に－ 
 

（延べ９件）

出典）佐賀大学附属図書館報「ひかり野」No.29～32 より作成 
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資料・データ番号３-３-③：小冊子「佐賀大学の学生にすすめる本のほん」 

 

 

資料・データ番号３-３-④：図書館 ML 通信の閲覧ページ 

 

出 典 ） 附 属 図 書 館 ホ ー ム ペ ー ジ 「 図 書 館 ML 通 信 」 （ http://www.lib.saga-

u.ac.jp/library/MLtsushin.html） 
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b）「小項目 1-（3）-3」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画３-１～３-３の状況が示すように，電子ジャーナル等の学生用図書の整備，教

養の形成と専門の学習を促すための読書企画の開催など，良好な成果をあげている。 

 

○小項目 1-（3）-4「【附属図書館の整備と活用に関する方針】学術情報処理センタ

ーと連携し，電子図書館機能の一層の充実を図る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画４-１「057 学術情報処理センターと連携し，収集した情報を有効に関連付けた

教育ポータルを構築し，提供する」に係る状況 

附属図書館と学術情報処理センター（現在「総合情報基盤センター」）が連携

資料・データ番号３-３-⑤：「学生選書委員による選書」の実施報告 

 

出典）佐賀大学附属図書館報「ひかり野」No.31 
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し，グループ学習室の予約，電子ジャーナル等の蔵書検索，学生希望図書購入依

頼，他大学を含めた文献複写及び図書借用依頼を Web 上で受け付ける「図書館ポ

ータル」を構築して電子図書館機能を充実し，学生の学習支援サービスの提供を

行った（【小項目 1-(3)-3】計画３-２参照）。 

 
 

b）「小項目 1-（3）-4」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画４-１の状況が示すように，図書館を訪れることなく従来の図書館サービスを

享受できる Web システムを構築しており，電子図書館による学習支援の充実が図られ

ている。 

 

○小項目 1-（3）-5「【附属図書館の整備と活用に関する方針】地域に関わる貴重資

料を収集・展示する博物館機能を持たせ，地域に開かれた教育・研究の場とす

る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画５-１「058 電子情報の収集管理，貴重資料の収蔵展示など，総合的な環境整備

の基盤となる施設の設置を目指す」に係る状況 

電子ジャーナル 4,475 点，地域資料コレクション及び研究用コレクションなど

の貴重資料 831 点を収蔵するとともに，図書館月間による秘蔵コレクション展示

等を行い，本学が生産する学術情報を学内外に無償で公開した（【小項目 1-

（3）-3】計画３-１及び計画３-３参照）。また，機関リポジトリシステムを導入

し，博士論文，紀要論文，貴重書，植物遺伝情報，シラバスなどの学術情報を地

域に提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・123 頁，【小項目 1-(3)-3】計画３-２，資料・データ番号３-２：「図書館ポータ
ル」の利用案内 

資料・データ番号５-１-①：附属図書館の収蔵状況（平成 19 年 3 月 31 日現在） 

（本館）    

区 分 和漢書 洋 書 計 

総 記 31,323 冊 48,203 冊 79,526 冊

哲 学 20,139 9,266  29,405 

歴 史 38,730 6,498  45,228 

社会科学 115,845 37,912  153,757 

自然科学 69,973 45,016  114,989 

工 学 37,516 7,120  44,636 

産 業 26,397 4,686  31,083 

芸 術 18,124 2,950  21,074 

語 学 13,862 8,802  22,664 

文 学 32,143 15,631  47,774 

計 404,052 186,084  590,136 

雑 誌 6,442 種 2,931 種 9,373 種

視聴覚資料 1,353 タイトル 

電子ジャーナル 4,475  

（医学部分館）    

区 分 和漢書 洋 書 計 

専門教育関係 36,722 冊 33,941 冊 70,663 冊

一般教育関係 24,689 10,923  35,612 

計 61,411 44,864  106,275 

雑 誌 1,007 種 986 種 1,993 種

視聴覚資料 1,658 タイトル 

出典）附属図書館『自己点検評価報告書（平成 18 年度）』 
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・122 頁，【小項目 1-（3）-3】計画３-１，資料・データ番号３-１-④：「貴重書等の

収蔵状況（平成 19 年度現在）」 

 

資料・データ番号５-１-②：佐賀大学電子図書館による貴重書コレクションの公開 

 

出 典 ） 佐 賀 大 学 学 附 属 図 書 館 「 貴 重 書 コ レ ク シ ョ ン 」 （ http://www.dl.saga-

u.ac.jp/OgiNabesima/） 

 

（貴重書コレクションの例） 

 

調書番号 ]  270 
[名称 ]   月に蝙蝠図  
[名称ヨミ ] ツキニコウモリズ  
[作者 ]   狩野永岳 (1789-1867) 
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b）「小項目 1-（3）-5」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 
計画５-１の状況が示すように，小城鍋島文庫，絅堂遺稿（鍋島直彬漢詩集）等の

地域に関る貴重資料を収蔵するとともに，機関リポジトリシステムを導入し，図書館
月間による文化講演会を開催するなど，本学が生産する学術情報を地域に広く開放し
ている。 

 

○小項目 1-（3）-6「【教育活動の評価及び評価結果を質の改善につなげるための基

本方針】教育活動の個人評価を通じて，教員の教育意欲を高める」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画６-１「059 各教員の教育活動に関するデータベースシステムを構築し自己点検

評価を実施する」に係る状況 

各教員の教育・研究・社会貢献等の活動に関する情報を収集し，自己点検評価

を実施した。また，教員総覧検索により，Web 上で教員の情報を公開した。さら

に，教員の教育意欲を高めるため，教育功績の表彰を行うことを決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・126 頁，【小項目 1-（3）-3】計画３-３，資料・データ番号３-３-②：「図書館月間

の開催状況（平成 16～19 年度）」 

 

資料・データ番号５-１-③：佐賀大学機関リポジトリ 

 

出典）佐賀大学機関リポジトリ（http://portal.dl.saga-u.ac.jp/） 
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資料・データ番号６-１-①：国立大学法人佐賀大学大学情報基礎データベースシステム

管理規程（別添資料：16 頁） 

 
資料・データ番号６-１-②：教員総覧検索の Web ページ 

 

出典）佐賀大学教員総覧検索 

 

資料・データ番号６-１-③：部局自己点検評価報告書のホームページ掲載 

 

出典）佐賀大学ホームページ（職員向け）の「大学評価について」（http://www.saga-

u.ac.jp/hyoka/gakugai/hyouka.htm） 

 

資料・データ番号６-１-④：国立大学法人佐賀大学教員人事評価試行実施要項（抜粋）

 国立大学法人佐賀大学教員人事評価実施要項 
（平成２０年５月１６日制定）

（人事評価の目的） 
第２ 人事評価は，実績を上げた大学教員に対し，それに応じてインセンティブを付与すること

により大学教員個々の志気の高揚を図り，もって本学の目標達成に資することを目的とする。

 



佐賀大学 教育 

 - - 133 - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画６-２「060 全ての授業について，学生による授業評価を実施する」に係る状況 

「学生による授業評価実施要領」を改訂して全授業科目を対象とすることとし，

学外の非常勤講師が担当する科目，次年度以降に開講しない科目など，授業科目

を開設する学部等の長が適切でないと判断した場合を除き，共通アンケート様式

を用いて学生による授業評価を実施した（【小項目 1-（1）-８】計画８-９参

照）。 

資料・データ番号６-１-⑤：国立大学法人佐賀大学教育功績等表彰規程 

 国立大学法人佐賀大学教育功績等表彰規程 

（平成２０年４月１８日制定）

 （趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人佐賀大学（以下「本学」という。）の教育活動の活性化

のため，本学の教育に功績のあった教員等を顕彰するために行う表彰について，必要な事

項を定める。 

 （表彰対象者） 

第２条 表彰は，次の各号のいずれかに該当する者について行うことができる。 

 (1) 本学の教育の充実又は発展に特に顕著な功績があった本学の教員（教授，准教授，講

師（常時勤務の者に限る。）及び助教をいう。以下同じ。）又は本学の名誉教授 

 (2) 本学における授業の実践で特に優れた成果のあった本学の教員又は本学の非常勤講師 

２ 過去３年度内に前項により表彰されたことがある者は，原則として表彰の対象者としな

い。  
 （表彰対象者の推薦）  
第３条 部局（産学官連携推進機構，アドミッションセンター，キャリアセンター，学部，

研究科，教養教育運営機構，保健管理センター，全国共同利用施設，学内共同教育研究施

設及び有明海総合研究プロジェクトをいう。）の長は，前条第１項各号のいずれかに該当

すると認められる者を表彰の対象者として，毎年４月に学長に推薦することができる。 

２  部局の長が前項の推薦を行う場合は，推薦理由書を学長に提出するものとする。ただ

し，前条第１項第２号に該当する者の推薦に当たっては，順位を付すものとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず，本学の理事は，前条第１項各号のいずれかに該当すると認

められる者を表彰の対象者として学長に推薦することができる。 

 （表彰対象者の決定） 

第４条 学長は，前条により推薦があった場合には，教育研究評議会の議を経て，表彰する

者を決定する。 

２ 学長が同一年度に表彰する者の数は，原則として，第２条第１項第１号に該当する者に

ついては１人，同項第２号に該当する者については６人以内とする。 

 （表彰の方法）  

第５条 表彰は，学長賞として，学長が表彰状を授与することにより行う。  

 （表彰の時期）  

第６条 表彰は，前年度の功績等に基づき，毎年１回７月に行う。  

 （事務） 

第７条 表彰に関する事務は，学務部教務課が行う。 

 （退職又は死亡した者の表彰） 

第８条 表彰を受けるべき者が表彰前に退職をし，又は死亡したときは，在職又は生前の日

付にさかのぼってこれを表彰することがある。 

２ 前項の規定により死亡した者に対して表彰を行う場合においては，表彰状は，これをそ

の者の遺族に交付するものとする。 

 （雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，表彰の実施に関し必要な事項は，学長が定める。 

 

   附 則 

１ この規程は，平成２０年４月１８日から施行する。 

２ 平成２０年度における表彰については，第６条の規定にかかわらず，過去４年度内の功

績等に基づき行うものとし，表彰者の数については，第４条第２項の規定にかかわらず，

同項に規定する数の４倍まで表彰することができるものとする。 
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計画６-３「061 学部,学科,課程は，教育点検システムを構築し，学生による授業評

価，教員の自己点検評価，教育目標達成度などの分析・評価を行い，教育の質及

びカリキュラムの改善策を講じる」に係る状況 

「国立大学法人佐賀大学における職員の個人評価に関する実施基準」及び「個

人評価実施指針」を制定し，教員の自己点検評価を実施した（【小項目 1-（3）-

6】計画６-１参照）。また，「授業評価結果を用いた授業改善実施要領」により，

各教員は教育目標達成度，授業満足度等の分析・評価に基づき，「授業点検・評

価報告書」を作成し，Web 上で学生に公開するとともに，教育の改善に取組んだ

（【小項目 1-（2）-8】計画８-９参照）。 

 

 

 

・42 頁，【小項目 1-（1）-８】計画８-９，資料・データ番号８-９-①：「学生によ

る授業評価実施要領」 

・【小項目 1-（1）-８】計画８-９，資料・データ番号８-９-②：「授業評価結果を用

いた授業改善実施要領」（別添資料：６頁） 

・43 頁，【小項目 1-（1）-８】計画８-９，資料・データ番号８-９-③：「授業点

検・評価報告書」  

 

資料・データ番号６-２-①：学生による授業評価アンケート様式（別添資料：18 頁） 

 

資料・データ番号６-２-②：学生による授業評価の実施状況（独自形式は除く） 

平成 18 年度 平成 19 年度 

前学期 後学期 前学期 後学期 部 局 

実施数 実施率 実施数 実施率 実施数 実施率 実施数 実施率

文化教育学部 203 44.4 402 80.4 401 88.3 430 81.9

経済学部 58 38.7 169 82.0 128 75.2 149 80.5

医学部 74 98.7 64 95.5 78 100.0 68 95.8

理工学部 191 72.3 292 87.4 235 89.0 312 84.1

農学部 50 37.3 136 84.0 86 57.3 118 80.3

教養教育運営機構 293 74.4 283 89.6 373 93.0 304 88.9

教育学研究科 － － 110 69.6 67 76.1 114 71.3

経済学研究科 － － 11 73.3 19 70.3 30 96.8

医学系研究科 22 53.7 － － 34 100.0 79 76.7

工学系研究科 － － 92 61.7 94 47.2 162 75.7

農学研究科 － － 39 57.4 36 49.3 56 74.7

出典）大学教育委員会 FD 専門委員会『佐賀大学授業評価・改善の実施に関する報告

書』の「Ⅱ．実施状況」（平成 18,19 年度） 
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資料・データ番号６-３-①：国立大学法人佐賀大学における職員の個人評価に関する

実施基準（別添資料：19 頁） 

 

資料・データ番号６-３-②：個人評価実施指針 

６）部局等による「重み」配分指針の設定 

各部局等の長は，予め「重み」配分についてのモデルと許容される配分の範囲を示し，それに基づい

た各職員の「重み」配分の設定を求めることができる。 

部局等による「重み」配分基準例  

２－１ 活動状況の取りまとめによる自己点検：「活動実績報告書」  

１）各部局等の長は，本学及び部局等の目標に即した個人「活動実績報告書」のフォーマットを作成し，

各年度の初めに各職員に対して記入・提出を求める。 

２）各職員は前年度の活動実績を自己点検し，それらを取りまとめた「活動実績報告書」 

を各部局等の長に提出する。 

２－２ 活動実績及び目標達成度による自己点検・評価：「自己点検・評価書」  

１）各部局等の長は，本学及び部局等の目標並びに部局等の特殊性を考慮して，評価領域ごとに活動実

績の評価基準を定め，これを公表し，職員に対する周知を図る。 

注３）活動実績の評価基準を定める際に，職域，職種・職名等による細やかな基準の 

作成が必要である。 

２）各職員は，所属部局等が定めた活動実績評価基準により，前年度の活動実績を自己評価する。また，

前年度に提出した「個人目標申告書」の目標の達成度を自己点検・評価し，それらを取りまとめた自

己点検・評価書を作成し，各部局等の長に提出する。  

３ 各部局等の評価組織による審査と評価 

各部局等の長は，部局等で定める評価組織体制により，各職員の個人目標申告書，活動実績報告書及び

自己点検・評価書に基づき，本学及び各部局等の目標達成に向けた活動という観点から審査し，これらを

基に評価を行う。  

４ 評価結果の通知と集計・総合的分析 

１）各部局等の長は，自己点検・評価書に評価結果を記入したものを個人評価結果として， 当該職員

に封書で通知する。  

２）各部局等の長は，部局等の個人評価結果の集計と総合的分析を行い，結果を学長に報告する。  

 

評価領域区分  

職名 
教 育 研 究 

国際交流・ 

社会貢献 
組織運営 （診療） 計 

教授 0.3～ .5 0.3～0.5 0.1～ 0.2 0.1～ 0.2 － 1 

助教授（講師） 0.3～ .5 0.4～0.6 0.05～0. 1 0.05～0. 1 － 1 

助手 0.2～0.5 0.4～0.8 0～ 0.1 0～ 0.1 － 1 

臨床系      

教授 0.2～0.4 0.2～0.4 0.1～ 0.2 0.1～ 0.2 0.2～0.4 1 

助教授（講師） 0.2～0.4 0.2～0.5 0.05～0. 1 0.05～0. 1 0.2～0.5 1 

助手 0.1～0.5 0.2～0.7 0～ 0.1 0～ 0.1 0.2～0.7  1 

 

・132 頁，【小項目 1-（3）-6】計画６-１，資料・データ番号６-１-③：「部局自己

点検評価報告書のホームページ掲載」 
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資料・データ番号６-３-③：佐賀大学の教育点検システム 

 

出典）佐賀大学ホームページ（職員向け）「大学評価について」（http://www.saga-

u.ac.jp/hyoka/gakugai/hyouka.htm） 
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資料・データ番号６-３-④：各学部における評価委員会規程の例（理工学部） 
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・【小項目 1-（2）-8】計画８-２，資料・データ番号８-９-②：「授業評価結果を用

いた授業改善実施要領（別添資料：６頁）」 

・43 頁【小項目 1-（2）-8】計画８-２，資料・データ番号８-９-③：「授業点検・評

価報告書」 

 

資料・データ番号６-３-⑤：授業改善・教育改善の状況 

 （学士課程） 

部  局  改 善 の取 組 例  

①前 期 のフランス語 ７では文 法 と講 読 を併 せた授 業 だったため、授 業 評 価 にお
いて説 明 がやや速 すぎるとの意 見 があったので、後 期 のこの授 業 では、テキ
ストの文 章 構 造 を丁 寧 に説 明 するよう心 がけた。 

文 化 教 育 学 部  ②2006 年 度 の授 業 評 価 アンケートに書 かれたコメントに配 慮 して、改 善 の余
地 があると思 われる部 分 の講 義 内 容 を再 検 討 し、講 義 で配 布 するレジュメ
を修 正 、説 明 方 法 を工 夫 した。その結 果 、2007 年 度 の講 義 では、受 講 生 の
理 解 及 び反 応 が一 層 良 くなったと思 われる。 

①前 回 の評 価 結 果 にもとづき、授 業 のたびに感 想 ・質 問 票 を配 布 し、次 の授
業 の際 に補 充 説 明 を行 うことで、教 員 の対 応 に対 する学 生 の満 足 度 が増 し
た。 

経 済 学 部  ②前 回 の評 価 結 果 に基 づき、教 科 書 の内 容 の一 部 を学 生 に報 告 させる形 式
をとり、知 っている内 容 に対 する興 味 を持 たせた。また、電 子 掲 示 板 によって
意 見 を書 き込 ませることで、興 味 のない内 容 を聞 かなければならないようにし
た。 

①本 授 業 科 目 は、講 義 に加 えグループで健 康 教 育 についての指 導 案 を立 案
し模 擬 指 導 を実 施 するという演 習 を取 り入 れている．その為 ，学 生 は模 擬 指
導 を行 うにあたって授 業 時 間 以 外 の自 己 学 習 が不 可 欠 であるが，学 生 の
認 識 が十 分 でなかったため授 業 時 間 外 のグループワークを持 つことが確 保
できなかったようである．このことから授 業 評 価 においては「もっと授 業 時 間 を
増 やしてほしい」という意 見 が多 く見 られていた．この授 業 評 価 結 果 をふま
え，G.I.O，S.B.O の内 容 を整 理 し，講 義 内 容 を減 らすことでグループワーク
の時 間 を多 くすると共 に，授 業 時 間 外 の自 己 学 習 の必 要 性 を強 調 した．こ
の結 果 ，「もっと授 業 時 間 を増 やしてほしい」という学 生 からの意 見 は相 変 わ
らず多 く見 られたが，一 方 で「グループワークの時 間 が十 分 あり，指 導 方 法
を十 分 吟 味 できた．」といった肯 定 的 な意 見 が多 く見 られた．また総 合 的 満
足 度 は 3.9 から 4.0 と上 昇 した． 

医 学 部  

②例 年 OHP を用 いて講 義 を行 っていたが「見 にくい」という学 生 からの意 見 が
あっため、PowerPoint を用 いて全 て作 成 し直 し、スライドによるプレゼンテー
ションに切 り替 えた。 

①自 宅 学 習 時 間 が不 足 気 味 なので，小 テストの回 数 を増 やすことで理 解 度 の
大 幅 な向 上 が見 られた 

理 工 学 部  
②授 業 評 価 アンケートによって、学 生 の家 庭 学 習 が不 十 分 と思 われたので、

家 庭 学 習 として４回 のレポートを課 したところ、合 格 率 が飛 躍 的 に向 上 した。
①多 くの学 生 では予 習 、復 習 時 間 数 がゼロまたは１時 間 未 満 だったので、中

間 試 験 を実 施 し、学 期 末 以 外 にも自 習 時 間 を設 けるよう促 した。 
農 学 部  ②受 講 生 が多 く大 講 義 室 での授 業 であるため、パワーポイントを用 いた説 明 で

後 方 から見 えづらい場 合 があるとの事 であったので文 字 の大 きさなどを改 善
した 

①平 成 17 年 度 の授 業 評 価 では、学 生 から欄 外 の記 述 箇 所 で教 員 の説 明 が
くどすぎるとの指 摘 があったので、平 成 19 年 度 はこの点 に注 意 して講 義 に
臨 んだ。平 成 19 年 度 の授 業 評 価 ではそのような指 摘 を得 ることもなく、満
足 度 4.2 の結 果 を得 ることができたので、うまく改 善 できたと判 断 される。 

教 養 教 育 運 営 機 構  
②講 義 項 目 7．看 護 理 論 の概 観 において、一 部 の学 生 から内 容 量 に対 する

理 解 力 不 足 の言 葉 が聞 かれたため、内 容 を整 理 し講 義 内 容 をコンパクトに
して授 業 を行 た。そのことで「一 方 的 な講 義 で追 いついていけない」、「講 義
内 容 が多 すぎる」という評 価 をする学 生 の人 数 は減 少 している。 

また、本 授 業 の 3 分 の 2 をグループワーク中 心 の学 習 としているため、学
生 評 価 の多 くに見 られているように、グループディスカッションを通 し学 生 そ
れぞれが看 護 についての考 えを深 めることができたと考 える。 

出典）平成 19 年度教員活動報告様式データより作成 
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b）「小項目 1-（3）-6」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画６-１～計画６-３の状況が示すように，学生から聴取した意見を教育活動の自

己点検評価に取入れ，教育改善の過程を学生に公開することにより，教員の教育改善

に対する意欲を高める仕組みを整えている。 

 

○小項目 1-（3）-7「【教材，学習指導法等に関する研究開発およびＦＤに関する基

本方針】研究開発は組織（部局）と教員個人と学生の共同作業であることの認識

を徹底する」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画７-１「062 教員は，高等教育開発センターと連携して，創造的教材，学習指導

法を開発する」に係る状況 

高等教育開発センターは，e ラーニングを活用した創造的教材，学習指導方法

等の開発，地域創成型学生参画教育モデル開発事業を，部局からの協力教員や推

進委員会等の組織と連携して進めた（【小項目 1-(1)-1】計画１-１参照）。また，

文科省 GP 申請プログラムの開発支援策である GP シーズ事業を実施し，社会人の

学び直しニーズ対応教育推進プログラム「佐賀大学デジタルコンテンツ・クリエ

ーター育成プログラム」，専門職大学院等教育推進プログラム「発達障害と心身

症への支援に強い教員の養成」が採択された（【小項目 1-(1)-10】計画 10-２参

照）。さらに，授業設計の方法に関する教員インタビュー調査を学部横断的に実

施してその記録をホームページに掲載し，授業方法全般の改善，地域創成型学生

参画教育モデル開発事業や GP シーズ事業による教育改善をテーマとした学生を交

えた会議やフォーラムを延べ 4 回開催するなど，教育組織・教員個人・学生との

共同による研究開発に取組んでいる。 

 （大学院課程） 

部  局  改 善 の取 組 例  

①前 期 の授 業 アンケートを概 ね好 評 であったが、より分 かりやすい講 義 となる
ように、図 を活 用 し、具 体 例 を用 いて説 明 するように心 がけた。 

教 育 学 研 究 科  ②平 成 18 年 度 も、生 徒 の満 足 度 において 5 であったが、更 に、充 実 を図 るた
め、現 代 作 家 の展 覧 会 に引 率 し作 家 の技 術 的 アドバイス、作 品 を参 考 に、
明 確 な目 標 を持 って実 際 に釉 薬 作 りなどの実 験 を行 った。 

①少 人 数 のため学 生 の授 業 評 価 結 果 は高 かった。外 国 人 学 生 にたいしてホ
ワイトボードに書 くことによって、理 解 度 を高 めた。 経 済 学 研 究 科  

②授 業 評 価 の結 果 に基 づき、内 容 のレベルを基 礎 的 な分 野 から教 えた。 
①事 前 の知 識 が不 均 衡 なので、基 礎 理 論 の確 認 の上 で事 例 を紹 介 した。ま

た、社 会 人 学 生 のために代 替 レポートを課 した。 
医 学 系 研 究 科  

②国 際 緊 急 援 助 活 動 のシミュレーション演 習 による教 育 を、医 学 博 士 課 程 の
学 生 と合 同 で実 施 した。 

①昨 年 度 のアンケートで要 望 の大 きかった講 義 ノートについて、大 きな改 訂 を
施 し、授 業 の前 半 は学 生 に自 ら発 表 させることにより、自 主 学 習 の機 会 を
増 やした。また演 習 問 題 を掲 載 し、回 答 をレポートとしてっ課 すことで、学 生
の計 算 力 が向 上 した。 工 学 系 研 究 科  

②昨 年 度 はシラバスとの対 応 に関 する項 目 の評 価 が低 かったので、授 業 の進
行 に応 じてシラバスとの対 応 に言 及 した。その結 果 、サンプル数 は少 ない
が、満 足 度 が 3.8 より 4.2 まで増 加 した。 

①受 講 者 の興 味 を高 めるために，地 域 の農 業 研 究 機 関 に学 生 を引 率 し，農
業 研 究 の現 場 で，研 究 者 から直 に講 義 を受 けさせた． 

農 学 研 究 科  
②毎 回 の講 義 後 にメールで提 出 される受 講 生 からのコメントに基 ずき、受 講 生

の関 心 の有 様 に配 慮 した授 業 を展 開 した。 

出典）平成 19 年度教員活動報告様式データより作成 
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b）「小項目 1-（3）-7」の達成状況 

・51 頁，【小項目 1-(1)-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-③：「主なリフレ

ッシュ教育の実施状況」 

 

資料・データ番号７-１-①：学生を交えた会議またはフォーラムの開催状況 

年度 会議等名 テーマ等 

16 第 3 回佐賀大学 FD・SD フォーラム 授業改善学生会議 

17 
地域創成学生参画型教育プログラ

ム学生会議 
授業改善のためのグループ・インタビュー 

18 第 9 回佐賀大学 FD・SD フォーラム 「GP シーズ」報告講演会 

19 GP 支援体制に関する学生会議 
GP に参画する大学院生対象のグループ・インタ

ビュー 

出典）高等教育開発センター『持ってきんしゃい授業改善案―授業改善学生会議報告

書―』，地域創成型学生参画教育モデル開発事業報告書（平成 17 年度）319-362

頁，高等教育開発センター『大学教育年報』第 4 号 60 頁，平成 20 年度第 1 回大

学教育委員会附議事項の資料 4-1 

 

資料・データ番号７-１-②：「GP シーズ」の選考資料（別添資料：20 頁） 

 

資料・データ番号７-１-③：教員インタビューの Web ページ 

 

出典）高等教育開発センター「リレー・インタビュー」（http://www.crdhe.saga-

u.ac.jp/interview.html） 
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（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画７-１の状況が示すように，本学の教員は e ラーニングを活用した創造的教材，

学習指導方法等の開発等に，高等教育開発センターと連携して取組んでいる。また，

研究開発の過程で学生の意見を聴取し，教育組織・教員個人・学生との共同を図るこ

とにより，良好な成果をあげている。 

 

○小項目 1-（3）-8「【教材，学習指導法等に関する研究開発およびＦＤに関する基

本方針】教育の理念・目標と内容・方法について，組織的な研究・研修を行い，

教育活動を改善する」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画８-１「063 全科目のシラバスをホームページで公開する」に係る状況 

「シラバス作成に関する要項」を制定し，教員向けシラバスの説明を教務シス

テムに掲載するとともに，講義の目的，講義内容及び到達目標，成績評価，オフ

ィスアワー等の情報を，ほぼ全科目について教務システム Live Campus 上のオン

ラインシラバスに入力している（【小項目 1-(1)-８】計画８-１参照）。また，

オンラインシラバスの内容は大学教育委員会を通して各学部等で点検し，見直し

を行った（【小項目 1-(1)-８】計画８-９参照）。 

 
 

資料・データ番号８-１-①：シラバス説明文（教員用） 

 

出 典 ） 佐 賀 大 学 教 務 シ ス テ ム Live Campus （ http://www.sc.admin.saga-

u.ac.jp/live_campus_005.html） 

 

・31 頁【小項目 1-(1)-８】計画８-９，資料・データ番号８-１-⑤：「シラバス作成

に関する要項」 
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計画８-２「065 高等教育開発センターが FD 活動の企画立案を行い，大学教育委員

会が実施する」に係る状況 

学生がコンテスト形式により授業改善案を提案する「授業改善学生会議」，

「教育の原理と問題解決型学習」，成績評価方法を考える「GPA 導入のメリッ

ト・デメリット」，「入学前教育，初年度教育におけるリメディアル教材の利用

について」，GP 申請予定プログラム等の取組・改善をテーマにした FD・SD フォ

ーラム等を企画し，大学教育委員会と連携して計 12 回開催した（計画７-１，

【小項目 1-(2)-8】計画８-２参照）。また，FD・SD フォーラムを踏まえ，GPA の

導入（【小項目 1-(1)-８】計画８-１参照），専門職大学院等教育推進プログラ

ムへの申請（【小項目 1-(3)-7】計画７-１参照）から個々の授業改善まで，教育

活動の改善を行った（【小項目 1-（2）-8】計画８-９参照）。 

 

資料・データ番号８-１-②：オンラインシラバス入力状況 

平成 18 年度 平成 19 年度  

部 局 
開講 

科目数 
確定 
済数 

入力率 
開講 

科目数 
確定 
済数 

入力率 

文化教育学部 948 481 50.7 878 835 95.1

経済学部 360 329 91.4 378 375 99.2

理工学部 165 138 83.6 423 413 97.6

農学部 208 117 56.3 254 227 89.4

教養教育運営機構 － － － 757 749 98.9

出典）教育活動等調査報告書の資料番号５-２-③-２ 
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・140 頁，【小項目 1-(3)-7】計画７-１，資料・データ番号７-１-①：「学生を交え

た会議またはフォーラムの開催状況」 

・83 頁，【小項目 1-(2)-8】計画８-２，資料・データ番号８-２-①：「各学部等にお

ける FD 活動の実施状況（平成 16～19 年度）」 

・【小項目 1-（2）-8】計画８-９，資料・データ番号８-９-②：「授業評価結果を用

いた授業改善実施要領」（別添資料：６頁） 

 

資料・データ番号８-２：FD 活動に基づく授業の改善例（平成 19 年度） 

部 局  FD を教 育 の質 の向 上 及 び改 善 に結 びつけた事 例  

①授 業 においてパワーポイントを使 用  
文 化 教 育 学 部  ②VTR の編 集 や PP の作 成 、配 布 資 料 における写 真 の活 用 等 、

視 聴 覚 教 材 の充 実 を図 った。 
①経 済 学 部 FD で得 られた他 のゼミナールでの試 みを参 考 にし、

学 生 に自 主 的 に学 習 ・発 表 ができるように働 きかけた。 
経 済 学 部  

②資 格 等 の取 得 と関 連 させながら意 欲 をもたせるようにした．1 名
の学 生 は対 応 する資 格 を取 得 した． 

①「実 践 能 力 育 成 に育 成 に活 かす看 護 過 程 」での内 容 を母 性 看
護 実 習 における学 生 の受 け持 ち事 例 の展 開 において役 立 てた。

医 学 部  
②昨 年 度 受 講 した臨 床 指 導 医 講 習 会 の内 容 を踏 まえ、対 話 式 の

指 導 内 容 を向 上 させた。 
①e-Learming(LMS)講 習 会 で学 んだ方 法 を活 用 し、学 生 が LMS

で自 主 学 習 できるサイトを開 き、学 生 の理 解 度 が向 上 した。 
理 工 学 部  ②講 義 内 容 をまとめたパワーポイントファイルを作 成 ・ホームページ

に掲 載 し、自 己 学 習 の手 助 けとした。毎 回 講 義 の最 初 にシラバ
スの確 認 とその日 の講 義 内 容 や目 的 を解 説 した。 

①学 生 主 体 の授 業 が主 流 となるであろうとの FD の指 摘 を受 け、
学 生 の発 表 、ディベートによるシラバスとした。その結 果 、学 生 の
テーマ（環 境 問 題 ）に関 する関 心 が高 くなった。 農 学 部  

②FD 講 習 会 にて報 告 のあった事 例 を参 考 に、対 話 形 式 の講 議 を
取 り入 れるよう勤 めた 

①高 等 教 育 開 発 センターの HP「リレー・インタビュー」の内 容 を参
考 にしながら、学 外 での簡 便 な調 査 を実 施 し、学 修 相 談 に随 時
応 じながら具 体 的 で身 近 な問 題 を受 講 生 に各 自 設 定 してもらう
よう、働 きかけを強 化 した。 

教 養 教 育 運 営 機 構  

②FD におけるアンケート利 用 情 報 をもとにした学 生 とのメールコミ
ュニケーションで授 業 理 解 度 の把 握 度 が向 上 した 

①パワーポイントでスライドを作 成 した。 
教 育 学 研 究 科  ②学 生 への問 いかけとアドバイスの質 の向 上 につながった。また、

授 業 の中 で『教 師 学 』を取 り上 げた。 
①授 業 評 価 の結 果 に基 づき、内 容 のレベルを基 礎 的 な分 野 から

教 えた。 
経 済 学 研 究 科  

②説 明 を前 半 に集 中 させ、後 半 を考 えて討 論 する時 間 にしたため
に、理 解 が深 まり、満 足 度 が向 上 した。 

①スクール・カウンセリングの最 近 の話 題 を提 供 した。 

医 学 系 研 究 科  
②国 際 医 療 協 力 の経 験 の豊 富 な学 外 講 師 による特 別 講 演 の実

施 により、学 生 に国 際 看 護 ・災 害 医 療 に関 する興 味 と関 心 を持
たせた。 

①講 義 内 容 をまとめたパワーポイントファイルを作 成 ・ホームページ
に掲 載 し、自 己 学 習 の手 助 けとした。毎 回 講 義 の最 初 にシラバ
スの確 認 とその日 の講 義 内 容 や目 的 を解 説 した。 工 学 系 研 究 科  

②Moodle を用 いて講 義 HP を運 営 し，各 種 のコンテンツ提 供 ，レ
ポートの回 収 ，評 価 結 果 のフィードバック等 を行 った． 

①FD 研 修 から自 分 の授 業 に役 立 つ点 を探 し、学 生 の理 解 を深 め
ることに役 立 てた。 

農 学 研 究 科  
②農 学 部 教 授 会 の終 了 後 に行 った 9 回 延 16 名 の農 学 部 教 員 の

研 究 発 表 に総 て参 加 し，関 連 するトピックを出 来 うる限 り授 業 に
取 り込 む努 力 を行 い．授 業 間 の連 携 を学 生 に理 解 させるように
努 力 した． 

出典）平成 19 年度教員活動報告様式データより作成 
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計画８-３「066 各学部に FD 実施組織を構築する」に係る状況 

各学部等に FD 実施組織を設置し，学部の FD 組織委員が大学教育委員会の FD 専

門委員会を構成するよう規則を整備した。また，各学部等の FD 実施組織は授業評

価結果を用いた授業改善実施要領により，FD 講演・研修会等又は公開授業を開催

し，学部及び大学教育委員会に活動報告を行う体制を構築した（【小項目 1-(2)-

8】計画８-２参照）。 

 
 

 

 

資料・データ番号８-３：各学部等における FD 実施体制 

（教養教育運営機構） 
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（文化教育学部） 
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（経済学部） 

2007年3月21日 テーマ 経済系の教育の特質、初年次教育の

あり方 参加者30名 

ＦＤ教員会議 

 

2007年11月14日 テーマ ゼミナール活性化の方法 参加者23名

 

 

 

ＦＤの体制            

 

 

 

 

出典）経済学部の現況調査表（教育）の資料 4 

 

 

（医学部） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典）教育委員会（医学部）資料より作成 

ＦＤ委員会

教育委員

コース会議 ＦＤ教員会議

提 案
意見集意見集

提

資料 1-2-1 教育委員会および FD 委員会組織図【教育委員会資料より転載】 

医学部 教授会 

医学部 代議委員会 

医学部 教育委員会 

医学科チェアパーソン会議 看護学科チェアパーソン会議 

フェイズチェアパーソン・コチェアパーソン 

各 教 科 主 任 

チェアパーソン・コーディネーター 

構成：  チェアパーソン，コ・チェアパーソン， 
医学科長，学生サービス課長 

審議事項：医学科カリキュラムの編成 
教育内容の改善等に関する専門的事項 

構成：  チェアパーソン，コーディネーター 
看護学科長，学生サービス課長 

審議事項：看護学科カリキュラムの編成 
教育内容の改善等に関する専門的事項 

１．フェイズのカリキュラムの編成 
２．フェイズの教科主任会議開催 

教育内容の点検評価 
３．点検評価をチェアパーソン会議へ報告 

１．区分の教科主任会議開催 
２．区分の教育内容の点検評価 
３．点検評価をチェアパーソン会議へ報告 

１．担当する授業科目の調整及び統括 
２．各担当教員と連絡の上，試験の実施評価及び

合否の判定 
３．授業科目の教育内容等について，点検及び評

価を行い，フェイズチェアパーソンに報告 

１．担当する授業科目の調整及び統括 
２．各担当教員と連絡の上，試験の実施評価及び

合否の判定 
３．授業科目の教育内容等について，点検及び

評価を行い，チェアパーソンに報告 

各 教 科 主 任 

報告  報告

佐賀大学 教育委員会 医学科カリキュラム策定ＷＧ 

共用試験実施委員会（常置） 

医学部ＧＰ推進委員会（常置） 

医師国家試験対策部会（常置） 
医学部 FD委員会

医学部 教育広報部会（常置） 

報告  報告
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計画８-４「067 全学及び学部で FD 研修を定期的に実施する」に係る状況 

各学部等に設置した FD 実施組織は，「実習，そして就職初期に役立つ講義と

は？」，「指定規則改正に伴うカリキュラムの検討」，「プレースメントテスト

からみた大学生の基礎学力の現状と経年変化」等をテーマとした FD 講演・研修会

（理工学部） 

教授会

大学教育委員会

教務専門委員会 FD 専門委員会

ファカルティ・
ディベロップメント

（FD）委員会

学部長、評議員、副学部長、
事務長、教務委員長、
各学科 FD 委員

FD 委員長

教育改善

研修・講習会開催

…

教育点検委員会
学科 FD 委員会

等

【資料６】理工学部の教育内容・教育方法の改善体制

理工学部

全学

教育課程

単位認定

…

教務委員会

各学科教務委員

教務委員長

JABEE 特別委員会

学部長、
教務委員長、
各学科 JABEE 特別委員

JABEE 受審

中間審査

…

学科 学科 学科

出典）理工学部の現況調査表（教育）の【資料 6】 

 

（農学部） 
 
観点Ⅰ－２ 教育内容，教育方法の改善に向けて取り組む体制 

（観点に係る状況） 

農学部の教育課程の編成や教育方法等の改善に係わる重要事項は，各学科・教育コ

ースから選出された教員で構成する農学部教育委員会で審議され，具体的な方策等が

学科会議やコース会議で周知されている。ファカルティ・ディベロップメント（以

下，FD 略す。）の立案も教育委員会内に設置されている FD 専門委員会が担当してい

る。 

「学生による授業評価アンケート」は継続的に実施しており，平成 18 年度から

は，実験，実習等を含む全科目で授業評価を実施している。各教員は，授業評価の結

果 に 基 づ い て 授 業 内 容 を 点 検 し ， そ の 結 果 を ラ イ ブ キ ャ ン パ ス （ Live Campus：

Academic Affairs System for Teachers（授業点検・評価））上で公開している。学

部開催の FD 講演会を開催するとともに，授業評価の報告書を教員へ周知することに

より，シラバスの改善・更新に役立てている。講義室および実験室の映像教材利用環

境を整備し，学生の授業理解の向上に役立つ液晶プロジェクターなどの利用を容易に

した。「どがんね，こがんよ，学生懇談会」では，学生の意見・要望等を全学的な視

点から汲み上げ，授業等の改善に活用している。 

出典）農学部の現況調査表（教育）の「Ⅱ分析項目ごとの水準の判断」の観点Ⅰ-２ 

 

・【小項目 1-（2）-8】計画８-２，資料・データ番号８-９-②：「授業評価結果を用

いた授業改善実施要領」（別添資料：６頁） 
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等（計 43 件），学生による評価が高い教員による模範授業のビデオ収録，公開授

業等（計 21 件）を実施した（【小項目 1-(2)-8】計画８-２参照）。 

 
 

・【小項目 1-(2)-8】計画８-２，資料・データ番号８-２-①：「各学部等における FD

活動の実施状況（平成 16～19 年度）」 

 

資料・データ番号８-４-①：模範授業ビデオ（医学部） 

 

出 典 ） 佐 賀 大 学 医 学 部 「 医 学 部 紹 介 ビ デ オ 映 像 」 （ http://www.med.saga-

u.ac.jp/video/800-04-igakubu-gyouji-video.html） 

 

資料・データ番号８-４-②：公開授業等の開催状況（平成 17～19 年度） 

17

4

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

公開授業 教員研修
 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号９-２-②-２ 
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b）「小項目 1-（3）-8」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画８-１～計画８-４の状況が示すように，教育の目標，内容・方法について，各

学部等に設置した FD 組織，大学教育委員会と高等教育開発センターによる組織的な

研究・研修が行われ，教育活動が改善されている。 

 

○小項目 1-（3）-9「【教材，学習指導法等に関する研究開発およびＦＤに関する基

本方針】教育内容・方法を改善するための方策を研究開発し，組織的に支援す

る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画９-１「064 インターネット講義の開発研究を進め，教養教育科目を中心に拡大

する」に係る状況 

現代 GP「ネット授業の展開」により，学習指導方法の研究開発を進め，ブレン

ディッド型（対面授業＋ネット授業）の導入等を行った。また，現代 GP 採択期間

以降もネット授業を継続し，平成 19 年度は 22 科目の e ラーニング利用授業科目

を開講した（【小項目 1-（2）-8】計画８-３参照）。さらに，リメディアル英語

学習など，自学自習用コンテンツの開発研究にも取組み，14 科目のコンテンツを

作成した（【小項目 1-(1)-7】計画７-１参照）。 

 
 

計画９-２「067 全学及び学部で FD 研修を定期的に実施する」に係る状況 

ICT（情報通信技術）活用型の学習指導方法の開発に向けた「LMS（学習管理シ

ステム）を利用した教育改善の取組について」等，通算 12 回の全学的な FD・SD

フォーラムを開催した。また，各学部等に設置した FD 実施組織は，「実習，そし

て就職初期に役立つ講義とは？」（文化教育学部），「指定規則改正に伴うカリ

キュラムの検討」（医学部），「プレースメントテストからみた大学生の基礎学

力の現状と経年変化」（教養教育運営機構）等，教育改善の方策をテーマとした

FD 講演・研修を延べ 43 件開催した（【小項目 1-(2)-8】計画８-２，【小項目 1-

(3)-8】計画８-４参照）。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・84 頁，【小項目 1-(2)-8】計画８-２，資料・データ番号８-２-①：「各学部等に

おける FD 活動の実施状況（平成 16～19 年度）」 

・148 頁，【小項目 1-(3)-8】計画８-４，資料・データ番号８-４-②：「公開授業等

の開催状況（平成 17～19 年度）」 

・86,87 頁，【小項目 1-(1)-8】計画８－３，資料・データ番号８-３-⑤：「e ラーニ

ング利用授業科目一覧（平成 19 年度現在）」 

・24 頁，【小項目 1-(1)-7】計画７-１，資料・データ番号７-１-④：「リメディア

ル e ラーニングのコンテンツ」 
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計画９-３「068 学科，専攻に共通する専門基礎科目の内容を精選した共通教科書の

作成など，教育内容のコア化と教育体制の効率化を図る」に係る状況 

地域創成型学生参画教育モデル開発事業において，教養教育運営機構「地域と

文明」部会と連携し，『大学教育と地域創成』を刊行した（【小項目 1-(1)-４】

計画４-１参照）。また，環境やデジタル表現，地域等に関するカリキュラムのコ

ア化を視野に入れた主要科目の選定を行った。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号９-３-①：地域創成型学生参画教育モデル開発事業の共通教科書 

 

出典）地域創成型学生参画教育プログラム推進委員会『大学教育と地域創成』（昭和

堂） 

 

資料・データ番号９-３-②：主要科目の指定状況（別添資料：21 頁） 
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計画９-４「069 研究科横断的に設置されている国際環境科学特別コースを充実す

る」に係る状況 

国際環境科学特別コースのカリキュラムを見直し，文系と理系の教員が参加す

る研究科横断的な新たな教育プログラムとして，地球環境科学特別コースを設置

した。また，国費留学生の募集を行い，特別コースにおける英語による授業（博

士前期課程 22 科目，博士後期課程 11 科目）を実施し，留学生教育の充実に取組

んだ（工学系研究科，農学研究科）。 

 
 

 

 

 

 

資料・データ番号９-４-①：地球環境科学特別コースの開講科目 

科目名 担当教員氏名 科目名 担当教員氏名

Physical Chemistry of Environment 海野 雅司 Advanced Soil Mechanics 坂井 晃

Advanced Analytical Chemistry Environment 田端 正明 Preparation and Properties of Ceramics 野口 英行
Advanced Environmentally Benign Organic
Synthesis Ⅰ

北村 二雄 Separation Science and Technology 井上 勝利

Advanced Environmental Thermofluid Mechanic瀬戸口 俊明 Advanced Technology of Shock Wave 瀬戸口 俊明

Advanced Discharge Application Engineering 林 信哉 Advanced Transport Phenomena in Heat 宮良 明男

Advanced Signal Processing and Control 後藤 聡 Organic Photochemistry 竹下  道範

Advanced Biological Engineering 和久屋 寛 Advanced Computational Electromagnetics 村松  和弘

Advanced Planning Theory on Environment 外尾 一則 Flow-Induced vibaration 松尾 繁

Advanced System Analysis 清田 勝 Advanced Urbanscape Design 三島  伸雄

Advanced Disaster Prevention Engineering 杜 延軍 Advanced Tribology 大野  信義

Adaptive and Learning Systems 渡辺 圭吾 Advanced Multi-Diminisional Sensing Engineer 信太    克規

Advanced Multi-dimensional Sensing Engineer信太 克規

Advanced Inorganic Material Chemistry 江守 周二

Advanced Environmental Chemistry 宮島 徹

Advanced Engineering Tribology 大野 信義

Advanced Precision Machine 張 波

Pulsed Power Measurement Engineering 猪原 哲

Advanced Imaging Engineering 木本 晃

Advanced Urban Residential Environment 葛 堅

Advanced Urban Design 三島 伸雄

Intelligent Systems Control 中村 政俊

Introduction to Advanced Mechanical Enginee木口 量夫

博士前期課程 博士後期課程

出典）工学系研究科の現況調査表（教育）【資料 23-3】 

 

資料・データ番号９-４-②：地球環境科学特別コースの履修状況 

46
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15
21 21 17
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博士前期課程 博士後期課程
 

出典）工学系研究科の現況調査表（教育）【資料 23-1】より作成 
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b）「小項目 1-（3）-9」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画９-１～計画９-４の状況が示すように，教育内容・方法をテーマとした FD 研

修の開催，インターネット授業による教育内容・方法の研究開発，地球環境科学特別

コースの設置などに取組み，教育体制の効率化が図られている。 

 

②中項目３「教育の実施体制等に関する目標」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

「教育活動の個人評価を通じて，教員の教育意欲を高める」，「研究開発は組織

（部局）と教員個人と学生の共同作業であることの認識を徹底する」などの小項目の

分析にあるように，計画の達成状況を示すデータに優れた成果があることから，中項

目３の達成状況は，「良好」であると判断される。 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

（優れた点） 

１．医学部会館の PBL 室（グループ自己学習室）の増設及び利用環境の整備により，

利用者数に顕著な改善がみられ，快適な学習・研究環境が整えられた。（計画２-

１） 

２．学生による授業評価を活用し，授業担当者が授業点検・評価を行い，その結果を

教務システム Live Campus 上で学生に公開する仕組みを導入することにより，教員

の教育意欲を向上させ，教育の改善に取組んでいる。（計画６-３） 

（改善を要する点） 

１．学科や専攻に共通の教材の作成や，教育内容のコア化及び効率化を一層推進して

いく。（計画９-３） 

（特色ある点） 

１．平成 16 年度現代 GP に採択された「ネット授業の展開」により，e ラーニングを

利活用したインターネット授業，LMS（学習管理システム）による学習指導方法の

研究開発を積極的に進めている。（計画９-１） 
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（４）中項目４「学生への支援に関する目標」の達成状況分析 

 

①小項目の分析 
○小項目 1-（4）-１「【学生への支援全般】入学から就職までの学生支援を大学の

基本的な柱として位置づける」の分析 
a）関連する中期計画の分析 
計画１-１「070 卒業研究着手前及びゼミ履修前の学生に対する学習相談・指導体制

を確立する」に係る状況 

佐賀大学学生支援室を設置し，「チューター（担任）制度に関する実施要項」

を制定することにより，チューター（担任）制度ガイドブックに基づき，卒業研

究の着手及びゼミ履修の選択を含めた学生からの学習相談に応じる体制を整えた

（【小項目 1-（2）-8】計画８-４参照）。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号１-１-①：国立大学法人佐賀大学学生支援室設置要項（別添資料：

37 頁） 

・88 頁，【小項目 1-（2）-8】計画８-４，資料・データ番号８-４-①：「チューター

（担任）制度に関する実施要項」 

・90 頁，【小項目 1-（2）-8】計画８-４，資料・データ番号８-４-③：「チューター

（担任）の役割」 
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計画１-２「071 オフィスアワーを少なくとも週 1 日 2 時間程度確保し，シラバスに

明記する。」に係る状況 

「オフィスアワー開設要項」を制定し，学長，副学長，すべての教員がオフィ

スアワーを週 1 コマ以上設定することにより，学生の学習相談に応じ，指導・助

言する体制を整えた。また，設定したオフィスアワーの曜日・校時を大学のホー

ムページに掲載するとともに，科目毎のオンラインシラバスにオフィスアワーを

明示し，学生への周知を図った。 

 

資料・データ番号１-２-①：オフィスアワー開設要項 

（2005/03/28 大学教育委員会）

 
オフィスアワー開設要項 

 
第１条 本学の専任教員及び役員等のオフィスアワーの開設については、この要 

項の定めるところによる。 
第２条 専任教員は、少なくとも毎週１校時をオフィスアワーとして指定するも 

のとする。ただし、学内共同教育研究施設等の専任教員で専ら研究に従事するもの、

学生に対して随時相談に応じるために連絡方法等を定め、かつ、公表しているもの及

び長期出張その他やむを得ない事由によりオフィスアワーを開設できないものは、こ

の限りでない。 
第３条 各学部等は、オフィスアワーに関する情報（前条ただし書の連絡方法等 

を含む。）を大学教育委員会に提供するものとする｡ 
２ 大学教育委員会は、前項の情報を全学の学生に周知するものとする。 
第４条 次の各号に掲げる役員は、少なくとも毎月１校時をオフィスアワーとし 

て指定し、公表するものとする。 
（１）学長 
（２）理事（教育・学生担当） 
第５条 次の各号に掲げる職にある教員は、少なくとも毎月１校時をオフィスア 

ワーとして指定し、公表するものとする。ただし、本条で開設するオフィスアワーは、

第２条の規定により開設するオフィスアワーと重複することを妨げない｡ 
（１）学部長及び教養教育運営機構長 
（２）留学生センター長 
 

附 則 
 この要項は､平成１７年４月１日から実施する。 
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計画１-３「072 自学自習を行うためのスペースを整備する」に係る状況 

語学教育 LM 室における自習室の設置，建物の改修に伴う自学自習スペースの

整備（理工学部・農学部），大学会館の自己学習室への改修（医学部）等を実施

した（【小項目 1-(3)-2】計画２-２参照）。また，総合情報基盤センター，附属

図書館内の自学自習スペースに 55 台のパーソナルコンピューターを設置し，学術

情報基盤システムを利用した検索サービスの提供を行った（【小項目 1-(3)-2】

計画２-３参照）。 

資料・データ番号１-２-②：オフィスアワーを掲載した Web ページ 

 

出典）佐賀大学学生センターの「オフィスアワー」（ http://www.sc.admin.saga-

u.ac.jp/h20.office.html） 

 

資料・データ番号１-２-③：オフィスアワーの利用状況（平成 19 年度）年間延べ件

数 

（件 数）

6.4

15.2

0
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10

15

20

面接（オフィスアワー） 面接（オフィスアワー以外）
 

出典）平成 19 年度教員報告様式データより作成 
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計画１-４「073 ティーチングアシスタントによる学習支援を進める」に係る状況 

「佐賀大学ティーチングアシスタント運用要領」を制定するとともに，内容・

方法の検討会，実験機器の操作方法の事前確認などの事前研修及び指導内容を記

載した「ティーチングアシスタント（TA）実施報告書」を授業科目ごとに作成し，

大学教育委員会 FD 専門委員会に提出した。平成 19 年度には延べ 442 人の TA を配

置し，TA を活用した学習支援に取組んだ（【小項目 1-（3）-１】計画１-５参

照）。 

 
 

計画１-５「080 社会人学生のための受入環境を整備する」に係る状況 

現職教員の入学に関する佐賀県教育委員会との連携・協力体制を整え，専門職

大学院等教育推進プログラム「発達障害と心身症への支援に強い教員の養成」に

より，社会人大学院生の臨床教育実習の試行に取組んだ。また，VTR 授業の実施，

インターネット授業の環境整備を進め，社会人の学び直しニーズ対応教育推進プ

ログラム「佐賀大学デジタルコンテンツ・クリエーター育成プログラム」による

・107 頁，【小項目 1-（3）-１】計画１-５，資料・データ番号１-５-①：「佐賀大

学ティーチングアシスタント運用要領」 

・107 頁，【小項目 1-（3）-１】計画１-５，資料・データ番号１-５-③：「ティー

チングアシスタントの採用実績」 

・111 頁，【小項目 1-(3)-2】計画２-２，資料・データ番号２-２-①：「医学部にお

ける PBL 室，LL 室等の整備状況」 

・111 頁，【小項目 1-(3)-2】計画２-２，資料・データ番号２-２-③：「教養教育運

営機構の LM 室，LL 教室の整備状況」 

・112-115 頁，【小項目 1-(3)-2】計画２-２，資料・データ番号２-２-④：「各学部

における自主的学習環境の整備状況」 

・116 頁，【小項目 1-(3)-2】計画２-３，資料・データ番号２-３-④：「総合情報基

盤センター，図書館のパーソナルコンピューター設置台数」 

 

資料・データ番号１-３：学術情報基盤システムを利用した検索サービス 

出典）佐賀大学附属図書館「利用案内」（http://www.lib.saga-u.ac.jp/） 
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デジタルデザイン A～E からなるコースⅠの開講，授業料における社会人の優遇措

置の整備，長期にわたる教育課程の履修を可能とする学則の改正などを行った

（【小項目 1-（1）-10】計画 10-２参照）。 

 
 

計画１-６「040 チューター制を拡充し，学習相談が受けられる体制を作る」に係る

状況 

医学部のみ導入していたチューター制度を全学まで拡充し，平成 19 年度から

は「チューター（担任）制度に関する実施要項」，「チューター（担任）制度ガ

イドブック」に基づき学習指導の体制を整え，教員一人当たり１人～19 人の学生

のチューターとなって学習相談に応じた（【小項目 1-（2）-8】計画８-４参照）。 

 
 

計画１-７「078 就職支援セミナーを定期的に開催し，企業訪問等の支援を強化す

る」に係る状況 

低学年対象の総合キャリア診断（R-CAP），卒業生を活用した企業研究会，合

同・個別会社説明会，エントリー対策講座，面接対策講座等，就職活動の各段階

に合わせたセミナー等を実施し，資格取得等の就職支援として，日商簿記検定講

座，教員採用 1 次及び 2 次試験対策講座等を開催した。さらに，佐賀大学キャリ

アセンターを設置し，学生に対する就職支援の充実・発展のための就職支援体制

を整えた（【小項目 1-（1）-８】計画８-５参照）。 

・88 頁，【小項目 1-（2）-8】計画８-４，資料・データ番号８-４-①：「チューター

（担任）制度に関する実施要項」 

・90 頁，【小項目 1-（2）-8】計画８-４，資料・データ番号８-４-③：「チューター

（担任）の役割」 

・91 頁，【小項目 1-（2）-8】計画８-４，資料・データ番号８-４-④：「チューター

（担任）1 人当たりの担当学生の平均（人）」 

・50 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-①：「文化教育

学部と佐賀県教育委員会との連携協定書」 

・51 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-②：「授業料に

おける社会人の優遇措置の例」 

・51 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-③：「主なリフ

レッシュ教育の実施状況」 

 

資料・データ番号１-５：佐賀大学デジタルコンテンツ・クリエーター育成プログラム

のコースⅠ 

コース 科  目  時  間  備 考 （利 用 ソフト，及 び概 要 ） 

デジタルデザインＡ 3 時 間 ×5 日  Il luatrator 

デジタルデザインＢ 3 時 間 ×5 日  Photoshop 

デジタルデザインＣ 3 時 間 ×5 日  Premier 

デジタルデザインＤ 集 中 （8 時 間 ×2 回 ） After Effect 

コースⅠ 

（初 級 編 ） 

デジタルデザインＥ 3 時 間 ×5 日  シナリオ作 成 、DV カメラ、作 品 作 成  

出典）平成 19 年度社会人の学び直し対応教育推進プログラム委託業務成果報告書 4 頁 

 

・【小項目 1-（1）-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-④：「平成 19 年度にお

ける夜間開講授業の開講状況（経済学科研究科）」  

・【小項目 1-（1）-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-⑤：「現職教員等，社

会人学生の受入状況」 
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・【小項目 1-（1）-８】計画８-５，資料・データ番号８-５－②：「国立大学法人佐

賀大学キャリアセンター要項（別添資料：５頁）」 

 

資料・データ番号１-７-①：就職支援セミナー，企業研究会，模擬面接等の実施状況

及び参加状況 

平成 16 年度 平成 19 年度 
対象学年 就職支援セミナー等 

実施回数 参加者数 実施回数 参加者数

4 国家公務員採用試験説明会・Ⅱ種 1 42 － － 

4 合同会社説明会 6 352 4 786

2,3 就職ガイダンス 11 1018 6 571

4 福岡県職員採用試験説明会 1 27 － － 

1 キャリアプランセミナー 2 4 － － 

4 長崎県職員採用試験説明会 1 10 1 16

4 佐賀県警察官 A 採用試験説明会 1 9 － － 

3 自己分析の演習 1 142 － － 

3 就職セミナー 2 *62 1 70

3 採用試験の種類と目的 1 70 1 76

2 公務員志望者へ 1 131 － － 

3 就職対策講座 3 246 9 398

3 鳥居智子の面接セミナー 2 61 1 65

3 就職懇談会 1 18 － － 

3 合格体験報告会 2 30 － － 

3 面接対策講座 1 41 1 70

3 SPI 対策講座 1 70 － － 

3 集団討論対策講座 1 30 1 36

3 面接指導 3 95 7 132

2 キャリアマップ体験 2 9 － － 

全学生 就職なんでも相談会 1 10 1 7

3,4,修士 1,2 就活エントリー講座 － － 2 263

3 自己分析の仕方 － － 1 43

2 就職入門講座 － － 2 34

1～3 R-CAP 解説会 － － 1 42

3,4 業界研究   2 82

3 教職志望者へのガイダンス － － 1 8

2,3 業界セミナー － － 3 205

4 千葉県職員採用試験説明会 － － 1 6

3 企業人事担当者が話す採用の考え方 － － 1 109

3 採用試験 1 日シミュレーション － － 1 2

3 裁判所事務官試験等説明会 － － 1 16

3 就職ガイダンス（医学部看護学科） － － 2 ほぼ全員

3 面接就職セミナー（医学部看護学科） － － 1 ほぼ全員

出典）学生便覧の学生就職支援プログラム ＊は 2 回目のみの参加者数 

 

資料・データ番号１-７-②：日商簿記検定講座，MOS(Microsoft Office Specialist)

認定講座等の実施状況一覧 （ ）は日数 

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 
講 座 

開催回数 参加者数 開催回数 参加者数 開催回数 参加者数 開催回数 参加者数

教員採用試験対策
講座 

4(14) 111 11(58) 201 13(115) 406 10(25) － 

教員採用ペーパー
テスト対策講座 

1(29) 95 1(29) 79 1(17) 51 1(19) － 

日商簿記検定 
講座 

1(10) 26 2(20) 31 2(20) 68 2(20) 45

日商簿記 3 級 
講座 

－ － － － 1(3) 85 1(3) 47

MOS 認定講座 1(10) 44 2(20) 22 2(20) 91 2(20) 80

出典）学生便覧の学生就職支援プログラム等より作成 
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b）「小項目 1-（4）-1」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況がおおむね良好である 

（判断理由） 

計画１-１～計画１-７の状況が示すように，全学的なチューター制度，すべての教

員が設定するオフィスアワーにより，学習相談・指導体制を整え，学生が入学から就

職まで使用する自学自習スペースの整備，社会人の受入環境の整備，TA による学習

支援，就職支援の充実・発展のための態勢を整備するなど，相応の成果をあげている。 

 

○小項目 1-（4）-2「【学生の学習支援に関する基本方針】学習相談・助言体制を強

化し，学習意欲の向上を図る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画２-１「070 卒業研究着手前及びゼミ履修前の学生に対する学習相談・指導体制

を確立する」に係る状況 

「チューター（担任）制度に関する実施要項」を制定し，学生からの学習相談

に担任教員が対応する体制を整備した（【小項目 1-（2）-8】計画８-４参照）。

また，「オフィスアワー開設要項」の制定により，すべての教員がオフィスアワ

ーを設定し，学生の学習相談に応じ，指導・助言する体制を整えた（【小項目 1-

（4）-1】計画１-２参照）。 

 
 

計画２-２「071 オフィスアワーを少なくとも週 1 日 2 時間程度確保し，シラバスに

明記する」に係る状況 

「オフィスアワー開設要項」に基づき，学長，副学長，すべての教員が週 1 日

90 分程度のオフィスアワーを設定するとともに，大学ホームページ，科目毎のオ

ンラインシラバスにオフィスアワーを明示し，学生が教員に学習相談しやすい環

境づくりを行った（【小項目 1-(1)-8】計画８-１参照）。その結果，平成 19 年

度は，学生によるオフィスアワーの利用が教員一人当たり年間約 6 件，オフィス

アワー以外の学習相談が約 15 件となった（【小項目 1-（4）-１】計画１-２参

照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・88 頁，【小項目 1-（2）-8】計画８-４，資料・データ番号８-４-①：「チュータ

ー（担任）制度に関する実施要項」 

・90 頁，【小項目 1-（2）-8】計画８-４，資料・データ番号８-４-③：「チュータ

ー（担任）の役割」 

・154 頁，【小項目 1-（4）-1】計画１-２，資料・データ番号１-２-①：「オフィス

アワー開設要項」 

・155 頁，【小項目 1-（4）-1】計画１-２，資料・データ番号１-２-②：「オフィス

アワーを掲載した Web ページ」 

・155 頁，【小項目 1-（4）-1】計画１-２，資料・データ番号１-２-③：「オフィス

アワーの利用状況（平成 19 年度）」

・154 頁，【小項目 1-（4）-１】計画１-２，資料・データ番号１-２-①：「オフィ

スアワー開設要項」 

・155 頁，【小項目 1-（4）-１】計画１-２，資料・データ番号１-２-②：「オフィ

スアワーを掲載した Web ページ」 

・155 頁，【小項目 1-（4）-１】計画１-２，資料・データ番号１-２-③：「オフィ

スアワーの利用状況（平成 19 年度）」 

・30 頁，【小項目１-(1)-８】計画８-１，資料・データ番号８-１-③：「教務シス

テム Live Campus のオンラインシラバス」 
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計画２-３「081 留学生宿舎，奨学金の確保，ホームステイ制度の確立，地域との交

流の促進，相談・支援体制としてのチューター制度等を確立する」に係る状況   

NPO 法人「国際下宿屋」と連携して，留学生への安価で良質な下宿を斡旋し，

「佐賀大学国際交流基金」等により，私費外国人留学生に奨学金を給付した。ま

た，留学生支援のためのチューター制度により，修学生活支援などを行った。さ

らに，地域の祭事，各種イベント等の行事に留学生を派遣するとともに，「佐賀

大学における外国人留学生のホームステイ取扱要項」を制定し，留学生と地域と

の交流を促進する体制を整えた。 

 

資料・データ番号２-３-①：国際下宿屋等の留学生用宿舎の斡旋又は確保状況 

NPO 法人国際下宿屋 宿舎一覧 
宿 舎 名 ・所
在 地  

入 居 対 象  宿 舎 の概 要  家 賃 （円 ） 敷 金  保 証 金  
（円 ） 

共 益 費  
（円 ） 

水 光 熱 費  
（円 ） 

一 之 瀬 寮  
赤 松 町  

単 身 女 子  
9 人  

木 造 1 階 建 9 室 和
室  

10,000 
 

無 し 10,000 
 

500 前 納  
7,000 

大 坪 寮  
鬼 丸 町  

単 身 男 子  
7 人  

木 造 2 階 建 7 室 和
室  

10,000 
 

無 し 10,000 
 

1,250 前 納  
6,300 

清 風 寮  
本 庄 町  

単 身 男 子  
28 人  

鉄 筋 ２階 建 28 室 和
室  

10,000 
 

無 し 10,000 
 

1,000 前 納  
5,500 

三 溝 寮  
本 庄 町  

単 身 女 子  
6 人  

木 造 2 階 建 6 室  10,000 
～13,000 

無 し 10,000 
 

200 前 納  
5,500 

ホワイトハイ
ツ与 賀 町  

単 身 女 子  
7 人  

鉄 筋 2 階 建 7 室  17,000 無 し 10,000 
 

 個 別 契 約  
実 費  

栄 ビル 
呉 服 元 町  

家 族 ･友 人  
15 組  

鉄 筋 5 階 建 15 室 ２
DK 

20,000 １ヶ月  10,000 
 

2,000 個 別 契 約
実 費  

合 計  87 人   

 
江 頭 ハウス 
本 庄 町  

夫 婦 2 組  
4 人  

木 造 2 階 建 2 階 1
階 ・3 室 2 階 2 室  

35,000 無 し 10,000 2,500 個 別 契 約
実 費   

出典）教育活動等調査報告書の資料番号７-３-③-１ 
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資料・データ番号２-３-②：留学生の地域行事への参加事例（平成 17 年度） 

出 典 ） 日 本 学 生 支 援 機 構 ホ ー ム ペ ー ジ 「 九 州 支 部 福 岡 事 務 所 」

（http://www.jasso.go.jp/s_kyushu/report20051015.html） 

 

資料・データ番号２-３-③：私費外国人留学生等の奨学金受給者数 

年 度 
奨学金名 

16 17 18 19 

（独）日本学生支援機構 学習奨励費（一般奨励費） 24 23 27 28

（独）日本学生支援機構 短期留学奨励費 20 18 19 21

佐賀市留学生奨学金 17 18 18 18

實吉奨学金 2 2 2 2

ロータリー米山奨学金 9 4 6 8

平和中島財団奨学金 1 2 2 － 

佐賀大学留学生奨学金 2 2 3 4

佐賀大学国際交流基金 2 4 28 17

ドコモ奨学金 1 － 1 1

ウシオ育英文化財団奨学金 － － 1 1

外国政府派遣奨学金 － 14 20 21

佐賀県：県民協働による私費留学生支援事業 － － － 11

佐賀県 44 26 － － 

その他の奨学金 － 2 5 4

合 計 122 115 132 136

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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資料・データ番号２-３-④：チューターの実施状況の推移 

チューターの実施状況推移
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出典）教育活動等調査報告書の資料番号７-３-③-２ 

 

資料・データ番号２-３-⑤：ホームステイ取扱要項 

佐賀大学における外国人留学生のホームステイ取扱要項 

 

（平成２０年３月２１日制定）

 （趣旨） 

第１ この要項は，佐賀大学（以下「本学」という。）における外国人留学生と地域の住民との交流を深める

とともに，外国人留学生が日常の日本人家庭での滞在を体験し，もって，日本の文化・習慣，価値観及び

ものの見方を理解する機会を与えるために行うホームステイの取扱いについて，必要な事項を定める。 

 （ホストファミリーの募集） 

第２ ホームステイのため外国人留学生を受け入れるホストファミリーの募集は，本学のホームページ，佐

賀県国際交流協会，佐賀市国際交流協会及び報道機関等を通じて募集するものとする。 

 （ホームステイの期間） 

第３ ホームステイの期間は，１週間以内とする。 

 （ホストファミリーの選考手続） 

第４ ホストファミリーの選考手続は，次のとおりとする。 

(1) 応募のあったホストファミリーと留学生が対面し，双方が合意の上でホームステイの期間等を決定す

る。 

(2) 一のホストファミリーを希望する留学生が多い場合は，抽選により決定する。 

 （支援） 

第５ ホストファミリーには，ホームステイ終了後に謝金を支出する。 

 （事務） 

第６ ホームステイに関する事務は，学術研究協力部国際課が行う。 

 

 

   附 則 

 この要項は，平成２０年３月２１日から実施する。 
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計画２-４「082 障害のある学生を支援する一環として，チューター制度を充実し，

バリアフリー化を進める」に係る状況 

障がいのある学生の受入れに伴い，チューター（担任）制度を全学的に充実し

た（【小項目 1-(2)-7】計画８-４参照）。障がいのある学生が履修する授業科目

の担当教員に対し，チューターからノートテイカー（要約筆記援助者）の臨席を

依頼するなどの支援を行った。また，聴覚障がいのある学生にも内容が分かり易

いよう，e ラーニングを活用して字幕付きの自学自習コンテンツを作成し，教育

面でのバリアフリー化に取組んだ。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・88 頁，【小項目 1-(2)-7】計画８-４，資料・データ番号８-４-①：「チューター

（担任）制度に関する実施要項」 

 

資料・データ番号２-４-①：障がい(害)のある学生の受入状況 

3

2
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平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度
 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号７-１-④-１ 

 

資料・データ番号２-４-②：チューター（担任）からのノートテイカー等の依頼文

（別添資料） 
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b）「小項目 1-（4）-2」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画２-１～計画２-４の状況が示すように，留学生や障がい（害）ある学生を含め

た学習相談・助言体制が整えられ，積極的に相談・助言が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号２-４-③：e ラーニングを活用した字幕付きの自学自習コンテンツ 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号７-１-④-３ 
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○小項目 1-（4）-3「【学生の生活支援に関する基本方針】学習に専念できるように，

生活相談や就職活動・経済支援等を行う」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画３-１「074 指導教員制度，顧問教員制度，支援制度等を充実する」に係る状    

況 

学生支援室に学生相談支援部門を設置して各学部から室員を配置した。また，

「チューター（担任）制度に関する実施要項」を制定し，教員一人当たり平均１

人～19 人程度の学生のチューターとなって，生活相談，進路相談等に対応した

（【小項目 1-（4）-１】計画１-１参照）。さらに，学生センターのホームペー

ジや大学案内等により，公認サークル，ボランティア団体情報，外部からのボラ

ンティア依頼などの情報を提供し，平成 19 年度は 106 名の教員が顧問教員を担当

した。 

 
 

・88 頁，【小項目 1-(2)-7】計画８-４，資料・データ番号８-４-①：「チューター

（担任）制度に関する実施要項」 

 

資料・データ番号３-１-①：学生支援室室員名簿 

 
部 門 所 属 職 名 氏 名 

室 長  副学長 小島 孝之 
農学部 教授 野瀬 昭博 

高等教育 講師 村山 詩帆 
入学試験係長 島田 栄一 

高大連携推進部門 
学務部入試課 

事務員 小林 浩紀 
保健管理センター 教授 佐藤 武 

教授 江﨑 利昭 
文化教育学部 

助教授 栗山 裕至 
経済学部 助教授 大坪 稔 
医学部 助教授 村久保 雅孝 

理工学部 教授 宮島 徹 
農学部 教授 近藤 榮造 

助教授 尾崎 岩太 
看護師 永渕 久子 保健管理センター 
看護師 武富 弥栄子 

課長補佐 奥村 直美 
教育支援係長 江崎 浩 学務部教務課 

教養教育実施係長 三坂 秀基 
課長補佐 本間 治 

学務部学生生活課 
学生支援係長 角 正秀 

学術研究協力部国際課 留学生交流係主任 副島 加代子 

学生相談支援部門 

医学部学生サービス課 学務系係長 坂井 光太郎 
経済学部 教授 濱内 繁義 

文化教育学部 教授 石原 秀太 
理工学部 教授 井嶋 克志 
農学部 教授 光富 勝 

課長補佐 石本 孝 

就職支援部門 

学務部就職課 
就職支援係長 末次 隆司  

出典）学生相談支援室員名簿 平成 18 年度 
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資料・データ番号３-１-②：顧問を必要とする課外活動団体と顧問教員数（平成 19 年

度） 

課外活動団体 
本庄 

キャンパス
鍋島 

キャンパス  

体育系団体 38 22  

文化系団体 23 23  

出典）教育活動等調査報告書の資料番号７-２-② 

 

資料・データ番号３-１-③：学生に対するボランティア情報の提供 Web ページ 

 

出 典 ） 佐 賀 大 学 学 生 セ ン タ ー 「 課 外 活 動 」 （ http://www.sc.admin.saga-

u.ac.jp/volunteer.html） 
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計画３-２「075 学生からの情報収集（学生モニター制の導入や専任教員の配置等）

を行う」に係る状況 

副学長を座長とする「どがんね，こがんよ，学生懇談会」の開催（延べ６回），

学生なんでも相談窓口や学生の声 VOICE により，学生の要望を聴取し，要望に対

する回答をホームページへに掲載した。医学部では，学生会にクラス代表組織

（学生代議員）を立ち上げ，懇談会により PBL 学習室の使用規則等について学生

の意見をとり入れた。 

資料・データ番号３-１-④：ボランティア活動の新聞記事 

 
出典）佐賀新聞（平成 18 年 8 月 2 日） 

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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資料・データ番号３-２-①：どがんね，こがんよ，学生懇談会の開催状況 

 

出 典 ） 佐 賀 大 学 学 生 セ ン タ ー 「 ど が ん ね ， こ が ん よ ， 学 生 懇 談 会 」

（http://www.sc.admin.saga-u.ac.jp/gakuseiseikatu-kondankai.html） 

 

資料・データ番号３-２-②：どがんね，こがんよ，学生懇談会 

 

出典）佐賀大学学生センター「どがんね，こがんよ，学生懇談会」の抜粋 

（http://www.sc.admin.saga-u.ac.jp/gakuseiseikatu-kondankai.html） 
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資料・データ番号３-２-③：学生なんでも相談窓口，学生の声 VOICE 

 

出 典 ） 佐賀 大 学 学生 セ ン ター 「 学 生相 談 に つい て 」 （ http://www.sc.admin.saga-

u.ac.jp/sodan.html#sodan4） 
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資料・データ番号３-２-④：学生会に設置した学生代議員との懇談会（医学部） 

 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号７-３-①-１ 
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計画３-３「076 学生相談窓口を充実（カウンセラー等の配置）し，総合的に学生支

援を行う」に係る状況 

学生支援室に学生相談支援部門を設置し，各学部から委員を選出するとともに，

臨床心理士等の学生カウンセラー3 名（非常勤）の配置を行った。この体制によ

り，週 3 回のカウンセリングを実施し，修学・履修，進路・就職，人間関係，精

神・健康など，平成 17 年度以降，延べ 815 件の学生相談に幅広く対応した。 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・データ番号３-３-⑤：学生カウンセラー名簿 

氏名 相談日・相談場所 

石村 真理子 
本庄キャンパス 毎週木曜日 １３：００～１７：３０ 

学生センター内 

吉村 春生 
本庄キャンパス 毎週金曜日 １３：００～１７：００ 

学生センター内  

安田 郁 
鍋島キャンパス 毎週水曜日 １２：００～１６：００ 

保健管理センター分室 

出典）佐賀大学学務部学生生活課「大学生のための情報 知ってますか？2007」より

作成 

資料・データ番号３-３-⑥：カウンセリング実施状況の推移（人） 
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その他 スクリーニングインタビュー

 

出典）学生相談者等調 
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計画３-４「077 就職課と学部（就職担当教員）との連携を強化して，情報の収集能

力を高める」に係る状況 

学生支援室に，就職課職員及び各学部の教員から構成する就職支援部門を設置

し，さらに平成 19 年度に佐賀大学キャリアセンターを発足させ，就職情報を集中

化した（【小項目 1-（4）-１】計画１-１参照）。この体制により，就職情報を

随時メーリングリストで学部の就職担当教員に連絡し，学生へ情報を伝達する就

職支援の仕組みを整えた。その結果，学生の就職状況が改善された。 

 

 

・【小項目 1-（4）-１】計画１-１，資料・データ番号１-１－①：「国立大学法人佐

賀大学学生支援室設置要項」（別添資料：37 頁） 

・【小項目 1-（1）-８】計画８-５，資料・データ番号８-５-②：「国立大学法人佐賀

大学キャリアセンター要項」（別添資料：５頁） 

 

資料・データ番号３-４-①：キャリアセンターの電子メールによる就職支援情報の提

供状況（平成 19 年度） 
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出典）教育活動等調査報告書の資料番号７-３-① 

 

資料・データ番号３-４-②：佐賀大学就職相談室の Web ページ 

 

出典）佐賀大学就職相談室（http://job.admin.saga-u.ac.jp/gakunai/index.htm） 
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計画３-５「078 就職支援セミナーを定期的に開催し，企業訪問等の支援を強化す

る」に係る状況 

低学年対象の総合キャリア診断（R-CAP），OB・OG を活用した企業研究会，合

同・個別会社説明会，エントリー対策講座，面接対策講座等，就職活動の各段階

に合わせたセミナー等の実施回数を平成 16 年度の 44 回から平成 19 年度の 52 回

まで増やし，日商簿記検定講座，教員採用 1 次及び 2 次試験対策講座等を開催し

た。さらに，佐賀大学キャリアセンターを設置し，学生に対する就職支援の充

実・発展のための就職支援体制を整備した（【小項目１-(1)-８】計画８-５，

【小項目 1-（4）-１】計画１-７参照）。 

 
 

・【小項目１-(1)-８】，資料・データ番号８-５-②：「国立大学法人佐賀大学キャリ

アセンター要項」（別添資料：５頁） 

・158 頁，【小項目 1-（4）-１】計画１-７，資料・データ番号１-７-①：「就職支援

セミナー，企業研究会，模擬面接等の実施状況一覧」 

・158 頁，【小項目 1-（4）-１】計画１-７，資料・データ番号１-７-②：「日商簿記

検定講座，MOS(Microsoft Office Specialist)認定講座の実施状況一覧」 

資料・データ番号３-４-③：就職状況の推移 
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出典）平成 19 年度 就職統計 佐賀大学就職課（就職相談室） 
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計画３-６「079 各種奨学金制度に関する情報を提供し，奨学金獲得のための支援を

行う」に係る状況 

各種奨学金の貸与希望状況を調査するとともに，奨学金獲得に向けて，日本学

生支援機構，民間・地方公共団体の奨学金制度に関する情報をホームページで提

供した。平成 19 年度は約 47％の在学生に奨学金を貸与し，学習活動への経済支

援を行った。 

 
 

 

 

 

資料・データ番号３-６-①：奨学金の貸与状況（平成 19 年度） 

出 典 ） 佐 賀 大 学 HP 佐 賀 大 学 概 要 の 奨 学 生 数 （ http://www.saga-u.ac.jp/saga-

u/outline.html） 

 

 

（佐賀大学 HP 佐賀大学概要の奨学生数 

http://www.saga-u.ac.jp/saga-u/outline.html を参照） 
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資料・データ番号３-６-①：各種奨学金の貸与希望（平成 19 年度） 
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出典）入学者の進路選択に関するアンケート（修学支援調査）報告書 29 頁 
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計画３-７「081 留学生宿舎，奨学金の確保，ホームステイ制度の確立，地域との交

流の促進，相談・支援体制としてのチューター制度等を確立する」に係る状況 

NPO 法人「国際下宿屋」と連携して，留学生への安価で良質な下宿を斡旋し，

「佐賀大学国際交流基金」等により，私費外国人留学生に奨学金を給付した。ま

た，留学生支援のためのチューター制度を発足させた。地域の祭事，各種イベン

ト等の行事に留学生の参加を促し，地域との交流を深めた。「佐賀大学における

外国人留学生のホームステイ取扱要項」を制定し，留学生と地域との交流を促進

する体制を整えた（【小項目 1-（4）-2】計画２-３参照） 

。 

 
 

 

 

計画３-８「082 障害のある学生を支援する一環として，チューター制度を充実し，

バリアフリー化を進める」に係る状況 

障がい（害）のある学生の受入れに伴い，チューター（担任）制度を全学的に

導入し，障がいのある学生が履修する授業科目の担当教員に，チューターからノ

ートテイカー（要約筆記援助者）の臨席を依頼するなどの対応を行った（【小項

目 1-（4）-2】計画２-４，【小項目 1-（2）-8】計画８-４参照）。また，障がい

のある学生に対するノートテイカーによる支援の強化を進めた。 

・160 頁，【1-(4)-2】計画２-３，資料・データ番号２-３-①：「国際下宿屋等の留学

生用宿舎の斡旋又は確保状況」 

・161 頁，【1-(4)-2】計画２-３，資料・データ番号２-３-②：「留学生の地域行事へ

の参加状況（平成 18 年度）」 

・161 頁，【1-(4)-2】計画２-３，資料・データ番号２-３-③：「私費外国人留学生等

の奨学金受給者数」 

・162 頁，【1-(4)-2】計画２-３，資料・データ番号２-３-④：「チューターの実施状

況の推移」 

・162 頁，【1-(4)-2】計画２-３，資料・データ番号２-３-⑤：「ホームステイ取扱要

項」 
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・88 頁，【小項目 1-（2）-8】８-４，資料・データ番号８-４-①：「チューター（担

任）制度に関する実施要項」 

・163 頁，【小項目 1-（4）-2】２-４，資料・データ番号２-４-①：障がい（害）の

ある学生の受入状況 

・「資料・データ番号２－４－②：チューター（担任）からのノートテイカー等の依

頼文」（別添資料：38 頁） 

 

資料・データ番号３-６：学生支援室学生相談支援部門の聴覚障害に対する支援事業計

画書 
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b）「小項目 1-（4）-3」の達成状況 

（達成状況の判断）目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画３-１～計画３-８の状況が示すように，学生支援室学生相談支援部門の設置，

カウンセラー3 名の配置，学生懇談会の開催，チューター（担任）制度の導入等によ

り，学生の要望を聴取する仕組みを構築している。また，キャリアセンターの設置に

よる就職支援など，学生支援体制が整っている。 

 

②中項目４「学生への支援に関する目標」の達成状況 

（達成状況の判断） 目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

「入学から就職までの学生支援を大学の基本的な柱として位置づける」，「学習に

専念できるように，生活相談や就職活動・経済支援等を行う」などの小項目の計画中

に優れた成果があることから，中項目４の達成状況は，「良好」であると判断される。 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

（優れた点） 

１．学生支援室に各学部から選出された委員によって構成される学生相談支援部門

を設置するとともに，臨床心理士等の学生カウンセラー3 名（非常勤）を学外か

ら採用し，総合的な学生支援を積極的に推進している。（計画３-３） 

（改善を要する点） 

１．留学生に対する奨学金制度の基盤を強化する。（計画２-３） 

（特色ある点） 

１．平成 19 年度専門職大学院等教育推進プログラム「発達障害と心身症への支援

に強い教員の養成」による社会人大学院生の臨床教育実習の試行，平成 19 年度

社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム「佐賀大学デジタルコンテン

ツ・クリエーター育成プログラム」によるデジタルデザイン A～E からなるコー

スⅠの開講など，佐賀大学の個性を生かした社会人教育プログラムに取組んでい

る。（計画１-５） 
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２ 研究に関する目標(大項目) 
 

(１)中項目１「研究水準及び研究の成果等に関する目標」の達成状況分析 

   

①小項目の分析 

 
○小項目 2-(1)-1「【目指すべき研究の水準】基礎的・基盤的研究成果を世界へ発信す

る」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(1)-1－1「083 基礎的・基盤的研究の継続性を維持し，独創的研究を育てる」

に係る状況 

学長経費の中から各学部における基礎的・基盤的研究育成計画を推進するための経

費（中期計画実行経費）を毎年度配分し，下記資料 2-(1)-1-1 に示すように各部局の

特性に応じた継続性・発展性・萌芽性（独創性）を重視した研究支援を行った。その

成果について学長及び役員によるヒアリングを実施し，その結果に応じて中期計画実

行経費による支援を継続することにより，基礎的・基盤的研究の継続性を維持すると

ともに，独創的研究の育成を図った。それらの研究成果は，各学部・研究科の現況調

査票「研究」で示すように英文論文として世界に発信した。 

 
 

計画 2-(1)-1－2「086 全ての分野に博士後期課程を設置することを目標にし，基礎

的・基盤的な研究の充実と後継者の育成を行う」に係る状況 

大学院総合研究科設置検討委員会を設置し，総合研究科構想について検討を重ねた

結果，社会のニーズに応える新しい大学院教育領域として「ヒューマンクオリティケ

ア」及び「社会協働システム」の領域を医学系研究科博士課程及び工学系研究科博士

後期課程に加えて充実を図る骨格案を策定した。これに基づいて平成 17 年度から工学

系研究科博士後期課程及び医学系研究科博士課程に文系教員が専任教員として参画し

（資料 2-(1)-1-2[1]），医文理融合教育研究組織の基盤整備を進めるとともに，その

領域に大学院生を受け入れ，後継者の育成を行っている（資料 2-(1)-1-2[2]）。また，

資料 2-(1)-1-1：中期計画実行経費による研究支援一覧 【出典：各学部の中期計画実行経費

報告書】 

部局名 
年度 
(平成)

支援経費 

千円 
研 究 支 援 内 容 等 

16 40,209 教員養成機能強化に関わる重点的研究課題経費 

17 40,209 『境界を生きる文化』のアジアとヨーロッパの比較研究，他 7 件 

18 20,104 佐賀県学習状況調査の充実と授業改善研究，他 5 件 

文化教

育学部 

19 20,104 学部・付属連携・交流教育の確立に関する研究，他 13 件 

16 18,116 「法化社会」における権利の動態の研究，他 15 件 

17 18,116 経済再生のための総合的政策の研究，他 7 件 

18 9,058 「法化社会」における権利の動態についての研究，他６件 
経済 

19 9,058 佐賀県内 7 市における中心市街地再生方策の比較研究，他６件 

16 60,000 新規アポトーシス関連分子 NK4 の機能解析，他 49 件 

17 50,000 癌化のエピジェネティック分子機構の解明，他48件 

18 30,000 脂肪細胞特異的蛋白質アディポネクチンによる病原体認識機構，他 26 件 
医学部 

19 37,600 胆道癌に対する切除後補助化学療法の合理的選択の確立，他 40 件 

16 110,175 工学系研究科博士課程後期の教育･研究の活性化と先端研究助成経費，他 38 件 

17 83,423 次世代インターラクティブロボットの研究，他 38 件 

18 36,088 大学院教育研究体制の充実と支援研究，他 6 件 

理工学

部 

19 36,088 21 世紀に対応する数学の教育と研究，他 6 件 

16 26,000 循環型社会へ向けた食料生産・加工・消費システムの研究・開発 

17 26,000 循環型社会へ向けた食料生産・加工・消費システムの研究・開発 

18 13,000 循環型社会へ向けた食料生産･加工・消費システム研究･開発 
農学部 

19 13,000 循環型社会へ向けた食料生産･加工・消費システム研究･開発 

 



佐賀大学 研究 

 - - 180 - - 

この取組みの発展として，平成 20 年度から医学系研究科博士課程の 3 専攻を 1 専攻

（医科学専攻）に改組し，総合支援医科学コースを整備した（資料 2-(1)-1-2[3]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(1)-1-2[1]：工学系研究科博士後期課程及び医学系研究科博士課程に参画した文系
教員一覧（平成 19 年度 5 月 1 日現在）【出典：研究科教員組織資料より抜粋】 

工学系研究科博士後期課程 

専攻名 専任教員 職位 専門分野 担当授業科目 
研 究 指 導

学生数 

シ ス テ ム 生 産

科学専攻 
飯盛信男 教授 サービス産業論 

地域産業政策特論 
３ 

同上 
ﾗﾀﾅｰﾔｶ・

ﾋﾟﾔﾀﾞｰｻ 
教授 国際経済論 

途上国開発特論 
２ 

同上 山下寿文 教授 会計学 ベンチャー会計特論 ２ 

同上 岩永忠康 教授 流通システム マーケッテング特論 ３ 

同上 田中豊治 教授 社会学 地域社会学特論 ３ 

同上 木戸田力 教授 会計学 産業会計測定特論  ３ 

同上 楊枝嗣朗 教授 サービス産業論 金融論特論 ２ 

同上 張本 燦 教授 環境法 環境法学特論 ２ 

同上 米倉 茂 教授 金融学・証券学 国際金融特論 ２ 

医学系研究科博士課程 

生態系専攻 木村靖夫 教授 運動生理学 健康スポーツ学特論 １ 

生態系専攻 北川慶子 教授 老年社会科学 社会生活行動支援 １ 

生態系専攻 久野建夫 准教授 特別支援教育、医学 〃，臨床遺伝学，周産期医学  

生態系専攻 水沼俊美 教授 栄養学・食物学 食環境・環境栄養学特論  

生態系専攻 小西史子 准教授 栄養学・食物学 〃  

生体制御系専攻 池田行伸 教授 行動心理学 健康行動科学，認知神経心理学  

 
資料 2-(1)-1-2[2]：工学系研究科 文系教員指導博士論文リスト【出典：学位論文審査資料】 

年度 専攻 論文タイトル 指導教員名 

18* 
シ ス テ ム 生 産 科

学専攻 
顧客満足対応のマーケティング戦略 岩永忠康 

同上 家具製造工業振興戦略 飯盛信男 

同上 
会計情報の伝達行為からの企業会計システムの考察―語用論

的考察を中心としてー 
木戸田力 19 

同上 現代流通における競争構造と展開 岩永忠康 

*：早期終了   

注：医学系研究科は 4 年課程のため，未だ該当修了者はいない。 

資料 2-(1)-1-2[3]：医学系研究科博士課程 履修コース【出典：平成 20 年度学習要項より抜粋】 
 
２．各コースの目的 

医学・医療の専門分野において，社会の要請に応えうる多様な研究者および高度専門職者を育成するために，

次の３つのコースが設定されています。その１つを選択し，それぞれの目的と専門性に応じた履修カリキュラム

（コースワーク）を学生ごとに設計し，履修していくことになっています。 

〔基礎医学コース〕 

医学・生命科学等の領域で自立した研究者・指導者として活躍する人材を育成することを目的とし，そのため

の幅広い専門的知識と研究に必要な技術や実験デザインなどの研究遂行能力を修得します。 

〔臨床医学コース〕 

研究マインドを備えた臨床医学等の高度専門職者を育成することを目的とし，病態学，診断・治療学，手術技

法，統計解析など臨床医学や社会医学の高度な専門的知識・技能・態度ならびに主として患者を対象とする臨床

研究の遂行能力を修得します。  

〔総合支援医科学コース〕 

総合的ケアなど医療関連の研究・実践能力を備え，包括医療のなかで活躍する高度専門職者を育成することを

目的とし，そのための幅広い専門的知識と技術ならびに研究・実践デザインなどの研究・実践遂行能力を修得し

ます。 
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計画 2-(1)-1－3「093 教育研究評議会は，各々の研究科，学内共同教育研究施設，研

究グループの研究内容の特性を考慮の上，研究水準の妥当性を審議す

るとともに，研究成果の質と量を検証する」に係る状況 

教育研究評議会研究推進部会において，学部・研究科等ごとの研究の水準・成果の

検証基準を文系と理系領域別に整理し，その特性を考慮の上，各部局等で分析した研

究 成 果 の 質 と 量 に つ い て 検 証 し ， 現 況 調 査 表 と し て ま と め た （ 資 料 2-(1)-1-

3[1][2]：各学部・研究科の現況調査表「研究」）。理系の学部・研究科等では，研究

成果の多くが国際誌に英文で発表されており，【目指すべき研究の水準：研究成果を

世界へ発信する】の目標に適う水準であると判断した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(1)-1-3-[1]：研究成果の質と量の検証【出典：各学部・研究科の現況調査表「研究」】

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

分析項目の水準及びその判断理由 

（文化教育学部・教育学研究科） 

（水準） 

期待される水準を上回る 

（判断理由） 

研究目的に添った研究を推進するための委員会並びに研究成果を公表するための組織、規程等

も整えられており、研究体制は構築されている。また、研究費が実績に応じて配分されるシステ

ムが構築されており、研究活動を促進する体制が整えられている。 

 本学部では、平成 17 年６月に教員の活動報告書を作成し、これ以後評価委員会を中心に研究

の集約、公表のあり方を検討しながら問題点を改善する取り組みを続けている。 

 各教員がそれぞれの研究領域の公表様式で研究成果を公表している。また、佐賀県教育界やそ

の他の国内外の研究機関との共同研究、芸術活動も活発に行われており各種展覧会での受賞もあ

る。さらに、学外団体との共同研究・開発など、多領域に亘り、外部評価の高い研究活動を行っ

ており、社会的貢献も大きい。 

（経済学部・経済学研究科） 

（水準） 

 本学部及び本研究科の研究活動の状況は、期待される水準を上回る。 

（判断理由） 

①  研究活動の成果としての著書・論文を多数公表しており、学会活動も活発である。 

②  アジア地域の研究者と共同研究を行い、その成果を公表することにより国際的な研究協力

を進めている。 

③  地域経済研究センターを中心として、地域社会の抱える政策課題について調査研究を進め

ており、地域社会に貢献している。 

（医学部・医学系研究科） 

（水準） 

期待される水準にある 

（判断理由） 

発表論文数、ならびに学会発表数は、本学の教員・学生等の数的規模を勘案すると、良好な研

究活動状況を示しており、本学で学ぶ学部学生・大学院生の期待（研究活動を反映した教育研究

指導の実施、卒後・修了後の継続的支援）、各研究分野の研究者及び学会等の期待（医学・看護

学・医療の発展、研究成果の発信による各研究分野の発展）、国及びその社会の期待（国立大学

としての研究活動の推進）等に十分に応えている。 

文部科学省科学研究費補助金の申請率は 90％前後で活発な研究活動状況を示しており、研究

資金の獲得状況については、文部科学省科学研究費に加えて、多くの民間を含めた外部資金を獲

得しており，本学の教職員の期待（研究の推進と研究組織体制の構築）に十分応えている。 

相当数の共同研究、受託研究および寄附講座の受け入れを行っており、これらは、研究者の期

待（共同研究による研究の発展）、地域とその社会の期待（地域行政機関や医療・保健機関及び

企業との共同研究・受託研究の推進、地域包括医療並びに健康生活と福祉の向上）、国及びその

社会の期待（行政機関や企業等との共同研究・受託研究の推進）に応えるものである。中でも寄

附講座の受け入れ（4 年間で 4 件）は，本学に寄せる社会の期待の大きさと，それに応える優れ

た研究活動状況を示すもので，社会の期待を上回っている。 

以上のように、研究活動の状況は良好であり，想定するすべての関係者の期待に応え，或いは

それを上回る状況であると判断する。 
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資料 2-(1)-1-3-[2]：：研究成果の質と量の検証【出典：各学部・研究科の現況調査表「研

究」】 

分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

分析項目の水準及びその判断理由 

（文化教育学部・教育学研究科） 

(水準) 

期待される水準にあると判断される。 

(判断理由) 

文化教育学部・教育学研究科の研究範囲は非常に広く、教員養成系と総合学術系を網羅した研

究が行われている。各教員は、学部の研究目的に合致した研究を積極的に行っている。さらに研

究成果の多くは国内外で認められた論文集等に掲載されており、卓越した研究成果や新しい研究

分野を切り開いた研究、政府の関係委員会から要請された研究等が含まれる。なお、本学部の約

20％に当たる教員（23 件）の研究が優れた研究業績として選定されており、研究レベルの高さ

を裏付ける。 

（経済学部・経済学研究科） 

（水準） 

 本学部及び本研究科の研究活動の状況は、期待される水準を上回る。 

（判断理由） 

地域社会、アジア地域との共同研究及び理論並びに政策研究活動の成果としての著書・論文が

学会等により高く評価されている。活動も活発である。 

 

（医学部・医学系研究科） 

（水準） 

期待される水準にある 

（判断理由） 

医学部・医学系研究科の研究に関する方向性は、 

(1)医学・看護学・医療科学の分野における基礎的・基盤的及び応用研究の発展 

(2)地域医療の向上に関する研究（生命・バイオ、がん、アレルギー、生活習慣病、地域医療科

学）である。これらの方向性のほぼすべての項目について、当該分野において学術的に「卓越

した水準」、および「優秀な水準」の研究論文を多数発表し、優れた研究成果を挙げている。

また、社会、経済、文化面においても論文数は少ないが「優秀な貢献」となる研究成果を挙げ

ており，看護学の分野においては、「卓越した」あるいは「優秀な」研究成果を挙げるに至っ

ていないが、基礎的・基盤的及び応用研究の方向において，良好な研究成果を挙げている。 

以上のことから、研究成果については関係者の期待に十分応えていることから「期待される

水準にある」と判断した。 

続き 

（理工学部・工学系研究科） 

（水準） 

理工学部・工学系研究科の研究活動の状況は期待される水準にあると判断される。 

（判断理由） 

理工学部・工学系研究科の 1 人当りの論文・著書等の研究業績は、年平均 4.07 件となってお

り、十分な水準にあると判断される。また、共同研究・受託研究は、数学や物理学など、共同研

究や受託研究に不向きの分野が含まれているにもかかわらず、1 人当り年平均 0.36 件が実施さ

れている。理工学部・工学系研究科の一般運営交付金は、年平均 364，639 千円である。したが

って、研究資金（運営交付金＋外部資金）に占める外部資金の割合は約 50％となり、かなりの

高水準にある。 

理工学部・工学系研究科においては、整備された研究体制・研究環境の下、教員の活発な研究

活動によって外部資金が獲得され、質の高い多くの研究成果が生み出されている。これらの研究

成果は、共同研究や受託研究を通して企業等に対する社会貢献となっている。また学部や大学院

における教育の質の向上にも反映されており、想定する関係者の期待に十分応えている。 

（農学部・農学研究科） 

（水準） 

期待される水準にある。 

（判断理由） 

 研究目的に沿って活発な研究を行っており，数多くの論文等を質の高い学会誌等に発表してい

る。地方公共団体や企業等との受託研究，共同研究を活発に行っており，それらの成果も一部は

実用化されている。  
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b)「小項目 2-(1)-１」の達成状況 

(達成状況の判断) 

 目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(1)-1-1 の取組みにより，基礎的・基盤的研究の継続性が維持され，独創

的な研究の育成とともに，それらの研究成果を世界へ発信することに結びついてい

る。また，計画 2-(1)- 1-2 では，大学院博士課程において，新たな教育研究領域の

創生に向けた基盤的教育研究体制の整備・充実と後継者の育成が進むなど，計画 1-

3 による検証結果から「これらの研究成果を世界に向けて発信する」目標に向けて，

おおむね良好な達成状況といえる。 

 

 

○小項目 2-(1)-2「【目指すべき研究の水準】地域・社会からの要請に応える分野につい

て共同研究を推進し，実用化に結びつく成果を目指す」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(1)-2－1「084 地域に密着した研究に取り組む」に係る状況 

佐賀大学 TLO，知的財産管理室及び科学技術共同開発センターを統合した産学官連

携推進機構を設置して一元化した窓口により地域の要望を汲み上げる体制を整えた

（資料 2-(1)-2-1 [1,2]）。その結果，地方自治体や企業との共同研究・受託研究が

年々増加した（資料（資料 2-(1)-2-1[3]）。こうした取り組みの代表例には，自治体

との共同研究として有明海総合研究プロジェクト，低平地研究などがあり，企業との

共同研究としては，循環型社会へ向けた食料生産・加工・消費システムの開発，地域

医療科学等があり，実用化に結びつく成果が上がっている（資料 2-(1)-2-1[4]）。 

 

続き 

（理工学部・工学系研究科） 

（水準） 

理工学部・工学系研究科の研究成果の状況は期待される水準にあると判断される。 

（判断理由） 

理工学部・工学系研究科の基本理念、研究目的に即した研究が活発に行なわれており、国内お

よび国外の学会から論文賞を受賞した卓越した研究業績やインパクトファクタの高い学術雑誌に

掲載された優れた研究業績があること、研究成果や特許などが実用化に至っている研究業績があ

ること、また理学と工学の融合領域において優れた研究業績があることなどから、「達成しよう

とする基本的な成果」を満足しており、想定される関係者の期待に十分応えている。 

（農学部・農学研究科） 

（水準）  

期待される水準にある。 

（判断理由） 

 農学部・農学研究科の研究目的に沿って活発に研究が行われており，研究成果の多くが国内外

の評価の高い学術雑誌に発表されている。これらの研究成果により，16 年度，日本園芸学会奨

励賞，日本食品保蔵学会賞，日本ペプチド学会奨励賞，九州農業経済学会賞，日本農芸化学会西

日本支部奨励賞を，17 年度には，日本栄養・食糧学会賞，日本応用動物昆虫学会賞を受賞して

いる。 

 若手教員を中心に質の高い論文を執筆しており，また，国内外で学会発表を行い，論文賞やポ

スター等を受賞しており，その研究内容は高く評価されている。また、研究成果の実用化に向け

た特許出願，商標登録も行われ，中でもアイスプラントの栽培・利用法の開発は佐賀大学発ブラ

ンド野菜の販売へとつながり，技術開発に関わった学生が大学発ベンチャー「農研堂」を設立し

たことは，関係者から高い評価を得ており，地域の要望に応えている。 
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資料 2-(1)-2-1[1]：産学官連携推進機構ホームページ【出典：産学
官連携推進機構ホームページ http://www.alis.saga-u.ac.jp/】 

 

資料 2-(1)-2-1[2]：産学官連携推進機構相関図【出典：産学官連携推進機構ホームページ  
   http://www.alis.saga-u.ac.jp/】 
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資料 2-(1)-2-1[3]：年度別共同研究・受託研究数【出典：外部資金受入状況調】  
共同研究 区 分 別 件 数 

年度 総件数 自治体等 企業 その他 

受け入れ総額  
(千円) 

16 55 7 46 2 98,893 

17 71 5 62 4 86,623 

18 71 4 66 1 145,606 

19 82 7 74 1 105,415 

受託研究 区 分 別 件 数 

年度 受託研究 自治体等 企業 その他 

受け入れ金額 
 (千円) 

16 188 46 140 2 326,687 

17 210 56 152 2 323,697 

18 244 61 180 3 271,828 

19 265 69 188 8 322,988 

資料 2-(1)-2-1[4]：実用化に結びついた成果例 
年度 成 果 出 典 

18 フェースギヤ歯面をもつ部材の製造方法 『佐賀大学シーズ集』p.1 

18 バラフの商品化 『佐賀大学シーズ集』p.93 

18 高周波酸素プラズマ滅菌装置 『佐賀大学シーズ集』p.104 

19 姿勢補助椅子 『佐賀大学シーズ集』p.13 
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計画 2-(1)-2－2「085 目指すべき研究の方向性を教育研究評議会で検討し，重点研究を

推進する」に係る状況 

教育研究評議会に研究推進部会を設置し，重点研究の方向性を，海洋エネルギー，

シンクロトロン，低平地，海浜台地，有明海，環境，情報技術，生命・バイオ，地域

医療科学，生活習慣病，地域経済，アジア社会，地域文化・歴史等に定め，下記資料

2-(1)-2-2 のプロジェクトに経費を重点配分し，研究を推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(1)-2-2：重点研究領域の研究費支援【出典：年度予算書に対する決算書】 

年度・経費額（千円） 重点研
究領域 

プロジェクト名 経費区分 
16 17 18 19 

・海洋エネルギーの先導的利用科学技
術の推進(21 世紀 COE プログラム推
進・強化) 

大学改革推進経費 13,680 - - - 

・全国共同利用 海洋エネルギー研究
センターの新設と実証研究の推進 特別教育研究経費 - 55,800 54,000 58,679

海洋エ
ネルギ
ー 

・海洋エネルギーの先導的利用科学技
術における基盤的研究 一般運営経費 67,542 66,747 63,702 52,222

・佐賀上海国際共同シンクロトロン利
用研究 大学改革推進経費 4,560 - - - 

・シンクロトロン光を利用した佐賀県
との一体化による先導的工学的基盤
研究 

特別教育研究経費 - 33,950 32,000 27,166シンク
ロトロ
ン ・シンクロトロン光利用のための最先

端技術・装置などの開発研究（基盤
的研究） 

一般運営経費 48,878 46,859 44,002 43,381

・有明海総合研究 大学改革推進経費 21,771 11,074 - - 
有明海 

・有明海総合研究プロジェクト 特別教育研究経費 - 217,149 106,700 108,665

・低平地と湾海環境に関する研究の推
進等 大学改革推進経費 2,214 3,420 - - 低平

地・湾
海研究 

・低平地・湾海環境における基盤的研
究 一般運営経費 12,420 14,431 14,204 13,083

・「海藻の森」研究プロジェクト 大学改革推進経費 3,192 1,622 - - 

・キチン・キトサンの有機肥料として
の利用開発 

大学改革推進経費 - 1,323 - - 海浜台
地 

・玄界灘沿岸台地と浅海域の生物環境
の相互作用に関する基盤的研究 

一般運営経費 24,836 19,169 13,824 15,921

・廃棄物の無害化・再資源化システム
の構築に関する研究 大学改革推進経費 - 7,908 6,400 - 

環境 ・資源循環システムの開発－廃棄物の
無害化・再資源化－ 特別教育研究経費 - - - 10,867

情報技
術 

・大学の教育研究を充実させるための
情報基盤の構築・運用技術における
基盤的研究 

一般運営経費 254,699 64,907 65,615 64,847

・ 循 環 型 社 会 に 向 け た 食 糧 生 産 ・ 加
工・消費システムの研究・開発 

中期計画実行経費 26,000 26,000 13,000 13,000
生命・
バイオ ・和式生活に対応した人工関節の開発 大学改革推進経費 - 4,000 - - 

・佐賀地域健康福祉推進総合研究支援
事業 大学改革推進経費 7,600 - - - 

・高齢者・障害者（児）の生活行動支
援に関する学部間連携教育システム
の開発 

特別教育研究経費 - 66,836 14,650 12,736

・「災害弱者」のための地域安全総合
研究 

教 育 ・ 研 究 プ ロ ジ
ェクト経費 - - - 6,000 

地域医
療科学 

・先端医療福祉システムの研究プロジ
ェクト 

教 育 ・ 研 究 プ ロ ジ
ェクト経費 - - - 8,000 

・健康長寿社会の構築を目指した医食
同源の科学的解明 

大学改革推進経費 - 10,000 8,000 - 
生活習
慣病 ・同 上 

教 育 ・ 研 究 プ ロ ジ
ェクト経費 

- - - 8,000 

・佐賀大学国際協働プロジェクト 大学改革推進経費 7,600 - - - 
・アジア社会における地域社会活性化
政策に関する国際比較研究 大学改革推進経費 - 8,000 - - 地域経

済アジ
ア社会 

・２１世紀型アジア・コミュニティの
創造に関する理論的・実証的・政策
的国際比較研究 

大学改革推進経費 - - 6,400 - 

・文系基礎学研究／地域学歴史文化研
究センターの設立 

大学改革推進経費 7,600 12,998 - - 

・地域学における基盤的研究 中期計画実行経費 - - 15,000 - 
地域文
化・歴
史等 ・同 上 一般運営経費 - - - 11,967
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計画 2-(1)-2－3「087 地域及び産業界との連携を強化し，社会の要請に応える特色ある

研究を推進する。（海洋エネルギー，シンクロトロン，低平地，海浜台地，

有明海，環境，情報技術，生命・バイオ，地域医療科学，生活習慣病，地域

経済等）」に係る状況 

本学が推進する重点研究領域において，それぞれ社会の要請に応える特色ある研究を

推進し，下記資料 2-(1)-2-3 で示すように，実用化に結びつけるなど地域の期待に応え

る成果があがっている。 特に，①海洋エネルギー利用，②シンクロトロン光利用，③

廃棄物の無害化・再資源化システムでは特許に結びつく成果をあげ，④有明海総合プロ

ジェクト，⑤低平地・湾海環境研究，⑥海浜台地と浅海域の生物環境，⑦地域医療科学，

⑧地域文化・歴史などでは，佐賀の地域に密着した研究に成果があがっている。 
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資料 2-(1)-2-3：地域の要請に応える重点研究分野（プロジェクト）の成果 
 

重点的に取り組んだプロジェクト 

「重点的に取り組む領域説明書 

（Ⅲ表）」 

実用化に結びつけるなど，地

域の期待に応える成果 
出典：関連報告書等 

海洋エネルギ ーの先導的利 用科学技

術の構築 

（整理番号：７９－０１） 

・特許番号第 3926571（固体の

温度伝導率等測定方法および

装置) 

・淡水化装置の開発 

・『佐賀大学シーズ集』39p 

・『海洋エネルギーの先導的利用科学

技術の構築成果報告書平成 14 年度 -

平成 18 年度』p.212 

シンクロトロ ン光利用のた めの最先

端技術・装置などの開発研究 

（整理番号：７９－０２） 

・特許番号第 2007-256110（半

導体装置及びその製造方法）

・『佐賀大学シーズ集』69p 

・Activity Report, Synclotron 

Light Application, Saga 

University 

低平地・湾海環境研究 

（整理番号：７９－０３） 

・アゲマキ養殖場再生 

・ 吸 着 剤 と し て の ゼ オ ラ イ ト

発泡ガラスの利用 

・雑誌「低平 地研究」 No.15 , p.31, 

37 

玄界灘沿岸台 地と浅海域の 生物環境

の相互作用に関する研究 

（整理番号：７９－０４） 

・ 海 洋 資 源 キ チ ン ・ キ ト サ ン

の農業利用 

・ 海 藻 か ら 抽 出 し た 成 分 の 医

薬品・化粧品の開発利用 

・海浜台地生物環境研究センター機関

誌「Coastal Bioenvironment」

Vol.5,p15(2005) 

・Ⅳ表研究業績説明書 

業績番号 79-0４-2001 

有明海総合研究プロジェクト 

（整理番号：７９－０５） 

・ 貧 酸 素 水 塊 の 発 生 メ カ ニ ズ

ムの解明 

・覆砂効果の実証 

・ ビ ブ リ オ バ ル ニ フ ィ カ ス の

発症に関する医療機関のネッ

トワ－クを構築 

・『佐賀大学有明海総合研究プロジェ

ク ト 成 果 報 告 集 』 Vol.1 (2006) ，

Vol.2 (2007) p.1 

・『佐賀大学シーズ集』34p. 

廃棄物の無害 化・再資源化 システム

の構築に関する研究 

（整理番号：７９－０６） 

・特願 2007-129361（加熱処理

装置） 

・『佐賀大学シーズ集』38p 

・『廃棄物の無害化・再資源化システ

ムの構築に関する研究 平成 18 年度

研究報告書』 

大学の教育研 究を充実させ るための

情報基盤の構築・運用技術 

（整理番号：７９－０７） 

・ 認 証 ネ ッ ト ワ ー ク 技 術 の 開

発と運用 

・Ⅳ表研究業績説明書 

業績番号 79-07-2001 

生命・バイオ 

（整理番号：７９－０８） 

・ 疾 病 の 予 防 ・ 治 療 開 発 が 期

待される研究成果 

・Ⅳ表研究業績説明書， 

業績番号 79-08-2011 

循 環 型 社 会 へ 向 け た 食 料 生 産 ・ 加

工・消費システムの研究・開発 

（整理番号：７９－０９） 

・ バ ラ フ （ ア イ ス プ ラ ン ト ）

の商品化 

・Ⅳ表研究業績説明書， 

業績番号 79-09-2007 

地域医療科学 

（整理番号：７９－１０） 

・ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ効果について

の地域居住調査 

・Ⅳ表研究業績説明書， 

業績番号 79-10-2003 

災害弱者のための地域安全総合研究 

（整理番号：７９－１１） 

・ 介 護 保 険 老 人 福 祉 施 設 に お

ける自然災害に対する備えの

実態調査 

・平成 19 年度からの実施で進行中 

先端医療福祉システム 

（整理番号：７９－１２） 

・ 人 工 股 関 節 の 開 発 と 置 換 手

術件数日本一 

・『股関節便り』10 号（H17.1） 

・『股関節便り』22 号（H20.1） 

健康長寿社会 の構築をめざ した医食

同源の科学的解明 

（整理番号：７９－１３） 

・ 共 役 リ ノ ー ル 酸 の 高 血 圧 抑

制作用を発見 

・ 肥 満 ・ 糖 尿 病 ・ 動 脈 硬 化 等

の生活習慣病の改善予防 

・Ⅳ表研究業績説明書， 

業績番号 79-13-2003 

・『佐賀大学シーズ集』34p. 

生活習慣病 

（整理番号：７９－１４） 

・ 虚 血 性 心 疾 患 治 療 の 発 展 に

貢献する研究成果 

・Ⅳ表研究業績説明書， 

業績番号 79-14-2001 

アジア社会に おける地域社 会活性化

政策に関する比較研究 

（整理番号：７９－１５） 

・ 「 ア ジ ア ― 九 州 ・ Ｓ Ａ Ｇ

Ａ」の視点から地域社会活性

化を提言 

・『労働力移動がアジア諸国の経済社

会 発 展 に 及 ぼす 影 響 に 関 する 「 国 際

教育・研究交流」事業』 

医文理協力型 の佐賀学シス テムの開

発 

（整理番号：７９－１６） 

・ 佐 賀 大 学 地 域 学 歴 史 文 化 研

究センターによる図録資料集

等を刊行 

・ 小 城 市 教 育 委 員 会 と 共 催 で

展示会及び講演会を開催 

・『小城鍋島藩と島原の乱－小城鍋島

文庫に見る－』 

・『小城鍋島家の近代』 

・『成立期の佐賀藩と藩主たち』 

・『海外交流と小城の洋学―小城鍋島

文庫にみる―』 

・『小城鍋島文庫目録近代文書編』  

・『市場直次郎コレクション目録』 
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b)「小項目 2-(1)-2」の達成状況 

(達成状況の判断) 

 目標の達成状況が良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(1)-2-1 は，地域・社会との連携を深め，その要請に応えるために設置した

産学官連携推進機構を通して活発なリエゾン活動がなされており，共同研究・受託研

究件数の増加や特許の社会への還元など，優れた成果をあげている。また，計画 2-

(1)-2-2・2-(1)-2-3 により，地域に特有な分野を本学の重点的研究に設定し，重点的

経費配分による研究推進の結果，各プロジェクトが共同研究等を通して地域社会に応

える優れた成果をあげている。 

 

 

○小項目 2-(1)-3「【目指すべき研究の水準】独創的研究，重点プロジェクト研究を推進

し，地域及び世界の拠点形成ができる研究水準を目指す」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(1)-3－1「085 目指すべき研究の方向性を教育研究評議会で検討し，重点研究

を推進する」に係る状況 

計画 2-(1)-2-2 に同じ。教育研究評議会の研究推進部会において重点研究の方向性

を検討し，重点研究を推進した（上記資料 2-2・2-3）。その成果として，下記資料 2-

(1)-3-1 で示すように地域あるいは世界の研究拠点としての活動ならびに研究成果を

あげ，特に海洋エネルギ－研究センタ－が平成 19 年度から全国共同利用施設になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(1)-3-1：重点研究分野（プロジェクト）による拠点形成の成果 

重点的に取り組んだプロジェクト 

「重点的に取り組む領域説明書 

（Ⅲ表）」 
拠点形成に結びついた成果 出典：関連報告書等 

海洋エネルギ ーの先導的利 用科学技

術の構築 

（整理番号：７９－０１） 

・平成 19 年度から海洋エネルギー

センターを全国共同利用施設化 

・平成 19 年度概算要求の関わる

ヒ ア リ ン グ 結 果 に つ い て （ 文 部

科学省研究振興局 H18.9.1）  

シンクロトロ ン光利用のた めの最先

端技術・装置などの開発研究 

（整理番号：７９－０２） 

・佐賀大学を 軸としたシン クロト

ロン光利用に関する大学間連携の

推進 

・毎年度国際 シンポジュウ ムを開

催 

・資料 3-(1)-11-1 [2](P264) 

低平地・湾海環境研究 

（整理番号：７９－０３） 

・国際会議 IALT(International 

Association of Lowland 

Technology)を継続的に開催 

・産学官低平地研究会の継続 

・資料 3-(1)-11-1 [2] (P264) 

有明海総合研究プロジェクト 

（整理番号：７９－０５） 

・有明海再生機構との連携 

・環境省有明 海八代海調査 研究マ

スタ－プラン作成 

・『佐賀大学有明海総合研究プロ

ジ ェ ク ト 成 果 報 告 集 』 Vol.1 

(2006)， Vol.2 (2007)  

循 環 型 社 会 へ 向 け た 食 料 生 産 ・ 加

工・消費システムの研究・開発 

（整理番号：７９－０９） 

・バラフ（アイスプラント）の商

品化 

・Ⅳ表研究業績説明書， 

業績番号 79-09-2007 

先端医療福祉システム 

（整理番号：７９－１２） 

・寄附講座「人工関節学講座」の

設置による股関治療・研究の拠点

化 

・『股関節便り』10 号（H17.1） 

・『股関節便り』22 号（H20.1） 

健康長寿社会 の構築をめざ した医食

同源の科学的解明 

（整理番号：７９－１３） 

・台湾韓国日本の研究者による医

食同源国際会議を開催し、拠点形

成の基盤形成。 

・佐賀大学医食同源プロジェクト

合同後援会 H19.4.14 

アジア社会に おける地域社 会活性化

政策に関する比較研究 

（整理番号：７９－１５） 

・日中韓合同セミナ－の充実強化 ・資料 3-(1)-11-1 [2] (P264) 

医文理協力型 の佐賀学シス テムの開

発 

（整理番号：７９－１６） 

・佐賀大学地 域学歴史文化 研究セ

ンターの設立 
・資料 3-(1)-5－ 4[1,2] (P246) 
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計画 2-(1)-3－2「088 世界各地（特に，アジア地域）の大学及び研究機関との国際協

力・国際共同研究を促進する」に係る状況 

本学が拠点となって，アジア地域の大学及び研究機関との国際協力・国際共同研究

を推進し，下表のようにアジアにおける知的拠点形成の成果が上がった。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

b)「小項目 2-(1)-3」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(1)-3-1 で教育研究評議会において重点研究として設定した多くの研究プロ

ジェクトで，地域あるいは世界の研究拠点形成に結びつく取組みをおこなっており，

成果をあげている。特に海洋エネルギーセンターは全国共同利用の研究拠点として認

められた。また，計画 2-(1)-3-2 により世界各地の研究機関との国際共同研究をリー

ドしていることから，「地域及び世界の拠点形成ができる研究水準」の目標達成状況

は良好と判断する。 

 

 

○小項目 2-(1)-4「【成果の社会への還元等に関する基本方針】研究成果の論文，著作，

研究発表，講演，特許及び作品等の知的財産の創出を促し，保護，管理

し，活用するために広く国内外に公表する」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(1)-4－1「089 研究成果等の知的財産を管理し，データベース化して公開する」

に係る状況 

本学の博士論文，紀要論文，貴重書，植物遺伝資源情報等を学外に発信する電子図書

館システム及び機関リポジトリシステムを構築し公開した(資料 2-(1)-4-1[1])。 

技術・発明等に係る知的財産については，平成 16 年度に知的財産管理室を設置して

知的財産の一元管理のための法的整備を行い，その後，平成 18 年度に科学技術共同開

発センター，知的財産管理室，佐賀大学 TLO を統合して産学官連携推進機構を発足させ

た。この体制の下に，本学の固有の技術の発掘活動をしながら,本学が保有する特許，

教員の研究テーマ等をデータベース化し,知的財産登録及び発明の届出様式と合わせて

ホームページに掲載して活用を図った(資料 2-(1)-4-1[2,3])。 

資料 2-(1)-3-2：国際協力・国際共同研究成果報告書等 
共同研究先 タ イ ト ル 部 局 

韓国 

（安東大学） 

International Partnersip Program between Saga 

 Uiversity and Andong National University, Korea 
理工学部 

韓国 

(釜山大学） 
機能物質化学「Joint Meeting on Chemistry」  理工学部 

韓国 

(テグ大学） 
機能物質化学「Joint Seminar」  理工学部 

中 国 ， オ ラ ン ダ ，

イン ド ， タ イ， カ ナ

ダ等  

The Official Journal of IALT(International 

 Association of Lowland Technology) 
低平地研究センタ－ 

中国 『中国における国際化への課題』経済 山下寿文編集代表 経済学部 

インド，パラオ等  

『海洋エネルギーの先導的利用科学技術の構築成果報告書 

平成 14 年度-平成 18 年度（文部科学省 21 世紀 COE プログラ

ム）』 活動報告 

海洋エネルギ－研究セ

ンタ－ 

アジア諸国 
佐賀大学国 際 協働プロジ ェ クト活動報 告 書  2004， 2005，

2006 

文化教育学部・経済学

部 
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資料 2-(1)-4-1[2]：教員の研究テーマ等
のデータベース検索ページ 

資料 2-(1)-4-1[1]：機関リポジトリホームページ 

 

資料 2-(1)-4-1[3]：教員の研究テーマ等のデー
タベース検索結果ページ 

教 員 氏 名  

○○ ○○  

生   年  職  

会 員 専 用   教 授   

研 究 領 域  研 究 分 野  

バイオテクノロジー環 境 ・
生 活  

農 林 ・水 産  
食 品  

熱 帯 作 物 改 良
学 、 

光 合 成   

所   属  農 学 部  生 物 生 産 学 科   

研 究 テー
マ 

・CAM 型 及 び C4 型 光 合 成 の研 究   
・アイスプラントの生 産 ・改 良 に関 する研 究   
・サスティナブルライスモデルの開 発   
・マングローブの炭 素 固 定 能 力 の評 価 に関 する研 究   

応 談 分 野

植 物 の光 合 成   
植 物 における糖 の生 成 と蓄 積   
植 物 の生 育 と環 境   
代 謝 制 御   

応 用 分 野

光 合 成 ，CAM，C4，炭 素 代 謝 ，ガス交 換 ，蔗 糖 ， 
アイスプラント，サトウキビ，パインアップル，マングロー
ブ， 
CDM 学   

所 属 学 会

日 本 生 物 環 境 調 節 学 会   
植 物 工 場 学 会   
日 本 熱 帯 農 業 学 会   
American Society of Plant B iologist  
日 本 植 物 生 理 学 会   
日 本 作 物 学 会   

特 許 及 び
固 有 技 術 形 質 転 換 アイスプラントの作 出 方 法   

自 己 ＰＲ

パインアップル、アイスプラント、ベンケイソウ、サトウキ
ビ、マングローブ等 の熱 帯 植 物 の利 用 ・栽 培 ・改 良 につ
いて相 談 に応 じます。基 本 的 には光 合 成 に関 する研 究
を行 っておりますので、植 物 と環 境 の関 係 、さらには京
都 議 定 書 に係 わる CDM 事 業 に関 する相 談 にも応 じま
す。授 業 科 目 は、熱 帯 農 業 論 、熱 帯 有 用 植 物 学 、熱 帯
植 物 資 源 論 、高 等 植 物 の光 合 成 、等 を担 当 しておりま
す
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b)「小項目 2-(1)-4」の達成状況 

(達成状況の判断) 

 目標の達成状況が良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(1)-4-1 の状況が示すとおり，図書館における研究成果のデータベース管理

に併せて，特許・発明に係る研究成果については，産学官連携推進機構を設置して，

特許・発明，研究成果等のデータベース化を行い，ホームページ等において公表・活

用していることから，良好な達成状況と判断した。 

 

 

 ○小項目 2-(1)-5「【成果の社会への還元等に関する基本方針】地域の知的拠点として

地域の活性化に貢献する」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

 計画 2-(1)-5－1「090 各種審議会・委員会などへの参加，政策・実務に関する助言，

科学技術相談，法律相談，異業種交流，研究会開催等を行う」に係る状況   

国立大学法人佐賀大学社会貢献の方針に基づき，下記資料 2-(1)-5-1 で示すように，

国及び地方公共団体（特に佐賀県および県内市・町）の委員会・審議会等に多数参画

するとともに，政策・実務に係る助言，法律相談，研究会等に取り組み，地域の活性

化に向けて貢献している。

 
 

計画 2-(1)-5－2「091 地域産業や民間企業の振興・支援と，産業界及び地域社会への

技術移転を進める」に係る状況 

産学官連携推進機構を設置し(184 頁，資料 2-(1)-2-1[1,2]参照)，弁理士，知的財

産コーディネーター等の専門家をスタッフ(客員教授)として迎え，地域産業の振興支

援企画としての「産学官連携フォーラムＩＮ佐賀」の開催，新技術等を産業界及び地

域社会に還元するための佐賀大学 TLO 会員制度の創設，企業訪問による保有特許の紹

介・斡旋活動，シーズ説明会（シーズ 100 展），企業巡回，学生ビジネスプランコン

テスト(資料 2-(1)-5-2[1,2])等に取り組み，知的拠点として地域の活性化に貢献す

るとともに，下記の表に示すように技術移転を行った(資料 2-(1)-5-2[3])。 

資料 2-(1)-5-1：参加委員会・審議会等一覧【出典：教員兼業データ】 
 代 表 例 総件数 

16 年度 

有明・八代海総合調査評価委員会（環境省環境管理局水環境部） 

佐賀県地域教育力・体験活動推進協議会（佐賀県教育委員会） 

地域新ｴﾈﾙｷﾞｰﾋﾞｼﾞｮﾝ策定委員会委員（呼子町） 

佐賀県農政審議会（佐賀県）  

唐津市都市計画審議会（唐津市）                  

88 件 

17 年度 

有明・八代海海域環境検討委員会（(財)港湾空間高度化環境研究センター） 

中小企業技術革新成果事業化促進事業評価委員会（九州経済産業局） 

現代的教育ﾆｰｽﾞ取組選定委員会（文部科学省高等教育局） 

佐賀県医療審議会（佐賀県） 

総合計画審議会（基山町）                     

108 件 

18 年度 

診療情報提供推進委員会（佐賀県） 

佐賀県心身障害児就学指導委員会（佐賀県教育長学校教育課） 

築上町コメ燃料化調査委員会（築上町） 

佐賀市総合計画審議会（佐賀市） 

佐賀県森林審議会（佐賀県）                    

139 件 

19 年度 

さがﾌﾛﾝﾃｨｱ開拓共創ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業審査委員会（佐賀市） 

石綿健康対策専門委員会（鳥栖市） 

地球温暖化防止活動推進ｾﾝﾀｰ評価委員会（佐賀県くらし環境本部） 

青少年健全育成審議会（佐賀県） 

情報公開審議会・個人情報保護審議会（佐賀県後期高齢者医療広域連合）  

105 件 
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資料 2-(1)-5-2[1]：平成 19 年度ビジネ
スプランコンテスト【出展：ビジネスコ
ンテスト開講実施報告書】 

資料 2-(1)-5-2[3]：年度別知的財産出願登録・技術移転状況一覧 

  16 年度 17 年度 18 年度 19 年度

特 許 権 保 有 件 数  59 60 64 60

実 用 新 案 権 保 有 件 数      1  1

意 匠 権 保 有 件 数    1   1   1

商 標 権 保 有 件 数    1   1   1 6

品 種 登 録 保 有 件 数          

大 学 知 的 財 産 保 有 権 数      5 12

保 有 総 件 数  60 62 72 80

特 許 出 願 件 数  27(20) 52(47) 48(37) 57(33)

実 用 新 案 出 願 件 数      1   

意 匠 出 願 件 数          

商 標 出 願 件 数      5 6

品 種 登 録 出 願 件 数        1

総 出 願 件 数  27(20) 52(47) 54(43) 64(40)

件 数  1 0 6 7
ライセンス契 約  

収入 199,500 538,172 8,822,505 3,937,368 

（  ）同 一 発 明 の重 複 出 願 を除 いた件 数 

資料 2-(1)-5-2[2]：平成 19 年度佐賀大学
シーズ集 
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b)「小項目 2-(1)-5」の達成状況 

(達成状況の判断) 

 目標の達成状況が良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(1)-5-1 の取組みで，研究者の学識経験が地域社会の数多くの分野に還元さ

れており，県内唯一の大学としての使命を果たすという点で優れており，また計画

2-(1)-5-2 の状況が示すように，知的財産の発信と技術移転のための産学官連携推進

機構が機能し，技術的・人的交流を通じた知的財産の地域還元を進めていることから，

良好な取組が行われていると判断した。 

 

 

○小項目 2-(1)-6「【成果の社会への還元等に関する基本方針】地域の事業への参画や共

同研究を大学の重要な任務と位置づける」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(1)-6－1「092 地方公共団体や学協会などの調査活動に協力する」に係る状況 

下記資料 2-(1)-6-1 で示すように，佐賀県および近隣の県市町や佐賀県教育委員会な

どが実施する調査活動等の事業に積極的に協力し，共同研究や受託研究などの実施を通し

て（185 頁，資料 2-(1)-2-1[3]参照）県内唯一の大学としての任務を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)「小項目 2-(1)-6」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(1)-6－1 の状況が示すとおり，国・自治体および教育委員会等からの依頼

を受け，調査活動の協力や自治体等との共同研究・受託研究により，研究成果の還元

が着実に行われていることから，取組がおおむね良好に行われていると判断した。 

 

 

 

資料 2-(1)-6-1：主な調査活動例 
年度 事項 公共団体等 成果・報告書 

18，19 年度 
・ 佐 賀 県 小 ・ 中 学

校学習状況調査 

佐賀県教育委

員会 

「佐賀の子ども観・教師観・学校観～平成 18 年度佐

賀県小・中学校学習状況調査～」，平成 19 年度「学

ぶ意味がわかる学校・授業づくりを求めて－全国学

力・学習状況調査結果から見えてきたこと－ 

18 年度 

・ 築 上 町 未 利 用 有

機 系 廃 棄 物 エ ネ

ルギー化調査 

福岡県築上町
NEDO 地域新エネルギービジョン策定等授業（重点

テーマ）報告書 

18 年度 

・ 築 上 町 米 エ タ ノ

ー ル 化 地 域 モ デ

ル 

福岡県築上町 水田を油田にするための事業構想報告書 

19 年度 

・ バ イ オ マ ス の エ

ネ ル ギ ー 利 用 計

画 

佐賀県 バイオマスのエネルギー利用計画（概要版） 

17-19 年度 
・ 有 明 海 再 生 機 構

研究企画委員会 

NPO 法人有明

海再生機構 
NPO 法人有明海再生機構 事業報告 

19 年度 

・ 有 明 海 ・ 八 代 海

総 合 調 査 推 進 業

務 

環境省 
有明海・八代海総合調査推進業務 

役割分担と業務従事者の配置 
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②中項目１「研究水準及び研究の成果等に関する目標」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

各小項目の分析にあるように，教員の自律的研究活動により，基礎的・基盤的研

究成果を発信してきている。地方大学の置かれている状況を的確に把握し，地域・社

会からの要請に応える分野について共同研究を推進し，実用化に結びつく成果をあげ

てきている。さらに，本学の重点プロジェクト研究を設定し，支援することによって

拠点形成に結びつく研究がなされている。これらの成果は論文や特許等により広く世

界に発信し，地域の活性化にも貢献している。また，本学の研究者と他研究機関の研

究者との共同研究も活発に行われている。以上のことより目標の達成状況がおおむね

良好であると判断できる。 

 

 

③優れた点及び改善を要する点等  

(優れた点) 

1.重点研究として設定した多くの研究プロジェクトで，地域あるいは世界をリード

する研究を行っており，特に海洋エネルギーセンターは全国共同利用の研究拠点

として認められた。 

2.佐賀大学を軸とした大学間連携により，シンクロトロン光利用に関する多くの研

究が成されている。 

3.有明海総合研究プロジェクトは，有明海再生機構との連携により，地域に密着した

研究成果をあげている。 

4.科学技術共同開発センタ－，知的財産管理室，技術移転部門（内部型ＴＬＯ）を

統合して佐賀大学産学官連携推進機構を設置し，地域社会との接点を一本化する

ことにより技術に関する社会貢献を円滑に行えるシステムを構築している。 

 

(改善を要する点) 

佐賀大学産学官連携推進機構の専任教員は１名であり，他の部局からの教員の応

援により多様な業務を行なっているが，今後，外部資金等に応募することにより，

機構の補佐体制を充実する。 

 

(特色ある点) 

1.佐賀大学ＴＬＯは，国立大学法人としては初めての内部型ＴＬＯとして設置され

た。産学官連携推進機構の中で，知的財産部門との連携により従前より活発に社

会貢献ができるようになった。 

2.佐賀地域に特異的な研究プロジェクト「有明海総合研究プロジェクト」を平成 16

年に学長裁量経費により立ち上げ，平成１７年から運営費交付金の特別教育研究

経費により５年計画で予算措置されることになった。 
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(２)中項目２「研究実施体制等の整備に関する目標」の達成状況分析 
 

①小項目の分析 
 
○小項目 2-(2)-１「【研究体制の整備の基本方針】統合のメリットを活かして新研究分

野を創出する」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(2)-1－1「094 基礎的・基盤的研究の充実に加えて，学際的新研究や重点的研究

を定め，戦略的に研究体制を整備する」に係る状況 

教育研究評議会研究推進部会において，重点研究の方向性を定めるとともに（186

頁，計画 2-(1)-2－2，資料 2-(1)-2-2 参照），下記資料 2-(2)-1-1[1]（緑色欄）に示

す学部横断的な重点プロジェクトを立ち上げ，学長経費による予算配分支援や研究員

配置等を行うことにより，学際的新研究分野の創出に向けた戦略的重点研究体制を整

えた。また，概算要求や競争的資金獲得に向けた研究支援組織として佐賀大学競争的

資金対策室を設置し，戦略的に研究体制を支援する仕組みを整えた（資料 2-(2)-1-

1[2])。それらの成果として，下記資料 2-(2)-1-1[3]に示すプロジェクトが概算要求

等競争的資金の獲得に結びついた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-1-1[1]：重点研究領域のプロジェクト実施組織（学部横断的な学際的新研究分
野）【出典：重点的に取り組む領域説明書(Ⅲ表)】 

重点研
究領域 

プロジェクト名 主および連携実施部局 

・海洋エネルギーの先導的利用科学技術の推進 (21
世紀 COE プログラム推進・強化) 

海洋エネルギー研究センター 

・全国共同利用 海洋エネルギー研究センターの新
設と実証研究の推進 

   〃 
海 洋 エ ネ

ルギー 
・海洋エネルギーの先導的利用科学技術における基
盤的研究 

   〃 

・佐賀上海国際共同シンクロトロン利用研究 シンクロトロン光応用研究センター 
・シンクロトロン光を利用した佐賀県との一体化に
よる先導的工学的基盤研究 

   〃 シ ン ク ロ

トロン 
・シンクロトロン光利用のための最先端技術・装置
などの開発研究（基盤的研究） 

   〃 

・有明海総合研究 
有明海総合研究プロジェクト（5 学部及び低
平地研究センターを含めた全学的ロジェク
ト研究組織） 有明海 

・有明海総合研究プロジェクト    〃 

・低平地と湾海環境に関する研究の推進等 低平地研究センター 低 平 地 ・

湾海研究 ・低平地・湾海環境における基盤的研究    〃 

・「海藻の森」研究プロジェクト 海浜台地生物環境研究センター 

・キチン・キトサンの有機肥料としての利用開発    〃 海浜台地 
・玄界灘沿岸台地と浅海域の生物環境の相互作用に
関する基盤的研究    〃 

・廃棄物の無害化・再資源化システムの構築に関す
る研究 理工，医，農の各学部 

環境 ・資源循環システムの開発－廃棄物の無害化・再資
源化－    〃 

情報技術 
・大学の教育研究を充実させるための情報基盤の構
築・運用技術における基盤的研究 総合情報基盤センター 

・循環型社会に向けた食糧生産・加工・消費システ
ムの研究・開発 農学部 生 命 ・ バ

イオ ・和式生活に対応した人工関節の開発 医，理工の各学部 
・佐賀地域健康福祉推進総合研究支援事業 医学部 
・高齢者・障害者（児）の生活行動支援に関する学
部間連携教育システムの開発 

医学部および理工，農，文教，経済の各学
部 

・「災害弱者」のための地域安全総合研究 文教，経済，理工，医の各学部 
地 域 医 療

科学 

・先端医療福祉システムの研究プロジェクト 
理工，医の各学部，海洋エネルギー研究セ
ンター 

・健康長寿社会の構築を目指した医食同源の科学的
解明 

医，農，文教の各学部，総合分析実験セン
ター 生 活 習 慣

病 ・同 上    〃 

・佐賀大学国際協働プロジェクト 留学生センター 
・アジア社会における地域社会活性化政策に関する
国際比較研究 

文教，経済の各学部 
地域経済

アジア社

会 ・２１世紀型アジア・コミュニティの創造に関する
理論的・実証的・政策的国際比較研究    〃 

・文系基礎学研究／地域学歴史文化研究センターの
設立 

附属図書館／地域学歴史文化研究センター
（文教，経済，医の各分野） 

・地域学における基盤的研究    〃 

地 域 文

化 ・ 歴 史

等 ・同 上    〃 
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計画 2-(2)-1－2「121 統合して 5 学部（文化教育，経済，医，理工，農）になったメリ

ットを活かして，学部横断的研究プロジェクトを構築する」に係る状

況 

資料 2-(2)-1-1[2]：競争的資金対策室のスキーム 

資料 2-(2)-1-1[3]：概算要求等競争的資金の獲得に結びついたプロジェクト一覧 

プロジェクト名 概算要求等競争的資金名 期 間 

・全国共同利用海洋エネルギー研究センターの新設と

実証研究の推進 
特別教育研究経費 平成 17－26 年 

・シンクロトロン光を利用した佐賀県との一体化によ

る先導的工学的基盤研究 
特別教育研究経費 平成 17－19 年 

・有明海総合研究プロジェクト 特別教育研究経費 平成 17－21 年 

・有明海生物生息環境の俯瞰型再生と実証実験 科学技術振興調整費 平成 17－21 年 

・資源循環システムの開発－廃棄物の無害化・再資源

化－ 
特別教育研究経費 平成 19－21 年 

・高齢者・障害者（児）の生活行動支援に関する学部

間連携教育システムの開発 
特別教育研究経費 平成 17－19 年 

・「ユビキタス情報社会を支える通信基盤技術 科学技術振興調整費 平成 18－20 年 

・設置型生物剤検知ﾃﾞﾊﾞｲｽ実用化に関わる研究 

平成 19 年度科学技術試験研究

委託事業 安全安心科学技術ﾌﾟ

ﾛｼﾞｪｸﾄ 

平成 19 年 
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上記計画 2-(2)-1－1 の学際的新研究分野創出に向けた重点研究体制を整備する取組

みにおいて，学部横断的研究プロジェクトが立ち上がり，共同研究体制が構築された。 

 

 

 

 

 

 

b)「小項目 2-(2)-1」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況が良好である 

 

(判断理由) 

統合のメリットを活かした新研究分野の創出については，計画 2-(2)-1－1 および

2-(2)-1－2 により，統合のメリットを活かした学際的新研究や重点的研究が立ち上が

り，学部横断的な研究体制が整備され，さらに概算要求や競争的資金獲得に向けた佐

賀大学競争的資金対策室の設置など研究支援体制を整備した結果，概算要求や競争的

資金獲得に結びついたことから，目標の達成状況が良好と判断した。 

 

 

○小項目 2-(2)-2「【研究体制の整備の基本方針】研究の動向を調査し発展的・独創的な

研究を積極的に支援する。」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(2)-2－1「094 基礎的・基盤的研究の充実に加えて，学際的新研究や重点的研究

を定め，戦略的に研究体制を整備する」に係る状況 

計画 2-(2)-１-1（頁 196）に同じ。教育研究評議会研究推進部会において，重点研

究の方向性を定めるとともに（186 頁，計画 2-(1)-2－2，資料 2-(1)-2-2 参照），前

記資料 2-(2)-1-1[1]（緑色欄）に示す学部横断的な学際的新研究分野のプロジェクト

を立ち上げ，学長経費による予算配分支援や研究員配置等（199 頁，資料 2-(2)-2-3

参照）を行うことにより，発展的・独創的な研究を積極的に支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-2－2「095 将来性のある研究者・研究チームに研究費・研究室等を重点的に

措置するなどの，育成・支援体制を整備する」に係る状況 

学長経費の配分項目に，将来性のある研究チームを支援するための「研究プロジェ

クト等経費」を設け，上記計画 2-(2)-2－1 で示した重点研究プロジェクトを支援する

体制を整えるとともに，各学部に配分する「中期計画実行経費」の中で，各学部・研

究科単位で将来性のある研究者を育成・支援する仕組みを整えた（資料 2-(1)-1-1 参

照）。学内に共通研究室を設け重点研究組織等が利用できる体制を構築している。 

 

 

 

 

 

 

 

前記資料参照 

・資料 2-(2)-1-1[1]：重点研究領域のプロジェクト実施組織（学部横断的な学際的新

研究分野） 

前記および後記資料参照 

・186 頁，資料 2-(1)-2-2：重点研究領域の研究費支援， 

・196 頁，資料 2-(2)-1-1[1]：重点研究領域のプロジェクト実施組織（学部横断的な学

際的新研究分野） 

前記資料参照 

・186 頁，資料 2-(1)-2-2：重点研究領域の研究費支援， 

・176 頁，資料 2-(1)-1-1：中期計画実行経費による研究支援一覧 
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計画 2-(2)-2－3「104 各センターや研究分野の特性に応じて，研究支援者等を適宜配置

する」に係る状況 

学長経費の配分項目に，「ポスドク（研究プロジェクト）雇用経費」を設け，研究

センターや重点研究プロジェクトに，研究分野の特性に応じて博士研究員を適宜配置

するとともに，外部資金等による非常勤研究員などの配置を積極的に行い，研究支援

体制を整えた（資料 2-(2)-2-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)「小項目 2-(2)-2」の達成状況 

(達成状況の判断)  

 目標の達成状況が良好である 

 

(判断理由) 

発展的・独創的な研究の支援については，計画 2-(2)-2－1 および計画 2-(2)-2－2

により，学部横断的な学際的新研究や将来性のある研究に対する重点的研究費配分に

よる研究支援体制が整備され，さらに計画 2-(2)-2－3 で研究支援者等を適宜配置する

などの支援が行なわれており，目標の達成状況が良好であると判断した。 

 

 

 

資料 2-(2)-2-3：研究支援者等の配置状況一覧 
 ①研究支援推進員  

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 
海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ 1 1 1 1 
総合分析実験ｾﾝﾀｰ 2 1 1 1 
低平地研究ｾﾝﾀｰ 1 2 2 3 
海浜台地生物環境研究ｾﾝﾀｰ 1 1 1 1 
ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ光応用研究ｾﾝﾀｰ 1 1 1 1 

計 6 6 6 7 
 
 ②非常勤研究員 

非常勤研究員 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 
海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ 4 4 5 2 
低平地研究ｾﾝﾀｰ 4 3 4 4 
海浜台地生物環境研究ｾﾝﾀｰ 1 1 1 1 
ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ光応用研究ｾﾝﾀｰ 9 6 5 3 
有明海総合研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ  2 3 4 

計 18 16 18 14 
科学研究支援研究員 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

理工学部 2 1 1 2 
農学部 1 1 1 3 

計 3 2 2 5 
産学官連携研究員 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

理工学部 1 2 5 3 
農学部 4 1 0 1 
低平地研究ｾﾝﾀｰ 1 0 0 0 
ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ光応用研究ｾﾝﾀｰ 1 1 0 1 

計 7 4 5 5 
COE 研究員 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ 6 6 7  
計 6 6 7 0 

非常勤博士研究員 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 
医学系研究科 1 1 0 1 
工学系研究科 5 8 11 6 
農学研究科 0 0 0 1 
科学技術共同開発ｾﾝﾀｰ 0 1   
ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ光応用研究ｾﾝﾀｰ 0 1 1 2 

計 6 11 12 10 
総計 40 39 44 34 
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○小項目 2-(2)-3「【研究者等の配置に関する基本方針】本学が掲げる教育研究の目標に

沿って，計画的に教員を配置する」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(2)-3－1「096 重点的なプロジェクト研究に対して，研究者の配置を柔軟に行

う」に係る状況 

学長裁量の教員枠を設け，任期を限った教員を研究センタ－や研究プロジェクトに重

点的に配置した（下記資料 2-(2)-3-1）。また，「ポスドク（研究プロジェクト）雇

用経費」を設け，重点的なプロジェクト研究などに博士研究員を計画的に配置した

（199 頁，資料 2-(2)-2-3 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-3－2「097 教員選考は，公募制を原則とする」に係る状況 

教育研究評議会人事部会において「国立大学法人佐賀大学教員人事の方針」を策定

し，本学が掲げる教育研究の目標に沿う教員選考を行うために，原則公募制で行うこ

とを定めた。その結果，下記資料 2-(2)-3-2 に示すように公募制による教員選考の件

数は増大し，教員人事の方針の徹底が進んだ。 

  

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-3－3「099 将来性のある研究分野の研究者を戦略的に採用する」に係る状況 

上記計画 2-(2)-3－1 の取り組みに示したように,学長運用定枠により重点的プロジ

ェクト研究など将来性のある研究分野に任期を限った教員を計画的に採用した。 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-3－4「101 技術職員，研究補助員，図書館司書等の役割について検討し,研

究支援者としての位置付けを明確にする」に係る状況 

教育研究評議会人事部会において，技術職員等の職務内容実態調査の結果をもとに，

研究支援者としての位置付けを明分化し（下記資料 2-(2)-3-4[1]），技術部（理工学

部）や研究支援部門（医学部）への集約化を行い，研究支援者についても計画的な配

置による研究支援が可能な実施体制を整えた（下記資料 2-(2)-3-4[2]）。また，図書

館司書については位置づけを明確にし組織再編を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-3-1：教員運用定員配置表 

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ 1 2 4 4 

低平地研究ｾﾝﾀｰ  1   

地域学歴史文化研究センター  1 2 2 

留学生センター   5 5 

資料 2-(2)-3-2：公募制による教員選考公募数の推移表 （ ）内は公募率 
 

年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

選考数 21（30.0%） 38（50.7%） 43（56.6%） 51（98.1%）

前記資料参照 

・資料 2-(2)-3-1：教員運用定員 配置表 
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計画 2-(2)-3－5「102 博士後期課程在学者，博士の学位取得者等をリサーチアシスタン

トや非常勤研究員等として積極的に活用する」に係る状況 

博士後期課程および博士課程在籍者をリサーチアシスタントとして，学位取得者を

非常勤研究員として採用し，研究者の育成ならびに研究実施体制整備の一環として，

これらの制度を活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-3－6「103 日本学術振興会等の研究員制度に積極的に応募し，特別研究員の

獲得に努める」に係る状況 

日本学術振興会の特別研究員，外国人特別研究員の研究員制度に毎年度応募し，特

別研究員の獲得に努めるとともに，寄付講座の受け入れに積極的に取り組み，外部資

金による研究員の配置に成果を上げた。 

 

資料 2-(2)-3-4[1]：技術職員等の研究支援者としての位置付けの規定【出典：国立大学法人佐賀大

学規則集】 

国立大学法人佐賀大学職員人事規程の一部を改正する規程 

（改正理由）教室系技術職員を教育研究支援者と明確に位置付けることに伴い，所要の改正を行う

ものである。 

国立大学法人佐賀大学職員人事規程（平成１６年４月１日制定）の一部を次のように改正する。 

別表備考２中「検査等の職務」を「検査等の教育研究支援の職務」に改める。 

附則 この規程は，平成１９年１２月１２日から施行する。 

 

国立大学法人佐賀大学職員人事規程               （平成１６年４月１日制定） 

別表 区分，職種及び職名（第３条関係） 

（備考）２ 教室系技術職員 

学部又は研究施設等において教育職員の指導の下に各種研究，実験，測定，分析，検査等の教育研

究支援の職務 

資料 2-(2)-3-5：リサーチ・アシスタント年度別雇用者延べ人数 単位：人 

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

医学部 35 34 40 43 

理工学部 46 46 29 38 

海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ 0 1 1 0 

低平地研究ｾﾝﾀｰ 2 2 4 3 

海浜台地生物環境研究ｾﾝﾀｰ 2 2 1 0 

小  計 85 85 75 84 

農学部（連合大学院） 5 4 4 4 

合  計 90 89 79 88 

資料 2-(2)-3-4[2]：技術職員等の集約化の規定【出典：国立大学法人佐賀大学規則集】 

佐賀大学理工学部技術部組織規定 

（設置） 

第 1 条 佐賀大学理工学部の教室系技術職員（以下「技術職員」という。）の専門的業務を円滑か

つ効率的に処理するため，佐賀大学教室系技術職員の組織等に関する要項（平成４年６月２９日制

定。以下「要項」という。）第 3 の規定に基づき，技術職員に関する組織として,理工学部に技術部

を置く。 

 

佐賀大学医学部付属先端医療研究推進支援センター規定      （平成 18 年 12 月 14 日制定）

（目的） 

第 2 条 センターは，本学部における医学研究活動をより一層推進するため，学際分野を含む医学

教育の先端的・中心的な役割を担い，もって学内外への情報発信を行うとともに,本学部における

教育研究の基盤となる高度な技術的支援とその研鑽を組織的に行うことにより,関連する医学･看

護学の課題に関して重点的に研究を発展させることを目的とする。 

（職員） 

第 4 条 センターに，次の各号に掲げる職員を置く。 

（１）センター長 

（２）教育職員 

（３）技術職員及び教務職員 

（３）その他必要な職員 



佐賀大学 研究 

 - - 202 - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-3－7「104 各センターや研究分野の特性に応じて，研究支援者等を適宜配置

する」に係る状況 

計画 2-(2)-2－3（頁 199）に同じ。学長経費の配分項目に，「ポストドク（研究プ

ロジェクト）雇用経費」を設け，研究センターや研究分野の特性に応じて博士研究員

を適宜配置するとともに，外部資金等による非常勤研究員などの配置を行った。 

 

 

 

 

 
b)「小項目 2-(2)-3」の達成状況 

(達成状況の判断) 

 目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(2)-3－１から計画 2-(2)-3－７の状況が示すように，重点的プロジェクトへ

の研究者の柔軟配置，教員選考の原則公募，将来性のある研究分野に研究者を戦略的

に採用，各種研究員制度への積極的応募及び特別研究員の獲得，特性に応じた研究支

援者等の適宜配置など，本学が掲げる教育研究の目標に沿って計画的に教員等を配置

する取り組みを行っており，相応な結果が得られている。 

 

 

○小項目 2-(2)-4「【研究者等の配置に関する基本方針】研究の方向性や社会の要請に応

じて，柔軟に対応できる教員の配置体制を作る」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(2)-4－1「096 重点的なプロジェクト研究に対して，研究者の配置を柔軟に行

う」に係る状況 

計画 2-(2)-3－1（頁 200）に同じ。学長経費の配分項目に，「学長運用定員経費」

及び「ポスドク（研究プロジェクト）雇用経費」を設け，学長裁量の教員枠により社

会の要請に応じて重点的プロジェクト研究などに，任期を限った教員や博士研究員を

柔軟に配置する体制を整えた。 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-3-6[1]：日本学術振興会特別研究員の年度別応募者数（うち採択者数）  

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

12 (0) 14 (2) 16 (1) 15 (2) 

資料 2-(2)-3-6[2]：外国人特別研究員の年度別応募者数（うち採択者数）  
16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

12 (3)  10 (2) 12 (1) 8 (2) 

資料 2-(2)-3-6[3]：寄附講座の年度別設置状況 
学部 設置講座 設置期間 寄附金額(千円) 

人工関節学講座 H17.01.01～H19.12.31 66,000 

  （延長） H20.01.01～H21.12.31 50,000 

先端心臓病学講座 H17.07.01～H20.06.30 57,000 

危機管理医学講座 H19.01.01～H21.12.31 90,000 

医学部 

血管不全学講座 H16.10.01～H19.09.30 45,000 

計   308,000 

前記資料参照 

・199 頁，資料 2-(2)-2-3：研究支援者等の配置状況 

前記資料参照 

・200 頁，資料 2-(2)-3-1：教員運用定員 配置表 

・199 頁，資料 2-(2)-2-3：研究支援者等の配置状況 
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計画 2-(2)-4－2「097 教員選考は，公募制を原則とする」に係る状況 

計画 2-(2)-3－2（頁 200）に同じ。教育研究評議会人事部会において「国立大学法

人佐賀大学教員人事の方針」を策定し，教員選考を原則公募制で行うことを定め,教育

研究の方向性や社会の要請に応じた柔軟な教員選考を行った。 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-4－3「098 プロジェクト型研究組織において任期制を一部導入する」に係る

状況 

重点プロジェクト型研究組織（海洋エネルギー研究センター，有明海総合研究プロ

ジェクト，地域学歴史文化研究センター等）に学長裁量の教員枠により任期を限った

教員を配置し，任期制を実施している（資料 2-(2)-4－3[1]）。さらに，任期を付して

雇用する「特別研究員」を導入し，教員の柔軟な配置体制の構築と研究の活性化を図った

（資料 2-(2)-4－3[2]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-4－4「099 将来性のある研究分野の研究者を戦略的に採用する」に係る状況 

計画 2-(2)-3－3（頁 200）に同じ。上記計画 2-(2)-3－1 の取り組みに示したように,

学長運用枠により重点的プロジェクト研究など将来性のある研究分野に任期を限った

教員を戦略的に採用し，柔軟に対応出来る配置体制とした。 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-4－5「100 学内共同教育研究施設等を中心に，他大学，研究機関との交流を

推進する（客員教員，流動教員）」に係る状況 

下記資料 2-(2)-4－5 に示すように，学内共同教育研究センターを中心に客員研究員，

共同研究員等を積極的に受け入れ，他大学・研究機関との交流を推進した。 

 

 

資料 2-(2)-4-3[1]：育職員の任期に関する規程等【出典：国立大学法人佐賀大学規則集】 
 
国立大学法人佐賀大学教育職員の任期に関する規程                       （平成１６年４月１日制定） 

（趣旨） 

第１条 この規程は，大学の教員等の任期に関する法律（平成９年法律第８２号。以下「法」という。）第

５条第２項の規定に基づき，国立大学法人佐賀大学（以下「本学」という。）の教育研究の活性化を図る

ことを目的として，本学における教育職員の任期に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

国立大学法人佐賀大学有明海総合研究プロジェクトにおける教育職員の任期制の実施に係る再任審査に関す

る内規                                （平成１９年３月２２日制定） 

（再任の審査及び決定） 

第２条 教員の再任の審査は，プロジェクトで行い，再任の可否の決定は，学長が行うものとする。 

２  前項に規定する審査は，プロジェクト長が有明海総合研究プロジェクト再任審査委員会（以下「審査委

員会」という。）を設置し，再任の審査を行い，審査委員会での審査結果に基づき，有明海総合研究プ

ロジェクト運営委員会（以下「運営委員会」という。）で審議の上，学長へ報告するものとする。 

前記資料参照 

・200 頁，資料 2-(2)-3-2：公募制による教員選考公募数の推移 

資料 2-(2)-4-3[2]：「特別研究員」に関する規則【出典：国立大学法人佐賀大学規則集】 
 

国立大学法人佐賀大学特別研究員就業規則               （平成２０年２月１３日制定） 

（定義） 第２条 この規則において「特別研究員」とは，任期を付して雇用する研究員であっ
て，本学が独自に行う特定の研究プロジェクト等に特別研究員の職名で雇用される者をいう。 

前記資料参照 

・200 頁，資料 2-(2)-3-1：教員運用定員 配置表 
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b)「小項目 2-(2)-4」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(2)-4-1,-3,-4 において，学長運用枠による柔軟な教員等の配置が実施され

ている。その実施に当たっては，計画 2-(2)-4-2 の公募制による教員選考や計画 2-

(2)-4-3 の任期制度の導入が成されており，研究の方向性や社会の要請に応じて柔軟

に対応可能な配置体制が整っている。さらに，計画 2-(2)-4-5 では客員研究員や共同

研究員の積極的受け入れが図られているなど，本小項目の達成状況はおおむね良好で

あると判断した。 

 

 

○小項目 2-(2)-5「【研究資金の配分システムに関する基本方針】研究体制整備の基本方

針に従って，重点的に研究資金を配分する」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(2)-5－1「106 研究分野の特殊性を考慮した上で，研究成果の水準，競争的資

金獲得状況，研究指導状況，知的財産の創出状況，社会的効果などに

より研究活動を評価し，一部研究費の傾斜配分を実施する」に係る状

況 

本学の研究の方向性を踏まえて，各学部における基礎的・基盤的研究育成計画を推

進するための学長経費（中期計画実行経費）において，下記資料 2-(2)-5-1 に示す要

領で各部局の研究分野の特性に応じた継続性・発展性・萌芽性（独創性）を重視した

研究水準の評価を基に，研究資金の傾斜配分を行い（179 頁，中項目(1)の計画 2-(1)-

1-1，資料 2-(1)-1-1：中期計画実行経費による研究支援一覧参照），効果的な教育・

研究活動を行った。 

 

 

資料 2-(2)-4-5：客員研究員および共同研究員の受入状況一覧 
 
①客員研究員受入状況                     単位：人 

センター名 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

海浜台地生物環境研究センター ２ ２ ２ ２ 

有明海総合研究プロジェクト  ６ ６ ８ 

総合分析実験センター  １ １ ２ 

科学技術共同開発センター 

（産学官連携推進機構） 
  １  

医学部    ６ 

理工学部    １ 

合  計 ２ ９ １０ １９ 
 
②共同研究員受入状況                    単位:人 

センター名 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

海洋エネルギー研究センター ５ ４ ４ ３ 

科学技術共同開発センター 

（産学官連携推進機構） 
 １ １ １ 

医学部   １ １ 

理工学部 ２ ４ ３ １ 

農学部 ３    

合   計 １０ ９ ９ ６ 
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b)「小項目 2-(2)-5」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

学長経費（中期計画実行経費）の学部内配分において，研究計画とともに申請者

（グループ）の研究活動を評価し，それに基づいた配分ル－ルにより傾斜配分が行わ

れており，大学及び学部の研究方針に沿った重点的研究資金配分が実施されているこ

とから，おおむね良好な達成状況と判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-5 -1：各部局の研究費傾斜配分の要領例【出典：中期計画実行経費申請要

領より抜粋】 
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 ○小項目 2-(2)-6「【研究環境の整備に関する基本方針】研究室，実験室等を整備し，

研究を安全に行うための基盤を充実する」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(2)-6－1「112 総合分析実験センターを研究支援組織の中核として整備し，研究

室，研究機器等の共同利用を進める」に係る状況  

総合分析実験センターに生物資源開発部門（動物実験施設，遺伝子実験施設），機

器分析部門（共同利用実験機器及び実験室施設），放射性同位元素利用部門（RI 実験

施設），環境安全部門を設置し，本庄と鍋島の両キャンパスにおいて研究支援組織の

中核としての整備を行い（資料 2-(2)-6－1[1]），研究機器等の共同利用を進めてい

る。また，環境安全部門では，法人組織の環境安全衛生管理室及び各部局の安全衛生

委員会と連携して研究の安全管理ならびに環境問題に取り組んでいる(資料 2-(2)-6－

1[3])。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-6-1[1]:総合分析実験センターHP 
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b)「小項目 2-(2)-6」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(2)-6－1 に示すように，総合分析実験センターを研究支援組織の中核として

両キャンパスに整備し，実験機器，設備の共同・有効利用が図られており，同センタ

ーの環境安全部門及び環境安全衛生管理室により，研究を安全に行うための基盤整備

が進められていることなどから，目標の達成状況がおおむね良好であると判断する。 

 

 

○小項目 2-(2)-7「【研究環境の整備に関する基本方針】研究を創造的，効率的に実施す

るための研究支援，事務システム等を充実強化する」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

 計画 2-(2)-7－1「107 附属図書館において，文献データベース，電子ジャーナルの維

持，拡大を図る」係る状況 

学内アンケート及び利用状況調査を踏まえて研究情報収集の整備方針を検討し，文

献データベース及び電子ジャーナルの充実を図った。電子ジャーナル契約金の高騰に

対して電子ジャーナル経費を経常的に学長経費予算に盛り込むことにより，電子ジャ

ーナルタイトル数を維持・拡大し，利用回数の向上に結びけた（資料 2-(2)-7-1[1-

4]）。

資料 2-(2)-6-1[3]:環境安全衛生管理室組織図 
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資料 2-(2)-7-1[2]：電子ジャーナルタイトル数
の推移【出典：電子ジャーナル及び文献データ
ベース関連資料】 
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資料 2-(2)-7-1[3]：電子ジャーナルアクセス数
の推移【出典：電子ジャーナル及び文献データ
ベース関連資料】 
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資料 2-(2)-7-1[4]：文献データベースアクセス
数の推移【出典：電子ジャーナル及び文献デー
タベース関連資料】 
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資料 2-(2)-7-1[1]：電子ジャーナル契約金額の
推移【出典：電子ジャーナル及び文献データベ
ース関連資料】 
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計画 2-(2)-7－2「108 附属図書館と学術情報処理センターは連携して，研究情報・文献

情報の電子化による研究支援体制を充実する」に係る状況 

図書館業務システム及び電子図書館システムのリプレースを行い，研究情報・文献

情報の提供による研究支援体制を充実するとともに，本学の博士論文，紀要論文，貴

重書，植物遺伝資源情報等を学外に発信する機関リポジトリシステムを構築し公開し

た（191 頁，資料 2-(1)-4-1[1]参照）。また機関リポジトリを活用した新たな学術論

文集の刊行に向け取り組み，平成 20 年 3 月に公開した（資料 2-(2)-7－2[2]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-7－3「109 地域貢献推進室，科学技術共同開発センター等の研究補助・支援

機能を充実させる」に係る状況 

地域貢献推進室（226 頁，資料 3-(1)-１-2[2]参照）の機能強化のため，室長に加え

て室長代行の配置や研究協力課への担当事務の移管及び専任事務員の配置を行い，組

織を充実した。また，科学技術共同開発センター(下記資料 2-(2)-7－3[1])，知的財

産管理室及び佐賀大学 TLO(下記資料 2-(2)-7－3[2])の機能の整理・見直しを行い，そ

れらを統合した産学連携推進機構を設置し，知的財産の創出，管理及び活用など，創

造的研究支援機能を充実させた（184 頁，資料 2-(1)-2-1 [1,2]参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-7-2[2]：教育系・文系の九州地区国立大学間連携論文集ホームページ 

 

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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計画 2-(2)-7－4「110 研究用情報システムの支援体制として，国の財政措置の状況を踏

まえ，学術情報処理センターの施設・組織の整備を図る。」に係る状況 

大学の情報基盤の組織及び設備に係る事項を審議する情報政策委員会を設置すると

ともに，全学的情報システムの企画・調整・評価を行う情報統括室を設置した。また，

学術情報基盤の運用を総合的に担う組織として，佐賀大学総合情報基盤センターを設

置するとともに，事務情報システム担当の情報企画室との組織的連携を密にした(資料

2-(2)-7－4[1])。また，全学的情報システムの基盤となる「佐賀大学学術情報基盤シ

ステム」を更新し，研究，教育などを支援する情報システムを整備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-7-3[1]：科学技術共同開発部門（旧科学
技術共同開発センター）ホームページ 

資料 2-(2)-7-4[1]：全学的情報システムの整備・運用体制 

 

資料 2-(2)-7-3[2]：技術移転部門（佐賀大学 TLO）ホ
ームページ 
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計画 2-(2)-7－5「111 地域性のある研究センター等の学外施設を適宜配置し，インター

ネット，テレビ会議システム等により学内の教育研究施設と連携する」

に係る状況 

佐賀研究ネットワーク協議会を発足させ，本学のキャンパス外に存在する研究セン

ターなどと大学間を高速ネットワークにより接続し，テレビ会議システムなどを活用

して学内の教育研究施設との連携により研究を推進した。また，地域性のある研究・

教育プロジェクトに対応した学外サテライトを設置し，無線ネットワーク，テレビ会

議システムなどで接続して研究を推進した（資料 2-(2)-7－5[1,2]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-7-5[1]：佐賀大学総合ネットワーク構成図

【出典：『大学教育と地域創成 －佐賀大学の教育実践

－』】 

資料 2-(2)-7-5[2]：棚田オンラインプロジェクトシ

ステム構成図【出典：『大学教育と地域創成  －佐

賀大学の教育実践－』】 

 

資料 2-(2)-7-4[2]：総合情報基盤センター組織体制図および総合情報基盤システム構成図【出典：
平成 18 年度総合情報基盤センター自己点検報告書】 
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計画 2-(2)-7－6「112 総合分析実験センターを研究支援組織の中核として整備し，研究

室，研究機器等の共同利用を進める」に係る状況 

計画 2-(2)-6－1 に同じ。総合分析実験センターの研究支援機能を効率的にするため

に，ウェブサイトから機器の予約を行なう有効利用システムの改善を行い，研究室，

研究機器等の共同利用の利便性を高めた（資料 2-(2)-7－6[1.2]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-7－7「105 国際研究協力課を中心に研究支援事務体制を充実する」に係る状

況 

平成１７年度に国際研究協力課（研究支援関係 2 係，国際交流関係 1 係）を，研究

協力課（研究支援関係 3 係）及び国際交流課の 2 課に機能分化した。また，研究協力

課に非常勤職員 1 名を新たに配置し，国際的教育・研究支援事務体制を充実した。さ

らに，平成１８年度から留学生課を国際課に併合し，国際的な教育・研究支援体制を

充実させた。その結果，交流協定校数の増加と Dual Degree Program などの国際交流

の実質化に向けて動き出した(資料 2-(2)-7－7)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-7-7：交流協定校数（累積） 

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

大学間 37  42  45  59 

部局間 57  62  65  67 

小計 94 104 110 126 

DDP 1   3   3   3 

計 95 107 113 129 

資料 2-(2)-7-6[1]:機器予約システム【出典：機器
分析部門 HP】 

 

URL：http://www.iac.saga-

u.ac.jp/reserve/nmr/nmr_week_e.cgi 

資料 2-(2)-7-6[2]:総合分析実験センター
機器の共同利用状況【出典：機器分析部門
HP】 
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 b)「小項目 2-(2)-7」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

  

(判断理由) 

計画 2-(2)-7-1,-2 による研究支援のためのデ－タベ－スの充実，計画 2-(2)-7-4,-

5 による情報システムの整備，計画 2-(2)-7-6 の研究実験機器利用の利便性の向上，

計画 2-(2)-7-3,-7 による研究支援組織及び事務システムの充実強化が図られており，

おおむね良好な達成状況と判断する。 

 

○小項目 2-(2)-8「【知的財産に関する基本方針】知的財産の創出，保護，管理，利活用

等に関する組織を設置し，教育研究部門の運営と並んで，法人の運営す

る基本的部門と位置づける」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(2)-8－1「113 知的財産に関する基本方針と諸施策を定める」に係る状況 

平成 16 年に知的財産管理室を設置し，知的財産に関する業務および相談窓口を一

本化するとともに，知的財産に関する基本的考え方をまとめ，規則および規程の整備

を行った（資料 2-(2)-8－1）。さらに，法人の運営する主要部門として組織強化を図

るために，科学技術共同開発センター，知的財産管理室並びに佐賀大学 TLO を統合し

て産学官連携推進機構を平成 18 年に設置し，知的財産の創出，管理及び活用等を戦略

的に行った（184 頁，資料 2-(1)-2-1[1,2]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-8-1:国立大学法人佐賀大学知的財産及び利益相反管理規則 

（平成１６年４月１日制定）
（目的） 

第１条 この規則は，国立大学法人佐賀大学（以下「本学」という。）の職員並びに施設・設
備及び教育・研究指導によって創出される知的財産を保有する者（以下「職員等」とい
う。）の知的財産を管理・保護し，活用を図り（以下「知的財産管理」という。），かつ，
本学の職員の利益相反・責務相反を管理（以下「利益相反管理」という。)し，もって社会
貢献を公明正大に果たすことを目的とする。 
（定義） 

第２条 この規則における用語の定義は，次の各号に定めるところによる。 
 (1) 知的財産 知的財産基本法（平成１４年法律第１２２号）第２条に規定する発明，考

案，植物の新品種，意匠，商標，著作物及び有体物等をいう。 
 (2) 利益相反 本学の職員又は本学が産学官連携活動に伴って得る利益（実施料収入，兼業

報酬，未公開株式等）と，教育・研究という本学における責任が衝突・相反している状況
をいう。 

 (3) 責務相反 本学の職員が主に兼業活動により企業等に職務遂行責任を負っていて，本学
における職務遂行の責任と企業等に対する職務遂行責任が両立し得ない状態をいう。 
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計画 2-(2)-8－2「114 知的財産の創出，取得，管理及び活用を戦略的に行う」に係る状

況 

知的財産管理室への教員の配置及び外部からの人材登用による組織強化を行うとと

もに，知的財産の活用を戦略的に行うため，全国初めての内部型機関として「佐賀大

学 TLO」の設置承認を受けた(資料 2-(2)-8－2)。これをさらに，科学技術共同開発セ

ンター，知的財産管理室と統合することにより，産学官連携推進機構を発足させ，佐

賀県地域産業支援センターとの共同によるシーズ説明会（193 頁，資料 2-(1)-5-2[2]：

佐賀大学シーズ集），企業巡回，学生ビジネスモデルコンテスト（193 頁，資料 2-

(1)-5-2[1]）等の戦略的取り組みを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-8－2：「佐賀大学ＴＬＯ」 【出典：TLO ホームページ】 

佐賀大学ＴＬＯ紹介 

■ 佐賀大学 TLO は、全国で 40 番目の承認 TLO、国立大学法人としては初めての内部型 TLO とし
して誕生しました。 

■ 内部型のため、知的財産の管理と活用の一元的な処理が可能です。 

■ 技術移転後も継続的に発明者の協力が得られます。 

■ 
佐賀大学ＴＬＯの会員制度にご賛同、ご入会いただいた企業様をご紹介いたしま
す。 

事業案内 
佐賀大学 TLO は、下記の事業を行います。 

佐賀大学が保有する知的財産（特許、固有技術）を民間企業に技術移転し、民間企業の発
展を図るとともに、その実施料を研究資金として大学に還元し、民間企業と大学の共栄を目
指します。 

地域民間企業の技術者と大学研究者等の交流を通して、従来の成果活用型だけでなく、能
力活用型による知的財産の創出環境を提供します。 

民間企業向け 
1. 所有特許の紹介・斡旋・契約 
2. 固有技術の紹介・斡旋・契約 
3. 会員企業に対する各種サービス 
4. 技術アドバイザーの紹介・派遣 
5. 共同研究・受託研究の手続き相談 
6. 講演会・講習会・セミナーの開催 
7. TLO ニュースの発行  
学内向け 
1. 特許出願の支援・代行 
2. 実施料の管理  
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計画 2-(2)-8－3「115 佐賀県地域産業支援センターと技術移転推進プラザ（TLP）が連

携し，本学教職員・学生等の研究成果の知的財産創出支援，知的財産の保有及

び活用を図る」に係る状況 

本学の研究成果を産業界及び地域社会に継続的・組織的に還元するシステムと

して「佐賀大学 TLO 会員制度」(資料 2-(2)-8-3)を創設するとともに，佐賀県地

域産業支援センターからの知的財産コーディネーターを受け入れ，同センターと

連携して，前記計画 2-(2)-8－2 で示す活動を展開した。また，技術移転推進プ

ラザ（TLP；学外に設置した産学官連携サテライト室）を活用して，地元企業，

自治体等との連携事業を積極的に推進した（228 頁，資料 3-(1)-1－3[1]:サテラ

イト室の業務案内 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)「小項目 2-(2)-8」の達成状況 

(達成状況の判断) 

 目標の達成状況が良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(2)-8-1 の状況が示すとおり，法人化当初から知的財産管理室と TLO を設置

し，平成 18 年にはこれらを産学官連携推進機構として統合・拡充し，大学の中核組織

として位置付けており，また計画 2-(2)-8-2 および 2-(2)-8-3 の状況が示すとおり，

同機構を通した知的財産の産業界や地域社会への還元が実施されていることから，本

取組が順調に行われていると判断した。 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-8－3：佐賀大学 TLO 会員制度 【出典：TLO ホームページ】 

会員募集 

 佐賀大学 TLO では、佐賀大学と地域企業の日常的な連帯強化を図るため、会員企業を募集しま

す。 

 佐賀大学 TLO の会員制度は、長続きする GIVE&TAKE 型の産学連携を目指して、個々の企業技術

者と佐賀大学教職員の交流を促進するための制度です。会員企業は、佐賀大学教職員の中から相

談員を自由に指名し、派遣相談を受けることができます。佐賀大学は、約 700 名の教員（研究

者）を擁しており、応談の分野は組み合わせまで含めると、その可能性はほぼ無限といえます。

 その他にも下記の会員特典もございますので、入会ご希望の方は入会申込書に必要事項をご記

入いただき、佐賀大学ＴＬＯまでＦＡＸにてお申込み下さい。 

 

会員の特典 

1.指名した大学教職員による派遣相談（詳細は下記参照） 

2. 未公開特許の優先開示（3 ヶ月間）・優先実施権 

3. TLO 担当者による会員企業の巡回  

4. 技術移転に関する個別相談 

5. ホームページによる教職員マップの閲覧 

6. 共同研究・受託研究の手続き相談， 

派遣相談 

1. 従来の知識活用型だけでなく、能力活用型の相談ができます。 

2. 指名により最適な相談者（パートナー）を確保でき、相談役や技術顧問として活用で

きます。 

3. 教職員は、受託研究費から相談の対価を研究費として受けとります。 
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○小項目 2-(2)-9「【研究の評価と質の向上システムに関する基本方針】研究成果につい

て，専門家による評価を受ける」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(2)-9－1「116 役員会に評価組織を置き，部局及び個々の教員の研究活動状況

の評価と改善勧告を行う」に係る状況 

役員会の下に評価室を設置し，部局及び個人評価の実施を盛り込んだ「国立大学法

人佐賀大学大学評価の実施に関する規則」，研究活動状況の評価を盛り込んだ「国立

大学法人佐賀大学における教員の個人評価に関する実施基準」及び「個人評価実施指

針」を制定し，平成 17 年度の試行を経て，平成 18 年度から本格実施した（資料 2-

(2)-9-1[1]）。さらに，平成 19 年度に「国立大学法人佐賀大学における評価結果の活

用に関するの指針」及び「評価結果の活用に関するの要項」を定め，役員会で部局及

び教員の研究活動等の評価を検証し，インセンティブ付与や改善勧告等のフィードバ

ックを行う体制を整えた（資料 2-(2)-9-1[2,3]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-9-1[1]:研究活動状況個人評価の集計例【出典：医学部個人評価のまとめ（平成
18 年度実績）】 

研究の領域 
１）評価項目と評価点：ここでは以下の項目について点検し，評点化を行った。 

[1] 著書，論文等の実績： 著書，論文等の発表数とインパクトファクターを点数化。 
[2] 学会発表等の実績： 学会発表等の数を学会規模，一般発表，招待発表とに分けて評点化。 
[3] 学会への貢献： 学会等の主催，学会役員等の実績を評点化。 
[4] 学術等に関する受賞： 受賞の有無を評点化。 
[5] 科学研究費等補助金の申請・獲得： 代表者としての申請実績と獲得実績を評点化。 
[6] 特許の申請・取得状況： 申請あるいは取得の有無を評点化。 
 

２）集計結果：上記評価項目の評点と，それらを合計した研究領域の評価点の職域・職種別平均値を表３
に示す。 

表３．研究の領域，評価項目の平均評価点 

研究領域 各 評 価 項 目 の 平 均 評 点 

職域・職種 区分 
平均 

評価点数 

[1] 
著書論

文 

[2] 
学会発表

[3] 
学会貢献

[4] 
受 賞 

[5] 
科研費 

[6] 
特 許

教授 36.2 12.9 10.3 4.1 0.5 8.4 0 
助教授・講師 24.5 7.5 8.1 3.2 0.6 5.1 0 

医学科 
基礎系 

助手 16.7 8.2 6.4 0.3 0 4.8 0 
教授 83.1 26.3 27.8 22.2 0.5 4.5 1.8 

助教授・講師 24.5 7.5 8.1 3.2 0.6 5.1 0 臨床系 
助手 16.7 8.2 6.4 0.3 0 4.8 0 
教授 22.0 6.1 6.7 4.9 0 4.3 0 

助教授・講師 13.9 4.4 3.9 1.5 0 4.1 0 
看護学

科 
助手 7 0.5 2.7 1.2 0 2.6 0 
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 2-(2)-9-1[3]：評価結果の活用サイクル【出典：評価結果の活用に関する要項】 

 

資料 2-(2)-9-1[2]：：国立大学法人佐賀大学における評価結果の活用に関する指針 
 （平成１９年１２月１２日制定）

 １ この指針は，国立大学法人佐賀大学（以下「本学」という。）において実施する部局等評価
及び個人評価における自己点検・評価及び外部評価による評価結果を，本学の活動の改善に活
用するための指針について定めるものとする。 

２ 部局等評価の指針は，次のとおりとする。 
 (1) 役員会は，各部局等の「教育・学生支援」，「研究」，「国際交流・社会貢献」，「組織

運営・財務」，「部局固有の業務」の活動について，本学の目標・目的の達成に向けた取組
と質の向上の状況の観点から検証する。 

 (2) 前号の検証は，部局等自己点検評価報告書，年度計画実績報告書及び外部評価結果並びに
それらの根拠資料等に基づき実施し，必要に応じてヒアリングを行う。 

 (3) 学長は，検証の結果について，各部局等へフィードバックする。 
  イ 優れた取組については，当該取組を更に推進するための措置（以下「インセンティブ付

与措置」という。）をとり，奨励する。 
  ロ 改善を要する事項については，当該部局の長に対し，改善の指示を行い，改善状況の報

告を求める。 
 (4) 各業務担当理事は，改善状況の報告に基づき，当該改善状況の確認を行う。 
 (5) インセンティブ付与措置のうち，予算措置が必要なものは，毎年度の「予算編成の基本方

針」に，その趣旨を明示する。 
３ 個人評価の指針は，次のとおりとする。 
 (1) 学長は，各部局等の長からの申出又は外部評価結果に基づき，特に高い評価を受けた職員

に対し，インセンティブ付与措置をとる。 
 (2) 各部局等の長は，評価の結果，その活動が十分でないと評価された職員に対し，活動状況

の改善について，適切な指導及び助言を行う。 
４ この指針に定めるもののほか，評価結果の検証，インセンティブ付与措置及び改善の指示等

に係る基準・方法等については，別に定める。 
    附 則 
 この指針は，平成１９年１２月１２日から施行する。 
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計画 2-(2)-9－2「117 研究者データベースを構築し，公開する」に係る状況 

データベース統合化推進会議において基本データベースシステムを構築した。さら

にデータベースの充実及び活用を図るため，上記組織を改組して情報政策委員会を設

置した(資料 2-(2)-7－4[1]参照)。この体制の下，教員基礎情報データベース・研究

業績デ－タベ－スを整備し，佐賀大学ホームページ等により公開した（資料 2-(2)-9

－2[1]）。研究業績デ－タベ－スに見られるように（資料 2-(2)-9－2[2]）,ほとんど

の研究成果はレフェリー付きの雑誌に投稿し，専門家による査読評価を受け，質の向

上を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)「小項目 2-(2)-9」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(2)-9－1 において，評価組織，評価体制および質の向上に向けた評価の活

用サイクルが確立され，教員個人および部局単位の研究活動状況に関する自己点検・

評価が実施されている。また，研究成果を専門誌に掲載する際の専門家による査読評

価に加え，計画 2-(2)-9－2 で研究成果をデータベース化して公表することにより，

研究成果の量と質について社会及び専門家から評価を受けている。以上のことから，

研究の評価と質の向上システムに関する達成状況はおおむね良好であると判断する。 

 

 

 

 

 

 

資料資料 2-(2)-9－2[2]：公開データ代表例【出典：ホームページ研究業績デ－タベ－ス】 

 

資料 2-(2)-9－2[1]：データベース登録件数及びアクセス件数 

 登録件数 アクセス件数 備考 

教員基礎情報データベース   824 235,461 2006/04/01～2008/04/30 

研究業績データベース 18,732 262,410 2006/04/01～2008/04/30 
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○小項目 2-(2)-10「【研究の評価と質の向上システムに関する基本方針】原則として，

基礎・基盤的研究の評価は５年，プロジェクト型研究の評価は３年ご

とに行う」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(2)-10－1「116 役員会に評価組織を置き，部局及び個々の教員の研究活動状況

の評価と改善勧告を行う」に係る状況 

計画 2-(2)-9－1（頁 215）に同じ。役員会の下に評価組織を置き「国立大学法人佐

賀大学における評価結果の活用に関する指針」及び「評価結果の活用に関する要綱」

を定め，役員会で部局及び教員の研究活動等の評価を検証し，インセンティブ付与や

改善勧告等のフィードバックを行う体制を整えた（217 頁，資料 2-(2)-9-1[2,3]参

照）。平成２０年度は法人化後５年目になるので，今回の各学部・研究科の現況調査

票「研究」の評価結果を踏まえて，基礎・基盤的研究についての総合評価を実施する。

また，プロジェクト型研究については，3 年の期限をつけて教育研究評議会の研究推

進部会において，評価を実施している（下記資料 2-(2)-9－1[1,2]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-9－1[1]:研究推進部会議事録（抜粋） 資料 2-(2)-9－1[2]:研究推進部会議事録（抜粋） 
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計画 2-(2)-10－2「118 評価に基づき，インセンティブを付与する方法を確立する」に

係る状況 

上記計画 2-(2)-9－1 で述べた，「国立大学法人佐賀大学における評価結果の活用に

関する指針」及び「評価結果の活用に関する要項」を定め（217 頁，資料 2-(2)-9-

1[2,3]参照）,評価に基づくインセンティブ付与や改善勧告等のフィードバックを行う

体制を整えた。また，「国立大学法人佐賀大学教員人事評価試行実施要項」を制定し

（下記資料 2-(2)-10－2[1]），研究活動等の評価に基づいて上位昇給区分及び勤勉手

当の成績優秀者を判定する仕組みを導入し，平成 19 年度に試行を実施した。この他に，

優秀研究者の顕彰制度（優秀科学技術研究賞）や科学研究費獲得に向けた奨励研究費

制度など，インセンティブを付与する方法を整備した（下記資料 2-(2)-10－2[2,3]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-10－2[1]：国立大学法人佐賀大学教員人事評価実施要項 

（平成２０年５月１６日制定）

（人事評価の目的） 

第２ 人事評価は，実績を上げた大学教員に対し，それに応じてインセンティブを付与するこ

とにより大学教員個々の志気の高揚を図り，もって本学の目標達成に資することを目的とす

る。 

資料 2-(2)-10－2[2]：研究者へのインセンティブ付与について(答申)【出典：評議会資料】 
 

平成１８年１２月２８日 

   学 長  殿 

                        教育研究評議会研究推進部会長 

                        西 河 貞 捷 

研究者へのインセンティブ付与について 
 
本学の中期計画（計画番号０９５）に掲げる「将来性のある研究者・研究チーム重点育成・

支援計画により，育成・支援する。」との項目に基づき，教育研究評議会研究推進部会で研究

者へのインセンティブ付与について検討しました。   

その結果，以下のとおり提案します。 
 
１ 奨励研究費 

科学研究費補助金の応募申請を行いＡ判定を受けたものの不採択になった者で，申請

書に記載の年齢が５０歳以下の者へ，予算額としては１，０００万円を確保の上，研究

費として申請額（初年度分に限る。）の４割以内の額で１００万円を上限として付与す

る。 
 
２ 優秀科学技術研究賞 

教育研究評議会人事部会で教員人事評価システムの構築が検討されているが，本部会

としては，各研究者の年間の研究業績を評価し，最優秀の５０歳以下の教職員１名へ，

研究費として５０万円を授与する。 
 
３ 優秀芸術文化賞，社会文化賞，学術賞 

芸術文化，社会貢献，国際貢献の分野で顕著な業績を挙げた５０歳以下の教職員１名

へ，研究費として５０万円を授与する。 

 

資料 2-(2)-10－2[3]：優秀科学技術研究賞，優秀芸術文化賞 受賞者 

年度 賞 受賞研究者名 

優秀科学技術研究賞 吉田 裕樹 （医学部） 平 成 19 年

度 優秀芸術文化賞 田中 右紀 （文化教育学部） 
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b)「小項目 2-(2)-10」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である  

 

(判断理由) 

研究の評価と質の向上システムに関する基本方針として，基礎・基盤的研究の評価

を原則５年ごとに行うに関しては，計画 2-(2)-10－1 で実施体制と実施計画が整って

おり，プロジェクト型研究の評価は３年ごとに行うについては，教育研究評議会の研

究推進部会で定期的に実施されている。さらに計画 2-(2)-10－2 で，インセンティブ

付与や改善勧告等のフィードバックにより，評価結果を質の改善に結びつける仕組み

も整備され，顕彰・奨励制度などが既に実施されていることから，達成状況はおおむ

ね良好と判断する。   

 

 

 ○小項目 2-(2)-11「【共同研究等に関する基本方針】すべての分野において，学内外と

の共同研究を積極的に推進する」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

計画 2-(2)-11－1「119 公募型研究プロジェクトを設定し，期限を限った共同研究等を

進める」に係る状況 

教育研究評議会研究推進部会において，医文理融合型による全学的に取り組む重点

研究プロジェクトの学内公募を行い，学部横断型の共同研究プロジェクトであること

を主要な観点とした審査により（219 頁，資料 2-(2)-9－1[1]:議題２参照），以下に

示す研究プロジェクトを選定し，終了時限をつけて研究を推進した（資料 2-(2)-11-

1）。その結果，一件のプロジェクトが概算要求として採択されるなどの成果を上げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-11-1：公募型研究プロジェクト一覧【出典：研究推進部会議事録】 
プロジェクト名 学部等 期間(年度) 

①健康長寿社会の構築を目指した医食同源の科学的解明 
農，文教，医，総合分析

センター 
H17 ～ H19 

②アジア社会における地域社会活性化政策に関する国際比

較研究(H17))， 21 世紀型アジア・コミュニティの創造に

関する理論的・実証的・政策的国際比較研究(H18) 

文教，経 H17 ～ H18 

③廃棄物の無害化・再資源化システムの構築に関する研究 農，理工 
H17 ～H18 

H19 概算要求採択 

④「災害弱者」のための地域安全総合研究 文教，経，医，理工 H19 ～ H20 

⑤先端医療福祉システムの研究 医，理工 H19 ～ H21 
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計画 2-(2)-11－2「120 研究室レベル及び教職員等の共同研究成果を推進・拡充し，成

果を公表する」に係る状況 

学部，研究センターの研究室レベル及び各教員による共同研究の成果が，研究業績

デ－タベ－スで公表されており，他組織との共著論文数で調査した結果において，研

究センタ－における共同研究数は下記資料 2-(2)-11-2 に見られるように顕著に増大し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 2-(2)-11－3「121 統合して 5 学部（文化教育，経済，医，理工，農）になったメ

リットを活かして，学部横断的研究プロジェクトを構築する」に係る

状況 

小項目 2-(2)-１の計画 2-(2)-1－2（頁 198）に同じ。前記計画 2-(2)-1－1 の学際

的新研究分野創出に向けた重点研究体制を整備する取組みにおいて，学部横断的研究

プロジェクトが立ち上がり，共同研究体制が構築された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-11-2：各研究センタ－における共同研究成果の推移【出典：研究業績デ－

タベ－ス】 

他組織との共同研究による原著論文数 
センター名 

H16 H17 H18 H19 小計 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ光応用研究ｾﾝﾀｰ 4 6 1 5 16 

海浜台地生物環境研究ｾﾝﾀｰ 10 9 10 11 40 

総合情報基盤ｾﾝﾀｰ 7 6 4 5 22 

総合分析実験ｾﾝﾀｰ 8 14 6 11 39 

低平地研究ｾﾝﾀｰ 13 7 23 13 56 

地域学歴史文化研究ｾﾝﾀｰ 1 0 2 2 5 

有明海総合研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 13 8 9 14 44 

海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ 40 38 51 54 183 

前記資料参照 

・196 頁資料 2-(2)-1-1：重点研究領域のプロジェクト実施組織（学部横断的な学際的

新研究分野） 
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計画 2-(2)-11－4「122 異分野間（学部間，学科・課程間，専攻間，個人間）の研究交

流が容易にできる環境を醸成し，独創的研究課題を設定する」に係る

状況 
教育研究評議会研究推進部会において，各学部，研究センター等の研究活動調査や

公募により，本学の独創的重点研究課題に学際的研究プロジェクトを設定し（196 頁，

小項目 2-(2)-１の計画 2-(2)-1-1 参照），これらに戦略的資金配分を行うなど，異分

野間の研究交流が増進する環境を醸成する施策を行った。その成果として，以下のよ

うに学部等を越えた研究会，シンポジウムなどが開催され研究交流が盛んになった

（資料 2-(2)-11－4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
b)「小項目 2-(2)-11」の達成状況 

(達成状況の判断)  
 目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 2-(2)-11-1 から計画 2-(2)-11-4 の取組みにより，学内外の共同研究が推進さ

れ，学際的な研究プロジェクトが立ち上がり，一部が概算要求に採用されるなど共同

研究成果が表れていることから，共同研究を積極的に推進するという基本方針におい

て，おおむね良好な達成状況と判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-(2)-11－4：シンポジウム等の開催一覧 

年度 学部 典拠 

17 年度 九州シンクロトロン光研究センターにおけ

るタンパク質結晶構造解析 

（2005.03.16）他 

教育・研究・評価・入学・就職・外部

資金獲得等情報：シンポジウム開催状

況ＨＰ 

18 年度 平成 17 年度佐賀大学有明海総合研究プロ

ジェクト成果公開シンポジウム

（2006.07.17）他 

教育・研究・評価・入学・就職・外部

資金獲得等情報：シンポジウム開催状

況ＨＰ 

19 年度 食環境と健康長寿のフロンティア

（2007.04.14）他 

教育・研究・評価・入学・就職・外部

資金獲得等情報：シンポジウム開催状
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②中項目２「研究実施体制等の整備に関する目標」の達成状況 

(達成状況の判断)  

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

旧佐賀医科大学と旧佐賀大学の統合により研究者間の交流が盛んになり，学際

的新研究や学部横断的な研究環境が整った。地域に特有な分野における学際的新

研究や将来性のある研究に対して研究経費や研究者，研究補助者等を重点配分す

ることにより，医文理融合の学部横断的な研究実施体制が整備された。その結果，

運営交付金の特別教育研究経費に，「有明海総合研究プロジェクト」が平成１７

年度から５年時限で，「廃棄物の無害化・再資源化」プロジェクトが平成１９年

度から３年時限で採択された。また，研究成果の発信，知的財産の管理・活用体

制（佐賀大学産学官連携推進機構）を構築することにより，知的財産の産業界や

地域社会への還元が実施された。さらに役員会に研究の評価体制を構築し，イン

センティブを付与する具体的方法を確立した。以上のことより目標の達成状況が

おおむね良好であると判断できる。 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

(優れた点) 

1.旧佐賀医科大学と旧佐賀大学の統合による成果が医文理融合の新規研究プロ

ジェクトの立ち上げとその成果に顕著に見られる。 

2.学長のリ－ダシップにより教育研究目的に沿って教員を配置しながら，研究

資金も含めて，発展的・独創的な地域に根ざした戦略的支援を行っている。 

3. 平成 16 年に知的財産の創出，保護，管理，利活用等に関する組織である知

的財産管理室を設置し，平成 18 年に同室，佐賀大学 TLO 及び科学技術共同開

発センターを統合した佐賀大学産学官連携推進機構を設立した。この組織は

佐賀大学の基本的部門として活動している。 

 

(改善を要する点) 

人事評価，部局評価のシステムは平成 19 年度までに構築され，インセンティブ

付与を 20 年度に本格的に実施する。 

 

 (特色ある点) 

シンクロトロン光応用研究，海洋エネルギー研究，低平地研究等の先端研究

は，本学が目指す地域に根ざした重点研究として着実にその成果を上げてきてい

る。学長経費による研究プロジェクトから出発した「有明海総合研究プロジェク

ト」，「廃棄物の無害化・再資源システムの構築に関する研究」については，運

営交付金の特別教育研究経費により本格的研究体制が構築された。さらに，佐賀

大学地域学歴史文化研究センタ－は，地域学（佐賀学）を中心に研究する組織で

あり，地方大学として特徴的な活動を活発に行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



佐賀大学 社会連携 

 - - 225 - - 

３ 社会との連携，国際交流等に関する目標(大項目) 
 

(１)中項目１「社会との連携，国際交流に関する目標」の達成状況分析 

 

①小項目の分析 

 
○小項目 3-(1)-１「【地域社会等との連携・協力】地域との連携・協力は大学の重要な

任務と位置づける」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 3-(1)-１－1「123 知的財産の利活用に関する部門を整備する」に係る状況 

平成 16 年度に，本学が創出する発明・特許・商標等の知的財産の管理・保護及び

利活用を図るため，知的財産管理室を設置した。本学が保有する知的財産の社会還元

の一層の円滑を図るため，平成 17 年に大学内部型機関として佐賀大学 TLO を設置し，

客員教授として採用した弁理士，知的財産アドバイザー等の活用の下，技術移転を行

ってきた。平成 18 年には，知的財産管理室，佐賀大学 TLO 及び科学技術開発センター

の 3 機関を産学官連携推進機構として統合し（資料 3-(1)-１－1），統合のメリット

を活かして技術シーズの発掘，権利化及び管理，知的財産の技術移転の各業務を効率

的かつ円滑に推進している。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 3-(1)-１－2「124 産業界及び地域社会との連携・協力を推進するための基本指針

を設定し，実行する」に係る状況 

     平成 16 年に地域貢献推進室を設置し，市民ニーズへの対応，県民生活の質の向上，

知の創造をキーワードとする民学連携による基本方針に基づく事業を推進し，さらに

平成 18 年に「国立大学法人佐賀大学社会貢献の方針」を制定し（資料 3-(1)-１-

2[1]），地域との連携・協力に関する全学的な方針を明確化した。同方針の下，自治

体(佐賀市，唐津市，鹿島，小城市，有田町)，県内 2 金融機関及び県弁護士会との間

で交流協定を締結し，自治体及び地域社会との連携・協力関係を構築するとともに

（資料 3-(1)-１-2[2]），「地域創成型学生参画教育モデル開発」・「e ラーニングに

よる人材育成支援モデル」・｢学習コンテンツ流通事業｣・「社会人のための学び直し

ニーズ対応プログラム」等の競争的資金の活用による事業，自治体等との相互に協力

して行う事業の企画と推進，及び公開講座の企画・推進など生涯学習を含めた教育と

研究を通した地域社会の活性化につながる事業を実施した（資料 3-(1)-１-2[3]）。 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-(1)-１－1[1]：国 立 大 学 法 人 佐 賀 大 学 産 学 官 連 携 推 進 機 構 規 則  

（ 平 成 1 8 年 7 月 2 1 日 制 定 ）

（ 目 的 ）  

第 ２ 条  機 構 は ， 国 立 大 学 法 人 佐 賀 大 学 (以 下 「 本 学 」 と い う 。 )の 産 学 官 連 携 を

組 織 的 に 推 進 す る 中 核 的 拠 点 と し て ， 本 学 に お け る 産 学 官 連 携 の 取 組 に 積 極 的 な

役 割 を 果 た す こ と を 目 的 と す る 。  

前記（小項目 2-(1)-2）資料参照 

・184 頁，資料 2-(1)-2-1[1]：産学官連携推進機構ホームページ 

・184 頁，資料 2-(1)-2-1[2]：産学官連携推進機構相関図 

資料 3-(1)-１-2[1]：国立大学法人佐賀大学社会貢献の方針（平成１８年６月２３日制定）  
 
３．社会貢献の目的  
（１）生涯学習等を通じて社会に対して学術的、文化的貢献を果たす。  
（２）地域と連携し、社会的な課題を解決する支援活動を行う。  
（３）産業界と連携し、大学に対する研究への期待に応える。  
（４）地域の教育について、先導的な役割を果たす。  
（５）医療活動を通じて、地域住民の健康を増進する。 



佐賀大学 社会連携 

 - - 226 - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-(1)-１-2[2]：地域貢献に係る連携組織図【出典：平成 18 年度佐賀大学地域貢献室報告書 Vol. 15】  

資料 3-(1)-１-2[3]：2007 佐賀大学公開講座一覧【出典：平成 19 年度佐賀大学地域貢献室報告書 Vol. 16】  
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計画 3-(1)-１－3「125 研究成果，技術相談，経営相談，法律相談等に関する情報を積

極的に公開し，地域との連携を深める」に係る状況 

地域貢献推推進室を通して，学外の各サテライトにおいて成果の公開，技術情報の

提供を行うことにより地域交流事業を展開し（資料 3-(1)-１－3[1]）,産学官連携推

進機構が取得した特許情報，研究・技術移転・知的財産に関する情報提供・集約の窓

口として，開設 HP において情報提供を行い（資料 3-(1)-１－3[2]），企業，自治体，

団体，他研究機関等との協力・連携事業を積極的に推進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-(1)-１－3[1]：サテライト室の業務案内【サテライトＨＰ】 

  
TOSU サ テ ラ イ ト で

は、一般市民に佐賀

大学に対する理解を

深めてもらう為、佐

賀大学の研究・教育

成果を展示していま

す。 

○展示内容 

• 教員等の研究報告書  

• 佐賀大学のパンフレット類パネル展示  

• 研究・教育成果（光デバイス、IC,マイクロ波回

路設計などのサンプル）  

• 教育実習状況、研究成果等の紹介のビデオ上映  

• VBL（ベンチャービジネスラボラトリ）・ベンチ

ャービジネス講座などで行われた講義や講演の

ビデオ上映  

 ○佐賀大学の公開講座も随時開催しています。  

開館時間  ９：００～２２：００（月曜日閉館）  

産学官連携サテライト室では、産学官連携に関す

るご相談にお答えします。 

• 佐賀大学の全教員の研究活動情報の提供 

（研究シーズ、保有特許などの情報が、端末

から検索できます。）  

• 創業ベンチャー相談、経営、法律、共同研究

等の相談  

• 特許検索、知的財産所有権等の相談  

• 資金調達相談  

• 各種研究助成制度の紹介  

• 佐賀大学のインキュベート室利用の紹介  

○産学連携コーディネータ及び各種相談受付員が

対応いたします。（無料）  
 

開館時間  平日 １３：００～１９：００  

毎月第２金曜日１８時より産学連携フォーラム講

演会を開催しています。  

資料 3-(1)-１－3[2]：特許等情報案内【技術移転部門（佐賀大学 TLO）特許情報ＨＰ】 
 
登録特許    28 件   (H20.5.20 現在） 

公開特許    92 件 

未公開特許    43 件 

実用新案登録    １件 

知的財産登録   15 件 

 

   

整理番号 分野 発明の名称 発明の概要 

1988002 材料・機械 歯車試験機 
本発明は、歯車試験機、特に歯車の運転時の
振動と騒音及び耐久力等の運転性能試験機に
関するものである。 

1988003 材料・機械 

取付け角を有する
対称翼型複葉式ウ
ェルズタービンを
用いた波力発電装
置 

本発明は、波浪の有するエネルギーを機械的
な回転運動に変換する装置、より具体的には
波力発電装置に用いる対称翼型複葉式ウェル
ズタービンに関するものである。 

1989001 環境 凝集剤 

水溶性の４－アミノメチル－1,8-オクタンジ
アミン－エピハロヒドリン重縮合物にジアル
デヒドを、原料の４－アミノメチル-1,8- オ
クタンジアミン当たりモル比 1:0.0001 以上
の範囲内で加えて反応させて得られた水溶性
の高重縮合物又はその塩からなることを特徴
とする凝集剤。 
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計画 3-(1)-１－4「126 佐賀地域産学官連携推進協議会，地域貢献連絡協議会等を通

して，地域社会と連携・協力を推進する」に係る状況 

平成 16 年度から産学官連携推進協議会と共同して毎年「学生ビジネスプランコンテ

スト」を企画しているほか，17 年度には産学官連携フォーラムを開催し（資料計画 3-

(1)-１－4[1]），本学保有特許および技術シーズの公開を通じて地域産業・自治体と

の間での技術交流を行い，加えて 18 年度には「MOT 教育・農業版」の取組を紹介した。

また地域貢献推進室は，地域貢献推進連絡協議会や自治体を通して，大学との相互協

力による事業の提案を収集し，協力可能な事業について，16 年度 7 件，17 年度には約

24 件，18 年度 16 件の案件が検討され，総数 47 件の約 9 割について大学側の対応を可

とし，そのうち 3 割について事業の実施，および審議会･委員会等への教員の派遣が実

施され，残り 7 割について事業の推進のための検討を行っている（資料 3-(1)-１－

4[2]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-(1)-１－4[1]:産学官連携フォーラム報告【技術移転部門（佐賀大学 TLO）開催報告ＨＰ】 

5 回産学官連携フォーラム in 佐賀開催報告 

 第 5 回産学官連携フォーラム in 佐賀を平成 18 年 3 月 3 日（金）佐賀市アイスクエアにおいて開催しま
した。 
 佐賀地域産学官連携推進協議会は平成 13 年度に設立され、経済界 5 団体、官界 3 団体、学界 2 大学の参
加の下、毎年「産学官連携フォーラム」を開催し、産学官佐賀地域における産学官連携の要として活動を
続けてきました。技術革新の切り札として登場した産学官連携もいよいよその真価が問われ始めており正
念場を迎えつつあります。本年度は、佐賀大学に技術移転機構（佐賀大学 TLO）が設立され、佐賀地域に
おける産学官連携体制はほぼ確立しました。本年度の産学官連携フォーラムでは、佐賀大学 TLO の設立を
記念するともに、佐賀地域における産学官連携のあり方を再考し、再出発を誓いました。 
 基調講演として、株式会社ワイビーエム会長の吉田哲雄様より産学官連携の取り組み及び研究成果や実
用化に向けた課題点につきましてご講演いただきました。また、事例発表として、「最近のエネルギー貯
蔵デバイスと二次電池の動向」～携帯電話の電池に使えるセラミックスの事例～について理工学部機能物
質化学科 野口英行教授より、「高温高圧溶媒による機能性物質の抽出」～朝鮮人参サポニンと甘藷ポリフ
ェノールの抽出例などの紹介～について農学部応用生物科学科 林信行教授よりご講演いただきました。 
 フォーラムには、県内企業、公設機関、大学関係から多数ご参加いただき、当日の参加者は 56 名でし
た。また、ポスターセッション（研究シーズ・研究成果の紹介）及び技術相談会、懇親会にもたくさんの
方にご参加いただきました。 

 

資料 3-(1)-１－4[2]：自治体からの提案への対応状況一覧 

１７年度 １８年度 １９年度 
２０年度（6

月まで） 
合  計 

 
提案
件数 

対応
可能 

左の内
実施中

提案
件数

対応
可能

左の内
実施中

提案
件数

対応
可能

左の内
実施中

提案
件数

対応
可能

左の内
実施中

提案
件数 

対応
可能 

左の内
実施中

佐賀県 3 3     4 3 3    7 6 3 

佐賀市 5 5 2 4 4  8 6 1 5 5 5 22 20 8 

鳥栖市 1 1           1 1 0 

小城市 4 4  5 5 2 1 1 1 3 3  13 13 3 

鹿島市 1 1        2 2 1 3 3 1 

唐津市 9 9 2    9 8 4 4 4 2 22 21 8 

みやき町 1 1           1 1 0 

有田町          2 2  2 2 0 

合  計 24 24 4 9 9 2 22 18 9 16 16 8 71 67 23
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b)「小項目 3-(1)-1」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況が良好である 

  

(判断理由) 

計画 3-(1)-１－1 で，地域社会への研究成果の還元と学術交流を積極的に展開する

ため，学内関係部門の見直しを行い，産学官連携推進機構および地域貢献推進室を設

置するとともに，地域自治体，地元金融機関，県弁護士会との協定を締結し，大学の

重要な任務として多様な社会貢献と地域との活発な交流を実現したことから，良好な

達成状況と判断する。 

 

 

 

○小項目 3-(1)-2「【教育における社会連携】１）地域貢献を重視する本学の理念に基

づき、教育面での連携協力，社会サービスを充実する」の分析 
a）関連する中期計画の分析 

計画 3-(1)-2－1「127 社会人のリカレント教育や生涯教育に対応するための社会人受入

れ態勢の整備，市民開放科目の開設，公開講座・市民講座の質的向上を

進め，市民への情報サービスを向上させる」に係る状況  

「チャレンジ佐賀学」，市民参画プロジェクトとして平成 15 年度特色ある大学教育

支援プログラム（特色 GP）に採択された「佐賀環境フォーラム」など，地域との関係

が深い科目を含め，ネット授業を市民に開放した。また，平成 19 年度社会人の学び直

しニーズ対応教育推進プログラムに採択された「佐賀大学デジタルコンテンツ・クリ

エーター育成プログラム」による e ラーニング・コンテンツの充実に取組んだ（84 頁，

【小項目 1-（2）-8】計画８-３，【52 頁，小項目 1-（1）-10】計画 10-３参照）。さ

らに，NPO 法人「有明海再生機構」との連携による「有明海講座」，公開講座，夜間開

講授業を開講した。 

 

 

 

・資料番号１－１－①：国立大学法人佐賀大学公開講座規程（別添資料：39 頁） 

・86 頁，【小項目 1-（2）-8】計画８-３，資料・データ番号８-３-⑤：「e ラーニン
グ利用授業科目一覧（平成 19 年度現在）」 

・53 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-３，資料・データ番号 10-３-①：「佐賀大学
科目等履修生規程」 

・52 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-④：「平成 19
年度における夜間開講授業の開講状況（経済学科研究科）」 

・51 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-③：「リフレッ
シュ教育の実施状況を示すデータ」 

 

資料 3-(1)-2-１[2]：国立大学法人佐賀大学料金規程 

 第４条 講習料は，公開講座の受講の申請を受理するときに，徴収するものとする。 
２ 講習料の額は，別に定める。 
３ 既納の講習料は，返還しない。 
第４条の２ 前条の規定にかかわらず，佐賀大学地域貢献推進委員会の議を経て，学長が当該公

開講座の趣旨，目的及び内容等を勘案し，講習料を徴収する必要がないと認めた公開講座にお

いては，講習料を徴収しないことができる。 
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計画 3-(1)-2－2「130 国公私立大学間で教育研究に関するコンソーシアムを形成し，

単位互換，教員養成，専門職大学院，有明海研究等の地域研究課題に

関して，連携協力を行う」に係る状況  

教員養成において，九州地区８国立大学間に単位互換協定を締結し，２人の学生を

受入れた。シンクロトロン光関連分野では，九州地区８国立大学等間に研究教育の連

携協力に関する協定を締結し，有明海総合研究プロジェクトでは，学内外の研究者が

連携した協力研究体制を構築した。また，NPO 法人「有明海再生機構」と連携協力し，

有明海再生に向けた調査研究，政策提言などを行い，「有明海講座」の開催に協力し

た。さらに，本学が中心となって佐賀県内の大学・短大・放送大学による「大学コン

ソーシアム佐賀」を立ち上げ，地域の教育研究課題に関して連携協力を行う体制を構

築した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-(1)-2-１[3]：公開講座の開催状況の推移（件） 

18

13

18
16

4

8

12

16

20

資料 3-(1)-2－2[1]：九州地区 8 教員養成系大学・学部間における単位互換に関する協定書
（抜粋） 
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資料 3-(1)-2－2[2]：九州地区 8 教員養成系大学・学部間における単位互換の実施状況 

派 遣 受 入 
年 度 

人数 単位数 人数 単位数

平成 17 年度 1 2 0 － 

平成 18 年度 1 2 1 2 

平成 19 年度 0 － 1 2 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号５-１-②-１ 

 

資料 3-(1)-2－2[3]：シンクロトロン光応用研究に関する連携協力協定 
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資料 3-(1)-2－2[5]：NPO 法人有明海再生機構 

 

出典）NPO 法人有明海再生機構「組織・活動状況」（http://www.npo-ariake.jp/toppage/d1.html）

資料 3-(1)-2－2[4]：佐賀大学シンクロトロン光応用研究センターと他機関との協力連携図 

 

出典）佐賀大学シンクロトロン光応用研究センター「他機関との連携協力」 
（www.slc.saga-u.ac.jp/reports/omote.pdf）

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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資料 3-(1)-2－2[6]：有明海再生に向けた調査研究及び政策提言 

 

出典）環境省有明海・八代海総合調査評価委員会『委員会報告』（平成 18 年 12 月 21 日） 

 

資料 3-(1)-2－2[7]：「有明海講座」への講師派遣状況 

 開催日 テーマ 講師 

第 3 回 平成 18 年 11 月 17 日 
【日本一の干潟と干満差】 
最大約 6m の干満差，干潟の役割 

佐賀大学 教授 
加藤 治 

第 4 回 平成 19 年 1 月 13 日 
【有明海の海泥と濁り】 
浮泥のはたらき，海況（栄養塩，
塩分等） 

佐賀大学 教授 
田端 正明 

第 3 回 平成 19 年 11 月 17 日 
日本と韓国における干潟資源の伝
統的利用：採捕技術と食文化 

佐賀大学 教授 
武田 淳 

出典）NPO 法人有明海再生機構ホームページ（http://www.npo-ariake.jp） 

 

資料番号１－２－⑨：大学コンソーシアム佐賀における単位互換に関する協定書（別

添資料：40 頁） 

 

資料番号１－２－⑩：大学コンソーシアム佐賀における単位互換の実施に関する覚書

（別添資料：41 頁） 
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b）「小項目 3-（1）-2」の達成状況 
（達成状況の判断） 

目標の達成状況が良好である 

 

（判断理由） 

計画１-１，計画１-２の状況が示すように，「佐賀環境フォーラム」などのネット

授業の市民開放，「佐賀大学デジタルコンテンツ・クリエーター育成プログラム」に

よる生涯教育プログラムの開発，「大学コンソーシアム佐賀」の形成など，地域社会

への教育サービス体制を充実させている。 

 

 

 

 

 

 

 

○小項目 3-(1)-3「【教育における社会連携】２）初等・中等教育に対する支援体制を

確立・強化するとともに，高等教育，生涯学習に対する社会及び市民の

多様なニーズに応える」の分析 

 

計画 3-(1)-3－1「127 社会人のリカレント教育や生涯教育に対応するための社会人受

入れ態勢の整備，市民開放科目の開設，公開講座・市民講座の質的向

上を進め，市民への情報サービスを向上させる」に係る状況  

文化教育学部と佐賀県教育委員会との連携協定に基づく地域における教員養成・研

修の支援体制，佐賀県立致遠館高等学校の SSH（スーパーサイエンスハイスクール）事

業への指導協力体制を整えた（【小項目 1-（1）-10】計画 10-１参照）。また，市民

が科目等履修生として継続して履修する場合は検定料及び入学料を徴収せず，高等学

校等と協定を結んだ場合は授業料等の減免が可能となるよう科目等履修生規程を改正

するとともに，公開講座の受講料引下げを行った（【小項目 1-（1）-10】計画 10-３

参照），公開講座の受講料引下げを行った(前記資料 3-(1)-2-１[2]参照)。公開講座は

延べ 65 件，夜間開講授業については平成 19 年度に 22 科目を開講し，生涯学習サービ

スを充実させた（【小項目 1-（1）-10】計画 10-２参照）。さらに，「佐賀大学デジ

タルコンテンツ・クリエーター育成プログラム」による社会人学び直し事業に取り組

んだ（【小項目 1-（1）-10】計画 10-２参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前記資料参照 

・50 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-①：「文化教育

学部と佐賀県教育委員会との連携協定書」 

・53 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-３，資料・データ番号 10-３-①：「科目等履

修生規程」 

・52 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-④：「平成 19

年度における夜間開講授業の開講状況（経済学科研究科）」 

・51 頁，【小項目 1-（1）-10】計画 10-２，資料・データ番号 10-２-③：「リフレッ

シュ教育の実施状況を示すデータ」 

・ 229 頁，資料 3-(1)-2-１[2]：国立大学法人佐賀大学料金規程 

・ 資料番号１－１－①：佐賀県立致遠館高等学校のＳＳＨ事業の研究組織図（別添資

料：43 頁） 
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資料 3-(1)-3-１[2]：文化教育学部と佐賀県教育委員会との連携・協力事業一覧 

 

出典）平成 19 年度第 2 回佐賀大学文化教育学部と佐賀県教育委員会との連携・協力協議会会議資料 
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b）「小項目 3-（1）-3」の達成状況 
（達成状況の判断） 

目標の達成状況が良好である 

 

（判断理由） 

計画１-１の状況が示すように，初等・中等教育への支援体制を整備し，協力を行

っている。また，公開講座や生涯学習プログラム「佐賀大学デジタルコンテンツ・ク

リエーター育成プログラム」による生涯教育プログラムの開発など，優れた成果をあ

げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小項目 3-(1)-4「【教育における社会連携】３）附属図書館を地域に根ざした生涯学

習の拠点として整備し，研究成果などを提供する」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画 3-(1)-4－1「128 附属図書館は，蔵書の貸出，地域の図書館間の横断的検索シス

テムの構築，公開講座の実施等により，市民への情報サービスを一層

充実させる」に係る状況  

佐賀県立図書館との県内図書館横断検索システムに参加するとともに，佐賀県公共

図書館と佐賀大学図書館間に相互貸借規程を定め，市民への蔵書の貸出を行った。図

書館月間には，市民向け公開講座として「『ティファニーで朝食を』を原書で読む

会」，「佐賀の人づくり」をテーマとした講演会などの文化講演会，公開セミナー，

ミニ企画展を開催し，市民向け情報サービスとして情報検索講習会及び図書館利用案

内を開催した（【小項目 1-（3）-3】計画３-３，【小項目 1-（3）-5】計画５-１参

照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前記資料参照 

・126 頁，【小項目 1-（3）-3】計画３-３，資料・データ番号３-３-②：図書館月間

の開催状況 

・130 頁，【小項目 1-（3）-5】計画５-１，資料・データ番号５-１-②：「佐賀大学

電子図書館による貴重書コレクションの公開」 
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資料 3-(1)-4-1[1]：佐賀県内図書館横断検索システム 

出典）佐賀大学附属図書館「佐賀県内図書館横断検索システム」（http://www.lib.saga-u.ac.jp/）  
 
資料 3-(1)-4-1[2]：佐賀県公共図書館と佐賀県大学図書館間の相互貸借規程（別添資料） 

資料 3-(1)-4-1[3]：市民への蔵書貸出の回数 

686 726

899
822

13 33 2 170

200

400

600

800

1,000

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度冊
数 本館 医学分館

 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号Ｂ-１-②-１ 
 
資料 3-(1)-4-1[4]：公開講座等に参加した市民の数 
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出典）教育活動等調査報告書の資料番号Ｂ-１-②-２ 
注１）学外者の参加状況が判明しているケースのみ  
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資料 3-(1)-4-1[5]：市民向け公開講座「『ティファニーで朝食を』を原書で読む会」

に関する資料 

 
出典）佐賀大学附属図書館報「ひかり野」No.31,5 頁  

資料 3-(1)-4-1[6]：「情報検索講習会」に関する資料 

出典）佐賀大学附属図書館報「ひかり野」No.31,10 頁  
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計画 3-(1)-4－2「129 附属図書館に地域資料を収集し，地域文化交流協定の締結を進

める」に係る状況  

小城市教育委員会との地域文化交流協定を更新するとともに，貴重資料・地域

貢献専門委員会を設置し，絅堂遺稿（鍋島直彬漢詩集）等の地域資料の収集，岡

本基金を活用した俳諧関係資料「大内文庫」，古医書関係資料「洋学資料コレク

ション」などの地域資料（831 点）の購入を行い，貴重図書室に配架した（【小

項目 1-（3）-3】計画３-１及び計画３-３参照）。また，小城桜城館との共催に

よる「小城鍋島家の近代展」への所蔵資料の貸出など，生涯学習の場や研究成果

を地域に提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b）「小項目 3-（1）-4」の達成状況 

（達成状況の判断） 

目標の達成状況が良好である 

（判断理由） 

計画２-１，計画２-２の状況が示すように，附属図書館への地域資料の収蔵及び企

画展の開催に取組み，地域の基礎自治体との協定締結を進め，地域における生涯学習

の拠点としてサービス体制を充実させている。 

 

 

 

○小項目 3-(1)-5「【研究における社会連携】研究の質的向上と社会貢献推進のために，

産業界及び地域と緊密に連携する」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 3-(1)-5－1「131 各種学外組織（特に，地域の自治体，民間企業・団体）との連携

に基づく研究を推進する」に係る状況 

前記資料参照 

・121 頁，【小項目 1-（3）-3】計画３-１，資料・データ番号３-１-①：「佐賀大学

附属図書館選書専門委員会要項」 

・122 頁，【小項目 1-（3）-3】計画３-１，資料・データ番号３-１-④：「貴重書等

の収蔵状況（平成 19 年度現在）」 

・126 頁，【小項目 1-（3）-3】計画３-３，資料・データ番号３-３-②：「図書館月

間の開催状況（平成 16～19 年度）」 

資料 3-(1)-4-2[1]：附属図書館所蔵文庫「小城鍋島文庫」の地域への貸出状況 

年 度 催 事 

平成 17 年度 ・「小城鍋島家の近代展」（小城市教育委員会との共催） 

平成 18 年度 
・「成立期の小城藩と藩主たち」（小城市教育委員会との共催） 
・「幕末佐賀の医師と医学」（地域学歴史文化研究センター） 

出典）佐賀大学附属図書館自己点検評価報告書 17 頁 

 

資料 3-(1)-4-2[2]：地域の基礎自治体との相互協力協定 

締結先 締結年月日 

佐賀県佐賀市 平成 19 年 11 月 29 日 

佐賀県唐津市 平成 18 年 10 月 21 日 

佐賀県鹿島市 平成 18 年 7 月 19 日 

佐賀小城市 平成 17 年 12 月 20 日 

佐賀県有田町 平成 17 年 4 月 25 日 

出典）佐賀県佐賀市との相互協力協定書，佐賀県唐津市との相互協力協定書，佐賀県鹿島市との相

互協力協定書，佐賀県小城市との相互協力協定書 
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産学官連携推進機構の科学技術共同開発部門は，大学の研究者の産学官連携の窓口

業務を担当すると共に，新たな支援機能としてリエゾン機能を整備・強化し，産学官

連携を実践する仕組みとして「佐賀大学ビジネスコミュニティネットワーク（Saga 

university Business Community &network = SBC）」を構築し（資料3-(1)-5-1[1]）,

大学の研究成果を社会的経済的価値に結びつける取組みを推進した（資料3-(1)-5-

1[2]）。その成果として，以下のような共同研究が進められている（資料3-(1)-5-

1[3]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 3-(1)-5－2「134 学外の研究者が総合分析実験センター等の分析機器類を活用でき

るシステムの構築を図る」に係る状況 

学外からの依頼に応じて総合分析実験センター設置機器を用いて分析等を行う「受

資料 3-(1)-5－1[2]：佐賀大学ビジネスコミュニ
ティネットワークの総括報告（平成 19 年度） 

資料 3-(1)-5－1[1]：佐賀大学ビジネス
コミュニティネットワーク  

 

 

資料 3-(1)-5－ 1[3]：平成１８年度企業共同研究（抜粋）
【出典：SBC ホームページ，共同研究・受託研究＞平成 18 年度共同研究

一覧】 

番号 学部 研究担当者 企業 

1 

有明海総合

研究プロジ

ェクト 

小林元太 
（独）産業技術 

総合研究所 

研究題目 バイオブタノールの膜分離に関する研究 

番号 学部 研究担当者 企業 

2 医学部 高崎光浩 木村情報技術株式会社 

研究題目 

遠隔地医療従事者間におけるコミュニケーションツール及

び distance-less e ラーニング支援のためのインターネッ

トテレビ会議システム 3eConference の活用 
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託試験」の運用を開始した。また，同センターHP 上で利用可能な機器を公開し，外部

からの検索を可能にした（資料 3-(1)-5－2[1,2]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 3-(1)-5－3「135 地域住民・市民と大学との地域連携研究を推進し，新たに「地域

学」を創出する」に係る状況 

    地域貢献推進室と高等教育開発センターの連携事業「地域創成学生参画教育プログ

ラム」を発足させ（資料 3-(1)-5-3），伊万里市・佐賀市・唐津市・鹿島市との間で

教育モデル事業を展開した（221 頁，資料 2-(2)-7-5[1]「かささぎネットワーク」参

照）。また平成 18 年度に設置された地域学歴史文化研究センターを中心として，「佐

賀学」創出に向けた教育研究活動を推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-(1)-5－ 2[1]：受託試験案内【出
典：総合分析実験センターホームページ】 

資料 3-(1)-5－ 2[2]：受託試験の手続き案
内【 出 典 ： 総 合 分 析 実 験 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー
ジ】 

資料 3-(1)-5-3：地域創成学生参画教育プログラム【出典：貢献推進室報告書 18 年 Vol 5, p19】  
 

5 大学教育のサテライトネットワーク構築による地域創成学生参画教育プログラム 
 

この事業は大学教育を通した地域との協働による地域貢献事業でもあり、教育による地域創成事業と
して位置づけられる。 
 本モデル事業の６プログラムは以下の通りである。 

① 空き店舗活用による中心「市街地再生」プログラム： 
佐賀市内に設置している佐賀大学サテライト「ゆっつら～と館」において、まちづくり活動

のノ ウハウを生かし、逐次、空洞化の進む中心市街地に働きかける授業を取り入れ、市街地の
再生を教材化する。 

② 棚田復田による「農村再開発」プログラム： 
耕作放棄地となった棚田を復田し、そこでの有機栽培実験と農業体験学習を推進し、資源循

環型地域創成教育モデルを構築する。 
③ 「資源循環」型コミュニティ創成プログラム： 

生ごみの堆肥化と、それを活用した有機農産物のブランド化と直売所の運営による地産地消を
推進する。 

④ 未来の地域を支える「子供の居場所」創成プログラム： 
子供の居場所作りの観点から、フレンドシップ事業や放課後チューター事業などを企画し、子

育て支援に関する地域との連携教育システムを構築する。 
⑤ 森－川－海を結ぶ「環境教育」のネットワーク構築による地域再生支援プログラム： 

森林と有明海の干潟をフィールドとした初等・中等教育一貫の環境教育カリキュラム開発の
実証的研究を推進する。 

⑥ 地域創成「IT 情報システム」開発プログラム： 
各サテライトのネットワーク化とアーカイブスによる教材作成の支援とその公開を推進する。 
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 計画 3-(1)-5－4「136 社会が要請する研究分野を担当する文理融合型の研究センター設

置を目指す」に係る状況 

   重点研究プロジェクト「文系基礎学研究」を発展させ，医学史の分野等を融合した

「佐賀大学地域学歴史文化研究センタ－」を設置し（資料 3-(1)-5－4[1]），「佐賀

学（地域学）」の研究に着手した。その成果として，『小城鍋島藩と島原の乱－小城

鍋島文庫に見る－』，『小城鍋島家の近代』，『成立期の佐賀藩と藩主たち』，外交

流と小城の洋学―小城鍋島文庫にみる―』，『小城鍋島文庫目録近代文書編』，『市

場直次郎コレクション目録』等の図録資料集の出版や小城市教育委員会と共催で展示

会及び講演会を開催するなど，地域と密着した研究成果があがっている（（資料 3-

(1)-5－4[2]）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)「小項目 3-(1)-5」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況が良好である 

 

(判断理由) 

計画 3-(1)-5-1 から計画 3-(1)-5-4 の各実施状況が示すとおり，産学連携，地域連

携が順調に進展しており，かかる連携を通じて研究活動の活性化が良好に行われたと

判断した。 

 

 

 

資料 3-(1)-5－ 4[1]：地域学歴史文化
研究センタ－組織図 【 出 典 ： ホ ー ム ペ ー

ジ】 

資料 3-(1)-5－4[2]：『成立期の小城藩と藩主た
ち』 
 
「成立期の佐賀藩と藩主たち」 

                             平 成 １８（２００６）年 １０月 １３

日 発 行  

 ＜目 次 ＞ 

 はじめに 

 凡 例  

 目 次  

 図 版  

 論 考  

  成 立 期 の小 城 藩 について 

                 伊 藤 昭 弘  

  小 城 鍋 島 家 における家 臣 団 の 

由 緒 について    野 口 朋 隆  

  鍋 島 直 能 の学 術 と文 芸  

               大 庭 卓 也  

 図 版 解 説  

 史 料 編  

  １、泰 盛 院 様 御 代 御 書 附  

  ２、元 茂 公 御 代 御 政 事 之 部  

  ３、諸 色 御 遣 方 目 安  

  ４、郡 奉 行 掟  

  ５、諸 役 人 勤 格 式 帳 渡 シ方  

  ６、郡 奉 行 勤 格 式  

  ７、小 城 市 立 歴 史 資 料 館 収 蔵 文 書  

 謝 辞  

 本 書 は、平 成 １８年 １０月 ６日 に開 館 した本 センターが、その目 的

を達 するために開 催 する、小 城 市 教 育 委 員 会 との共 同 企 画 展 にあ

わせて発 行 された。カラー写 真 による史 料 も充 実 しており、成 立 期

の小 城 藩 とその藩 主 たちの姿 を考 察 する大 変 有 益 な史 料 である。 
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○小項目 3-(1)-6「【研究における社会連携】行政機関，産業界からの共同研究・委託研

究・受託研究を積極的に受入れ，大学の研究を活性化させる」の分

析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 3-(1)-6－1「132 共同研究，受託研究，委任経理金及び提案公募型資金の獲得，共

同研究に伴う 社会人客員研究員及び外国人客員研究員の受入に努め

る」に係る状況 

前述の計画 2-(1)-2-1 による共同研究・受託研究の受け入れ（185 頁，資料 2-(1)-

2-1[3]）および計画 2-(2)-4-5 による客員研究員および共同研究員の受入（204 頁，

資料 2-(2)-4-5）は，ともに増加しており，委任経理金及び提案公募型資金等の外部

資金の受け入れにも努めており（下記資料 3-(1)-6－1），平成 19 年には競争的資金

対策室を設置し，外部資金に関する情報提供・事務的支援の組織体制を整備して研究

の活性化を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 3-(1)-6－2「133 海洋エネルギー研究センター，低平地研究センター，海浜台地生物

環境研究センター，シンクロトロン光応用研究センター，ベンチャー・

ビジネス・ラボラトリー，地域経済研究センター，科学技術共同開発セ

ンター，医学部附属病院地域医療科学教育研究センター等において，共

同研究を活性化し，成果を地域へ還元する」に係る状況 

 各センターは，民間企業，産業界，自治体，国内外の大学との共同研究ないし研究

協力・連携を活性化し（前記資料 2-(1)-2-1[3]），研究成果を創出・公表しており

（前記資料 2-(2)-11-2），大学の研究を活性化させるとともに，成果を地域へ還元し

ている。 

 

 

 

資料 3-(1)-6－1：外部資金受入状況調(H15-H19) 

前記資料参照 

・185 頁，資料 2-(1)-2-1[3]：年度別共同研究・受託研究数 

・222 頁，資料 2-(2)-11-2：各研究センタ－における共同研究成果の推移 
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b)「小項目 3-(1)-6」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況が良好である 

 

(判断理由) 

計画 3-(1)-6－1-1 および 3-(1)-6－1-2 の状況から，外部との共同・連携による着

実な研究の推進により，研究の活性化と研究成果の還元が良好に行われていると判断

した。 

 

○小項目 3-(1)-7「【研究における社会連携】教職員の研究成果の特許化と積極的な公開

利用により，企業の技術開発や新産業創出のための環境を整備する」の分

析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 3-(1)-7－1「131 各種学外組織（特に，地域の自治体，民間企業・団体）との連携

に基づく研究を推進する」に係る状況 

計画 3-(1)-5－1（頁 243）に同じ。産学官連携推進機構の「佐賀大学ビジネスコミ

ュニティネットワーク（SBC）」を通じて，地域の自治体，民間企業，団体との連携・

共同研究を進めるとともに，研究成果の特許化と技術移転が積極的に行われている

（資料 2-(1)-5-2[3]）。 

 

 

 

 

 

計画 3-(1)-7－2「133 海洋エネルギー研究センター，低平地研究センター，海浜台地生

物環境研究センター，シンクロトロン光応用研究センター，ベンチャ 

ー・ビジネス・ラボラトリー，地域

経済研究センター，科学技術共同開

発センター，医学部附属病院地域医

療科学教育研究センター等において，

共同研究を活性化し，成果を地域へ

還元する。」に係る状況 

 

計画 3-(1)-6－2（頁 247）に同じ。

各センターは，企業・産業界，自治

体ならびに他大学との共同研究・研

究協力を進め，特許出願を行うとと

もに，特許・技術のライセンスを行

ってきている。また，特許・研究成

果をシーズ 100 展等において積極的

に公開している（資料 3-(1)-7-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前記資料参照 

・193 頁，資料 2-(1)-5-2[3]：年度別知的財産出願登録・技術移転状況 

資料 3-(1)-7-2：首都圏シーズ 100 展＆東京オ
フィス移転記念 
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b)「小項目 3-(1)-7」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 7-1 および 7-2 の状況から，研究成果の特許化・ライセンスが順調に行われて

おり，知的財産の利活用のための環境整備が図られていると判断した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小項目 3-(1)-8「【教育における国際連携】実績を積重ねてきた外国人留学生教育を本

学の重要施策と位置づけ，留学生受入れをさらに拡大するとともに，留

学生の生活・修学支援の質的向上を図る」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画 3-(1)-8－1「137 英語版のホームページを充実し，優秀な留学生の確保・受入に努

める」に係る状況  

佐賀大学ホームページ（English Version），海外からの留学希望者がアクセスする

ア ド ミ ッ シ ョ ン セ ン タ ー 入 試 課 （ For International Students ） を 更 新 し ，

「Admissions」，「Campus Life」に入試手続き，奨学金，ガイドブックなど，本学の

留 学 生 受 入 れ 体 制 の 情 報 を 掲 載 し た 。 ま た ， 留 学 生 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ に

「Japanese Programs」，「Consulting & Advising Hours」などを掲載して優秀な留

学生の確保・受入に努め，留学生の数が平成 16 年度の 300 人から平成 19 年度の 332

人に増えた。 
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資料 3-(1)-8-１[1]：佐賀大学のホームページ（English Version） 

出典）佐賀大学「English Version」 
（http://www.saga-u.ac.jp/english/index.html） 

 

資料 3-(1)-8-１[2]：佐賀大学のホームページ（To the Examinee） 

 
出典）佐賀大学「To the Examinee」 

（http://www.sao.saga-u.ac.jp/englishHP/nyusi.top.english.htm） 
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資 料 3-(1)-8- １ [3] ： 佐 賀 大 学 留 学 生 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ （ Consulting & 

Advising Hours） 

 

出典）佐賀大学留学生センター「留学生生活」（http://www.isc.saga-u.ac.jp/Jpns_Eng.html） 
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資料 3-(1)-8-１[4]：佐賀大学留学生センターのホームページ（Japanese Programs） 

 

出 典 ） 佐 賀 大 学 留 学 生 セ ン タ ー 「 Japanese Programs 」 （ http://www.isc.saga-
u.ac.jp/curriculum2.htm） 

 

資料 3-(1)-8-１[5]：佐賀大学における留学生数の受入状況 

外国人受け入れの現状

300
304

331 332

280

290

300

310

320

330

340

16年 17年 18年 19年

（
人

）

留学生数

 

出典）冊子 ICN の「外国人受け入れの現状（佐賀県）」 
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計画 3-(1)-8－2「138 短期留学プログラム，国際環境科学特別コース（英語特別コー 

ス）を充実し，学部及び大学院における英語による講義の充実を図

る」に係る状況 

短期留学プログラム等による外国人留学生を平成 19 年度は 20 人受入れ，各学部に

おいて英語による授業を開講した。また，国際環境科学特別コースを充実させた地球

環境科学特別コースにおいて英語授業科目を開講し，平成 19 年度は 33 科目の英語授

業科目を開講するとともに，14 人の留学生を受入れに取組んだ（【小項目 1-（3）-

9】計画９-４，計画８-１参照）。 

 

 

 

資料 3-(1)-8-２[1]：短期留学プログラム（SPACE）の概要 

出典）小冊子『SPACE』3,4 頁 

 

資料 3-(1)-8-２[2]：短期留学プログラム（SPACE）による留学生の受入状況 
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出典）教育活動等調査報告書の資料番号４-２-②-１ 
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計画 3-(1)-8－3「139 留学生支援基金の整備，生活支援セクションの設置，民間との協 

力による留学生寄宿舎の増設等に全学的に取り組む」に係る状況 

佐賀大学国際交流基金を始めとし,私費外国人留学生等の奨学金受給者数の資料が示

すように，私費外国人留学生へ奨学金支援を行っている。留学生センターの留学生教

育研究部門が，修学・生活・異文化交流相談の時間を設定し，チューター制度を活用

した生活支援などに取組んだ。また，国際交流会館以外に，NPO 法人「国際下宿屋」や

同窓会との連携により，留学生用寄宿舎（単身者 57 人，世帯等 17 組）を確保した

（【小項目 1-（4）-2】計画２-３参照）。 

 

 

 

 

資料 3-(1)-8-２[3]：地球環境科学特別コースによる留学生の受入状況 
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平成18年度 平成19年度

工学系研究科（博士前期課程）

工学系研究科（博士前期課程）

農学研究科（修士課程）
 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号４-２-②-２ 

 

前記資料参照 

・151 頁，【小項目 1-（3）-9】計画９-４，資料・データ番号９-４-①：「地球環境

科学特別コースの開講科目」 

・151 頁，【小項目 1-（3）-9】計画９-４，資料・データ番号９-５-②：「地球環境

科学特別コースの履修状況」 

・248 頁，資料 3-(1)-8-１[5]：「佐賀大学における留学生数の受入状況」 

 

前記資料参照 

・160 頁，【小項目 1-（4）-2】計画２-３，資料・データ番号２-３-①：「国際下

宿屋等の留学生用宿舎の斡旋又は確保状況」 

・161 頁，【小項目 1-（4）-2】計画２-３，資料・データ番号２-３-③：「私費外国

人留学生等の奨学金受給者数」 

・162 頁，【小項目 1-（4）-2】計画２-３，資料・データ番号２-３-④：「チュータ

ーの実施状況の推移」 
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計画 3-(1)-8－4「142 国際的学術交流を推進する」に係る状況 

佐賀大学国際貢献推進室の設置により，国際的な学術交流の体制を整備し，キング

モンクット技術大学ソンブリ校 （タイ王国），ノンラム大学（ベトナム），ユアンペ

イ大学（台湾）等との間に学術交流協定（大学間 59 件，学部間 67 件）を締結した

（【小項目 1-（1）-11】計画 11-１参照）。また，国際パートナーシップ・プログラ

ム，地球環境科学特別コースにおける英語の授業により，留学生の修学支援を行い，

留学生による原著論文，研究発表等の国際的学術交流の成果が，平成 19 年度は 16 件

となった（151 頁，【小項目 1-（3）-9】計画９-４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-(1)-8-3：佐賀大学国際交流会館規程（抜粋） 

 

資料 3-(1)-8-4[1]：国立大学法人佐賀大学国際貢献推進室設置要項（別添資料） 

 

資料 3-(1)-8-4[2]：留学生による研究活動状況（平成 19 年度） 
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出典）教育活動等調査報告書の資料番号６-１-②-３ 

前記資料参照 

・58 頁，【小項目 1-（1）-11】計画 11-１，資料・データ番号 11-１-①：「国際的

な学術・技術交流の協定」 
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計画 3-(1)-8－5「143 技術研修，教育研修等を企画し，研修生を積極的に受け入れる」

に係る状況 

平成 16，17 年度に JICA 事業による研修「インドネシア情報技術及び高等教育行

政」を実施し、それぞれの年度に 12 人の研修生を受け入れた。また、平成 19 年度に

は同事業による研修「インドネシア遠隔教育コンテンツ開発」を実施し、14 人の研修

生を受け入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 3-(1)-8－6「144 本学を終了し，帰国した留学生との連携・交流システム（ネット 

ワーク）を構築する」に係る状況 

留学生センターを中心に，佐賀大学を卒業した留学生同士及び本学と既卒留学生の

交流と親睦を深めることにより，情報交換や連携協力を促すためのネットワークの整

備を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-(1)-8-5[1]：JAICA 国別特設インドネシア「高等教育行政と情報技術」研修受

入れ 
16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

研修名 
実施期間 人数 実施期間 

人
数

実施期間 人数 実施期間 人数

ｲﾝﾄ ﾞ ﾈ ｼ ｱ情報技術及び高等教
育行政 

16.10.４～
10.22 

12
17.10.3～

10.22 
12 実施なし   

ｲ ﾝ ﾄ ﾞ ﾈ ｼ ｱ遠隔教育コンテンツ
開発 

 
19.9.10～

9.28 
14

出典）国際貢献推進室ホームページ「受入・派遣と採択状況」 

資料 3-(1)-8-6[1]：佐賀大学帰国留学生等ネットワーク構築ワーキンググループ要項 

   佐賀大学帰国留学生等ネットワーク構築ワーキンググループ要項 
（平成２０年６月２４日留学生センター運営委員会承認） 

  
 （設置） 
第１ 佐賀大学留学生センター運営委員会に，佐賀大学留学生センター規則（平成１６年４

月１日制定）第１４条の規定に基づき，佐賀大学帰国留学生等ネットワーク構築ワーキン
ググループ（以下「ワーキンググループ」という。）を置く。 

 
 （目的） 
第２ ワーキンググループは，各国・地域に在住する佐賀大学（以下「本学」という。）を

卒業又は修了し帰国した留学生等（以下「帰国留学生等」という。）の，部局を越えたネ
ットワークを構築することにより，帰国留学生等相互の交流と親睦を深めるとともに，本
学と帰国留学生等の情報交換や連携協力を図り，もって本学の発展と学術の振興に，国際
的に貢献することを目的とする。 

 
 （業務） 
第３ ワーキンググループは，次に掲げる業務を行う。 
 (1) ネットワークの構築に関すること。 
 (2) 帰国留学生等の活動状況調査に関すること。 
 (3) 各国・地域のネットワーク構築に係る連絡調整に関すること。 
 (4) その他ネットワーク構築に関すること。 
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b）「小項目 3-(1)-8」の達成状況 

（達成状況の判断） 

目標の達成状況が良好である 

 

（判断理由） 

計画８-１～計画８-６の状況が示すように，短期留学プログラム，地球環境科学特

別コース等により留学生の受入れが拡大し，国際的な学術交流の締結，NPO 法人と連

携して留学生宿舎の確保に取組むなど，留学生の生活・修学支援において成果が上が

っている。 

 

 

○小項目 3-(1)-9「【教育における国際連携】学術交流協定校との連携を強化し，日本人

学生の派遣数を増大させる」の分析 

a）関連する中期計画の分析 

計画 3-(1)-9－1「140 海外語学研修及び短期学生派遣プログラムを推進する」に係る状

況 

学術交流協定校への学生派遣，短期留学生派遣プログラム，国際パートナーシッ

プ・プログラムなど，本学の日本人学生の短期海外派遣を推進し，学術交流協定校は

平成 16 年度以降，39 件増え，平成 19 年度の派遣数は平成 16 年度に比して延べ 4 人の

増加となった（【小項目 1-（1）-11】計画 11-１，【小項目 3-（1）-8】計画８-２参

照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前記資料参照 
・58 頁，【小項目 1-（1）-11】計画 11-１，資料・データ番号 11-１-①：「国際的な学

術・技術交流の協定」 
・ 249 頁，【小項目 3-（ 1） -8】，資料 3-（ 1） -8-２ -[1]：「短期留学プログラム

（SPACE）の概要」 
・ 249 頁，【小項目 3-（ 1） -8】，資料 3-（ 1） -8-２ -[2]：「短期留学プログラム

（SPACE）による留学生の受入状況」 
・250 頁，【小項目 3-（1）-8】，資料 3-（1）-8-２-[3]：「地球環境科学特別コースに

よる留学生の受入状況」 

資料 3-(1)-9-１[1]：学術交流協定校への派遣状況 
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平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

学士課程 大学院課程
 

出典）教育活動等調査報告書の資料番号５-１-②-２ 
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計画 3-(1)-9－2「141 本学学生の派遣地域の拡大と派遣数の増加を図る」に係る状況 

大学・学部間の学術交流協定をアジア圏を中心に拡大し，大学間の協定締結先は平

成 16 年度の 13 ヶ国から 19 年度の 17 カ国，学内共同教育研究施設による協定締結先

は 2 ヶ国から 5 カ国まで拡大した（【小項目 1-（1）-11】計画 11-１参照）。また，

大学教育の国際化推進プログラム「海外長期留学支援事業」への応募（3 名が採用），

日本学生支援機構の第二種奨学金（短期留学）の情報提供（1 名受給）などにより，本

学学生の海外派遣数の増加を図り，平成 19 年度の派遣数は平成 16 年度に比して延べ 4

人増加した（計画９-１，【小項目 1-(4)-2】計画２-３参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 3-(1)-9－3「142 国際的学術交流を推進する」に係る状況 

佐賀大学国際貢献推進室の設置により，国際的な学術交流の体制を整備し，キング

モンクット技術大学ソンブリ校 （タイ王国），ノンラム大学（ベトナム），ユアンペ

イ大学（台湾）等との間に学術交流協定（大学間 59 件，学部間 67 件）を締結した

（【小項目 3-（1）-8】計画 8‐4，【小項目 1-（1）-11】計画 11-１参照）。また，

国際パートナーシップ・プログラム，地球環境科学特別コースにおける英語の授業に

より，留学生の修学支援を行い，留学生による原著論文，研究発表等の国際的学術交

流の成果が，平成 19 年度は 16 件となった（【小項目 1-（1）-11】計画 11-１，【小

項目 1-（3）-9】計画９-４，【小項目 3-(1)-8】８-４参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b）「小項目 3-(1)-9」の達成状況 

（達成状況の判断） 

目標の達成状況が良好である 

 

（判断理由） 

計画９-１～計画９-３の状況が示すように，学術交流協定校を増大させるとともに，

短期留学生派遣プログラム，国際パートナーシップ・プログラム等により，日本人学

生の派遣に積極的に取組み，成果をあげている。 

前記資料参照 
・58 頁，【小項目 1-（1）-11】計画 11-１，資料・データ番号 11-１-①：「国際的な学

術・技術交流の協定」 
・258 頁，計画９-１，資料・データ番号９-１：「学術交流協定校への派遣状況」 
・161 頁，【小項目 1-(4)-2】計画２-３，資料・データ番号２-３-③：「私費外国人留学

生等の奨学金受給者数」 

前記資料参照 
・資料・データ番号８-４－①：「国立大学法人佐賀大学国際貢献推進室設置要項」（別

添資料：44 頁） 
・58 頁，【小項目 1-（1）-11】計画 11-１，資料・データ番号 11-１-①：「国際的な学

術・技術交流の協定」 
・60 頁，【小項目 1-（1）-11】計画 11-１，資料・データ番号 11-１-②：「国際パート

ナーシップ・プログラムの取組状況」 
・151 頁，【小項目 1-（3）-9】計画９-４，資料・データ番号９-４-①：「地球環境科学

特別コースの開講科目」 
・151 頁，【小項目 1-（3）-9】計画９-４，資料・データ番号９-４-②：「地球環境科学

特別コースの履修状況」 
・251 頁，【小項目 3-(1)-8】，資料 3-(1)-8-４-[2]：「留学生による研究活動状況（平

成 19 年度）」 
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○小項目 3-(1)-10「【研究に関する国際連携】国際会議，シンポジウム等での発表を一

層拡充する」の分析 

a)関連する中期計画の分析 

計画 3-(1)-10－1「145 国際共同研究，学術交流シンポジウム等を推進し，共同研究者

の受け入れ及び派遣を拡充する」に係る状況 

平成 16 年度に設置された国際貢献推進室を中心に，共同研究者の受け入れ及び派遣

の拡充に取組み，外国人特別研究員，外国人招へい研究者などの採用が得られ，平成

１７年度には「海外先進教育研究実践支援プログラム」に４名が採択された（資料 3-

(1)-10-1）。また，海外との学部間協定や研究者間の交流を通じて多くの国際シンポ

ジウムや学術交流シンポジウム等を開催し（262 頁，資料 3-(1)-11-1 参照），研究者

の交流を推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 3-(1)-10－2「147 国際交流基金を平成 18 年度までに創設し，若手研究者の渡航援

助を行う」に 係る状況 

平成 18 年度に，それまでの佐賀大学学術振興事業基金（旧佐賀大学）及び佐賀大学

医学部学術国際交流基金を統合し，佐賀大学国際交流基金を創設した。これにより，

大学院生を含む若手研究者の渡航援助，外国人研究者の招へい支援，私費留学生の奨

学金助成など，下記資料 3-(1)-10-2 に示すようなの支援を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-(1)-10-1:佐賀大学と学術交流協定校間 研究者の派遣・受入実績【出典：国

際貢献室ＨＰ，受入・派遣と採択状況】 

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 
対象大学等地域 

派遣人数 受入人数
派遣人

数 
受入人数 派遣人数受入人数 派遣人数 受入人数

アジア 280 10 276 50 79 68 110 44 

北米 145 4 136 4 2 0 2  

ヨーロッパ 159 2 95 13 0 6 3 1 

アフリカ 5 0 3 0 0 0   

オセアニア 18 0 20 0 1 0 2  

合計 607 16 530 67 82 74 117 45 

資料 3-(1)-10-2：佐賀大学国際交流基金による支援事業実施状況【出典：佐賀大学国際交流基

金事業集計表】 

支援事業 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

派遣者助成 7 件 9 件  5 件 12 件 

招へい事業 2 件 2 件  2 件 3 件 

私費留学生奨学金助
成 

2 件 4 件  28 件 17 件 

総事業経費 2,167,814 円 3,204,514 円  7,821,971 円 7,062,380 円 

 （注）16・17 年度は，旧佐賀大学医学部学術国際交流基金  
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計画 3-(1)-10－3「148 外国人教員の積極的任用を図る」に係る状況 

下記のように外国籍教員を各部局に配置し，教育研究の国際化を図っている。特に，

平成 18 年度から英語ネイティブ・インストラクターとしての教員 5 名を留学生センタ

ーに配置することにより，留学や国際会議・シンポジウム等での発表に必要な国際コ

ミュニケーション能力の育成体制を強化した（資料 3-(1)-10-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)「小項目 3-(1)-10」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 3-(1)-10-1 から 3-(1)-10-3 の状況から，国際会議，シンポジウム等での発表

を拡充する取組みがなされており，相応の成果が上がっていることから，目標の達成

状況がおおむね良好であると判断した。 

 

 

 

 

 

○小項目 3-(1)-11「【研究に関する国際連携】海外の大学・機関，とりわけ学術協定

校・研究機関と地域性のあるユニークな分野での国際共同研究を推

進し研究の質的向上を図る」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

計画 3-(1)-11－1「145 国際共同研究，学術交流シンポジウム等を推進し，共同研究者

の受け入れ及び派遣を拡充する」に係る状況 

各学部・研究科および研究センター等において，国際共同研究の実施，学術交流シ

ンポジウム等の開催（資料 3-(1)-11-1 [1]）を推進し，それらを通して共同研究者の

受け入れ及び派遣の拡充を図った。 

 

 

資料 3-(1)-10-3：外国人教員の在籍数及び全教員に占める割合【出典：人事課集計】 

配置部局等 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

文化教育学部 4 人 4 人 4 人 4 人 

経済学部 2 人 3 人 3 人 3 人 

医学部 3 人 3 人 4 人 4 人 

農学部 0 人 0 人 0 人 0 人 

理工学部 6 人 5 人 6 人 4 人 

研究センター等 4 人 6 人 6 人 8 人 

合   計 19 人 21 人 23 人 23 人 

全教員に占める割合 2.78％ 3.06％ 3.29％ 3.32％ 
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資料 3-(1)-11-1[1]：国際交流シンポジュウム開催状況【出典：国際貢献室 HP】 

平成 16 年度  

実施部局名 開催日 学会・シンポジューム タイトル 
低 平 地 研 究 セ
ンター 

平成 16 年 9
月 1-3 日 低平地に関する国際シンポジウム(ISLT2004) 

医学部 
平成 16 年
10 月 31 日-
11 月 3 日 

1st Asia-Pacific International Peptide Symposium/41st 
Japanese Peptide Symposium. 

シ ン ク ロ ト ロ
ン 光 応 用 研 究
センター 

平成 16 年
12 月 14 日 

Joint Seminar between Institute of Composite Materials, 
Shanghai Jiaotong University and Saga University 
Synchrotron Light Application Center on Material Science 
and Synchrotron Light -2004 

シ ン ク ロ ト ロ
ン 光 応 用 研 究
センター 

平成 16 年
12 月 15 日 

Joint Seminar between Shanghai Institute of Applied 
Physics and Saga University on Synchrotron Light 
Applications -2004 

シ ン ク ロ ト ロ
ン 光 応 用 研 究
センター 

平成 17 年 3
月 23 日 

Joint Seminar between Saga University Synchrotron Light 
Application Center and State Key Lab of Metal Matrix 
Composites, Shanghai Jiaotong University on Material 
Science and Synchrotron Light -2005 

平成 17 年度 

実施部局名 開催日 学会・シンポジューム タイトル 

理工学部 平成 17 年 4
月 15 日 

第２回佐賀大学・イーストアングレア大学（英国）化学ワークシ
ョップ 

シ ン ク ロ ト ロ
ン 光 応 用 研 究
センター 

平成 17 年 7
月 8 日 

The 1st Joint Seminar between Russian Research Centre 
Kurchatov Institute and Saga University Synchrotron Light 
Application Center 

低 平 地 研 究 セ
ンター 

平成 17 年 9
月 20-23 日 

第 ８ 回 粘 着 性 堆 積 物 の 輸 送 に 関 す る 国 際 会 議 2005 in 佐 賀
(INTERCOH2005 in Saga) 

文化教育学部 平成 17 年
11 月 3 日 日韓台環境紛争処理国際シンポジウム 

シ ン ク ロ ト ロ
ン 光 応 用 研 究
センター 

平成 17 年
11 月 20-22
日 

ｌ nternatinal Symposium on Synchrotron Light Application 
in Advanced Meterials 

海 洋 エ ネ ル ギ
ー 研 究 セ ン タ
ー 

平成 18 年 3
月 27 日 海洋ｴﾈﾙｷﾞｰｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2006 

平成 18 年度 

実施部局名 開催日 学会・シンポジューム タイトル 

理工学部 平成 18 年 9
月 4-8 日 

第 10 回高気圧低温プラズマ化学 
国際シンポジウム 

理工学部 平成 18 年 9
月 4-8 日 

環境浄化技術に関するポーランド・日本 Hakone グループシンポ
ジ ウ ム  (2006 Polish-Japanese Hakone Group Symposium on 
Non-thermal Plasma Processing of Water and Air) 
＊日本学術振興会援助の 2 国間セミナーで、代表者は佐賀大学、
山部長兵衛。開催は上記と共催の形で開催した。 

低 平 地 研 究 セ
ンター 

平成 18 年 9
月 14-16 日 低平地に関する国際シンポジウム（ISLT2006） 

理工学部 
平成 18 年
11 月 10-13
日 

第４回釜山大学（韓国）・佐賀大学（日本）化学シンポジュウム 

理工学部 平成 18 年
11 月 11 日 

第 4 回 日本（佐賀大学）と韓国（釜山大学）との化学ジョイン
トシンポジウム 

経済学部 平成 18 年
11 月 25 日 

第１６回日韓中国際シンポジウム「労働移動、技術移転とアジア
の経済発展」 

地 域 学 歴 史 文
化 研 究 セ ン タ
ー 

平成 19 年 1
月 28 日 

国際シンポジウム「医療の近代化と歴史研究－日英米比較史の視
座から－」 

シ ン ク ロ ト ロ
ン 光 応 用 研 究
センター 

平成 19 年 3
月 1 日 

Joint Seminar between Saga University Synchrotron Light 
Application Center and State Key Lab of Metal Matrix 
Composites, Shanghai Jiaotong University on Material 
Science and Synchrotron Light -2007 

文化教育学部 平成 19 年 3
月 5 日 

特 別 講 演 会 「 ベ ト ナ ム に お け る 日 本 語 教 育 と 卒 業 生 の 進 路 -
Vietnam National University のケース- 

平成 19 年度 
実施部局名 開催日 学会・シンポジューム タイトル 

海 洋 エ ネ ル ギ
ー 研 究 セ ン タ
ー 

平成 19 年 9
月 13 日 2007 国際ｾﾐﾅｰ 

海 洋 エ ネ ル ギ
ー 研 究 セ ン タ
ー 

平成 19 年 9
月 13 日 海洋ｴﾈﾙｷﾞｰｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2007 

経済学部 平成 19 年 9
月 30 日 

国際ｼﾝﾎ ｼﾞｳﾑ「ｱｼﾞｱ諸国の経済発展に対する労働力輸出入政策の
影響力」 

シ ン ク ロ ト ロ
ン 光 応 用 研 究
センター 

平成 19 年
12 月 19 日 

Joint Symposium between Institute of Composite Materials, 
Shanghai Jiao Tong University and Saga University 
Synchrotron Application Center on Material Science and 
Synchrotron Light 

理工学部 平成 20 年 1
月 22-24 日 第１回佐賀大学・大邱大学ジョイントセミナー 
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計画 3-(1)-11－2「146 日本学術振興会海外特別研究員制度，国際交流基金等の各種研

究者支援制度，JICA・JETRO 等への参加制度を積極的に利用し，研究，

研修，教育に関する国際交流を一層進める」に係る状況 

 

文部科学省の大学教育の国際化推進プログラム（海外先進研究実践支援，長期海外

留学支援），日本学術振興会の国際学会等派遣事業，国際協力機構による国際協力機

構事業への専門家の派遣事業，国際交流基金等による研究者の派遣（資料 3-(1)-11-2 

[1]）および日本学術振興会の外国人特別研究員，外国人招へい研究者事業，二国間共

同研究事業などによる外国人研究者の受け入れ（資料 3-(1)-11-2 [2, 3]）に取組み，

平成 19 年度には派遣研究者の数が増加した。また，JICA による国別研修において，

情報技術修得研修をほぼ継続して実施しており，これまでにインドネシアから総計 38

人の研修生を受入れるなど（資料 3-(1)-11-2 [4]），外部資金による制度を活用して

研究，研修，教育に関する国際交流を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3-(1)-11-2 [1]：外部研究資金による教員等の海外派遣状況一覧【国際貢献室ＨＰ，受

入・派遣と採択状況】 

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 
事業名 

派遣先 人数 派遣先 人数 派遣先 人数 派遣先 人数

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ １ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ １  米国 ２ ﾀｲ 1 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ １ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ １    ﾍﾞﾄﾅﾑ 1 

英国 １ 英国 １   ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ １  

【文部科学省】 

大 学 教 育 の 国 際 化 推 進 ﾌﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ

(海外先進研究実践支援) 
米国 2 米国 １     

      英国 2 同上 

(長期海外留学支援)       ｽﾘﾗﾝｶ 1 

米国 １ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ １  米国 １ ｲﾀﾘｱ 1 

      ﾒｷｼｺ 1 
【日本学術振興会】 

国際学会等派遣事業 
      米国 1 

ﾌﾗﾝｽ 1 ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ １    ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 1 
【日本学術振興会】 

特定国派遣研究者   
ﾛｼｱ及び NIs

諸国 
１     

ﾍﾞﾄﾅﾑ 1 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ １  ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ １  ﾏﾚｰｼｱ １【国際協力機構】 

国際協力機構事業への専門家の

派遣 
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ １ ﾏﾚｰｼｱ １     

【ﾕﾈｽｺ･ｱｼﾞｱ文化ｾﾝﾀｰ】 

ACCU ﾕﾈｽｺ青年交流信託基金事大

学生交流ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ事業 

      ﾂﾊﾞﾙ･ﾌｨｼﾞｰ 12 

【 (独)国際交流基金】 

(独 )国際交流基金による研究助

成 

      ｴｼﾞﾌﾟﾄ １  

合計  ９  ９  ４  24 
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b)「小項目 3-(1)-11」の達成状況 

(達成状況の判断) 

目標の達成状況がおおむね良好である 

 

(判断理由) 

計画 3-(1)-11 -1, 3-(1)-11-2 に示すように日本学術振興会特別研究員制度などで

は人数は多いとは言えないまでも毎年，継続して採用をされている。また，ＪＩＣＡ

による国別研修を平成 16 年度と 17 年度に実施しており，19 年度においても実施した

ことから，目的の達成状況がおおむね良好であると判断した。 

資料 3-(1)-11-2 [2]：外部研究資金による外国人研究者の受入状況一覧 
16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

事業名 
受入国 人数 受入国 人数 受入国 人数 受入国 人数

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃ ﾞｼ
ｭ 

２
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼ
ｭ 

２ ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ １ ﾈﾊﾟｰﾙ 1 

ｲﾗﾝ １ ｲﾗﾝ １ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ １ ﾍﾞﾄﾅﾑ 1 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ １ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ １ 中国 １ 韓国 1 

  中国 １ ﾈﾊﾟｰﾙ １ 米国 １

【日本学術振興会】 
外国人特別研究員 

  ﾈﾊﾟｰﾙ １ ﾍﾞﾄﾅﾑ １   

  ﾌﾗﾝｽ １ 英国 １ ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ １

  ｲﾝﾄﾞ １   ｲﾝﾄﾞ 1 

  ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ ２     

同上 
外国人招へい研究者 

  中国 １     

  ﾌﾗﾝｽ １     

  英国 ３     

  米国 １     

  ﾍﾞﾙｷﾞｰ １     

  ｲﾗﾝ １     

  ｲﾝﾄﾞ １     

【日本学術振興会】 
国際研究集会 
 
 
 
 

  韓国 １     

【日本学生支援機構】 
帰国外国 人 留学生短 期 研究
制度 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ １ ﾐｬﾝﾏｰ １ 中国 １   

公益信託五峯 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ国際
基金研究助成 

      米国 １

合  計  ５  21  ７  ７

資料 3-(1)-11-2 [3]：二国間共同研究採択状況一覧 
16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

事業名 
対象国 人数 対象国 人数 対象国 人数 対象国 人数

【日本学術振興会】 

韓国との共同研究(KOSEF) 
  韓国 １ 韓国 ２ 韓国 2

【日本学術振興会】 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱとの共同研究(DGHE) 
   ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ １  ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

1

 

【日本学術振興会】 

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞとのｾﾐﾅｰ 
    ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ １    

合計    １  ４  3

 
資料 3-(1)-11-2 [４]：JICA 国別特設インドネシア「高等教育行政と情報技術」研修受入れ 

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 
研修名 

実施期間 人数 実施期間 人数 実施期間 人数 実施期間 人数

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ情報技術及び高等教育行

政 

16.10.４～

10.22 
12

17.10.3～

10.22 
12 実施なし   

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ遠隔教育コンテンツ開発  
19.9.10～

9.28 
14
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②中項目１「社会との連携，国際交流等に関する目標」の達成状況 

  (達成状況の判断)  

目標の達成状況が良好である  

 

(判断理由) 

各小項目の分析にあるように，知的財産管理室，科学技術共同開発センタ－と内部型

の TLO を統合した。「佐賀大学産学官連携推進機構」を通して本学の知的財産の創出，

管理及び活用が戦略的に行われている。また，「佐賀大学地域貢献推進室」を設置し，

地方公共団体や民間・NPO との間で連携を行い，成果を上げている。国際交流において

は，DDP プログラムの立ち上げ等，協定大学間における国際交流の実質化を図っている。

以上のことより目標の達成状況が良好であると判断できる。 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

(優れた点) 

1.地域社会へ本学の科学研究や学術成果を還元するための「産学官連携推進機構」と

「地域貢献室」が地域社会に溶け込む重要な役割を発揮している。 

2.地域の図書館と本学附属図書館の連携により地域資料の収蔵，企画展の開催などを

行っている。 

3.国際交流事業では，短期留学プログラム，地球環境科学特別コ－ス，JICA による

国別研修企画等により，留学生及び研修生を積極的に受け入れている。  

4.各部局は研究の質を向上させ，研究成果を公表しながら，佐賀大学産学官連携推進

機構を通して行政機関や産業界と連携を進めている。  

 

(改善を要する点) 

1.科学技術や地域貢献の範囲を拡大することによって，本学の研究成果をさらに社会

へ還元し，地域の特有な問題を解決するなど貢献度を増す。 

2.国際交流においては，国際共同研究をさらに推進する。日本人学生がもっと海外の

大学で教育を受けたり，研究したりする機会を増やす。 

 

(特色ある点) 

1.社会貢献に関しては佐賀県全体を本学のキャンパスとして捉え，各地にサテライト，

研究センタ－等を配置して，密度の高い事業を展開している。 

2.「大学コンソ－シアム佐賀」を創設し，佐賀県下の高等教育機関が参画し，単位互

換，学生交流等佐賀ならではの活動を行っている。 

3. 地方公共団体と連携した「佐賀環境フォ－ラム」「佐賀大学デジタルコンテン

ツ・クリエーター育成プログラム」「地域創成型学生参画教育プログラム」など，

佐賀地域の社会に密接した教育プログラムが進められている。 

4. 環黄海地域の大学と本学の間で学生教員が交互に訪問し，英語による講義，演習

等を行い単位化する「国際パートナーシッププログラム」を継続して実施している。 

 

 

 




